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͸͡Ίに

͜͜ Ζͷ復興΁ͷ૝͍ͱコンソーシアムͷي੻

　この報告書は、2012年、文化の力により東日本大震災からのここΖの復興を支援す

べく立ち上げられた「文化芸術による復興推進コンソーシアム」（以下コンソーシアム）

の活動の報告であり、また、コンソーシアムがこの5年間寄りఴってきた被災地の、

文化芸術という視点を通して見た、被災と未来に向けての復興の記録でもある。構成

は3部に分かれており、第1部は2011年の震災発生から2012年まで、コンソーシアムが

設立され、被災地の調査を中心に活動していった時期、第2部は2013年から2014年ま

での被災地の情報を各所に発信し、また、被災地における文化による復興支援のため

関係者のコーディネートへと活動をシフトさせていった時期、第3部は今後の長期の

支援をどうすべきかを検討している2015年について記載している。

　では、「文化芸術による復興推進コンソーシアム」とは、どんな組織であり、またど

んな経Ңで、どんな想いの下に活動を始め、継続してきたのか。ここでは、具体的な個々

の記録の記述に入る前に、まずはコンソーシアム自体の紹介を行っていくこととしたい。

コンソーシアムͷ設立
　2011年3月11日、զが国を未િ有の大災֐がऻった。東日本大震災である。

　この震災により、ࢮ者・行方ෆ明者計18
456人、建築物の全յ・半յ及び全ম・半

ম合わせて400
540戸という巨大な被֐が生じた※。また、福島第一原子力発ి所では、

これもզが国未િ有のレベル7の事ނが発生、目に見えない被֐により生まれ育った

地域からආ೉しなければならないというこれまでにない事ଶを招いた。5年近くが経

過した2015年11月時点でも、約18万7千人ものආ೉者が自୐にؐؼできないなど、東

日本大震災の௺ࠟは未だ非常に大きい。

　震災の被֐は、東北地域の太平洋沿岸部を中心にしつつ、極めて෯広い地域に及んだ。

これは文化施設でも同༷であり、東北地域で多くの施設がٳ館に௥いࠐまれただけでな

く、東京では۝段会館でఱ井落下により2名のࢮ๢者が発生。川崎市のミューザ川崎シ

ンフォニーホールでは、ఱ井仕上げ材が٬席に落下し、約2年間のด࠯を༨ّなくされ

ている。加えて、震災発生後しばらくの間は、歌舞音曲興行の自ॗの流れが全国に広が

り、直接の被災がগない地域においても文化芸術活動のఀ଺が見られることとなった。

※被֐者・被֐建築物状況

　出ॴ：࡯ܯ庁ٸۓ災ܯ֐備本部޿報資料（平成28年2月10日෇）
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　一方、震災直後から多くの文化芸術団体や関係者が、被災者を、また被災地の復興

を助けるためにૉ早く動き出していた。被災地復興のための寄付集めに多くの文化人

が活༂し、被災地の状況が一定の安定をみた後は、ボランティアとして、また、被災

者のここΖをҚめるためのアウトリーチ活動を行うために、数多くの文化芸術団体や

関係者が現地に入っている。前者の代表的な例としては、被災からۇか2ि間足らず

の3月24日に、企業メセナ協議会が被災地への芸術文化による復興支援を行うための

基金「GBFund」を立ち上げている。また、後者としては、これも震災後2ि間で、

仙台フィルハーモニー管弦楽団が各地に出向いての復興コンサートを開始している。

　「文化芸術による復興推進コンソーシアム」は、2011年、上記の状況の中で、被災

地のためにԿかできないかと想う多くの文化関係者が集まり、スタートした。確かに

多くの文化芸術団体や関係者はطに支援活動を始めていた。とはいえ、文化芸術団体

・関係者がひとつのネットワークを持ちながら動いているわけではなく、どのように

支援を行えば本当に被災地のためになるのか、方法論を୳しあぐͶている人も多かっ

た。ޓいに協力しあえれば、もっと被災地のために໾立つことができるのではないか。

いま被災地でۤしんでいる多くの方々の心を、文化芸術の力で、ҚめることがՄ能な

のではないか。

　こうした想いの下、文化庁が中心となり、（一社）日本音楽著作権協会、（公社）

日本芸能実演家団体協議会、（公社）全国公立文化施設協会、（公社）企業メセナ協

議会、東京藝術大学、（独）日本芸術文化振興会などの関連団体が会議を重Ͷ、被災

者/被災地支援のためのネットワークをつくることに合意した。2011年10月に、コン

ソーシアムの設立準備事務局が立ち上げられ、震災からから1年を経た2012年3月13

日に設立の記者会見とシンポジウムを実施。2012年度より本格的に活動を開始する

こととなった。

コンソーシアムͷ設立目త
　「文化芸術による復興推進コンソーシアム」は、コンソーシアムという名前が示す

通り、文化芸術の関係団体、関係者の؇やかなネットワークとして設立され、活動を

続けてきた。中֩として活動してきたのは前述した文化庁を含む7団体であるが、コ

ンソーシアムの活動झࢫに賛同し、ネットワークに入っていただいた方は、2015年12

月຤現在、団体で244団体、個人で110人にも及ぶ。こうした多くの賛同者の方々が、
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連携することによって、復興への支援を推進する。これがコンソーシアムの活動の基

本理念であり、目指す࢟であった。

　2012年3月13日の設立記者会見で配付されたコンソーシアムへの賛同の呼びかけでは、

設立目的と目指すべき࢟を次のようにએ言している。

のなかで、生きるよりどこΖをࣦい、ক来への希望を֐たちは、未િ有の大災ࢲ」　

なかなか見出せないでいるような時でも、文化芸術には人々の心に直接働きかけ、

生きる力を呼びىこす力があると確信しています。そして、これから被災地の

復興と࠶生に向けて着実に前進していくために、中長期にわたる文化芸術によ

る継続的な支援は一૚、必要となってくるものと考えています。そこで、ࢲた

ちは、団体や個人が被災地の復興のために活動の分野や立場のҧいを௒えて集い、

中長期にわたって文化芸術による復興への取組を推進する組織として『文化芸

術による復興推進コンソーシアム』を創設することとகしました。

　このコンソーシアムは、文化庁をはじめ、芸術家、芸術団体、文化施設、助

成財団、企業、NPO法人、芸術ܥ大学、文化ボランティアなどが、被災地の復

興・࠶生の状況や被災者の求め等について情報を共有し、それͧれの特性を活

かしながら、ີ接な連携協力のもとに文化芸術活動を展開することによって、

被災地の復興に寄与することを目的としています。

　コンソーシアムは、被災地のօ༷が感じていらっしΌる大きな൵しみなどを、

これからの復興に立ち向かう力へと変えていただくために、日々の生活の中で

文化芸術に৮れたり、地域の࠶生やまちづくりに文化芸術を活かすなど、文化

芸術が中長期間にわたって復興にお໾に立てる機会や環境を創出することを目

指しています。こうした連携のしくみは、今回の大震災をӽえて、日本全体を

元気づけていく重要な推進໾にもなりಘるものと考えます。」（明日への希望につな

げるために　文化芸術による復興推進コンソーシアム　ご賛同の呼びかけ　部分ൈਮ）。

　コンソーシアム設立への想い、目的、そして目指すべき࢟は、この呼びかけ文の内

容に΄ぼਚきている。中心にあるのは、東日本大震災への復興の想いと、その中で文

化芸術は人々の心に寄りఴう大きな力を果たしうるという確信である。ハードの復چ

が整備されるだけでは、ここまで大きな被֐を受けた各地を十分に復興し、地域社会

を࠶生することはできない。そこに住まわれる人々のここΖの復興、また、人と人と
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のඥ帯の復活がどうしても必要となる。そして、その時にԿにもまして必要となるも

のこそ、文化芸術の持つ人の心を動かす力であるはずだ。この確信が、コンソーシア

ムの開設とその後の活動をずっと支えてきた。

コンソーシアムͷ׆ಈ内༰
　呼びかけ文にもあるように、コンソーシアムは、直接の支援主体として活動するの

ではなく、そうした活動を志す文化芸術団体や関係者が行う多༷な支援活動をଅ進さ

せる「連携の仕組み」として構想されている。この仕組みを具体化するために、コン

ソーシアムでは、「つどう」「つなぐ」「つたえる」「しらべる」「つづける」の5つのキ

ーワードの下に活動を続けてきた。

　最初は「つどう」である。先に述べたように、コンソーシアム自体、文化庁を含む

7団体が集まって設立されたものであり、また、その設立当初から、コシノジュンコ

氏/小林研一郎氏/紺野美沙子氏/新沼謙治氏/西田敏行氏/原田直之氏の6名の方の

ご協力をಘながら、コンソーシアムに賛同し、共に連携する団体・個人を広く集めて

きた。こうして「つどう」こと、それにより被災地への支援の想いをޓいに高め合い、

また実際の支援活動において連携する機会を૿やしていくことを意ຯするこの「つど

う」というキーワードは、コンソーシアムの最も基本的な活動である。

　ついで「しらべる」活動を、2011年度から12年度にかけて、被災状況や被災地にお

ける文化芸術による支援活動の状況の調査という形ଶで実施した。文化支援は、ҋӢ

に行ってもޮ果が出るものではない。実際、震災後の初期の時期では、受入側の状況

をきちんと把握せずに被災地やආ೉所での催しを行ったために、現地の方々に༷々な

໎࿭を掛けたという課題も伺った。こうしたトラブルを๷ぎ、受入側の事情に合わせ

た文化支援を行っていくためには、また、そうした支援のあり方を知見・ノウハウと

して஝積し、ক来の災֐被֐に活かしていくためには、Կより、現地の状況を子細に

知っておく必要がある。

　その次に開始したのが「つたえる」「つなぐ」活動である。被災地への文化支援活

動を拡大していくためには、被災地がどういう状況にあるのか、また、どのような文

化支援活動がطに行われ、ࠜ付いていっているのか、つまり「しらべる」活動の結果

を広く「つたえる」必要があった。このため、コンソーシアムでは、ホームページを

整備すると共に、FacebookやTwitterといった震災時にもその有ޮ性をূ明した
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SNSを通じて被災地への文化支援に関するレポート、コラム、イベント情報などの

収集と発信を続けている。

　被災地により近い視ઢから文化支援活動を推進していくためには、支援する側だけ

がউ手に動くのではなく、受入側の地元との協働が必要となることがわかってきた。

特に、中長期的に地域社会の復興を見ਾえる場合には、地域の課題に合わせた文化の

生や発展が必要であり、地元の人々から遊཭しての活動はありえない。「支援」は地࠶

元側の「受援」の力（ʹ支援側の受け皿となって協働する力）がなくては成功しない

のである。コンソーシアムでは、この関係性を「つなぐ」ことの必要性として捉え、

支援側と受援側との間のコーディネートを積極的に行う活動を展開してきた。具体的

には、東北事務所（平成26年度から東北センター）を仙台市に開設すると共に、支援

の意向を持つ文化関連団体や企業と地元自治体、文化施設との間を取り持つ活動や、

復興支援のための文化プロジェクトへの後援や広報協力・スポンサー紹介等の活動、

さらには長期的な文化による復興支援のためのNPO法人設立への支援などを行ってきた。

　最後に࢒るのが「つづける」活動である。先に述べたように、震災や原子力災֐の

௺ࠟは未だ大きく、東北の被災地が本当の意ຯで࠶生し、新たな未来を築き上げてい

くためには、これからも長い期間に及ぶ活動が必要になる。そのためには、このコン

ソーシアムに始まった文化芸術団体・関係者による復興支援のための連携も、また、

長期にわたって持続していくものでなければならない。

ͭͲ͏

文化芸術による復興推進コンソーシアム　主な事業内容

ɾɾɾɾɾɾ文化ிɺ芸術団ମɺ芸術Ոɺ文化施設ɺॿ成ࡒ団ɺ企業ɺ/10法人ɺ芸術ܥେ学ɺ文化ϘϥンςΟアͳͲ͕݁集͠ɺ人త・૊৫ωοτϫーΫΛܗ成͠·͢ɻ

ͭͳ͙ ɾɾɾɾɾɾඃࡂ஍ͷ復興ঢ়گΛݱ஍ௐࠪ・ώアϦンάɺϞχλϦンάͳͲΛ௨ͯ͡త֬に೺ѲΛ͢る͜ͱͰɺඃࡂ஍ͷٻΊにଇͨ͠文化芸術׆ಈ͕Մೳͳͮڥ؀ Γ͘にͭͳ͛·͢ɻ

ͭͨ͑る ɾɾɾɾɾɾ
ඃࡂ஍౳に͓͚る団ମ΍ݸ人ͷࣗओతͳ文化芸術׆ಈΛࢧԉ͢るͨΊɺ૯߹త
ͳ৘ใωοτϫーΫΛߏங͠発৴͢るͱͱ΋にɺ޿ใ׆ಈɺݸผ૬ஊ౳によΓɺ
ඞཁͳ৘ใͱϊ΢ϋ΢Λ఻͑·͢ɻ

͠Β΂る ɾɾɾɾɾɾ中௕ظతͳࢹ఺͔Βɺ復興推進ͷͨΊに文化芸術͕Ͳͷよ͏ͳ໾ׂΛ୲͍ͬͯ
͘΂͖͔ɺௐࠪ研究Λ行͍ఏ͠ݴ·͢ɻ

͚ͭͮる ɾɾɾɾɾɾܧଓతͳ文化芸術׆ಈによる復興推進Λ行͏ͨΊにɺ人ࡐ΍ݯࡒͷ֬อɺฒͼ
に੍度తͳ͋Γํに͍ͭͯݕ౼͠·͢ɻ
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　また、「つづける」という意ຯでは、コンソーシアムのこの5年の経験をそのままໄ

。していくことも極めて重要と考えている࢒させず、知見やノウハウとして記録にࢄ

例えば、今回の東日本大震災においても、阪神淡路大震災の経験を経てつくられた「文

化財レスキュー」のネットワークが被災地における文化財保全に大きく໾立っている。

同༷に、コンソーシアムが東日本大震災の被災地の方々に寄りఴい、ࣖを܏け、教え

られて஝積してきた経験も、また、今後の災֐復興やまちづくりに寄与できる点が多

くあるはずである。本報告書も、また、この「つづける」活動の重要な一部としたい

との想いから、作成されている。

　以下の本รでは、いま述べたコンソーシアムの設立からの流れをࠎ格としながら、

その時実際に被災地ではどのようなことがىこっていたのか、その中でコンソーシア

ムとしてどのような想いを持ち、活動をしてきたのかを、Մ能な限り現地の生の情報

や声を交えながら、記述していくこととしたい。

　༨りに広い地域において、また、༨りに多くの人の人生を変えてしまった東日本大

震災に対し、本報告書が示せることは極めてۇかなものでしかない。しかし、文化芸

術という領域・視点にߜったものとしては、それでも、一定の価஋があるとࢲたちは

考えている。東日本大震災において、文化の力は、どのようにここΖの復興に໾立ち、

また、今後も続く地域の࠶生に向けどんな໾ׂを果たすことができそうなのか。ࢲた

ちの5年間の経験をԿかしらの参考にしていただけるなら幸いである。

　最後に、震災というݫしい状況の中、コンソーシアムの活動に協力していただき、

また、༨裕のない中で多くのことを教えてくださった被災地の方々に、心からの感ँ

をਃし上げたい。震災からの復興に文化芸術がԿかしら໾立ったとすれば、それは、

そういった支援活動をஆかく受け入れ、時に応じて活動の主໾となって活༂して下さ

った現地の方がいてくださったからこそである。文化の力とは人の力であり、そして

復興における人の力とは、Կより、そこに住み続けようとされている一人ひとりの方々

の力である。この報告書がԿらかの形で多গなりともお໾に立てるものになれば望外

のتびである。
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ʮͭͲ͏ ʯ͔ Βʮ͠Β΂るʯ΁

震災後の主な動き年 コンソーシアムの活動

2011

2012

2013

▶ 東日本大震災発生（3月11日）

・文化施設の被災 /避難所活用

・文化関係者による支援活動の開始

　音制連　NEXUS AID 義援金プロジェクト発表（3月14日）

　企業メセナ協議会GBFund 設立（3月24日）

　芸団協　支援の呼びかけ発信（3月25日）

　同時期に仙台フィルの被災地出張公演開始

・文化財レスキュー施策開始（3月31日）

・東日本大震災復興構想会議開始（4月11日）

・東京都「東京緊急対策2011」（5月30日 )

　その一環としてArt Support Tohoku-Tokyo も開始

・公立社会教育施設災害復旧費補助金による被災した公立文化施設への

補助（6月調査開始）

▶ 6月24日　東日本大震災復興基本法施行

・各地において被災地復興支援コンサートが多数開催

・文化庁「次代を担う子どもの文化芸術体験事業」による被災地への芸術

家派遣「アジアオーケストラウィーク」の開催場所を仙台市に変更

▶ 被災各自治体復興計画策定

・多くの被災自治体で、6月までにビジョン、12月までに復興計画

　（一次計画）策定

・宮城県 /岩手県で民俗文化財調査（平成24年度分）

▶ 復興庁の施策展開

・子ども被災者支援法成立（6月27日）

・福島復興再生基本方針（7月13日）

・復興推進委員会中間報告（9月28日）

▶ 文化庁の施策展開

・2012年度より開始の地域発・文化芸術創造発信事業イニシアチブ事業に

「文化芸術による心の復興事業」メニューを設置

・復興推進委員会平成24年度答申（2月）

・福島復興再生総局発足（2月1日）

・復興庁開庁（2月10日）

・宮城県 / 岩手県で民俗文化財実態調査が実施され、調査報告が作成さ

れる

 （3月に平成23年度分報告）

※福島県は、（2011～2013）の報告書が平成25年末に刊行される。

・4月頃より文化庁と各団体での会合

・文化庁長官メッセージ（4月12日）

・運営委員会開始（3回実施）

・賛同登録の募集を開始

・公式Webサイトオープン

・文化芸術による復興推進員を選任（岩手県 6 名 /

宮城県6名 /福島県6名 /全国組織5名）

・調査研究会（3回実施）

・復興推進員連絡会議（11月・2月）

・平成24年度調査研究報告書発行

・読売新聞大阪本社の被災地事業「和」のこころを

語るリレー塾の場所選定に対する実施報告

・第2回設立準備委員会（4月25日）

▶ 10月　コンソーシアム設立準備室設置

▶ 記者会見及び設立シンポジウム開催
　（3月13日）

▶ コンソーシアム／運営委員会正式発足
　（5月30日）

▶ 3月15日　第2回シンポジウム

・設立準備

企画調整会議／推進会議（5回開催／11～3月）

情報部会会議（4回開催／1～3月）

第1回設立準備委員会（2月29日）

・調査事業

アンケート調査開始（1月）

被災地ヒアリング実施（1～3月）

調査研究会実施（5回実施／1～3月）

調査研究報告書作成（3月）

2011 2012

2011ˠ2012　ᶗɽ਒ࡂɺͦ ͠てจԽࢧ援の͕޿Γ　2011年͔Β12年のه࿥
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　2011年3月11日14時46分、それまでの؍ଌ史上最大の規໛となるM9 の東北地

方太平洋ԭ地震が発生した。直後の津೾、そして原子力災֐へと続く東日本大

震災のऻ来であった。震災当時、釜石市の生涯学習スポーツ課長であった和田

利男氏には、その状況を生々しく報告していただいている（肩書きは当時。以

降も同༷）。「これまで見たこともない切り立ったࠇい೾は、今日までこのまち

に฻らしてきたことを൱定し、ނ郷がここにあった事実も໧ࡴするかのように、

ಥવࢲたちにऻいかかってきたのです。地震直後市議会議場にいたࢲは༳れの

落ち着くのを待って、災֐対策本部の要員となる教育長らを本庁舎に࢒し、そ

こから3キロ΄ど内陸部に位置する教育センターに໭りましたが、気付いたら近

くの釜石Ӻ前も水ਁしになってंがුかび、ཪ側にあるߕ子川はंやנ᛽を৐

せてٯ流し、センターの手前数十メートルのとこΖまで水がԡし寄せてきました。

たちは、メガホンをย手に付近の住民にආ೉を呼びかけていましたが、やࢲ　

がてंから自ら୤出しあるいは付近の工場で働く人たちに救助され、ずぶೞれ

になった人たちが運びࠐまれてきたので、手分けしてໟ布を調ୡし石༉ストー

ブをขいてԹめ、ロッカーに入れてあった෰やۺなどを提供し、そしてոզ人

と共にප院にൖ送し続けました」。これと同じような状況が、関東から東北の太

平洋岸の෯広い沿岸部で、一気に展開し、それまでの日常、平和な฻らしをଧ

ちյしていった。

　では、この中で、文化施設は、あるいは文化芸術に係わる団体や人々、そし

て文化芸術活動自体は、どのような被֐を受け、あるいは、震災の被֐にどの

ように立ち向かっていったのだΖうか。ここでは、まず、平成24年3月及び平

成25年3月に発行したコンソーシアムの調査研究報告書/活動報告書での報告

をもとに、その概要を見ていくこととしたい。なお、財団法人/社団法人の名

称については、当該時期（2008年から2013年）がچ来の法人格から、公益財団

/社団法人、一般財団/社団法人への移行期に当たり、年度によってҟなる場

合があるため、2016年1月現在のものに統一した。レポートやインタビューを

紹介させていただいている方の肩書き等は、当時のものを使わせていただいて

いる。

ᶗɽ਒ࡂɺͦ ͯ͠文化ࢧԉͷ͕޿Γ
2011年͔Β12年ͷه࿥

2011ˠ2012　ᶗɽ਒ࡂɺͦ ͠てจԽࢧ援の͕޿Γ　2011年͔Β12年のه࿥

ˎ和田利男氏の報告

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月発行）P47

※法人格は、2回目以降

は省略している
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̍ɽ文化施設ͷඃ֐ͱରԠ

˙公立文化施設ʢ文化会館ʣͷ਒ࡂඃ֐

　東日本大震災は、他の施設と同༷、文化施設にも大きな被֐を与えた。最

も被֐の大きかった岩手・宮城・福島の3県の公立のホールܥ施設（各県の公

立文化施設協会に参加している文化会館）の状況を見てみると、岩手では全

28施設のうち57ˋが、宮城では全40施設全てで、福島では全26施設のうち73

ˋで施設自体や設備がഁଛしており、宮城県を中心に大きな被֐があったこ

とがわかる。

　ホールܥ施設のഁଛ状況で特௃的であったのは、舞台設備（௻り物やর明、

音ڹ器具等）について大きな被֐の報告がগなく、落下๷ࢭなどの༧๷ા置が

ޮ果的であったと推ଌされる൓面、٬席上部のఱ井落下の被֐が多数報告され

たことである。幸いなことに、地震直後ではなく、ආ೉༠導が済んでから落下

したケースが多かったことや、そもそもޕ後の早い時間で本番中の施設がগな

かったことから、公立文化施設においては人的な被֐に直接結び付いていない

が、発生の時間帯がҟなっていたとしたら大変な被֐がىこっていたՄ能性も

ある。これは建築上の安全対策として׬全な見落としであった。なお、この൓

省から、2014年4月1日より、ఱ井୤落への対応を義務付けた新たな建築基準法

施行ྩ等が施行されている。

2011 2012

2011ˠ2012　ᶗɽ਒ࡂɺͦ ͠てจԽࢧ援の͕޿Γ　2011年͔Β12年のه࿥
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岩手県公立文化施設協議会加盟館　震災被害状況一覧（平成24年1月時点）

区分 番号 施　設　名

被害状況（H23年7月時点）

破損
ひび
剥離

天井
落下

津波
被害

避難
所

ホール
再開

修繕
内容

○

※複数施設がある場合は大ホールの再開日を記載
※再開年は特に注記がない場合は平成23年

※　○は全国・東北・県公文協加盟館　□は全国公文協のみ
※　△は東北・県公文協加盟館　無印は県公文協のみ

○

○

○

△

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

△

△

□

○

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

○

○

27

28

岩手県民会館

岩手県公会堂

北上市文化交流センターさくらホール

花巻市文化会館

遠野市民センター

陸前高田市民会館

宮古市民文化会館

釜石市民文化会館

二戸市民文化会館

一関文化センター

奥州市江刺体育文化会館

盛岡劇場

前沢ふれあいセンター

矢巾町文化会館

胆沢文化創造センター

奥州市文化会館

盛岡市都南文化会館

西和賀町文化創造館

盛岡市渋民文化会館

滝沢ふるさと交流館

盛岡市民文化ホール

久慈市文化会館

洋野町文化会館

一戸町コミュニティセンター

岩手産業文化センター

大船渡市民文化会館

花巻市定住交流センター

藤沢文化センター

計

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

4/19

休館せず

4/1

4/1

4/1

未定

未定

未定

3/13

5/17

7/1

3/15

6/1

3/24

11/5

24/4/1

3/15

3/13

9/11

3/15

3/20

4/11

3/28

3/24

24/4/1

10/1

4/1

8/11

未定

未定

未定

現状復帰

工事せず

補強付加

現状復帰

現状復帰

工事せず

現状復帰

現状復帰

工事せず

工事せず

現状復帰

補強付加

現状復帰

工事せず

工事せず

現状復帰

現状復帰

工事せず

工事せず

工事せず

現状復帰

未発表

現状復帰

工事せず

工事せず

57% 12 5 3 8

ˎ「岩手県公立文化施設

協議会加盟館　震災被֐

一覧」

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月 発 行 ）P11よ
り引用

2011ˠ2012　ᶗɽ਒ࡂɺͦ ͠てจԽࢧ援の͕޿Γ　2011年͔Β12年のه࿥
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ˎ「宮城県公立文化施設

協議会加盟館　震災被֐

一覧」

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月 発 行 ）P12よ
り引用

○
○

○

△
○

○

29
30
31

32

33

34

35

○
○

36

37

大和町ふれあい文化創造センター
仙台市シルバーセンター
名取市文化会館

白石市文化体育活動センター

気仙沼市はまなすの館
わくや天平の湯

仙台市太白区文化センター

せんだいメディアテーク

せんだい演劇工房10‒BOX

あり

あり
あり

○

○

○ ○
○

○

○

○

○

4/1
8/15

24/3/11

9/1
8/12

10/1

5/10
5/3

5/1

現状復帰
未公表

現状復帰

現状復帰
未公表

未発表

補強付加

現状復帰

未公表

宮城県公立文化施設協議会加盟館　震災被害状況一覧（平成24年1月時点）

区分 番号 施　設　名

被害状況（H23年7月時点）

破損
ひび
剥離

漏水
浸水

天井
落下

避難
所

ホール
再開

修繕
内容

○

※複数施設がある場合は大ホールの再開日を記載
※再開年は特に注記がない場合は平成23年

※　○は全国・東北・県公文協加盟館　△は東北・県公文協加盟館　無印は県公文協のみ

○

○

○
△

○
○

○

○

○

○
○
○

△

○

○

○

○

○
△

○

△

1

2

3

4
5

6
7

8

9

10

11
12
13

14

15

16

17
18

19

20

21
22
23

24

25

26

○

○

27

28

宮城県民会館

仙台市民会館

大崎市民会館

気仙沼市民会館
角田市市民センター

美里町文化会館
加美町中新田文化会館

仙台市戦災復興記念館

岩沼市民会館　中央公民館

仙台市泉文化創造センター

多賀城市民会館
宮城県大崎市田尻文化センター
栗原文化会館

石巻文化センター

エル・パーク仙台

電力ホール
仙台市青年文化センター

塩竈市民交流センター

大崎市岩出山文化会館
仙台市広瀬文化センター

仙台国際センター
登米祝祭劇場

七ヶ浜国際村

仙台市若林区文化センター

東松島市コミュニティセンター

栗原市若柳総合文化センター

仙台市福祉プラザ

仙南芸術文化センター

あり

あり
あり

あり

あり
あり
あり

あり

あり

あり
あり

あり

あり

あり

あり
あり

○

○

○

○

○
○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

未定

5/10
10/1

24/1/4
未定

5/21

7/31

7/16

7/11

12/10

24/4/1

5/1

24/4/1
未定

9/21

5/5

7/1

5/3

6/3

10/1

4/18

4/23

7/1
10/6

未定
4/5

10/1

4/1

現状復帰

補強付加

現状復帰

補強付加

現状復帰
現状復帰

現状復帰

未定

補強付加

未公表

未公表

現状復帰

現状復帰

未定

現状復帰

現状復帰

現状復帰

現状復帰

補強付加

補強付加

現状復帰

現状復帰

現状復帰
現状復帰

現状復帰

現状復帰

現状復帰

現状復帰

100% 27 14 12 2

○ 38

○
39

40

加美町小野田文化施設

蔵王町ふるさとの館

南三陸町スポーツ交流村
計

あり
あり ○

○

○

○

○

10/1
5/1

11/1

現状復帰

現状復帰

補強付加

あり

あり

あり

あり

あり
あり

あり
あり

あり

あり
あり

あり

あり
あり

あり

あり
あり

あり

あり

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○
○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

20

○

○

○
○

○

津波
被害

○

○

○

2011 2012

2011ˠ2012　ᶗɽ਒ࡂɺͦ ͠てจԽࢧ援の͕޿Γ　2011年͔Β12年のه࿥
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福島県公立文化施設協議会加盟館　震災被害状況一覧（平成24年1月時点）

区分 番号 施　設　名

被害状況（H23年7月時点）

破損
ひび
剥離

天井
落下

舞台
機構
破損

避難
所

ホール
再開

修繕
内容

○

※複数施設がある場合は大ホールの再開日を記載
※再開年は特に注記がない場合は平成23年

※　○は全国・東北・県公文協加盟館　□は全国公文協のみ
※　△は東北・県公文協加盟館　無印は県公文協のみ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

福島県文化センター

白河市民会館

相馬市民会館

いわき市文化センター

川俣町中央公民館

喜多方プラザ文化センター

福島市音楽堂

郡山市民文化センター

楢葉町コミュニティセンター

須賀川市文化センター

福島市飯坂温泉観光会館

大熊町文化センター

伊達市ふるさと会館

田村市文化センター

會津風雅堂

矢吹町文化センター

国見町観月台文化センター

棚倉町文化センター

福島テルサ

下郷ふれあいセンター

白河市文化センター

三春交流館

南相馬市民文化会館

南会津町文化ホール

計

富岡町文化交流センター

いわき芸術文化交流館

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

未定

12/1

未定

9/15

5/15

5/9

4/11

24/4月

未定

5/14

10/3

未定

4/1

4/29

6/15

4/16

未定

5/24

6/1

5/3

5/1

5/1

24/1/4

休館せず

未定

10/19

工事せず

現状復帰

現状復帰

補強付加

未回答

未定

現状復帰

未回答

未回答

工事せず

現状復帰

未定

現状復帰

現状復帰

現状復帰

現状復帰

現状復帰

現状復帰

現状復帰

工事せず

工事せず

工事せず

現状復帰

工事せず

未定

現状復帰

73% 5 5 8 6

漏水
浸水

あり

あり

あり

あり

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

17

○

2011ˠ2012　ᶗɽ਒ࡂɺͦ ͠てจԽࢧ援の͕޿Γ　2011年͔Β12年のه࿥

ˎ「福島県公立文化施設

協議会加盟館　震災被֐

一覧」

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月 発 行 ）P13よ
り引用
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˙公立文化施設ͷආ೉所ͱͯ͠ͷ׆༻　ϦアεホーϧͱアϦΦε

　震災直後の文化施設の状況として、もうひとつ特චしておくべきことは、災

ආ೉所としての指定の有無に関わらず、ආ೉所として活用された施設が多か֐

ったことがある。（公社）全国公立文化施設協会、（一社）日本建築学会建築委

員会文化施設小委員会、（公社）劇場演出ۭ間ٕ術協会の協力により2011年10月

8日〜11月15日に実施された「文化会館アンケート」（対象は震災の被֐が多か

ったと想定される青森県から長野県の公立のホールܥ施設855館）によれば、岩

手・宮城・福島・ҵ城の太平洋側̐県の39.8ˋでආ೉所として利用されたという

回答があった。受け入れの決定状況を見ると、༧めආ೉所指定されていたのは

そのうちの30.0ˋに過ぎない。また、受け入れ期間として最も多いのは3月中の

45.2ˋ、受け入れ場所としてはホワイエ（42.4ˋ）と࿅習室（36.4ˋ)が多い。

　ආ೉所として活用された施設としては、大船渡市民文化会館・リアスホール

の例がある。同館の新田満氏の報告によれば、「3月11日、大地震と巨大な津೾

のڪාとפさにおののいた市民は安全で身近なආ೉先としてリアスホールへۦ

けࠐみ、あっという間にආ೉所に変わった」という。震災当日は、地震直後か

らのఀిの中、落下物のݥة性がある大ホールを立ち入りࢭېとしつつ、࢒り

のエリアに、上ෑき、スタイロ৞、地ែ、ブルーシートなどのホール備品を全

て供出し、被災者に対応。།一の通信手段として市の๷災行政無ઢ移動機を確保、

食料・発ి機・ストーブ・災֐用Ծ設トイレの手配と、住民の安൱情報を書き

や掲示൘設置を行ったという。結局、リアスホールのආ೉所としࢴむメモ用ࠐ

ての活用は5ヶ月༨りに及び、最後の被災者がホールを出たのは8月18日となった。

　また、震災に加え、原子力災֐の被֐も受けることとなった福島県では、いわ

き芸術文化交流館アリオスが、同じように、ආ೉所として住民を受け入れている。

同館支配人の大石時雄氏からは当時の状況が下記のように報告されている。「（一

次ආ೉所である平中央）公園には、ྡ接するいわき市໾所本庁舎からも次々とආ

೉者が集まり、およそ1
000人がפさに震えながらࣳ生の上に立ちਚくしていた。

　それから1時間が経過したࠒ、Ӎが降り始め、やがてӍはみͧれに変わる。

いわきアリオスはೋ次ආ೉所ではなかったが、当館スタッフが目視で安全を確

認できた、交流スペース、大ホールと中劇場のホワイエにカーペットなどをෑ

いて、公園にආ೉していた被災者に開放し、҉くなる前に自家発ి機などを設

置して明かりを確保した。໷になって、いわき市災֐対策本部からの要請があ

り、いわきアリオスは正式にආ೉所となる。その໷から、最大250ڃ名のආ೉

所を運営することになる。प辺地区や津೾被֐の沿岸地区、原発事ނによるܯ

2011 2012

2011ˠ2012　ᶗɽ਒ࡂɺͦ ͠てจԽࢧ援の͕޿Γ　2011年͔Β12年のه࿥

ˎ新田満氏の報告

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月発行）P51

ˎ大石時雄氏の報告

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月発行）P71



9

ռ区域からのආ೉者が଺在し、当館スタッフは24時間体制で対応した」。結局、

ආ೉所としての使用は5月5日までの56日間にも及んだ。ۓ急時のආ೉所として

の指定がなかった同館は、ҿみ水や食料などの備஝はなく、当日はコップ1ഋ

のҿみ水を配っただけだっという。

2011ˠ2012　ᶗɽ਒ࡂɺͦ ͠てจԽࢧ援の͕޿Γ　2011年͔Β12年のه࿥

避難所として
利用された

避難所利用は
なかった

22.4
（94）

39.8（33）

77.6（325）

60.2（50）

施設の避難所としての利用有無（単数回答）
※単位は%　（　）内は実数

全体
（n=419）

太平洋側4県
（n=83）

ホワイエ

練習室

日本間・和室

楽屋

ホール・客席

リハーサル室

会議室

34.0（32）
42.4（14）

24.5（23）
36.4（14）

19.1（18）
15.2（5）

18.1（17）
27.3（9）

11.7（11）
12.1（4）

8.5（8）

全体（n=94） 太平洋側4県（n=33）

その他 27.7（26）
21.2（7）

18.1（17）
15.2（5）

12.1（4）

施設の避難所としての利用場所（複数回答）
※単位は%　（　）内は実数

当日含めて
数日

3月中

4月中まで

6月中まで

9月中まで

今年一杯の
見込み

その他

45.2（38）
9.7（3）

26.2（22）
45.2（14）

8.3（7）
6.5（2）

3.6（3）
6.5（2）

0.0（0）
0.0（0）

15.5（13）
29.0（9）

全体（n=94）
太平洋側4県
（n=31）

1.2（1）
3.2（1）

避難者の受入れ期間（単数回答）
※単位は%　（　）内は実数

避難者の受入れ決定者（複数回答）
※単位は%　（　）内は実数

役所からの
指示

管理者の
自主判断

避難所指定
されていた

人が集まり
自然になった

警察からの
依頼

その他

53.7（44）
46.7（14）

20.7（17）
16.7（5）

19.5（16）
30.0（9）

13.4（11）
16.7（5）

2.4（2）
3.3（1）

全体（n=82）
太平洋側4県
（n=30）

3.7（3）
3.3（1）

広い空間がある 64.5（20）

41.7（35）
51.6（16）

32.1（27）
45.2（14）

31.0（26）
41.9（13）

26.2（22）
48.4（15）

14.3（12）
32.3（10）

10.7（9）
16.1（5）

体育館より寒くない

各種異なる室がある

自家発電がある

駐車場がある

舞台備品が役立つ

備蓄倉庫がある

7.1（6）
9.7（3）

19.0（16）
3.2（1）

前庭・広場がある

その他 全体（n=84） 太平洋側4県（n=31）

57.1（48）

避難所として有効だった点（複数回答） ※単位は%　（　）内は実数

ˎ「施設のආ೉所として

の利用有無」「施設のආ

೉所としての利用場所」

「ආ೉者の受入れ期間」

「ආ೉者の受入れ決定者」

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月 発 行 ）P10よ
り引用

ˎ「ආ೉所として有ޮだ

った点」

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月 発 行 ）P29よ
り引用
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˙公立文化施設ͷڌ֐ࡂ఺化ͷඞཁੑ

　文化ܥのホールܥ施設は、舞台やロビーだけでなく、࿅習室や楽屋、和室な

どの小分けの部屋が多く用意されており、その点で体育館などにൺべ、ආ೉所

として利用しやすかったという評価が先の文化会館アンケートの結果などで報

告されている（「体育館よりפくない」（51.6ˋ）、「各種ҟなる室がある」（45.2

ˋ）など）。一方、上記のアリオスの例でもわかるように、ආ೉所として指定

されている施設がগなかったため、水・食料・ໟ布などの備஝がなく、対応に

ྀۤした施設も多かった。これは東京などにおけるؼ୐ࠔ೉者に対する対応で

も同༷である。

　こうした経験を踏まえ、現在では、被災者の受入を含めた災֐対応を準備す

る公的文化施設が૿えつつある。文化施設であっても、公的な施設である限り、

非常時には住民の命を助けることを࠶優先にしなければならないし、リアスホ

ールに自વと多くの被災者が集まったように、住民側もそうした感֮を持って

いることが多い。東日本大震災の事例は、公立の各文化施設に対し、自館の๷

災は当વのこととして、地域の๷災拠点としても一定の機能を持っておくべき

ではないかという教訓をもたらした。

いわきアリオス　外؍

ආ೉所として活動したアリオス（写真上ࠨӈ）

2011 2012

2011ˠ2012　ᶗɽ਒ࡂɺͦ ͠てจԽࢧ援の͕޿Γ　2011年͔Β12年のه࿥



112011ˠ2012　ᶗɽ਒ࡂɺͦ ͠てจԽࢧ援の͕޿Γ　2011年͔Β12年のه࿥

̎ɽ文化団ମ・文化芸術ؔऀ܎΁ͷӨڹ

˙文化団ମ・文化芸術ؔऀ܎ͷඃࡂঢ়گͱࣗॗͷӨڹ

　コンソーシアムでは、文化芸術団体や関係者の被災状況を把握するため、

2012年1月25日から2月13日にかけて文化芸術団体に対するアンケート調査を実

施した。対象は、「個人を会員とする団体」（回収数57）、「団体を会員とする団

体」（回収数27）、「個別の芸術団体」（回収数292）である。文化芸術団体アン

ケートの結果をみると、人的な被災があったという回答が19.4ˋ、楽器・道具

・ҥ૷など物的被֐があったという回答が7.5ˋとなっている。人的な被災と

しては震災被֐によりډ住がࠔ೉になり、Ծ設住୐等にආ೉しているという回

答が多いが、宮城県で１名、千葉県で１名ࢮ者が出ているという団体もあった。

活動に対するӨڹとしては、「主催者より公演・イベント等自ॗのため中ࢭ依

頼があった」という回答が37.5ˋと多く、ついで「地震直後、建物が使えなく

なったため、༧定していた公演が中ࢭとなった」（30.3ˋ）、「施設の事情（ఀి、

設備点検等）によりି館利用のキャンセルのਃし入れがあった」（18.4ˋ）等

となっており、震災の被֐そのものよりも、震災後に一時日本中に広まった「歌

舞音曲」自ॗというੈ間のۭ気が大きくのし掛かってきていたことがわかる。

˙文化ி௕׭ϝοηージͱࣗॗͷऴᖼ

　文化芸術関係の催し物の自ॗへの懸念に関しては、関係者の強い問題意識も

あり、2011年4月12日に、文化庁長官名で出されたメッセージにおいて大きく

言及されることとなった。このメッセージの中で、当時の近藤誠一文化庁長官

は「༨震のڪれや計画ఀి、事業の自ॗなどにより、被災地以外の地域におい

ても伝統的な行事や文化芸術活動がॖ小されるなどの動きがあると承知してお

ります。文化芸術は本来、ࢲたちの心に安らぎと力を与え、地域のឺを強め、

明日への希望を与えてくれるものであり、そのॖ小は経済社会全体の活力にと

って޷ましいものではありません。全国各地の活発な文化芸術活動によって国

民一人ひとりの活力を取り໭すことが、日本全体の元気を復活させるために必

要なことであり、被災された方々に対する一૚の支援につながるものと考えま

す。こうした動きはまた、復興に向けた力強い日本の࢟を国際的に印象づける

ことにもなりましΐう。」と述べ、文化芸術活動の過度の自ॗが、୯にෆ必要

であるだけでなく、復興に向けてかえってマイナスとなることを明確に指ఠし

ている。
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　こうした「文化の力は復興に໾立つのだ」という文化庁のメッセージ、さら

には後述する文化関係者の被災地支援への積極的な関与もあり、震災発生後数

ヶ月もすると、文化イベントの自ॗという声は聞かれなくなっていった。先に

৮れた「文化会館アンケート」の結果を見ると、各施設が把握している市民文

化団体のうち被災後活動を࠶開した団体の実に57.1ˋが、活動࠶開の理由として、

「今だからこそ文化が大事」と答えている（被災の多かった太平洋側4県の回答）。

つらく、೉しい時期だからこそ、文化の力が必要となる。この認識は、被災地

においても、全く変わりなくଘ在していた。

2011 2012

2011ˠ2012　ᶗɽ਒ࡂɺͦ ͠てจԽࢧ援の͕޿Γ　2011年͔Β12年のه࿥

送付
数

回収
数

回答
率

3か月
未満

3か月以上
6か月未満

6か月
以上

北海道 2 1 50% 0 0 0 0 0 0

青森 4 2 50% 3 3 0 0 0 21

岩手 33 24 73% 14 5 4 2 3 161

宮城 35 24 69% 19 2 5 5 7 234

福島 59 30 51% 17 6 4 4 5 232

茨城 40 18 45% 14 6 2 4 2 170

栃木 17 7 41% 3 2 1 0 0 87

千葉 27 17 63% 12 9 1 2 0 63

埼玉 1 1 100% 0 0 0 0 0 0

新潟 3 0 0% 0 0 0 0 0 0

長野 1 1 100% 1 0 1 0 0 156

計 222 125 56% 83 33 18 17 17 172

閉鎖した
施設数

閉鎖期間 再開
未定の
施設数

平均
閉鎖
日数

施設の被災状況

自分・仲間を元気づける

気晴らししたい

今だからこそ文化が大事

公演で地域を明るくしたい

その他

51.7（46）

38.2（34）
17.9（5）

38.2（34）
57.1（16）

33.7（30）
39.3（11）

全体（n=89） 太平洋側4県（n=28）

9.0（8）
7.1（2）

50.0（14）

活動再開の理由（複数回答）
※単位は%　（　）内は実数

ˎ「施設の被災状況」

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月 発 行 ）P17よ
り引用

ˎ「活動࠶開の理由」

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月 発 行 ）P38よ
り引用
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ˎ荻原康子氏の報告

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月発行）P125

̏ɽ͕޿る文化ؔऀ܎によるඃࡂ஍ࢧԉͷྠ

˙ૉૣ͘立্͕ͪͬͨࢧԉۚ集Ίͷ׆ಈ　Իָ団ମͷಈ͖

　文化芸術団体、文化関係者は、もちΖん、手をこまͶいていたわけではない。

東日本大震災の発生直後から、文化芸術関係で、被災者・被災地支援を行おう

という動きがすぐに始まっている。まず動きだしたのが、支援金を集め、現地

に送りಧけるための活動である。

　時ྻܥでみると、（一社）日本音楽制作者連盟（ポップスܥの音楽制作者の

団体）が、震災のۇか3日後となる2011年3月14日に臨時理事会を開催し、「NEXUS 

AID義援金プロジェクト」を立ち上げたのがもっとも早期の事例のひとつと

なる。同プロジェクトでは、ウェブでื金活動を実施し、2011年7月には1ԯ4

千万円弱を被災各県の災֐対策本部に寄付している。同連盟では、引き続いて、

4月にはԭೄで行われたチャリティ・コンサート「8hat a wonderful world in 

OKINA8A」に後援、さらに5月14日には同チャリティ・コンサートの関西版

を主催、10月29日/30日には、（一社）日本レコード協会・（一社）日本音楽事

業者協会・（一社）日本音楽出版社協会・（一社）コンサートプロモーターズ協

会と共に全5団体で「子どもたちの未来を応援するチャリティコンサート」を

実施するなど次々とื金集めの活動を実施している。

˙ॿ成団ମͷಈ͖　(#Fundͷ設立

　続いて、3月24日には、（公社）企業メセナ協議会がGBFund（東日本大震災　

芸術・文化による復興支援フΝンド）を立ち上げている。同協議会事務局長の

荻原康子氏によれば、GBFundに最も早く൓応してくれたのは、日ࠒから文化

芸術に親しんでいる個人の方々であったという。「地震で中ࢭとなった公演チ

ケットの෷い໭しを寄付してくださる方、被災地の美術館支援に໾立てて΄し

いという美大生有志、ミュージカルが޷きなので、とお年ۄを寄付してくれる

子ども、月々のڅ与からܽかさず寄付を続けてくださる方もいて、感ँの念に

えない」と氏は述べており、文化芸術に関心のਂい市井の人々が、いかに文ת

化を通じた支援に強く共感していたか、その実情がよくわかる。

　こうした個人の寄付に続き、同フΝンドには、各地のチャリティイベントを通じ

た寄付のਃし出が相次ぐようになった（例えば愛知県文化振興事業団ではチャリ

ティ企画を継続実施し、GBFundに寄付）。この他、企業ミュージアムからのショ

ップのചり上げ寄付（資生堂、大日本印刷΄か）、復興支援を目的とした音楽CD
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制作（小ીࠜ真、マルタ・アルήリッチ΄か）等、GBFundを寄付の仕掛けとし

て活用する事例が拡大していき、寄付金総ֹは、スタート1年度の2012年3月27日

までに6
226万円にୡしている（2016年1月6日現在でྦྷ積149
896
821円）。

˙文化芸術ؔऀ܎΁ͷࢧԉͷݺͼ͔͚　芸団協ͷ׆ಈ

　GBFundの設立のཌ日となる3月25日には、芸能実演家の団体である（公社）

日本芸能実演家団体協議会（芸団協）が、野村萬会長名で、「東北地方太平洋

ԭ地震への支援の呼びかけ」を発信している。これは「芸能は、いつの時代も

人々の生活とともにあり、芸能に携わる者は、常に人々とౖتѩ楽を分かち合

い、ともに生きてまいりました。このことにࢥいをகし、今こそࢲたちは、芸

能の力をもって、今後の復興の過ఔにおいて、人々の心を༊し、より多くの方々

に活力を取り໭していただくために、芸能の力を信じ、支援活動を展開して参

りたい」という考えの下、実演家・芸能団体による社会へのื金の呼びかけ、

被災地における芸能活動の実施の検討、公演など芸能活動の実施に関する被災

地の要望の把握、情報の収集を行うよう参加の団体に求めるもので、これによ

り各団体の活動が一斉に拡大していくこととなった。

　なお、芸団協では、著作ྡ接権センターから計6
000万円の義援金を各被災

自治体に送ると共に、海外団体からの寄付の૭ޱを開設。また、長期に支援活

動を行っていくために「震災復興に文化芸術を基金」を開設している。

2011 2012

2011ˠ2012　ᶗɽ਒ࡂɺͦ ͠てจԽࢧ援の͕޿Γ　2011年͔Β12年のه࿥

義援金、支援金の送付月
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ˎ「義援金、支援金の送

付月」

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月 発 行 ）P39グ
ラフより作成

ˎ芸団協 支援の呼びか

け

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月発行）P29
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޲෇・ืۚͷྠ　֤団ମͷಈدる͕޿˙

　（一社）日本音楽著作権協会（JASRAC）では、まず、著作権使用料の௃収

、についてはࢭ୚を行っている。著作権使用料の௃収ఀڐや著作物の無料ࢭఀ

2011年4月から9月まで被災各県で年間のแ括的利用ڐ୚を締結している施設（ҿ

食ళ、ホテル・ཱྀ館、カラオケボックス、CDレンタルళ、フィットネスクラ

ブなど）に対して実施。また、2011年3月11日以降に行われた被災者及び被災

地復興のためのコンサートについては著作物の無料ڐ୚を行っている。

　続く5月19日には、JASRAC自体で義援金3
000万円を寄ଃ、10月14日更に約

450万円の寄ଃを行っている。また、同協会では、2011年8月31日に「ここΖ音

（Ͷ）プロジェクト」を発表、長期にわたる支援を開始した。これはプロジェ

クトのझࢫに賛同いただいた会員・信託者の音楽作品の著作物使用料を震災復

興支援基金「ここΖ音基金」に拠出していただく仕組みで、2015年には、岩手

県釜石市の市民ホールの建設අ用の一部として、1
000万円を寄付することが

公表された。

　この΄か、おもだったとこΖでは、日本音楽事業者協会が１ԯ円の義援金を

拠出、日本レコード協会が義援金150万円とCDの寄ଃや著作権料のݮ໔を実施、

（一社）日本歌手協会では5月11日にチャリティ公演「輝け!歌の祭典」を実施

している。また、美術関係者では、10月5日に、全国美術館会議、（一社）全国

美術঎連合会主催、（一社）日本美術家連盟後援で「東日本大震災風向チャリ

ティオークション・今日の美術展」を開催した。また、東京藝術大学では、

2011年5月20日に東京オペラシティ・コンサートホールで、チャリティコンサ

ートを実施した。チャリティの美術展として「東京藝大教員有志による被災地

復興支援・文化財救援作品展」を、国際チャリティ企画として「アジアの芸術

。大学教員有志による被災地復興支援・文化財救援作品展」を開催しているܥ

文化関係者、文化団体が、まさに一ؙとなって、被災地支援に৐り出していっ

たのである。

˙ඃࡂ஍にೖるアーςΟετ

　被災地への支援は義援金だけに限らない。アーティスト自らが支援活動を行

うために現地に入る例も多かった。ギャラリーやショーなどでキャンドルを使

ったۭ間演出を手がけるアーティスト、Candle JUNE氏は、震災直後の3月14

日から、पғのアーティストや芸能人、フΝッション関係者などと共に、現地

に救援物資を持って行き、ਬき出しなどを行うLoWe For NIPPONという活動

ˎ広がる寄付・ื金のྠ

各団体の動向

JASRACの報告

『活動事例集─文化芸術
による復興推進に向けて
─』（文化芸術による復
興推進コンソーシアム　
平 成25年3月 発 行 ）P62
〜63

その他の報告

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月 発 行 ）P31〜
32
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行った 305件

81.1%

行わなかった 66件

17.6%

無回答 4件

1.1%

合計 376件

100%

被災団体・被災者への支援活動

義援金、支援金の送付 234件

76.7%

99件

32.5%

165件

54.1%

その他の支援活動 96件

31.1%

無回答 1件

0.3%

合計 595件

195.1%

被災地以外の場所で被災者を対象とした
公演やワークショップなどの文化芸術活動

被災地で公演やワークショップなどの文化
芸術活動

支援活動の内容

2011 2012

2011ˠ2012　ᶗɽ਒ࡂɺͦ ͠てจԽࢧ援の͕޿Γ　2011年͔Β12年のه࿥

ˎ「被災団体・被災者へ

の支援活動」「支援活動

の内容」

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月 発 行 ）P38表
より作成

を展開している。Candle JUNE氏の報告によれば、あくまで救援物資の配付

やਬき出しで現地に入るものの、女優さんが手伝っていることで写真ࡱӨ会に

なったり、あるいは、アーティストがਬき出しを終えたあとミニ・ライブを行

うなど、自વと文化支援的な色࠼になることも多かったという。Candle JUNE

氏のͶらいは、被災された方と交流のキャッチボールを続け、「また来たよ、

忘れていないよ」と伝え続けること。それが専門的なカウンセリングまでは必

要としない人々の心の支えとなる。この考えの下、同団体は、一般社団法人化

し、2015年現在も着実に活動を続けている。

　コンソーシアムの報告書には、個人での活動の報告も寄せられている。尺八

奏者のブルース・ヒューバナー氏は、キリスト教会が中心となったグループの

ਬき出しに同行し、石巻と釜石にෝいたという。このグループには音楽家を支

援活動に同行させるというポリシーがあり、ヒューバナー氏は、運転手݉尺八

の演奏家として参加した。「被災された方たちは、ઇのちらつくפさの中、౮༉や、

必要な物資を求めて長いྻになります。࿬にはࣽਬきのҝの発ి機が数台、も

のすごい音をたてている中、ガイジンが尺八を吹く図を想像して下さい。もの

すごい᪳᪯がありました。それどこΖじΌないよ、というإの方もいらっしΌ

います。でも、2階の૭からԿだΖうʁとإを出してくれる方もいます（1階は

。「（きをしている方が୔山いらっしΌいましたى全にਁ水していても、2階で৸׬

ˎCandle JUNE氏の報

告

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月発行）P169ヒ
アリング

ˎブルース・ヒューバナ

ー氏の報告

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月発行）P166〜
168ヒアリング
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　こうした戸࿭いの中からも、ヒューバナー氏は、次第に支援活動に手応えを

感じ、以前から縁があった福島にフォーカスした被災地支援の演奏活動を続け

ていくことになる。「ホテルリステルழබ代がආ೉所になっていた時は、࠺も

同行してくれました。あるおംちΌんが、長年一ॹに฻らしたݘを、すぐ໭れ

るとࢥい置きڈりにしてしまった࿩をしだして、2人でٽいていました。でも

コンサートの後の、全員での記念写真の時は、ਵ分と明るい表情になっていて

しかったです」。ヒューバナー氏は「震災後、音楽ʹ音には໾ׂがあるとはخ

っきり自֮しました」と、文化芸術が、そして文化関係者が震災復興に積極的

に関与することへの手応えについてূ言してくれている。

　文化芸術団体アンケートの結果をみると、「被災団体・被災者への支援活動」

を行ったという回答は81.3ˋに及んでいる。行った支援活動の内容としては「義

援金・支援金の送付」が76.7ˋで最も多い。文化芸術団体や関係者が東日本大

震災の支援に積極的に関わってきたことがわかる結果である。義援金・支援金

の支出の時期も、震災があった3月から始まっており、対応も極めてスピーデ

ィであった。一方では全国に広がるイベント自ॗの風にമされながらも、文化

関係者は、人々のળ意を集め、被災地にಧける໾ׂをしっかり果たしていたの

である。

被災地で文化芸術活動を行った月
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ˎ「被災地で文化芸術活

動を行った月」

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月 発 行 ）P40グ
ラフより作成
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被災地以外の場所で被災者を対象とした
文化芸術活動を行った月
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ˎ「被災地以外の場所で

被災者を対象とした文化

芸術活動を行った月」

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月 発 行 ）P39グ
ラフより作成

ˎ大澤隆夫氏の報告

『文化芸術による復興推
進コンソーシアム設立シ
ンポジウム報告書』（文
化芸術による復興推進コ
ンソーシアム設立準備事
務局　平成24年3月発行）

4ɽ文化芸術団ମ・ؔऀ܎によるݱ஍Ͱͷ文化ࢧԉʗݱ஍͔Βɺ
全国͔Β

˙࢝·るݱ஍Ͱͷ文化ࢧԉ　ઋ୆ϑΟϧϋーϞχーָݭ؅団

　文化芸術団体アンケートで被災地への支援の内容を見ていくと、支援金・義

援金についで「被災地での公演やワークショップなどの文化芸術活動」（54.1ˋ）

が、「被災地以外での被災者を対象とした公演やワークショップなどの文化芸

術活動」（32.5ˋ）を大きく上回って2位となっており、現地での文化支援がい

かに೤心に行われていたかがわかる。時期としては、義援金・支援金よりは஗

れ、本格的に始まっていったのは、被災地の状況があるఔ度落ち着いてきた5

月以降となる。

　こうした現地での文化支援の最初期の例として、自らも被災した（公財）仙

台フィルハーモニー管弦楽団の復興コンサートの活動がある。2012年3月13日

に行われたコンソーシアムの設立シンポジウムで、当時管弦楽団の専務理事を

務めていた大澤隆夫氏が次のように語っている。「ࢲたち仙台フィルハーモニ

ー管弦楽団は、ガソリンや水などにもෆ自由していた震災後2ि間目から演奏

活動を開始しました。今しかない、待ったなしだとࢥったからです。そんなࢥ
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ˎ神谷未穂氏の報告

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月発行）P150〜
152

いにかられたのは、ࢲたち自身が被災者だったからかもしれません。自୐が全

յ・ଛյしたメンバーも多く、自分たちのંれそうになる心を支えるためにも

演奏しなければならない、そう考えたわけです。

　最初の復興コンサートは寺の境内のバレエスタジオでした。その後、街なか

やආ೉所、学校で演奏を続け、今年（2012年）2月຤までに220回のコンサート

を実施しました。マラソンコンサートと໏ଧって、37日間連続で復興コンサー

トを続けたこともあります。こうした演奏活動を継続するうちに、お٬さんと

のڑ཭がどんどん近くなり、演奏側とお٬༷というセパレートな関係が一体化

していきました。被災した人々をなんとかྭましたいと始めたコンサートです

が、コンサート会場で『来िは˓˓のආ೉所に行きます』と伝えると、大きな

ഥ手がىこるようになった。『仙台フィル、がんばれ』というഥ手です。ࢲた

ちの΄うがྭまされていると感じる一ॠでした」

˙৺Λ΄͙͢文化ͷ力　ආ೉所΁ͷア΢τϦーν

　仙台フィルハーモニー管弦楽団の活動については、コンサートマスターの神

谷未穂氏も、実際の演奏家の立場から、報告を上げてくれている。神谷氏によ

れば、震災後数日は、身の安全、楽器の安全を必ࢮに確保しようとする中、演

奏しようという気力も無くなってしまいそうだったという。また「この時期に

楽器の音を出していいのかどうか」という想いもあったそうだ。そんな中、ピ

アニストの中川賢一さんにコンサートの演奏に༠われ、これまでアウトリーチ

活動でおੈ࿩になった方々の協力をಘて、震災後5日、神谷氏はח倉の実家に

一୴໭ることとなる。「これまで、自分はਫ਼神的にも強い΄うだとࢥっていた

のですが、実家に໭りヴΝイオリンを஄いてみたことで、『ああ、やっとଉが

2011年3月26日 第1回復興コンサート（ࡱӨ：佐々木隆ೋ）
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できた』と཰直に感じました。݂が通うようなෆࢥ議な体験でした。そのとき、

自分を助けてくれたこの音楽を、被災されたօさんにもಧけたいとࢥったので

す」。震災という経験が演奏家にとってどのように受けとめられ、そこで、音

楽ʹ文化の力がどう自֮されたか。これはそのਸ਼々しいূ言である。

　神谷氏は、その後、2011年4月から実際に被災各地に出向いての演奏活動を

行っていくことになる。その༷子を氏は次のように語っている。「震災直後の

ආ೉所での活動を例にしますと、ご家族をࣦわれた方が多かったため、『օさ

んفりましΐう』とفりの音楽から始めました。最初は目の前の子どもたちが

ௌいているだけだったのですが、最後には、ආ೉所の後Ζで立ったままௌいて

下さる方がびっしりといらっしΌることに気づきました。目の前ですすりٽき

が聞こえてきて、多くの方々から『（これまでٽくチャンスがなかったので）

このコンサートでٽくきっかけを与えてくれてありがとう』と声をかけられま

した」。震災でݻまってしまった心を΄ぐし、次に向かうきっかけをもたらし

てくれる文化の力を೗実に示してくれている情ܠである。神谷氏は、こうした

活動を支えてくれたものとして、震災前までの仙台フィルハーモニー管弦楽団

の積極的なアウトリーチ活動によって஝積されたノウハウと各地の関係者や住

民とのつながりを指ఠしている。それまでのްい஝積、地域とのつながりがあ

ったからこそ、仙台フィルハーモニー管弦楽団の被災地での活動は物理的に実

現にこぎ着けることができた。そして、住民の方々の心にૌえかけることがՄ

能であったのだ。

　文化芸術による被災地支援は、「直接的な生活支援ではない」ということで、

ともすれば後回しにされがちである。しかし、仙台フィルハーモニー管弦楽団

のこのূ言は、震災直後でまだ支援物資もない時期であったとしても、ここΖ

の復興が決してพΖにされてはいけないことを教えてくれている。人は物だけ

で生きているわけではない。「ંれそうになる心」を希望に向けてくれるԿか

が必要なのであり、文化芸術は、そのԿかになりうる貴重な力を持っている。

˙公立文化施設による文化ࢧԉ　͑ͣ͜ホーϧ

　公立の文化施設では、さらに早く文化による支援活動を始めたとこΖもあっ

た。仙南芸術文化センターえずこホール所長の水戸雅彦氏の報告によると、同

館で最初のアウトリーチ活動を行ったのは2011年の3月13日から15日、館自体

の࠶開もまだ始まっていないうちからであった（同施設ではホール機能の補म

が終わったのは6月10日となる）。被災者のආ೉所となっていた大Տ原町総合体

ˎ水戸雅彦氏の報告

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月 発 行 ）P67〜
69
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育館で3日間にわたって行われたもので、劇団山の手事情社の俳優岩෵吉能さ

んにより、ストレッチ、マッサージを中心に、コミュニケーション・ήームを

交え、被災でർれ切った方々の心と体を΄ぐすことを目的とした。3月19日・

20日にも同じ内容のアウトリーチを実施、さらに3月25日には、津ܰ三ຯઢの

ઙ野঵さんによるミニライブも実施している。

　えずこホールでは、通常の公演事業についても、先陣を切って実施している。

震災前から公演༧定のあったೋీ社の「シングルマザーズ」を、急ᬎ被災地支援

の無料公演として、4月12日に実施したのである。4月1日告知開始という短い期間

にも関わらず「県内の΄とんどのళがシャッターをด͟し、ిंもすべてとまっ

ており、ガソリンスタンドには長ऄのྻ。そんな状況の中で、１日半で450ຕのチ

ケットがはけた」（水戸氏）という。アウトリーチとはҟなり、館での公演のため

には、わ͟わ͟自୐やආ೉先から、平時のഒする労力を掛け、自らの力で出向か

なければならない。にも関わらずこれだけのチケットがすぐにはけたという所に、

非常時においてさえも、あるいは、非常時だからこそ、平和な時期をࢥい出させ、

明日への希望をつないでくれる文化芸術への希求があるのだということを、この

事例は教えてくれている。また、施設の補मが済まない中、しかも震災ཌ月とい

う早い時期に公演事業を࠶開したことは、他の被災地の文化施設や文化関係者に

対し、「またできるんだ」と、大きな勇気を与えることにもなった。
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ಈ׆ಈ　芸団協ͷ׆ԉࢧる文化͕޿˙

　もちΖん、現地の文化団体や文化施設だけでなく、多くのアーティストや

文化団体が現地でのアウトリーチ活動や復興支援の公演を各種行っている。

早期から積極的に展開をしていたのは（公社）落語芸術協会である。早くも

2011年3月27日から、૲津Թઘへආ೉してきた人を対象に、「Թઘらくごボラ

ンティア」という名称で、無料講演会を実施。4月以降は被災県に入り、4月

2日に仙台市で「復興支援チャリティ仙台寄席」を、5月14日には郡山市と福

島市で被災ආ೉者を対象に出前落語を、6月13日には気仙沼市総合体育館ආ

೉所と松岩公民館ආ೉所で桂枝太郎（岩手県ҥ川村出身）落語会をと、立て

続けに現地での落語会を実施しており、その後も被災3県で数多く公演を行

っている。

　震災後、ૉ早く文化関係者全体に呼びかけを行った芸団協では、自らも多

くの支援活動を実施している。まず、2011年8月の仙台ࣣ༦まつりでは、中

村 ߛ 子 復 興 応 援 ࣣ ༦ チ ャ リ テ ィ コ ン サ ー ト/ف り の ੕ 祭 りPray For 

TOHOKU（仙台フィル、ARC>Tとの協働企画。ARC>Tの活動については

後述）/日本歌手協会ステージ/尺八演奏/仙台ࣣ༦チャリティ寄席を実施。

被災地の実演家が多数参加する応援企画だった。続く10月の14・15日には、

民俗芸能の復興のためのシンポジウム「民俗芸能の復興に必要なことは」を

開催すると共に、釜石まつり実行委員会、ދ舞保ଘ連合会と共にシープラザ

遊で公演プログラム「ᙋる釜石芸能―大田楽との協演〜大地を鎮め、豊য়、

豊ړをفる〜」を開催、ҥ૷などが流され、門付けもできずに途方にくれて

いた現地の民俗芸能団体に復興のきっかけをもたらしている。その他、年内

では、11月29日に福島県南相馬市の小学校に演劇をಧけている。

仙台たなばたまつりARC>Tステージ（2011.8）
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　芸団協の支援の特௃は、地元行政との連携の下、文化支援活動が着実に継続さ

れるよう࿮組みをつくる活動を合わせて行っていることである。芸団協の大井優

子氏は、この点について、次のように報告している。「被災地は広範にわたり、被

災状況は地域ごとにҟなる。いつ、どこで、どのくらいの年ྸ૚を対象に、どう

いった催しをするのがよりتばれるものなのか、文化的なニーズにきめ細かく対

応していくためには、地域との協議がܽかせない。被災自治体は148市町村に及ぶ

が、すべてを໢ཏすることはできないため、芸団協では、震災後交流のあった岩

手県の宮古市、釜石市、宮城県の松島町、女川町の4つの被災自治体、そして福

島県いわき市の小名浜まちづくり市民会議と協定締結についての協議を進めた。

　支援事業を行うだけなら、行政の教育委員会や文化施設の担当者との間で進

めることはՄ能だが、地方公共団体側の文化の認識、行政内での優先ॱ位は௿

く、そこを୤することはできない。首長の理解をಘて協定を締結する行政内で

の手続きによって、行政がѻう文化への認識の変化をもたらすことが大きな目

的だった。そして、協定締結により自治体も芸団協も組織として取り組む࣠が

でき、一定ఔ度の継続性が担保されるにࢸった」。芸団協では2012年に締結し

たこの協定に基づいて、2013年度以降も現在にࢸるまで、継続的な文化支援を

実施している。

˙༷ʑに͕޿る文化ࢧԉ　Իָ団ମɺࣇಐԋܶɺμンεɺө૾

　他の分野をみていくと、例えば、日本音楽事業者協会では、被災地を歌手たち

が直接訪れ、歌をಧける「演歌キャラバンୂ」を2011年の6月から9月まで、おস

い部門による同༷の出張公演である「ふれあいキャラバンୂ」を2011年の11月か

ら12年の6月まで実施している。また、2011年4月下०には、日本ࣇಐ・青গ年演

劇劇団協同組合/NPO法人日本青গ年音楽芸能協会/（一社）全国専門人形劇団

協議会/全国ࣇಐ・青গ年演劇協議会が東日本大震災子ども舞台芸術支援対策室

を立ち上げ、人形劇公演やワークショップ、読み聞かせ、朗読、大道芸など、劇

団やパフォーマーの被災地派遣を開始した（同対策室は、「子どものための舞台

芸術創造団体の会」として（公社）日本ࣇಐ青গ年演劇協会、国際ࣇಐ青গ年演

劇協会日本センターの2団体を含めた6団体で活動を現在も継続している）。

ಐ演劇では、わらび座も、ळ田県仙北市にある「た͟わこ芸術村」に関係のࣇ　

ਂい地域や団体へ多くの被災地支援を実施している（2011年4月9日、10日にはい

わて生協のਬき出しに同行し、ආ೉所で演奏等を実施。5月には仙北市঎工会青

年部のਬき出しで陸前高田市に同行し、また、釜石市のආ೉所で支援公演、など）。

ˎ大井優子氏の報告

『文化芸術による復興推
進に関する調査研究　文
化芸術関係機関、団体等
の相互支援、共助による
復興推進の仕組みづくり
について』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム　平成25年3月発行）
P49「3.継続支援に向け
て─2年目」
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JCDN　からだを΄ぐせば、ここΖも΄ぐれてくる/ふれあいづダンスクラブ

大熊町の小学生に実施（大野小学校、熊町小学校）

　ダンスでは、NPO法人 ジャパン・コンテンポラリーダンス・ネットワーク（以降

JCDN）が被災地とダンサーとのマッチングを行うなどの活動を行っている。ダンスは、

先に述べたえずこホールの例でも出てきたように、からだを΄ぐす中で、ここΖも΄ぐ

す力を持っている。JCDNではこのダンスの力を活用したワークショップを被災地で

数多く実施すべく、ダンサーと現地のマッチング活動を2011年から12年にかけて積極

的に行っている。この例としてڍげられるのが、C.I.coというダンスグループが会津

若松市と協働して実施した「ふれあいづダンスクラブ」の活動である。C.I.coではか

Ͷてよりコンタクト・インプロビゼーション（CI）と呼ばれるパートナーとのふれあい（コ

ンタクト）を重視したダンスのワークショップを行っており、このCIを、同クラブでは、

原子力災֐のӨڹにより自由に外で活動しにくい福島県内の被災者のからだとここΖ

を΄ぐすものとして取り入れている。2011年の7月と12月に行われた活動について、同

クラブの市側の担当者であった会津若松市の山宮勇氏は、「震災でইついた心を、ひ

ととのふれあいで༊すもの」と評価している。身体表現であり、また、実際のスキン

シップを図ることができるダンスならではの支援ということがいえるだΖう。

　支援の実施は実演ܥにࢭまらない。映像分野では、2011年3月຤、（一社）コ

ミュニティシネマセンターでは被災地での映画上映会を行うべく、映画監督協

会等と共に東日本映画上映協議会「シネマエール東北」を立ち上げ、同年5月

から被災地での上映会を開始。11年中に160回以上実施している。「11月にԾ設

の集会所で『男はつらいよ』を上映したとき、小さな集会所がぎΎうぎΎう٧

めになるくらい人が集まりました。みなޱをそΖえて、Կ十年ぶりに映画を؍

たと言っていました。みなさん80ࡀ近い人ばかりでしたが、ྦを流してتんで

くれた方もいらっしΌいました」。同協議会は2015年現在も、「被֐は風化しな

い」という想いの下、被災地各地での上映会を継続している。

ˎ山宮勇氏の報告

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月 発 行 ）P83〜
85

ˎ（一社）コミュニティ

シネマセンターの報告

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月発行）P138〜
139
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˙文化ࢧԉ࣮施ͷ՝୊　ࢧԉଆͱडೖଆ૒ํͷ໰୊఺

　ここに上げた例は、実際に文化芸術団体や関係者が行った文化支援活動の΄

んの一部に過ぎない。震災発生後、実に多くの文化支援が被災地に対して行われ、

被災地の方々のここΖの復興を支援すると共に、支援する側として訪れたアー

ティストや芸能実演家側に༷々な感動や心の成長の機会をもたらしてくれた。

　もちΖん、そこに問題がなかったわけではない。訪れた文化団体の中には、

現地のۤしい状況をきちんと認識せず、平時と同じようなサポートを要求して

トラブルをىこしたとこΖもあったし、あるආ೉所ではຖ日のように支援が来

る一方で、あるආ೉所には1人もアーティストが訪れない、といった地域的な

ෆߧۉも多く生じた。また、連日連໷༷々な無料支援公演が実施される中で、

受け入れ先に支援ർれ、支援׳れが生じるといった事象もまま見られた。この

ような実情について、気仙沼市教育委員会生涯学習課の千葉光広氏は、こう語

っている。「復興支援公演は、気仙沼市民に実に大きなԸ恵をもたらしました。

震災前には決して招ᡈすることができなかったような催しが数多く行われ、貴

重なؑ৆の機会に大いに心༊され、元気づけていただきました。

　ただし࢒念なことに、支援活動により住民意識が変わってしまった部分もあ

ります。例えばؑ৆料。『無料公演』に׳れてしまい、『対価を෷って良い芸術

をؑ৆する』ことに対する఍߅感が生じるようになりました。また、ؑ৆者が

イベント׳れしてしまい、ં֯遠方から支援公演にいらしても、ࢥうような集

٬がなかったこともありました。

　また、市にとっても支援公演の受け入れは、ありがたい൓面、ݫしい点もあ

りました。気仙沼市においては、震災に関係する支援公演については訪問者に

敬意を表し感ँする意ຯもࠐめ、施設使用料及び設備・器具使用料含め全ֹݮ

໔として受け入れてきましたが、結果として年間400万円を௒えるݮ収となり、

市のෛ担が૿える形となりました。また、中には公演準備が十分でないまま持

ちࠐまれるものもあり、職員がप知から舞台運営補助までの協力を行ったりと、

『支援のための支援』業務が本来業務をѹഭするということも見られました」。

　2011年の4月以降、気仙沼市を中心に、数多くの音楽による文化支援イベン

トを行ってきたSound Labo代表/ギタリストの斉藤洋介氏も、アーティスト

側と受入側を結ぶコーディネート໾のޮ཰のѱさを指ఠすると共に、実際にイ

ンターネット上のSNSに上がっていた震災１प年イベントに対する被災地の方々

の発言を引用し、マスコミや文化関係者の自ݾ満足な行動がどれだけ被災者の

心をٯなでしていたかを指ఠしている。

ˎ千葉光広氏の報告

『文化芸術による復興推
進に関する調査研究　文
化芸術関係機関、団体等
の相互支援、共助による
復興推進の仕組みづくり
について』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成25年3月 発 行 ）P30〜
32

ˎ斉藤洋介氏の報告

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月 発 行 ）P63〜
66
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˙よΓよ͍文化ࢧԉΛ࣮͢ݱるͨΊに　ϊ΢ϋ΢஝ੵͱコーデΟωーλーͷඞཁੑ

　東日本大震災時における文化支援のこうした問題の原Ҽとしては、まず、支

援する文化関係者や文化団体側の支援ノウハウのෆ足ということが指ఠされる。

阪神淡路大震災のような事例がଘ在するといっても、では実際にそこにおける

文化支援を経験した団体がどれだけあったかというと、当વのことながら数は

限られていた。また、災֐、それもここまでの広域大災֐時において「文化関

係者、文化団体はԿをすべきか」ということを学べる書੶も、レポートも、ま

して研म会も、東日本大震災以前は、΄とんどゼロの状ଶであったといってい

い。い͟という時、Կをすべきか。現地に行くとしたらԿに気をつけるべきか。

その知見とノウハウを平時から共有しておくための情報の集約や共有の体制づ

くりの必要性が露わになった。

　同༷の問題は受入側、被災地の側にもଘ在していた。阪神淡路、あるいは中

ӽといった経験を踏まえ、ボランティアの受け入れや自Ӵୂとの協働など、災

対策の体制づくりは確かに進んでいた。しかし、それが文化という領域にお֐

いても十全だったかというとٙ念は࢒る。特に支援側と受援側を結びつける調

整໾、コーディネーターを地域に確保できなかったことが、文化支援を円滑に

実施していく上で、大きなนとなっていたことはٙいようもない。ٯに、仙台

フィルハーモニー管弦楽団のように、日ࠒからアウトリーチ活動を通じて地域

と分ްい関係をつくっていたとこΖは、大きな被֐があり、交通໢も分அされ、

物資も、情報もෆ足している中で、震災直後から積極的な活動をなしえていた。

平時からの地元と文化関係者、団体との関係性があってこそ、非常時でも、有

ޮな活動ができる。その୯純な事実を、仙台フィルハーモニー管弦楽団の報告

は、明確に教えてくれている。

　とはいえ、このような課題を๊えࠐみつつも、やはり数多くの文化支援が現

地に広がっていったこと、それ自体はやはり大きな成果であったと言えるだΖ

う。そのことは、ここで紹介したزつかの現場の声からも確かに感じ取ること

がՄ能である。文化関係者や文化団体のળ意の努力は、そのことによりಧけら

れた文化の力は、被災された方々の心に他には代えがたい༊やしと勇気を与え

てくれていたし、また、ಧけた側のアーティストたちの心にも同じだけの感動

や成長を࢒してくれている。



272011ˠ2012　ᶗɽ਒ࡂɺͦ ͠てจԽࢧ援の͕޿Γ　2011年͔Β12年のه࿥

�ɽ࣍ੈ୅Λங͘ࢠͲ΋ͨͪ΁ͷ文化ࢧԉͷ࣮施

ԉୂʯࢧ)01Eͱʮ͋ͦͼ	for	ԉ　ART4ࢧͲ΋΁ͷ文化ࢠ˙

　গし方向性のҟなった支援として、被災地の子どもに対する文化支援のࢼみも多

く行われている。この例としては、震災直後の2011年3月20日に設立されたARTS 

for HOPEがある。同団体は、1999年に設立され、ප院やࣇಐཆ護施設、োがい者

施設などで「アート」を通じた心の回復をサポートする活動を続けてきたNPO「8onder 

Art Production」を母体としており、そのノウハウを活用して、2011年の4月から、

子ども向けの手芸のワークショップや絵画のワークショップを各地で提供開始。

2012年の2月までに岩手県6市町村、宮城県8市町村、福島県5市町村、その他3県の

ආ೉キャンプなどで総計102回実施し、約3
800名の子どもたちが参加している。実

施したࣇಐ館や༮ࣇ施設では「表情をなくした子どもがসإを取り໭した」「子ど

もたちからԿかがすっきりでたようだ」といった手応えを感じる声を多数もらって

いるという。ARTS for HOPEは、その後、東京を本部として、岩手・宮城・福島

に各支局を設置し、2015年現在にࢸるまで極めて活発に活動を続けている。

南相馬市かしま保育園でのARTS for HOPEの活動

南相馬市ࣛ島小学校でのART for HOPEの活動
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　同༷の被災地の子ども支援としては、東京おもちΌ美術館が2011年3月に立

ち上げ、被災地の子どもたちにおもちΌと遊びをಧける「あそび支援ୂ」もあ

る。あそび支援ୂが現地に入った4月8日（陸前高田）、4月9日（気仙沼）の際

には、先に述べた「東日本大震災子ども舞台芸術支援対策室」の室長も務める

舞台実演家の多田純໵氏が同行している。氏は、平成23年度の調査研究報告書

で「知り合いは家族を๢くしたり家を流されている。そういうことがपғでى

きているときにどう൓応したらいいのか配ྀし、受けとめながら楽しい時間に

していくというのは、すごくਫ਼神的なエネルギーが必要でした」というূ言を

寄せてくれている。そういう中で、ࢴでࢰ子のおもちΌを作るワークショップ

などをやることで子どもたちと関係性を築き、その上でࢰ子舞のパフォーマン

スを行う。そこで初めて子どもたちがૉ直に感情を出してくれるという。

多田純໵氏による気仙沼ආ೉所でのࢰ子舞

˙෱ౡݝͰͷల։　֎にग़ΒΕͳ͍ࢠͲ΋ͷͨΊに

　この他、原子力災֐のӨڹが大きかった福島県郡山市や南相馬市からも子

どものケアについての報告が寄せられている（郡山市震災後子どものケアプ

ロジェクト、南相馬こどものつばさ）。郡山市震災後子どものケアプロジェク

トでは、歌、གྷり、お絵かき、工作などの文化活動が、震災後ෆ安を๊える

子どもたちの心を΄ぐすイベント/遊び活動として取り入れられており、一方

の南相馬こどものつばさでは、原子力災֐の中、なかなか外に出ることがで

きない福島の子どもたちにࢥいっきり野外を楽しんでもらうクルーズやキャ

ンプ活動のひとつとして、東北芸術工科大学の「キッズ・アート・キャンプ」

が紹介されている。
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　郡山市震災後子どものケアプロジェクトの菊池信太郎氏は、広い意ຯでの文

化が子どもの心のケアにとって極めて重要であることを、こう報告している。

「（県内最大のආ೉所であるビッグパレットの子ども用スペースで）Կ人かのボ

ランティアが、市内、市外から集まり、限られたスペースであるが、そのボラ

ンティアのಘ意分野に応じて、歌、གྷり、遊び、絵本の読み聞かせなどを行っ

ていた。小学校後半から中学生の10人前後の女の子たちが自らアイドルグルー

プのように歌いགྷっている࢟は、つらい状況下でもԿとか自分たちは平੩に過

ごそうという意識の表れなのかとࢥった。やはり、子どもたちにとっては、遊

びや歌が必要であることを௧感した」。

　福島県では、上記に加えて、（公財）福島県文化振興財団の木村智子氏から、

「ふくしま次代を担う子どもの文化芸術体験事業実行委員会」の報告がಧいて

いる。震災直後からආ೉所等に出向いて「子ども映画会」「ライブ・コンサート」

の実施、ボランティア公演を希望するアーティストのコーディネートなどの活

動を行って来ていた同財団であるが、2011年6月7日、文化庁の次代を担う子ど

もの文化芸術体験事業に東日本大震災対応の࿮が設置されたことから、当該事

業を利用してより積極的に活動を展開することになった。同財団では2011年度

に全県139ヶ所の学校や༮ஓ園でのワークショップや公演を実施、12年度も、2

月までに合計96公演を実施している（同事業の他県を含めた実績は、2011年度

〜2012年度でྦྷ計803件）。

ಈ׆Ͱͷల։　東京᥁術େ学ͷݝखؠ˙

　岩手県では、大船渡市で、東京藝術大学と株式会社༣船クルーズによる事業

が行われている。東京藝術大学理事・副学長の北郷悟氏から、事業について、

下記の報告が寄せられている。

　「連携プロジェクト『大船渡の復興支援事業』の一環として、株式会社༣船ク

ルーズの٬船（ඈௗⅡ）と本学が連携協力して、٬船の寄ߓ地でもあった大船渡

市を支援するためのプロジェクトを実施しました。本学学長も現地参加し2つのプ

ロジェクトを実行しました。ひとつは、大船渡高校における『自画像』をテーマ

とした美術授業協力です。この『自画像をඳく』は、親族をࣦったり、友人をࣦ

ったりという最もਏい状況の中、自分をඳくことで、その自分の中にいる親の࢟、

またはおじいさんの࢟、またはそのഎܠにいる友人をࢥうことに勇気を見つける

というͶらいがあり、このときのイーゼルや画൘、ࢴなどは、企業から支援を受け、

資金は民間の美術館から寄付をいただいて、備品として寄ଃさせていただきました。

ˎ菊池信太郎氏の報告

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月発行）P107

ˎ木村智子氏の報告

『文化芸術による復興推
進に関する調査研究　文
化芸術関係機関、団体等
の相互支援、共助による
復興推進の仕組みづくり
について』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム　平成25年3月発行）
P37〜39

ˎ北郷悟氏の報告

『文化芸術による復興推
進に関する調査研究　文
化芸術関係機関、団体等
の相互支援、共助による
復興推進の仕組みづくり
について』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム　平成25年3月発行）
P64
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　ふたつ目は、ඈௗⅡの船中の活動とし、٬船劇場に大船渡市民をご招待して

音楽学部の学生が心ある歌を披露するプロジェクトを行いました。150人΄ど

の市民が集まり音楽学部の教員と学生の演奏にௌき入っていました」。

大船渡ߓに向かう「ඈௗⅡ」

戸田大船渡市長と宮田学長 大船渡高校における美術授業協力風ܠ

ԉࢧ΁ͷ文化ߍにΈる学ߍͰͷల։　ঁ઒ୈ࢛小学ݝ৓ٶ˙

　文化芸術の支援を受け入れた側のূ言としては、女川町立女川第四小学校校

長の三品隆氏の報告がある。同小学校は、2011年3月12日、震災のཌ日に「全

島ආ೉　校ఉにSOS　求む水　むせん」としてテレビに報道された経Ңもあり、

ී段テレビでしか見られない有名人が次々とやってきて子どもたちを元気づけ

てくれたという。氏は、ආ೉されている住民の方がまだ学校に多数いらっしΌ

った時期の公演について、こう語っている。「公演が始まるとෆࢥ議な状況が

生まれる。ආ೉者が数百人いるのを忘れてしまう。子どもたちがテントをはじ

めෆ自由な所から通学してきていることを感じない。一ॹに大声でসう。গし

ˎ三品隆氏の報告

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月 発 行 ）P58〜
62
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ྦぐむ。手ഥ子を取って演奏に参加する。くちずさむメロディ。ۏઢにふれる

き。গしずつ心が解放されていることが感じられる」。震災の状況を཭れ、「楽ڹ

しむ自分」もいていいと認められる時間。「芸術には力があるんだ。そうࢥい

たかった」と氏は述べている。

　こうした文化支援の中でも、氏が特に評価していたのは、子どもが主体的に

なって参加できる支援側と受援側がコラボできる活動であった。「ワークショ

ップで学んだ『小ᄉ』を大勢の人たちの前で演じた子どもたちは、落語を身近

に感じ、同じ小学生の演ٕをؑ৆した子どもたちは心からഥ手を送っていた。

アンサンブルのすてきな൐奏で一ॹにアニメソングを歌った子どもたちは、心

地よいڹきにਲいしれていた」。子どもたち自身が、活動のझࢫを理解し、そ

の中で有意義な໾ׂを持ち、そして参画のੋ非を自らが決められる。そういっ

た৚件が満たされることが非常に重要だと、氏は、著名な発ୡ心理学者である

ロジャー・ハートの考えを引いて指ఠしている。

　地震や津೾のڪා。身近な人のࢮ。家から཭れڱいආ೉所にดじࠐめられる

こと。どれも༮い心に大きなইを与えかͶない極めてਂࠁな事ଶである。そう

した経験をした子どもたちに対して、全てではないにせよ、文化芸術によって

心を΄ぐす機会を与えられたことは、一般の支援にも૿して、文化の力を໾に

立てることができた貴重な実績であった。

6ɽ࣏ࣗମͷԣ࿈ܞによる文化ࢧԉ

˙行੓ࣗମͷඃࡂ΁ͷରԠ　࣏ࣗମಉ࢜ͷޓॿ

　東日本大震災の、他の災֐になかなか例をみない特௃として、各自治体の庁

舎自体が大規໛に被災し、多くの職員の方が๢くなられたことがあった。最後

まで๷災無ઢでආ೉を呼びかけながら職員自らは津೾に流されてしまった南三

陸町、市庁舎屋上までが津೾にҿまれた陸前高田市、災֐対策会議中に津೾に

ऻわれ町長以下多数の職員がࢮ๢した大槌町。これに限らず、職員が被災・ࢮ

๢し、また、庁舎や設備などが津೾や地震の被֐で機能を૕ࣦしたり、あるい

は原子力災֐によってୀආを༨ّなくされた自治体は極めて多い。そのため、

被災地の支援に当たっては、住民への支援に加え、いかに被災地の行政機能を

回復させるかも大きな課題となっていった。

　こうした事ଶを受け、2011年3月22日には、総務省及び全国市長会・町村会

によって職員派遣の人的スキームがつくられ、被災地各地には、他の自治体か
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ら、ܯ察やফ๷だけでなく、多くの一般職員が派遣されることとなった。その

ྦྷ積派遣数は、2011年7月1日時点まででྦྷ積56
923人に及ぶ（ܯ察・ফ๷をআ

く一般職公務員の派遣数）。同人的スキームは2015年時点でも継続されており、

2015年4月1日時点でなお2
199人の自治体職員が被災地各地に派遣されている。

また、特に震災直後は、人的支援と共に大量のۓ急物資も全国の自治体から被

災地に次々とಧけられていった。

　他自治体からの支援の中には、文化芸術に関連するものもあった。例えば、

阪神淡路大震災の経験を持つ兵庫県では、県立管弦楽団などによるチャリティ

公演を2011年4月から実施すると共に、8月には県立ピッコロ劇団を現地に派遣し、

小学生に対するワークショップの実施を行っている。また、（公財）兵庫県芸術

文化協会では、兵庫県内の文化芸術団体による被災地での活動を支援する「が

んばΖう東日本!アート支援助成事業」を継続的に実施してきており、震災直後

の2011年度だけでも音楽・演劇・絵画・舞གྷ・和太ޑ・人形劇・ミュージカル

。写真・書道の10分野において24団体の文化支援活動への助成を行っている・ࢻ・

˙東京都ͷ文化ࢧԉ　ART	4upport	TohoLu-ToLZo

　このような他の自治体による文化支援の代表的な例が、東京都の「ART Support 

Tohoku-Tokyo」（ASTT）である。東京都では、طに開始していた被災地支援（ܯ

視庁から9
090名、東京ফ๷庁から3
128名という大規໛ۓ急支援、ҩྍ支援・

Ծ設住୐建築やインフラ復چ・行政ध要等への対応としての3
455名に及ぶ人

的支援、ໟ布・アルフΝ化米・クラッカー・ҩༀ品他の物資支援、ආ೉民受け

入れ等）を踏まえ、2011年5月に「東京ۓ急対策2011」を立案、6月3日には、

さらに補正による༧ࢉા置を実行している。ASTTは、この「東京ۓ急対策

2011」の一環として、2011年7月からスタートした。

　ASTTは、東京都と（公財）東京都歴史文化財団の東京文化発信プロジェ

クト室の協働で実施されている。同室の佐藤李青氏によれば、ASTTは、同

財団内にあるアーツカウンシル東京がै前から展開してきた、地域社会を担

うNPOとアートプロジェクトを展開することで無数の「アートポイント」

を生み出す「東京アートポイント計画」の手法を用いて実施されたものだと

いう。そのため、ASTTでは、NPOやコーディネーターなどの現地パート

ナーづくりが全ての前提となった。ASTTではこうした手法により、2011年

度に19プロジェクト、12年度には18プロジェクトの立ち上げや実施を行って

いる。

ˎ佐藤李青氏の報告

『文化芸術による復興推
進に関する調査研究　文
化芸術関係機関、団体等
の相互支援、共助による
復興推進の仕組みづくり
について』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム　平成25年3月発行）
P57〜60
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　例えば福島県では、特定非営利活動法人NPO西会津ローカルフレンズを現

地の事務局とし、福島県立博物館のスタッフが中心となったメンバーが県全域

の事業のコーディネートや運営を行っており、また12年度は「福島藝術計画ʷ

Art Suppot Tohoku-Tokyo」という名称で県も参画した。具体的には、アー

ティストのワークショップと福島の地域の文化を共に体験できるツアーܕプロ

グラム「ि຤アートスクール」を主要事業として展開、この際、福島県立博物

館のスタッフが各地域の受け入れ団体との連係で極めて大きな力を発揮したと

いう。

　宮城県では、初期にえずこホールが現地パートナーとなって実施された「藤

志氏と一般ߒ志とカンがえるワークショップ」がある。これは美術家の藤ߒ

の参加者が宮城県内沿岸部を中心とした被災地域を८り、現地の人々の࿩を

聞き、現場を見るというもの。えずこホールが震災前までに築いてきた県内

各地とのつながりを活かしたこのプロジェクトにより、内陸部/沿岸部、行政

区分などによって震災後分அされていた各地域がつながるきっかけがಘられた。

この他、えずこホールでは、「カラダでぶつかり、׼を流す。集え、21人の浜

っこたち」「アートインクルージョン　クリスマスプロジェクト2011」「女川

コミュニティカフェプロジェクト」「アートポンプ計画」「アーティスト・ランʂ

イボイシステーション」「震災ケア・アートサロン」「マイタウンマーケット

キャラバン」「雄উ法印神楽　舞の࠶生計画」など多くのプロジェクトが実施

されている。

　同県ではཌ2012年に、仙台に本拠地を構える「アートリバイバルコネクショ

ン東北」（ARC>T）を事務局とした宮城芸術ۜՏ2012ʷART Support 

Tohoku-Tokyo「なんのためのアート」も行われている。このプロジェクトでは、

ήストによる一方的な基調報告やトークセッションばかりが行われるありがち

なシンポジウムのあり方をආけ、現地に多༷な議論が生まれるよう、多くの工

夫が行われたという。「参加者同士が議論する時間をつくる。フΝシリテータ

ーの進行やワークシートを活用する。議論しやすい席の配置や会場づくりを行

う。当日はUstreaNでの配信を行い、ウェブサイト上での議論も༠発した」。

終了後の参加者の感想では、半数が「モϠモϠが解ফ」され、もう半数が「モ

ϠモϠが૿えた」というものであった。

　震災をどう捉えるか、あるいは東日本大震災や被災に文化芸術はどう関われ

るかという問題に対してたったひとつの正解はଘ在しಘない。現地の参加者が

に「モϠモϠ」したというٯ、され、考えるきっかけをಘることでܹࢗいにޓ
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「なんのためのアート」プロジェクトは、その意ຯで、目的通りの成果を発揮

したというべきであΖう。ASTTでは、こうした震災を長く考え続けるための

プロジェクトとして、ARC>Tが震災後どのように感じ、どのように被災と文

化の関係に向き合ってきたか、その生の声をポスターにまとめる「ARC>T　

ARCHIVE PROJECT」も実施している。振り返りの会議としては、2014年3

月2日に、東京アートポイント計画ディレクターの森司氏とARCT事務局長の

千田雄太氏（2013年4月より、ARC>Tより、新体制のARCTに変更）も参加

した「みやぎぶんか3年目の会議」も開かれており、ASTTが始めた活動が継

続されている。

　岩手県でも、同༷に、長期に向けての活動が進められた。同県では、まず、

2011年度、アーティストの日ൺ野克彦氏により、釜石市で、色઱やかなカラ

ーシートにより、住民と共に、Ծ設঎ళ街やԾ設住୐のนを࠼るという活動

を「釜石アート支援プログラム」の一環として実施した。しかし、こうした

に๞和状ଶとなりつつあり、「一部のط急支援的なニーズは、11年後半にはۓ

Ծ設住୐では、テレビの番組表のように、いくつもの支援プログラムが同時

ฒ行で実施されるような状況が生まれていた」という。そのため、同県大槌

町で実施した「ひΐっこりひΐうたんक़」は、立ち上げ当初より、長期的な

復興を視野にいれたものとして企画された。そのため、この「ひΐっこりひ

ΐうたんक़」では、そこで行われる個別のアートプログラムにではなく、町

や町民が、町外の専門家やスタッフと連携しての、プログラム実施を通した

持続Մ能な運用体制、地域の多༷な活動の受け皿づくりが活動の主؟となっ

ている。

宮城芸術ۜՏ2012ʷART Support Tohoku- Tokyo

「なんのためのアート」
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　զが国では、ホールや美術館・博物館等の文化施設の設置・運営の多くが各

地の自治体によって直接・間接的に担われており、そこを舞台とした文化振興

において自治体の઎める໾ׂは大きい。また、自治体は、住民参画や地域振興

に関わる施策の主体でもある。そのため、各地における文化芸術の振興、特に

住民参画や長期的な地域おこし、地域振興において、先進的な自治体΄ど多く

のノウハウや知見を有している団体や機関はগないといえるだΖう。ैって、

ここで見て来たASTTなどの自治体同士のԣの連携による被災地への文化支

援が実り多いものとなったことは、ある意ຯ、当વの結果とも考えられる。次

に述べる文化財レスキューと共に、こうした自治体や公的団体のԣのネットワ

ークはもっと重視されてしかるべきであΖう。

7ɽ文化ࡒϨεΩϡー

˙文化ࡒϨεΩϡーͷ֓ཁͱ東೔ຊେ਒ࡂͰͷ׆ಈঢ়گ

　災֐による被֐は、人や生活・産業インフラだけではなく、文化財にも及ぶ。

զが国でこのことが大きく意識され、文化財を災֐から救う「文化財レスキ

ュー」という概念がࠜ付くきっかけとなったのが、1995年1月17日に発生した

阪神淡路大震災であった。この時の経験及びその後の検ূ活動、さらには新

ׁ県中ӽ地震の際の活動などの஝積を基盤として、東日本大震災の際には、

2011年3月31日に、文化庁により、文化財レスキュー事業の開始が発表されて

いる。

　文化財レスキューの特௃は、文化庁が事業開始のى点とはなっているものの、

実施主体が各文化財・美術関係団体及び現地の本部となっていることである。

具体的な໾ׂ分担としては、独立行政法人国立文化財機構と12の文化財・美術

関係団体が人材と資材を提供し、（公財）文化財保護・芸術研究助成財団が寄

付金・義援金の受け皿としてඅ用を࿫い、全体の調整を東京文化財研究所にお

かれた事務局が実施する。そこに、各県の現地本部に集まったレスキュー要請

がಧき、各団体のメンバーや現地の団体・機関よりなるレスキューୂが派遣さ

れるという段取りとなる。文化庁の事業ではあるが、実際は機関・団体のԣの

。助ネットワーク、というのが大きなポイントであるޓ

　事務局が置かれた東京文化財研究所の岡田健氏は、2012年度のコンソーシア

ムの調査研究委員会において、次のように文化財レスキューの動きを報告して

いる。
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　「事業運営についてですが、まず、文化庁から国立文化財機構に協力要請が

出され、また東京文化財研究所に文化財救援委員会の事務局を引き受けて΄し

いという要請がありました。しかしかつての国立機関はすべて独立行政法人に

移行したため、文化庁から直接お金が下りるシステムがଘ在しません。そこで、

文化庁長官が国民に義援金をืる形をとり、それによって文化財を救出するこ

とになりました。そこで文化財・美術関係団体が招集され、当時の文化庁美術

学芸課長が知恵をしぼり、各組織に連絡して参加をืる形でスタートしました。

　活動開始時はื金がまったく集まっていない状ଶでした。そこで、東京文化

財研究所の๷災研究プロジェクトから400万円を拠出、他の文化財・美術関係

団体も、事業経අからۤ労して同等の金ֹを೧出しましたが、それ以上は೉し

い。そこで文化庁に要請した結果、8月から約3千万円がレスキュー活動のཱྀඅ

として補助されることになりました。

東北地方太平洋沖地震被災文化財等救援事業（文化財レスキュー事業）

公益財団法人
文化財保護・芸術研究助成財団

独立行政法人
国立文化財機構

文化財・美術関係団体

被災地各県教育委員会

現地本部

各都道府県教育委員会

博物館施設等

レスキュー隊 所有者等

地元市町村
（状況に応じ、地元県教
委・現地本部が協力）

寄附金・義援金

被災文化財等救援委員会
（事務局：東京文化財研究所）

一般社団法人文化財保存修復学会／日本文化財科学会
独立行政法人国立美術館
独立行政法人国立科学博物館／全国科学博物館協議会
大学共同利用機関法人人間文化研究機構
国立国会図書館
財団法人日本博物館協会／全国美術館会議
全国歴史資料保存利用機関連絡協議会
全国大学博物館学講座協議会
文化財救援ネットワーク

実 施 主 体

協力要請
文化庁

青森県/岩手県/宮城県/福島県/茨城県/その他

協力
要請

協力

職員派遣

協力要請

支援要請

協力依頼

職員

職員派遣等

協力要請

救援要請

立ち会い

一時保管

助成

人材派遣
資材供給

呼びかけ

ˎ「東北地方太平洋ԭ地震被災文化財等救援事業（文化財レスキュー事業）体制図」

『文化庁ウェブサイト（http://www.bunka.go.jp/earthquake/rescue/）より引用

ˎ岡田健氏の報告

『文化芸術による復興推
進に関する調査研究　文
化芸術関係機関、団体等
の相互支援、共助による
復興推進の仕組みづくり
について』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム　平成25年3月発行）
P93〜94
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　文化財レスキューに関するඅ用は、2011年度の義援金2ԯ7千万円を、文化財

保護・芸術研究助成財団に集めるという形にしました。この義援金は、文化財

のۓ急ආ೉とम復を目的にしていますが、全ֹが文化財レスキューに使われた

わけではありません。2011年度で4千万円、2012年度で3千万円を༧定し、それ

以外は、2012年春から財団が各県に助成金を配付し、文化財म復に使われてい

ます」。当初1年の༧定で始められ、結果1年延長されて2年間の活動となった文

化財レスキューには、宮城、岩手、福島、ҵ城4県からの要請があったという。

開始当初は被災各館に情報が行き渡らず動きが஗れたこともあったが、各県内

の博物館が独自にレスキュー活動を行っていたこともあり、１年半後までには

リストに上がった全ての施設でレスキューを実施できた。また、福島県の原子

力災֐地域についても、2012年8月、ܯռ区域に入り、双葉町、෋岡町、大熊

町の資料館から資料をൖ出した。

　岡田氏によれば、東日本大震災における文化財レスキューは、大組織による૖

大なボランティア活動だったという。福島県のܯռ区域では「年ྸを50ࡀ以上に

制限したので、室長・部長・副所長などが力仕事やࠝแ作業を行いました」。また、

2011年ळには「どこも展覧会を߇えて中ݎや若手を出せない中、現場に副館長や

学芸部長が勢ͧΖい」していたこともあった。財源が国民からの義援金だったこ

とも合わせ、まさにޓ助活動として、レスキュー活動は行われていたのである。

˙ϨεΩϡーͷݱ৔　཮લࢢాߴ立ത෺館・཮લࢢాߴւͱ֋ͷϛϡージアム

　この文化財レスキューの活動状況について、被災側の立場から報告している

のが、陸前高田市立博物館・陸前高田市海と֋のミュージアム主任学芸員の熊

谷賢氏である。市自体がյ໓的な被֐を受け、ミュージアムの職員1人、博物

館の職員6人、さらに市立図書館職員全員、文化財や生涯学習の市担当職員の

΄とんどが๢くなるという状況の中、博物館、ミュージアム、さらには市立図

書館の重要図書にある岩手県指定文化財の吉田家文書もレスキューしなければ

ならない。「（吉田家文書などの）古いࢴ資料のॲ置は೉しい。しかも急を要し

ます。ミュージアムは海に近かったぶん大量に水が入りましたが、נ᛽はさ΄

ど入っていませんでした。資料は֋が中心ですから、ࢄཚしたඪ本を回収すれ

ばԿとかなる。博物館がやっかいでした。家2ݢとं数台、いΖんなנ᛽と土

砂が積み重なって収ଂ庫も展示室もひどくやられている」。大切な஥間の多く

をࣦった上に、目の前に広がるのは、津೾にચわれ、ഁյされてしまった各施

設。熊谷氏の目の前に広がる状況はあまりにࠔ೉なものであった。

ˎ熊谷賢氏の報告

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月 発 行 ）P92〜
94
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　こうした中、全国各地の博物館関係者の助けにより、レスキューが始まる。

「資料のレスキュー活動は岩手県立博物館、遠野市立博物館などの岩手県内の

関係機関が応援してくれました。4月下०からは自Ӵୂも館内のנ᛽ఫڈに手

をିしてくれました。作業は一気に加଎して、レスキュー作業は6月17日にひ

ととおり終えることができました。

　Ծ収ଂ施設では基本的に水ચいやエタノールফಟなどの応急ॲ置を施して、

一部はम復・復元のできる専門機関に送ります。ྨࢴはカビが、మ੡品はࡺが

ාい。すべての資料がԚれた海水にਁかっています。ビニールシートとԘビパ

イプでプールを作って水にਁし、୤Ԙを行いました。

　考古資料の֯ࠎ器は国立奈良文化財研究所へ、২物ඪ本はまず岩手県立博物

館に送って、さらに全国30ヶ所を௒える博物館や大学で分担して保ଘॲ理を進

めていただいています。ミュージアムの象௃だったツチクジラのണ੡は、国立

科学博物館に移送しました」。陸前高田市の施設だけでも、レスキューのために、

全国数十ヶ所に及ぶ機関・施設のネットワークがՔ働している。文化財レスキ

ューのネットワークがいかにޮ果的であったかを、この事例は、೗実に示して

いる。

　熊谷氏によれば、ҥ食住さえ満たされていないこんな時期に文化財保護なん

て、と心が༳れていた人もいたという。しかし、熊谷氏は報告書でこう述べて

いる。「確かに生活の基盤があっての文化です。でも、これがࢲの仕事です。

こんな時期だからこそ、୭かがやらないと文化財は࢒りません」「文化財が࢒

らない復興は本当の復興ではありません。地元のๅの価஋を知り、ތりを持つ

ことが、町おこしのىരࡎになるはずです」。博物館が物を、どΖどΖのנ᛽

の中から引っ張り出してまでも࢒そうと努力するのは、それがその土地の物語

をഎෛっているからだという。物を࢒し、それをデータと結びつけることで、

心の物語が࠶生されていく。文化財レスキューとは、その地域を、土地の物語

を復活させていくことを通じて、救う行ҝでもあるのである。

˙ϨεΩϡーͷ࣮施ؔػ　ઋ୆ࢢ科学館

　一方、レスキューする側からは、仙台市科学館の菊池正昭氏がূ言を寄せて

いる。仙台市科学館では、自館が被災したこと、また、ガソリンෆ足や幹ઢ道

路等のःஅ、市職員として行政の࿮組みを௒えた活動ができるかどうかのՄ൱

の問題があり、現地でのレスキュー活動の開始は、2011年10月、宮城県に被災

文化財等保全連絡会議が正式に立ち上がるまで待つこととなった。ただし、そ

ˎ菊池正昭氏の報告

『文化芸術による復興推
進に関する調査研究　文
化芸術関係機関、団体等
の相互支援、共助による
復興推進の仕組みづくり
について』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム　平成25年3月発行）
P26〜29
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の間も、同年6月から石巻市の「おしかホエールランド」や女川町の「マリン

パル女川」のړ具やࠎ格ඪ本などの一時保管を始めている。結局、同館で現地

にෝいて作業ができたのは、2011年11月と2012年1月に実施した気仙沼市の「౜

。村センター」のӷਁඪ本回収作業のみとなったړ܂

　しかし、文化財レスキューのࣹఔは、こうした一時保管や現地作業にࢭまる

ものではない。仙台市科学館では、2012年2月6日〜3月25日の企画展「復興、

南三陸町・Ӊ多津魚ཽ館」をൽ切りとして、被災ด館中の博物館の資料の展示

を積極的に行っている。म復し、保管するだけでなく、それを࠶び住民の方々

がؑ৆できるようにする。そこまでいって、はじめて、本来の意ຯでの文化財

レスキューがୡ成されていくことになる。

　平成24年度の調査研究報告書には、文化財レスキューとはҟなるが、同じ博

物館の࿮に入る動物園や水族館のレスキューの状況も報告されている。（公社）

日本動物園水族館協会（JA;A）会長の山本茂行氏によれば、JA;Aでは、震

災当時、ࣂ料支援や動物ආ೉の活動を実施すると共に、被災した動物園や水族

館に対しての見舞金の受付૭ޱを全ੈ界に対して立ち上げ、見舞金をืると共

にその配分も行っている。これも、また、広い意ຯでの文化財、地域の文化資

源の復چ・復興支援の活動である。

8ɽຽଏ芸ೳͷ࠶։に͚ͯ޲

˙ຽଏ芸ೳͷඃࡂ　佂ੴࢢͷঢ়گ

　文化財レスキューの対象は、あくまで、物理的な形のあるものである。しか

し、被災地には、そうした形のない文化財も多くଘ在する。お祭りや神楽、ࢰ

子舞などの民俗芸能や各種の神事、祭の行事などがそれに相当する。東日本大

震災がऻった福島・宮城・岩手3県の太平洋岸を中心とする地域は、また、こ

うした民俗芸能が活発に行われ、コミュニティのܽかせないඥ帯となっていた

エリアでもあった。

　釜石市の和田利男氏は、この間の事情をこう語っている。「釜石市には40近

くの伝統芸能団体があり、例えばދ舞やࣛགྷりにおいては、ある地域では『げ

んきっこދ舞』などの名称で༮ஓ園・保育所のカリキュラムに入れられ、小学

校や中学校では運動会や学習発表会でགྷられるなど文化活動としても伝承され、

また高校では文化部のひとつであったりと、過ૄ高ྸ化が進む中にあっても地

域ぐるみで大事に、大事に受けつがれてきました。

ˎ山本茂行氏の報告

『文化芸術による復興推
進に関する調査研究　文
化芸術関係機関、団体等
の相互支援、共助による
復興推進の仕組みづくり
について』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム　平成25年3月発行）
P44〜46

ˎ和田利男氏の報告

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月 発 行 ）P47〜
50
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　子どもたちは、母に連れられ祭りを見に行き太ޑのリズムを֮え、自分より

先にགྷりのܤ古を始めたおܑちΌんにಌれ、お෕さんのばちࡹきのもとで舞い

ながらଚ敬の念を֮えŊ『あれをགྷらせたらおまえのじいちΌんが町で一番だっ

た』と聞かされてތりにࢥい、そして自વに伝統芸能のྠに入っていくのです。

　しかし、太平洋にಥき出たリアス式海岸の半島とその付けࠜには大小21の集

落が点在していますが、今回その全てが津೾によってのみࠐまれ、ދ舞会館や

青年会館に保管していた山ंをはじめとする用具が、各家ఉに仕舞ってあった

ҥ૷が、記録してあったパソコンや༬金通ாなどと共に流されてしまったので

す。そればかりか、໾員や指導者をࣦい、஥間ୡはその後内陸部に建設される

ことになった各地のԾ設住୐に移り、また親ྨ縁者を頼って市外へ転出するこ

とになりました。

　୭しも、『伝統芸能は続けることができない』『やめた、もう無理だ』ޱ々に

そう言ったのです。当たり前のことですが、心がંれていました」。いかに民

俗芸能が東北の地域の人々にとって、身近で、そして重要なものであったか。

そして、それをいかに無࢒に津೾がԡしつぶしていったのか。和田氏の言葉は

実に生々しい。

　だが、ここまでの被֐があったにもかかわらず、その復興への歩みは意外と早

かったという。「震災からしばらく経ち、桜のศりが聞かれるࠒだったでしΐうか。

ある団体が自Ӵୂの基地となっていた広場で、Ӻ前で、ආ೉所でދ舞をགྷり出し

ました。自ら被災し、ආ೉所生活で໱々とする中、自Ӵୂや赤十字、ۓ急ফ๷援

助ୂ、ܯ察広域ۓ急援助ୂなど支援団体に対して『ありがとう』を表現するのは

舞を通じて『がんばΖう』を伝えたかっދ舞しかないと感じ、地域のօさんにދ

たにҧいありません。いつもより஗れた新学期の始業式でも、ދ舞が見られました。

　伝統芸能は、生きる力を代々伝え、その地域を神でもあるかのように支配し、

人々の支えとなるଘ在であることを、その後各地で行われるҚྶ行事や復興イ

ベント、形を変えて開催することができた߃例の『ߓまつり』や『釜石まつり』

などで食い入るようにགྷりを見る人、ഥ手する人、ྦを流す人、そして一心ෆ

ཚにགྷる人たちを見て強く感じました」。人々の฻らしを、人生を、本当の意

ຯで支えてきたものは、そう؆୯には۶しない。それは人の心を、希望を৐せ

た生きる力そのものでもあるからだ。だから、東日本大震災という究極の事ଶ

の中にあってすら、民俗芸能の担い手たちは、状況に۶してその表現をఘめる

ことは決してないし、その復活を見た地域住民は、ྦを流し、これからの生に

立ち向かう力をಘる。
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˙復興΁ͱ立্͕ͪるຽଏ芸ೳ　֤஍Ҭ͔Β東๺全ମ΁

　東北文化財映像研究所の阿部武司氏からも東北の民俗芸能団体の活動につい

て報告をいただいている。まだ多くの関係者の安൱も確認できていない2011年

3月下०、氏のもとに「気仙の݋舞フォーラム」で知り合った門中組ދ舞の代

表から連絡が来たという。「ආ೉所の運営に朝から༦方まで஥間と຅಄してい

る༷子が伝えられ、道具の一部が助かったので૷ଋの助成を࠙ئされた。理由

は、ආ೉所の人たちが落ち着いたらྭましたいと言うのだ。目からྡྷが落ちた」。

内陸の北上市に在住していた氏は、それまで、民俗芸能者の安൱を気遣い、救

援活動ができていないことをひたすらに೰んでいたのだが、一方当事者である

側は、طに、芸能の復興に向けて動き出していたのである。

　桜の花が࡙くࠒには支援団体のサポートにより、東北沿岸部各地で花見の

活動が行われ、釜石と同༷、そこには民俗芸能団体が満身創ᙯながら活動を

舞連݋開していく࢟がみられた。一方、内陸部では、4月29日、北上市َ࠶

合が、四十۝日の大法要として桜の名উで芸能を披露した。こうした民俗芸

能の復活の動きは東北全域に広がり、5月の連ٳには遠野の復興バザールに

被災地大槌町のӓ澤ࣛ子གྷが招かれ、6月18日には、Ӝ浜ࢰ子༂と念෹݋舞

がӽت来の地元で供ཆをしていた。6月25日は田࿝のԾ設住୐の׬成を待っ

てࠇ森神楽が披露された。続く7月には、まず、7月2日にյ໓的な被֐を受

けた山田町で、例年通りに祭りが実施され、山田大神楽や八഼ࣛ舞等が行わ

れる。ついで7月24日には門中組ދ舞が復活、8月7日には陸前高田市でࣣ༦

行事が開催された。

　阿部氏のこの報告を見ていくと、民俗芸能のうͶりが東北全域に次々と広が

っていったこと、そのഎܠには、供ཆや鎮魂といった信ڼの心が強くଉづいて

いたことがわかる。コンソーシアムの設立シンポジウムで、学習院大学教授で

あり、福島県立博物館館長も務める赤坂憲雄氏はこう語っている。「津೾がऻ

った海辺の地区を歩いていたとき、建物が流された家の土台の端に஛がૠして

あることに気がつきました。これは神༷の依り代で、஛をૠした人はここに໭

ってこようとしているのかもしれません。そして、ふとإをあげると、道路を

だけがဣんでいډ᛽の海の中にௗנ、んだ高台にଔౝംが立っている。またڬ

る。被災地では、զ々がී段きちんと語Ζうとしてこなかったफ教の力にそこ

かしこで出会い、その光ܠに心ଧたれました。

　被災地でいち早く࠶開されたのも、祭りや民俗芸能です。人々はנ᛽の山か

らҥ૷や太ޑなどを۷りىこし、懸命にԚれを落として、ආ೉所などで芸能を

ˎ阿部武司氏の報告

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月発行）P88

ˎ赤坂憲雄氏の報告

『文化芸術による復興推
進コンソーシアム設立シ
ンポジウム報告書』（文
化芸術による復興推進コ
ンソーシアム設立準備事
務局　平成24年3月発行）
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行い、初めてօでྦした。気が付くと、被災地のいたるとこΖで祭りや民俗芸

能が復興していました。民俗芸能には鎮魂や供ཆというテーマが॓っています。

だからこそ、そういう風ܠが生まれたのだとࢥいます」。

　ੈ俗化が進んだ日本では、祭や民俗芸能をफ教という視点から語ることはগ

なくなった。祭りに行っている人々にしても、ことさらにそうした想いを持っ

ていることはগないだΖう。しかし、その実、祭りや芸能の中には信ڼあるい

は信心という֩が確かに࢒っている。だからこそ、人々をつなぎ合わせ、心を

༊し、次へと向かわせる力を発揮する。東日本大震災の経験は、よく考えれば

当たり前のこの事実にもう一度気がつく機会を与えてくれた。そして、文化の

力というものが、実のとこΖこうした信ڼの力と相当に近い場所にある、とい

うことも。

˙ຽଏ芸ೳ΁ͷࢧԉ　ʮඦࡇ復興ϓϩジΣΫτʯͱແܗ文化ࡒௐࠪ

　先に৮れた企業メセナ協議会のGBFundでも、事務局長の荻原康子氏の報

告によれば、2011年6月ࠒより各地から民俗芸能の復興に関する支援依頼が急

ܹに૿えていったという。氏は「これはおຍに向けて、Ն祭りを実施したい

という要望が多く寄せられたからで、中には、助成ਃ請などしたことのない

伝統芸能保ଘ会の方からಧいた、΄ぼനࢴに近い書ྨもあった。しかし同෧

の手ࢴには、『祭りのためにආ೉所で฻らしている人たちがؼってくるから』『道

具もҥ૷も流されて元のままではできないけれど、代々受け継がれてきた祭

りをここで途ઈえさせるわけにはいかない』といった切実なૌえがつづられ

ている。祭りや伝統芸能が、どれ΄ど地域のアイデンティティとີ接に結び

ついているかを、զ々もGBFundを始めてࢥい知ることとなった」と述べて

いる。

　上記の流れを踏まえ、東北の復興における民俗芸能の重要性をਂく認識した

GBFundでは、設立1प年を機に、「百祭復興プロジェクト」を始めることとな

った。「正月はࢰ子舞で家内安全と無පଉ災をفり、おຍに先人を供ཆし、春

とळにはࠄޒ豊য়と大ړ万作をॕい感ँを๋げる。四قの移Ζいと共にある฻

らしの中で代々受けつがれてきた営みを続けていくことが、震災で௧められた

気持ちをฃい立たせ、いま一度、自らの地域をތりとする想いをഓうのではな

いか」。氏はこのように「百祭復興プロジェクト」のૂいを語っている。この「百

祭復興プロジェクト」で助成した代表的なものとしては、宮城県石巻市小ᔹ୔

地区のࢰ子舞復活プロジェクト、岩手県大船渡市三陸町ӽت来地区のӜ浜念෹

ˎ「百祭復興プロジェク

ト」関連のレポート

『文化芸術による復興推
進に関する調査研究　文
化芸術関係機関、団体等
の相互支援、共助による
復興推進の仕組みづくり
について』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成25年3月 発 行 ）P52〜
56　荻原康子氏執筆

ˎ荻原康子氏の報告

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月発行）P126
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子གྷの復興プロジェクト、宮城県陸前高田市川原地区でのࢰ舞と金津流Ӝ浜݋

「うごくࣣ༦」のための山ंの࠶建プロジェクト、岩手県大槌町向川原のދ舞

復興プロジェクト、宮城県気仙沼市での地歌舞ب「一谷ᇳ܉記」公演（࡛ۄ県

の「熊谷歌舞بの会」と「小ࣛ野歌舞ب保ଘ会」が出演）、宮城県石巻市の「大

室南部神楽保ଘ会」࠶開プロジェクトなどがある。

　GBFundが東北の民俗芸能を支援するにあたって現地との஥介໾として大き

な力を発揮したのが（公社）全日本郷土芸能協会である。同協会からコンソー

シアムがいただいたレポートによれば、全日本郷土芸能協会では、震災後すぐ

から会員の安൱情報を確認すると共に、GBFundや日本財団などの助成団体の

民俗芸能への支援活動のサポートを開始。また、各民俗芸能団体に必要な助成

団体情報を提供すべく調査を行っている。

　民俗芸能等の無形文化財については、文化庁の「文化遺産を活かした؍光振

興・地域活性化事業」の༧ࢉを用いて、2011年度/2012年度の2年にわたって、

岩手県・宮城県・福島県各県で実ଶ調査も実施されている。この調査は、各県

を市町村内の細かな地区にׂり、各地区の民俗芸能の実ଶとその被災の状況を

細かくヒアリングしていったもので、被֐状況が人的なものから各種用具ྨに

るまで໢ཏ的に調査され、希望する支援策も個別にरわれている。民俗芸能ࢸ

の今後の復興を考える基礎資料として極めて貴重なものであると同時に、震災

以前、東北にいかに豊かな無形文化財が生きていたか、その貴重なূ言にもな

っている。
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うごくࣣ༦・川原ࣣ༦祭組復興プロジェクト

ˎ全日本郷土芸能協会の

レポート

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月発行）P140〜
143

『活動報告集─文化芸術
による復興推進に向けて
─』（文化芸術による復
興推進コンソーシアム　
平 成25年3月 発 行 ）P75
〜76 小岩秀太郎氏執筆
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　宮城県から委託され、実査を担当した東北大学東北アジア研究センター准教

授の高倉ߒथ氏は、調査からුかび上がってきたこととして、「時代という৚

件をへることでৢ成された民俗文化の『財』としての特࣭は、当事者をこえて

作用するීว的な力があり、外部の人も巻きࠐむことはいうまでもなく、その

当事者自身も変えていくことである」と述べている。また、同研究センターで

は民俗芸能の復興の記録を、当事者を含めて୭もが共有できるよう印刷ഔ体や

ウェブサイトのコンテンツとしている。その記録は「案外地域の人々にとって

重要で関心をもって読まれていることを実感している」という。

�ɽඃࡂ஍ࣗΒによるࢧԉ׆ಈ
1ʣدଃͱ഑෇ͷωοτϫーΫ

˙஍ҬͷԻָ文化ͷ復興に͚ͯ޲　ʮٶ৓ثָݝ#A/,ʯ

　ここまでは、東日本大震災発生からの動きを、被災地を支援を受け取る側と

して位置付け、記載してきた（現地の文化施設の対応や仙台フィルハーモニー

管弦楽団などの一部の例をআく）。しかし、被災地は、決して支援を受けるだ

けという立場に立ちࢭまっていたわけではない。震災直後から、被災地の多く

の文化関係者や団体が、自らも被災しつつも、他の被災者・被災地に向けて支

援のネットワークを構築し、༷々な活動を行ってきている。次はそうした被災

地発の活動を紹介していきたい。

　M9の大地震、そしてその直後にऻった巨大な津೾。その結果、多くの小学

校・中学校・高校で、生ెが日ࠒ部活や授業で使い、ೃછんできた楽器がഁ

ଛし、また流されてしまった。被֐を受けた学校で、また、ආ೉所で、楽器

をࣦった生ెたちにもう一度演奏する手段を与えてあげたい。そのため、全

国から楽器の寄ଃを受け、各校に配付する活動を続けてきたのが、宮城県吹

奏楽連盟が行ってきた「宮城県楽器BANK」である。その活動の経Ңについ

ては、宮城県吹奏楽連盟の遠藤昇氏によるコンソーシアムの調査研究委員会

での報告がある。

　「『宮城県楽器BANK』発足のきっかけは一通のメールでした。

　3月11日の東日本大震災で、多くの楽器がഁଛし、また津೾にのまれるなど

してࣦわれました。震災から1ि間΄どしてライフラインが復چしはじめると

宮城県吹奏楽連盟には、全国の音楽家や各団体から安൱確認の問い合わせが来

るようになりました。

2011 2012

2011ˠ2012　ᶗɽ਒ࡂɺͦ ͠てจԽࢧ援の͕޿Γ　2011年͔Β12年のه࿥

ˎ高倉ߒथ氏の報告

『活動報告集─文化芸術
による復興推進に向けて
─』（文化芸術による復
興推進コンソーシアム　
平成25年3月発行）P83

ˎ遠藤昇氏の報告

『文化芸術による復興推
進に関する調査研究　文
化芸術関係機関、団体等
の相互支援、共助による
復興推進の仕組みづくり
について』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム　平成25年3月発行）
P98〜99
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　そして、3月຤、事務局に『震災で楽器をࣦった子どもたちに楽器を送ら

せてください』というメールがಧきました。これを受けて4月2日、ۓ急の໾

員会を開いて現状の把握と今後について࿩し合った結果、義援金を事務局全

日本吹奏楽連盟に委託すること、楽器などの物資の支援については、『宮城

県楽器BANK』を発足し東北高等学校音楽部がその任に当たることが決まり

ました」。

　インターネットに公開されている宮城県楽器BANKの中間報告書には、

きっかけとなった一通のメールの文面が掲示されている。それによると、差

出人は、かつて中学高校と吹奏楽部に所属していた東京の会社員の方。市井

のひとつのળ意が、宮城県吹奏楽連盟の方々の心にڹき、そうして大きな活

動が始まることになった。活動準備は4月4日から。ཌ4月5日にはホームペー

ジやメールで「宮城県楽器BANK」の設立を全国に告知、そのཌ日から問合

せが集まり、4月7日には最初の楽器が東京からಧいたという。

　「受け入れが東北高等学校音楽部になったのは、施設の被֐が最小で集ՙや

作業の場所が確保できること、部員の被災状況がܰඍであること、音楽部の楽

器༌送トラックや大ܕバスなど自力༌送の手段があるという理由からでした」。

宮城県楽器BANKの支援活動は、東北高校におかれた宮城県楽器BANK本体

での૭ޱ業務や仕分け作業と、全日本吹奏楽連盟が引き受けた義援金の委託管

理、そして吹奏楽自体の復興を支援する宮城県吹奏楽連盟の三者によって実施

されることとなった。

　このうち、楽器BANK本体のम理作業は、楽器メーカーや地元の楽器ళの

協力をಘて行われている。「『楽器BANK』の作業工ఔは、1.楽器の集ՙ、

2.中身の点検と記録、3.楽器と用品の仕分け、4.メーカースタッフによる楽器

の調整と仕分け、5.地元楽器ళによる楽器म理となっています。なかでも、

一番大変なのが楽器の仕分け作業で、Ϡマハ楽器の協力をಘて、ٕ術スタッ

フをボランティアで派遣してもらい、数回にわたって楽器の選別と調整をし

ました。また、全日本吹奏楽連盟からの義援金で、地元の楽器ళの協力をಘ

て楽器म理を行いました」。寄ଃだけではなく、楽器の仕分けやम理において

も、全国の、そして地元の音楽を愛する関係者のネットワークが༷々にՔ働

していた。

　2011年5月຤には400台近い楽器の出ՙ準備が整い、6月から、まずは被災団

体の多い石巻や気仙沼に楽器をಧけると共に、内陸部の団体については、活動

上必要としている楽器やফ໣品をਵ時出ՙ。寄ଃ会では参加者との࿅習会や合
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奏を実施した。ཌ2012年はじめには宮城県と岩手県の69団体に674台の楽器を

寄ଃ、さらに5月には、宮城県内の小中高に382台の楽器とේ面台、チューナー

などを配付している。宮城県楽器BANKのホームページによれば、2015年現在、

ྦྷ計2万点以上の楽器が寄ଃされているという。

　同団体では、こうした楽器の寄ଃ受入・配付活動の๣ら、音楽を通じての文

化支援のサポート（ආ೉所へのアーティストや音楽団体による演奏活動の受け

入れなど）を行っている。また、2012年8月には、サントリーホールで、宮城県

内125名の中高生と共に、宮城県楽器BANKとしては初めての復興支援コンサ

ートを開催、ཌ日にはディズニーシーでも公演している（サントリーホール・オ

リエンタルランド・東京財団・カーニバルカンパニー・ચ足学園音楽大学によ

る支援コンサート）。

˙ֆຊΛ௨ͯ͡ͷࢠͲ΋ͷ৺ͷ復興　ʮֆຊϓϩジΣΫτ͍Θͯʯ

　同じような寄ଃ・配付の活動を、絵本で行ったのが、盛岡市中央公民館が中

心となって実施された「絵本プロジェクトいわて」である。盛岡市中央公民館

館長であり特定非営利活動法人いわてアートサポートセンターの副理事長でも

ある坂田裕一氏によれば、これもきっかけは、宮城県楽器BANKと同༷、一

通のメールだったという。「3月19日、ࣇಐ図書の編集で著名な຤盛千枝子氏（元

国際ࣇಐ図書館評議会理事、すえもりブックス代表、ூࠁ家舟ӽ武氏長女）よ

り『絵本を被災地へଃΖうʂ』と一通のメールで呼びかけがあった。第ೋ次ੈ

界大戦直後に始まった絵本をଃる活動が、戦૪や大災֐などで心に௧手を受け

た子どもたちに大きなޮ果があったことを、国際ࣇಐ図書評議会の理事として

活動してきた൴女はよく知っていた」。盛岡市中央公民館の「絵本プロジェク

トいわて」は、このメールに参加承୚の返事をしたことで始まった。なお、同

プロジェクトの代表も຤盛氏が務めることとなった。

　活動するといっても、中央公民館だけで全て対応ができるわけではない。幸

いなことに、坂田氏自身がいわてアートサポートセンター（IASC）の໾員を

務めており、また຤盛氏のメールを直接受け取った赤୔千௽館長補佐も女性活

動における人຺が広かった。この結果、絵本プロジェクトいわては、公民館に

加え、IASC、男女共同参画のNPO法人参画プランニング・いわて、読み聞か

せボランティアの活動を支援している盛岡教育事務所、そして、教育委員会生

涯学習課を通じて参加ଧ਍をしてきた「්人ボランティア野の花会」の協働で

開始されることとなった。

2011 2012
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ˎ坂田裕一氏の報告

『文化芸術による復興推
進に関する調査研究　文
化芸術関係機関、団体等
の相互支援、共助による
復興推進の仕組みづくり
について』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム　平成25年3月発行）
P6〜10
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　新聞記事に取り上げられたことから、2011年3月29日より、໠྽な勢いで絵本

が集まり始めたという。まず必要なのはその選別と分ྨであり、大きな労力が

必要となった。「ボランティアの΄とんどが女性。集中力を持続しつつの無理の

ない活動のために、作業は1日13〜15時の2時間と定めた。当初の活動はि6日、

6月以降はि3〜4日、40人΄どの日もあれば、10数人という日もあった」。多く

の団体が協働していたからこそՄ能であった作業ということができるだΖう。

　選別・分ྨが済んだ本は被災地にಧけられる。この時も、地元のネットワー

クが大きく生きた。「『絵本が必要』という声がಧくと、ࢲや館長補佐が直接、

被災地と連絡を取り合い、ಧける日や本の種ྨ・冊数を相談する。情報の多く

は、盛岡教育事務所やIASCのネットワークから寄せられた。特に県の社会教

育主事のネットワークからは多くの被災小学校の声が集まった。

　小学校等への大ޱの本の運送に໾立ったのは、舞台関連会社のトラックだ。

震災直後からՆ場にかけて、多くのイベントが中ࢭとなり、舞台関連会社はೋ

次被֐を受けた。音ڹ機材やর明器具を運ぶトラックも仕事をࣦっていた。舞

台関連会社ではそのトラックを運転手ࠐみで提供してくれた。社長はIASCの

コアメンバーのひとりでもある。

　༮ஓ園や保育園、そして被災者をྭますイベントでは、絵本プロジェク

トで本の分ྨを担当する『読み聞かせボランティア』も同行し、読み聞か

せも行った」。

　寄ଃされた本の総数は4月時点で、طに10万冊以上となっており、個別の発

送だけでなく、より多༷な方法で被災地の子どもたちに絵本をಧけられないか

という໛ࡧが始まっていた。その大きな手段となったのが、ܰ自動ंܕのブッ
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絵本プロジェクトいわて　仕分けの༷子 長部小学校ආ೉所にて
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クモービル（移動図書館）であった。支援金及び༣ศ寄付金（༣ศ事業株式会

社による「東日本大震災寄付金付きかもめ〜る」と特घ切手「東日本大震災寄

付」に付加された寄付金からの配分）の助成により、日本初のܰ自動ंܕブッ

クモービル「え΄んカー」が6台׬成、1台はプロジェクト本体で、あとは宮古

市・大船渡市の読み聞かせボランティアに各1台、釜石市、大槌町、ී代村に

各1台が寄ଃされた。1台に700〜800冊の積載がՄ能という。

　坂田氏は、え΄んカーの८回の状況について次のように語っている。「陸前高田

市の保育園へ伺った際、子どもたちに『޷きな本を1人2冊までプレゼントします』

と言うと、子どもたちは目を輝かせて本を選んだ。園長は『これまで、ただ配څ

のように支援物資が配られていたが、今回、子どもたちが、自分の意ࢥで本を選

ぶことができた。その࢟を見てྦが出てきた』と言ってくれた」。小さなことであ

っても、子どもたち自体に参画の権利があるとないとでは、支援策のޮ果は大き

くҟなる。女川町の三品氏が述べていた「自ら参画する」ことの重要性が、この

エピソードからも、強くුかび上がってくる。この他、絵本プロジェクトいわて

では、陸前高田市、大槌町、野田村、山田町の図書館への大ޱ寄ଃも行っている。

　絵本プロジェクトいわてでは、2012年度より、中央公民館で、多くの子ども

たちを集め、絵本に親しんでもらう「絵本サロン」を展開している。この絵本

サロンは、被災地への出張も行われており、また、被災地で同じようなサロン

を展開する活動への支援も行っている。絵本プロジェクトいわてでは、গなく

とも10年はプロジェクトを継続し、復興に໾立てていくこととしており、2015

年現在も、絵本サロン/出張絵本サロンを中心に活動を活発に続けている。

2015年11月28日現在で、開ࠝ済みの本の冊数は232
696冊、配付済みは113
800冊、

活動支援金の合計は27
101
582円となっている（現在はࣇಐ書の寄ଃは受け付

けておらず、活動支援金の寄付のみ）。

2011 2012
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絵本プロジェクトいわて

野田保育所　絵本を手にتぶ子どもたち
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˙ਤॻ館΁ͷݙຊ　ԕ໺文化研究ηンλーͷ׆ಈ

ಐ書に限らず、被災した図書館への多༷な本の献本活動をしていた例としࣇ　

ては、遠野文化研究センターにおける「三陸文化復興プロジェクト」がある。遠

野文化研究センター調査研究課長の小笠原晋氏によれば、三陸文化復興プロジ

ェクトは、献本活動と文化財レスキュー活動、情報発信活動の3本の柱で動いて

いたという。このうち献本活動は、全国の約4
860人から総計約278
200冊の献本

を受け、24市町村152ヶ所の図書館や学校などに204
811冊の献本を行っている。

　2本目の文化財レスキューについては、陸前高田市や釜石市の博物館図書館

からの資料の救出（先に述べた陸前高田市の「海と֋のミュージアム」のレ

スキューも一部実施）、大槌町立図書館の議会資料・新聞スクラップ・郷土資

料等のચড়・म復を実施している。情報発信については、「文化による復興支

援シンポジウム」や「震災からよみがえった東北の文化財展」などを開催し

ている。

　遠野文化研究センターの献本活動は、2015年には、福島県にも広がっている。

全国から献本された書੶を使って、޷きな本を޷きな期間だけआりられる図書

館の整備を行う活動「ふくしま本の森プロジェクト」が始まったのだ。現在、

同プロジェクトでは、会津坂下町のچ八഼༮ஓ園を࠶利用した「ふくしま本の

森図書館」を拠点として活動を実施、౬川村の「道のӺあいづ౬川・会津坂下」

に、街かど図書館第1߸を設置している。

（「ふくしま本の森プロジェクト」https://www.facebook.com/ふくしま本の森プロジェクト

-1439317293040325/）

10ɽඃࡂ஍ࣗΒによる復興ࢧԉ
2ʣ஍ҬͷアーςΟετͷωοτϫーΫ

ԉηンλーࢧͰͷಈ͖　͍Θͯ文化ݝखؠ˙

　被災地自らの文化支援活動は、楽器や絵本といった物をى点としたものだけ

ではない。例えば、絵本プロジェクトいわてを報告してくれた盛岡市中央公民

館の坂田氏は、指揮者の寺崎؜氏と共に、2011年3月28日、「いわて文化支援セ

ンター」を立ち上げている（当初は「いわて文化ボランティア」という名称。

4月22日より現名称に変更）。同センターの活動の中心は、盛岡のプロの演奏家

が中心になって結成された「いわてフィルハーモニー」である。コンソーシア

ムに寄せられた報告によれば、下記のような活動が行われている。

2011ˠ2012　ᶗɽ਒ࡂɺͦ ͠てจԽࢧ援の͕޿Γ　2011年͔Β12年のه࿥

ˎ小笠原ී氏の報告

『文化芸術による復興推
進に関する調査研究　文
化芸術関係機関、団体等
の相互支援、共助による
復興推進の仕組みづくり
について』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム　平成25年3月発行）
P13〜17

ˎいわて文化支援センタ

ーの報告

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月発行）P123
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　「被災地では学校の芸術ؑ৆事業の中ࢭが相次ぎました。その理由はホール

の被災はもちΖんですが、経අを復興අに充てるため学校の文化༧ࢉがٵい上

げられていることが大きく、県レベルではその代ସ経අෛ担は೉しい現状です。

　こうした小中学校等のؑ৆事業をサポートし、合わせてೋ次被֐を受けてい

るアーティストの活動支援を行うため、盛岡のプロの演奏家を中心に、東京・

仙台等からήストを招ᡈし、管弦楽団『いわてフィルハーモニー』を編成しま

した。指揮は盛岡在住の寺崎؜（日本弦楽指導者協会理事）、県在住のメンバー

は25名。『いわてフィルハーモニー』は野田村、ී代村、洋野町の3町村4ステー

ジ（2011年6月23日、24日）をൽ切りに、内陸でのチャリティコンサートを含め

活動を継続しています」。いわてフィルハーモニーはその後も着実に活動を続け、

2015年5月9日には、「ウィーン・フィルˍサントリー音楽復興基金」の助成事業「第

4回 ウィーン・フィルˍサントリー音楽復興ف念৆」を受৆している。

　また、同ネットワークでは、楽器アシストプランという名称で、沿岸被災地

で流出したピアノ等の楽器の新たなߪ入やम復、寄ଃピアノの配送などの支援

も継続的に実施している。

˙アーςΟετࣗ਎による中ؒ૊৫ͮ͘Γ　ARC�T

　宮城県では、仙台市で、震災後すぐに宮城の舞台表現者たちが中心になり、

Art ReWiWal Connection TOHOKU（ARC>T）が立ち上げられている。仙台

市のせんだい演劇工房10-BOXを拠点にARC>Tが発足したのは2011年4月4日。

コンソーシアムに寄せられた報告では、ARC>Tは「東日本大震災を機にࣦわ

れた文化・芸術に関するひと・まち・場の࠶生と、東北復興に向けたॾ活動に

アートを通じて寄与するため、また、それに必要なネットワークづくりを推進

する」ために立ち上がったという。

　ARC>Tの活動は、調査部・出前部・招ᡈ部・創作部及び主催事業や協働事

業に分かれて行われていた。調査部では、宮城県内の文化施設の被֐調査や、

パフォーミングアーツの被֐状況の調査、ボランティアセンターやආ೉所、学

校や公共施設、Ծ設住୐などでの文化的ニーズのとりまとめが実施された。「ࢲ

たちは震災直後、阪神・淡路大震災時の記録資料をくまなく集め、目を通しま

した。それは確かにARC>Tの形成にӨڹを与えました。ࢲたちのこの活動の

調査・記録は、ক来のためにアーカイブされるべきであると考えています」。

　出前部では、現地からのニーズに応えたアートのおಧけを行っている。「ARC>T

は設立後一؏して、ニーズに応える活動にపしています。そばにいることでで

ˎARC>Tの報告

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月発行）P97
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きることがあると信じ、一過性ではなく継続性のある活動を行うため、求める

相手の要望にできる限り寄りఴうため、自分たちのٕ術をカスタマイズしてい

ます。現在も、༷々なオーダーを受けたのちదしたメンバーによるチームでプ

ログラム開発を行い、アーティストを派遣実施するというスタイルを行ってい

ます」。同団体のホームページの記録によれば、2011年4月より、FMラジオ局

での絵本の読み語り、劇団「夢とらっく〜結〜」を結成し、4トントラックで

岩手県〜宮城県沿岸部を८回公演、市民団体「広੉川市民会議」のイベントで

な活動を開始している。また、2011年8月࠼と能楽を実施するなど、多ډࣳࢴ

からは、文化庁の「震災復興のための芸術家派遣事業」の࿮組みで、年度内に、

72ヶ所/85回の公演を実施した。

　招ᡈ部の活動は、出前部とはٯに、被災地のアーティストを全国に招ᡈして

もらう活動を行っている。「震災直後、県域の劇場はյ໓状況でした。表現する

場をࣦったࢲたちに、全国から、『場の提供』というԹかい支援の手がさしのべ

られました。最初は北۝भ。その後ԣ浜、岡山とバトンは続いています。他地

域との繋がり、交流は、ただ表現する場を共有することでなく、とても意義ਂ

いものです。『繋がったその先』へとイメージすることは、表現をྐにしている

びです。今こそ地域にࠜ付く芸術を持った、地方とتたちにとってԿよりのࢲ

地方の交流をଅ進し、地域ຖのັ力を࠶発見する機会にしていきます」。北۝भ

では「えだみつ演劇フェスティバル2011」で、ԣ浜では「PA8�2011東北・復興

week」で、岡山ではఱ神山文化プラザで、被災地の劇団の公演が行われた。

　創作部は地元アーティストの自活的創作活動をバックアップするものである。

「劇団やダンスカンパニーの自主的な公演や、個々の活動にՄ能性を拡げるため、

ARC>Tのネットワークを利用しています。༷々な分野のアーティストたちが

繋がっていく過ఔの中で、新しいコラボレーションが生まれることがあります。

この土地で生き生かされているࢲたちは、地産地ফの作品にも注力していかな

ければなりません。東北という土地の活性化を目指して、知識やࢥいを共有す

ることで、アーティストとしてのٕ量も向上を目指します」。創作部の活動と

しては、仙台シアターラボの「歴史という生き物」、SENDAI座ˑプロジェク

ト「ハイライフ」、Theatre Group“OCT/PASS”「方ৎの海」などの演劇公

演が2012年に行われている。

　主催事業としては、舞台芸術の専門講座「ウォーキングARC>T」が2013年

年度まで、13回にわたって行われている。また、2011年の12月24日〜27日に「来

て、見て、あるくと。」が行われた。これは、2011年の4月〜12月までの9ヶ月

2011ˠ2012　ᶗɽ਒ࡂɺͦ ͠てจԽࢧ援の͕޿Γ　2011年͔Β12年のه࿥

ˎ劇団「夢とらっく〜結〜」

の結成・活動について

『 A R C > T　 出 前 部 』
（ARC>Tウェブサイト　
http://arct.Kp/deNae/）
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間のARC>Tの活動の紹介をするオムニバスのステージで、ARC>Tのメンバ

ーがこれまでආ೉所やࣇಐ館、小学校で実ફしてきたワークショップ、復興と

芸術との関わりについて語り合うサロン、震災後に創作・上演されたؑ৆ステ

ージなどを一気に公開するものとなっている。

　協働事業は、他の機関・団体と協働で、おޓいの個性や専門性を活かし、各

種のプロジェクトを展開していこうというもの。例えば、先に述べた劇団「夢

とらっく〜結〜」はセーブ・ザ・チルドレン・ジャパンとの協働プロジェクト

であるし、それ以外にも、Art Support Tohoku-Tokyo、兵庫県ピッコロシア

ター、仙台フィルハーモニー管弦楽団、日本芸能実演家団体協議会、えずこホ

ール、いわてアートサポートセンター、GBFundなどなど多くの機関・団体と

協働・協力を行ってきている。これ以外でも、各団体が現地で円滑な活動が実

施できたഎܠには、ARC>Tの貢献があったケースはগなくない。෯広い文化

支援活動において、被災地とアーティストを結ぶ有ޮな中間支援組織として活

動できる立場にあり、また自֮的にそういった活動を行ってきたこと。それこ

そがARC>Tが震災後大きく活༂できた大きな要ҼであΖう。ちなみに、第一

期ARC>Tは、2013年4月に一୴その活動を終了。その後は「ARCT」として

新しい体制で活動を続けている。

˙文化ͷ力Λ復興に͔ͨ͢׆Ίに͸　ʮԻָͷ力による復興ηンλー・東๺ʯ

　仙台では、より継続的な文化支援活動を行っていくべく、組織の法人化を行

い、長期の継続体制をつくりあげた団体もある。（公財）音楽の力による復興

センター・東北である。同センター代表理事の大澤隆夫氏は、先に述べたよう

に、仙台フィルハーモニー管弦楽団の一員として震災後2ि間から文化支援の

コンサートを行ってきた。氏は、同センターを立ち上げるにࢸった音楽の力へ

の確信について以下のように語っている。

　「復興コンサートを重Ͷる中で、『音楽の力』は、かつてந象的に表現された

理念・理論ではなく、極めて具体的な機能を持つパワーであることを実感して

きた。例えば、大震災直後はもちΖん、現在でも音楽をௌいてྦする被災者は

গなくない。これは൵しさとかうれしさの表れとしてだけで整理することはで

きない。大きなショックのために心をดじていた人が、音楽をௌくことで感情

を表に出し、心が動き出す、ということであり、心が回復過ఔに入ることを示

している。あるආ೉所の੹任者は音楽をௌいた地域住民の表情を『ྦを流して

いるうちに、能面のようなإに表情が໭った』と表現した。

ˎ大澤隆夫氏の報告

『文化芸術による復興推
進に関する調査報告　文
化芸術関係機関、団体等
の相互支援、共助による
復興推進の仕組みづくり
について』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム　平成25年3月発行）
P21〜25
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　2011年5月に開催した、常൬木学園のシュトラウスホールをおआりしての仙

台フィル自身の復興のためのコンサートでは、༨震がઈえない非日常が続く中、

【日常を回復しようと呼びかけられている気がした】との感想も聞かれた」。こ

のような具体の経験に支えられた音楽の力への確信が、より本格的・継続的な

復興支援の新しい࿮組み、大澤氏の言葉でいえば「新しい公共」をつくること

に氏を動かしていった。音楽の力による復興センター・東北は、震災後任意団

体として活動した後、2012年9月に一般社団法人として設立され、2014年4月に

は公益社団法人に移行している。

2011ˠ2012　ᶗɽ਒ࡂɺͦ ͠てจԽࢧ援の͕޿Γ　2011年͔Β12年のه࿥

ˎ「公益財団法人音楽の

力による復興センター・

東北 ＜復興コンサートの

しくみ＞」

『あるべきところに音楽
を　復興コンサート500
回のあゆみ』（公益財団
法人音楽の力による復興
センター・東北　平成27
年12月発行）P10より引
用
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　大澤氏が新しい公共という概念で展開しようとしている同センターの活動に

は3つの特௃がある。ひとつはプロの演奏家が復興支援をも行う一人ೋ໾であ

ること。これにより、経済的な基盤をҡ持しつつ復興支援を続けることがՄ能

となり、継続的、かつ、プロの音楽家全ての力を活用できる、つまり無限の資

源をಘられることになるという。

　ふたつ目は安定したコーディネーターや支援側と被災地側を中継する組織（い

わΏる「中間組織」）の必要性である。氏はこう指ఠしている。「あるメディア

が実施したアンケートによると、各種の支援団体は阪神・淡路大震災とൺֱし

て、東日本大震災の被災地は、『遠く、広い』と支援のࠔ೉さの要Ҽを分析し

ているとのこと。確かに、支援をしたいと相談いただくケースでは、アクセス

に関するෆ確かな情報、最終的な受援者の確保のࠔ೉など『遠く、広い被災地』

特有のあやふささも目立つ」。「被災者と支援者のڑ཭が཭れると、それͧれの

೉になってしまう。加えて、こࠔいを዁度することや、直接的なやりとりがࢥ

れまでにもたびたびあったことだが、ڑ཭に応じてඅ用がਹんでしまうことは、

ক来的にもさらに大きな課題であると推ଌされる。

　こうした状況の中で、支援する側・支援を求める側、いずれものࢥいを実際

的なプランにおΖしたり、事務化する能力を保有し、信頼度が高い法人格を持

つ、実績のある中継組織へのニーズはますます大きくなると༧想される」。また、

こうした組織には、当વのことながら、その業務にదした人材、能力の高いコ

ーディネーターが必要となる。「法人格を取ಘし、活動する中で、៮々述べて

きたように、復興コンサートの開催に加えて、中継組織のੈ࿩໾としての依頼

が૿えてきている。しかし、豊かな音楽資源を生かすには、コーディネーター

がѹ౗的にෆ足しているのが現場だ。

　被災地と音楽を結ぶ作業は、音楽マネジメント会社と同༷なプロフェッショ

ナル業務であるが、そうした意ຯでの利益は発生しないという新しい公共の特

性があること。運営ޮ཰重視の指定管理制度がී及する中で地域のホールから

企画力がݮগしていることなども、コーディネーターෆ足の要Ҽのひとつと考

えられる。

　このような状況を考ྀすると、自治体や公立文化施設の職員にとどまらず、

実演家、学生、さらに一般市民までも対象にコーディネーターを育成すること

が急務となっている」。プロの演奏家が一人ೋ໾をやるのと同༷、一般市民な

どの地域の住民も一人ೋ໾をやれるようになること。そのことによって、コー

ディネーターෆ足の解ফが図られていくという。
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　3つ目は被災地において支援を受けとめる力ʹ「受援力」の強化である。

大澤氏はウィーン・フィルの支援公演に൐うひとつの出来事から受援力の

重要さを実感したという。「ウィーン・フィルが、名取市ᮘ
Ώりあげ

上の日和山で小

Ӎの中で献奏したことは広く報道されたが、さらにӍが強くなった場合に

備え、もうひとつの会場（魚市場）が名取市によって準備されていた。日

和山では集まった地域住民から感ँの意がウィーン・フィルに表され、岩

沼市では訪問先の小学校で返ྱに『ߚ葉』が合唱され、中学校ではۏで『さ

くら』が合奏された。ࣇಐ生ెとの交流も含めて、14名のウィーン・フィ

ル団員のتびも格別なものとなった。今後の被災地訪問に஄みを付けたこ

とは想像に೉くない。

　それͧれの市長はじめ関係者が、ੈ界を代表するオーケストラ、ウィーン・

フィル訪問の意ຯを的確に把握され、そのޮ果を最大限に発揮させようと臨機

応変な対応、万全な準備に取り組まれた結果である。

　今後༷々な支援が継続されていくには、支援することが義務としてでは

なく、『تび』につながることが大きな要ҼとなるのではなかΖうか。支援

を受ける側のこうしたいわば『受援力』が、その『تび』を引き出すݤと

なるものである。支援を受ける側の、いわば支援物資の価஋の認識の共有と、

支援のޮ果的な活かし方、支援者とのਂい心のつながりの構築、気持ちの

こもった返ྱなどが『受援力』を構成している。そのᔻཆへの取組も必要

となる」。
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　音楽の力復興センター・東北では、2015年の現在まで、ウィーン・フィルハ

ーモニー管弦楽団の被災地支援のサポートを含む数多くの復興支援コンサート

を継続的に実施し続けていると同時に、統ഇ合される小中学校の校歌のCD化等、

コンサート以外の支援活動も行っている。

11ɽඃࡂ஍ࣗΒによる復興ࢧԉ
3ʣඃࡂ஍に͓͚る文化ͷ૑଄

Λ͸Ͷͷ͚る文化ͷ力　ʮϓϩジΣΫτF6,64)*.A�ʯ֐ࡂ力ࢠݪ˙

　「いわてフィルハーモニー」や「ARC>T」の創作部門の活動、あるいは「音楽

の力による復興センター・東北」が多数実施している活動でもわかるように、被

災地自らの支援活動は、自ずから、被災地自体の文化の創造や発信を൐うものに

なる。ここでは、そうした事例として2011年度、2012年度のコンソーシアムの調

査に協力していただいた「その土地ならではの」文化創造の事例をふたつ紹介する。

　まずひとつ目は「プロジェクトFUKUSHIMA!」である。「プロジェクト 

FUKUSHIMA!」とは、2011年の8月15日以来、ຖ年同日に福島市内で開催さ

れているフェスティバル（フェスティバルFUKUSHIMA!）及びそれに付ਵす

る関連イベントやインターネット放送（DOMMUNE FUKUSHIMA!）、各種

の音楽コンテンツ（DI: FUKUSHIMA!）のことなどを指す。このプロジェク

トFUKUSHIMA!がੈに出たのは、2011年5月8日、和合亮一氏（ࢻ人）、遠藤

ミチロウ氏（ミュージシャン）、大友良英氏（ギタリスト/ターンテーブル奏

者/作曲家/映画音楽家/プロデューサー）が3人で出したએ言文からであった。

ウィーン・フィルとサントリー芸術財団による復興支援プロジェクト

「こどもたちのためのコンサート」

ˎ「 プ ロ ジ ェ ク ト

FUKUSHIMA!」の報告

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月発行）P75
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એ言文では次のように述べられている。

「2011年8月15日、福島で、音楽を中心としたフェスティバルを開催します。

また、これをきっかけに༷々なプロジェクトを長期的に展開していきます。

タイトルは『FUKUSHIMA!』。

（中略）フェスティバルを通して、いまの福島を、そしてこれからの福

島の࢟を、全ੈ界へ向けて発信していきます。 

FUKUSHIMAをポジティブな言葉に変えていく決意を持って。」

（「プロジェクトFUKUSHIMA!宣言」全文：http://www.pj-fukushima.jp/about/2011.php）

　このએ言にࢸった経Ңについて、プロジェクトの共同代表の1人大友氏は次

のように語っている。「๻は福島育ちですが、東京に出てきてからは実家にؼ

るだけの場所でした。しかし、震災がىこり、特に原発事ނですͶ、4月11日

に福島市に入り、現状を見ました。そのとき福島の人たちは、もうどう動いて

いいか分からずࠔり果てていて、全員がᓔ状ଶに見えました」。「ちΐうどその

はԤभで『NO MORE FUKUSHIMA』というプラカードでデモをやっていࠒ

た時期ですが、これがඍົにしかしਂくইつきました。もちΖんೋ度と܁り返

したくはないけど、自分がࢥってもいなかった『福島』というアイデンティテ

ィが自分の中にあるのだと、その時初めてࢥいました。福島の人にとってみれ

ば福島は、原発事ނだけじΌなくて自分の育っている土地ですから、それをひ

とまとめにしてノーモアって言われたときにどんな気持ちになるか。そのとき

切実にࢥったのは、原発事ނの象௃になってしまったFUKUSHIMAという名

前を、࠶びތれる名前にするにはどうしたらいいのかということで、これが、

福島からԿかしていかなければと、プロジェクトを立ち上げたきっかけです。

　活動を行う上で、3つのことが必要でした。ひとつは福島でԿがىこっている

かの情報を伝えるメディア。その時期メディアは機能していないとࢥったからです。

とりわけマスメディアも行政も情報をちΌんと伝えていなかった。もうひとつは、

この中で生きていくための知識、まずは放ࣹ能の知識。この事ଶをどう考え、そ

こでどう生きて行くかというࢥ想を࿅り上げる必要もある。だから学校的なもの

をやらなければならないとࢥいました。そしてもうひとつが、これが一番のࠎ格

ですが、フェスティバルをやΖうということ。これはもう直感です。巨大な被֐

やఱ災にあった時に、人は祭りをやりたくなるのだとࢥいます。祭りをやることで、

んだ人への鎮魂と同時に社会がどう立ち上がっていくかの指針をつくり、活力ࢮ

にしていく。その意ຯで、祭りは必要だとࢥいました」。
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ˎ大友良英氏の報告

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月発行）P156
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　フェスティバルを実施するのに、メディアや学校が必要であるʜと言うと

2015年の現時点では若ׯҧ和感を֮える方もいるかもしれないが、それだけ当

時の福島の状況は切ഭしていた。プロジェクトFUKUSHIMA!実行委員会であ

り、現在は当初の3人と共に共同代表を務めている山岸清之進氏は、同プロジ

ェ ク ト の ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 さ れ て い る「 レ ポ ー ト　 プ ロ ジ ェ ク ト

FIKUSHIMA!」の中で、「福島に人を集めるとは『ࡴ人行ҝだ』とまで言われ

る΄どݫしい൷൑があった」と述べている。放ࣹઢの目に見えないڪාは、そ

してそれに対する人々の൓応は、ܯռ区域からはかなり外れた福島市において

すら、フェスティバル開催に途బもないѹ力を加えていた。

　そこに救いの道を示してくれたのが、放ࣹઢӴ生学の研究者である木村真三

博士である。山岸氏によれば、大友氏のフェスティバルは本当にできるのかと

いう問いに、「やり方はあります。対策をすれば開催できます」と木村博士が

応じた時、大友氏はྦしたという。この結果、「プロジェクトFUKUSHIMA!」

は、科学者との共同プロジェクトという形ଶをとることになる。事前の出演者

へのపఈした放ࣹ能講座や福島市民・子どもたちに対するスクール事業の展開

（スクール事業では放ࣹઢ講座の他に、大友氏による音楽の学校、和合氏によ

るࢻの学校も開催されている）、フェスティバルに出ళするҿ食ళの食材への

放ࣹઢଌ定、そして、会場となった福島市西部の公園、四قのཬにおける「福

島大風࿊ෑ」プロジェクトである。会場のࣳ生に付着したセシウムなどの放ࣹ

性物࣭が、訪れた人に付着したり、あるいは拡ࢄしてしまうのを๷ぐため、広

大なෑ地全てを全国各地から送られて来た布で一気に෴ってしまう。水戸出身

の美術家・中崎ಁ氏と、福島在住の建築家・アサノコウタ氏の2人をディレク

ターにしたこの前例をみないࢼみは、フェスティバル当日の2011年8月15日、

。前9時に実施されたޕ

　大友氏はこの大風࿊ෑプロジェクトについてこう語っている。「フェスをや

るにあたって、『東京のミュージシャンが歌って福島の人が聞いている』とい

う今まで通りの図式ではなく、『みんなで作っていく࿮組みが必要だ』とࢥい、

考えたのが福島大風࿊ෑというプロジェクトです。大風࿊ෑを広げてしまった

๻らのプロジェクトになͧらえたବᔬ落のような名前ですが、でもこれは地面

の放ࣹઢが舞い上がらないという実࣭的なޮ果もありつつ、全国の人が福島に

行かなくても風࿊ෑを๓い合わせて福島に送ることで参加できる࿮組みをもっ

た作品にもなりました。6千平米ものࣳ生の公園に、それこそ୔山の有志ୡの

力で、ものすごいຕ数の風࿊ෑをパッチワークのように๓い合わせてෑいたの

ˎ山岸清之進氏の報告

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月 発 行 ）P75〜
81
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ですが、ෑいたॠ間の写真がੈ界中に配信されて、その後の海外ツアーでもこ

の写真のことは必ず聞かれるというくらい有名な写真になりました。おそらく

はこの写真は、百年、ೋ百年先にも࢒るのではないでしΐうか。それくらいの、

大きな出来事だったとࢥいます。

　アートの多くはアート作品を作る目的で作られていますが、この大風࿊ෑに

はそもそもアート作品を作る目的はありませんでした。フェスティバル会場に

人を集めるために、来る人に対して放ࣹ能の被֐からগしでもकれればいいか

というのが元々の発想でした。切実な状況の中だからこそ、結果的にこうした

作品が生まれてきた。しかもそれは個人のアーティストの作品ということでは

なく、みなで考え、みなで๓い合わせて創り上げたものだということが重要だ

とࢥっています」。

　大風࿊ෑでकられた会場では、次々とフェスティバルのイベントが行われて

いった。公ืにより集まった個人・グループ60組が自由に音楽活動を行う「福

島音楽解放区」、一般市民を交え、ギター、ウクレレ、管楽器、༷々なパーカ

ッション、民族楽器、たらいやフライパン等ࢥいࢥいの楽器で演奏に参加する

巨大ଈ興オーケストラ「オーケストラ FUKUSHIMA!」、事前に行われていた

スクール活動のひとつである「ࢻの学校」でつくられた連ࢻを、スクール参加

者40名がそのまま܈読する「福島܈読団2011福島連ࢻ」、そしてクライマック

スとなる野外ステージ「メルトダウンFUKUSHIMA!」。四قのཬに加え、県

営あづま球場をも会場としたこの野外音楽フェスには、共同代表である和合亮

一氏、遠藤ミチロウ氏、大友良英氏はもちΖんのこと、坂本ཾ一氏や಄೴ܯ察

などの大物ミュージシャン、地元福島のバンドに加え、このフェスティバル

FUKUSHIMA!開催の道ےを放ࣹઢӴ生学の見地から切り開いてくれた木村真

三博士の報告会も組みࠐまれていた。8月15日当日の集٬は、ෆ安定なఱީに

もかかわらず、県内外から述べ約1万3
000人にも及び、インターネットの生中

継の視ௌ者数は25万にもなった。

　大友氏は、「プロジェクトFUKUSHIMA!」の手応えについて「大きな成果

と言えるのは、木村真三博士に放ࣹઢ対策をアドバイスしてもらい、フェスで

はステージで講演もし、記者会見でも放ࣹઢについて࿩してもらった結果、直

後の福島の新聞の一面でフェスのことと共に、木村博士のメッセージが大きく

取り上げてもらえたことです」と語っている。「NO MORE」と言われてしま

った福島が࠶びポジティブなものとして復権していくためには、科学のཪ付け

をもった؍٬的な事実が広く認識されていく必要がある。福島復活の第一歩と
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なるその科学性を持ったメッセージが、「プロジェクトFUKUSHIMA!」により、

新聞の1面で伝えられた。それは原子力災֐という目に見えないఢと戦い続け

る福島の人々にとって極めて大きな成果であり、また、文化の力、アートの力

が確かに໾立つということのひとつのূࠨでもあった。

　「プロジェクトFUKUSHIMA!」は、福島市の会場以外でも進行していた。

先に述べたスクール事業に加え、インターネット放送局として高い知名度をތ

るDOMMUNEと郡山市のコミュニティFM、ココラジの協力によるインター

ネットˍFMのサイマル放送「DOMMUNE FUKUSHIMA!」、プロジェクトの

支援金૭ޱとして設けられた༷々なアーティストが楽曲や映像を提供するネッ

ト上のコンテンツ配信システム「DI: FUKUSHISMA!」。さらに、2011年8月

15日当日には、プロジェクトの主ࢫに賛同した個人、グループ、ライブハウス

などによって、国内は北海道からԭೄまで、海外からもアジア、Ϥーロッパ、

北米、南米と、ੈ界14ヶ国・地域で「FUKUSHIMA!」を掲げた約90件もの連

動イベントが行われた。

　2015年の今でも、この動きは力強く継続している。ຖ年8月15日にはೲྋຍ

གྷりという名称でフェスが行われ、四قのཬの大風࿊ෑは2014年にメンテナン

スされた。また、「プロジェクトFUKUSHIMA!」の関連イベントも全国各地

に広がりつつある。福島の࠶生に向けた祭りは現在も進行中である。

˙コϛϡχςΟͷឺ࠶ੜΛ目ͯ͠ࢦ　͍͍ͨͯଜ文化ࡇ

　福島県では、プロジェクトFUKUSHIMA!のように広く全国やੈ界をࣹఔと

した福島復興の活動が行われる一方で、自治体・コミュニティ୯位でのឺをҡ

持し、ক来に向けて強化していくための文化的な営みも多く行われている。そ

のひとつの例、「いいたて村文化祭」の活動がコンソーシアムに報告されている。

ここでは、地域の文化発信のもうひとつの取組例として、この事例を紹介する

こととしたい。

　福島県飯舘村の全村ආ೉が始まったのは、2011年5月15日であった。市町村

合ซの協議会から཭୤し、豊かな自વと美しい؍ܠをकりながら独自の発展の

道を歩みつつあった飯舘村の村民は、震災の目に見える被֐も΄とんどないに

もかかわらず、愛する村を後にせ͟るをಘなかった。村内の一部にあるࠔؐؼ

೉地域をআき、多くの地域は2017年3月を目途にආ೉指示が解আされる見通し

が出ているが、放ࣹઢレベルが下がりきらない場所も多く、先行きは未だෆಁ

明である。
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　飯舘村教育委員会の高木久子氏の2012年度の報告によれば、（公財）福島県

文化振興財団から福島県文化センター大ホールを使った文化復興祭の提案を受

けた時、当初はஅる方向で考えていたという。

　「大ホールの定員は1
752席。これだけの人を集٬できる自信はなく、当初、

அる方向で考えていました。しかし、Ծ設住୐等から作品展示の場や活動を始

めた団体等からの発表の場を求める声や活動するきっかけを待っている団体等

からの声があることを知りました。

　また、平成23年度に飯野町で開催された飯野町文化祭や飯野町つるし਽祭り

に多くの村民が訪れていたという報告があり、こうした文化イベントへの関心

の高さを知ることができました。来場した村民は、作品を見ることも楽しみで

すが、知人やྡ人の༷子を知りたがっており、村民同士でお࿩をしたがってい

ました。このことにより、（財）福島県文化振興事業団からの提案を受けるこ

とになりました」。

　村民の文化活動への意ཉのࢥいがけない高さや、文化の場を通じての交流ニ

ーズが高かったことが開催の後ԡしとなったのである。

　結果、2012年10月7日と8日の2日間で行われた「いいたて村文化祭」は、極

めて盛況なものになった。2日間の来場者数は、展示室約1
800人（「飯舘村総

合文化展」を開催）、大ホール約2
300人（発表会「いいたてのޑ動」と相馬工

業高校飯舘校の「ߚ葉祭」を開催）、歴史資料館約840人（公民館などの資料を

展示する「いいたての歴史と風土」を開催）、おもちΌ美術館（東京おもちΌ

美術館の出張企画）約780人に及ぶ。ආ೉前の飯舘村の人ޱが6
132人（2011年

3月1日現在）であったことを考えると集٬人数の多さがわかるだΖう。
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平成27年度いいたて村文化祭「総合文化展」の༷子

ˎ高木久子氏の報告

『文化芸術による復興推
進に関する調査研究　文
化芸術関係機関、団体等
の相互支援、共助による
復興推進の仕組みづくり
について』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム　平成25年3月発行）
P40

※（財）福島県文化振興

事業団は、2012年10月に

財団法人福島県文化振興

財団に名称を変更

2014年4月に公益認定
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　展示室で開催された文化展には、Ծ設等自治会11、࿝人会6、්人会5、文

化団体15、個人15人と多数の出展があった。氏によれば、「特にԾ設自治会

では、写真や作品など༷々な作品が寄せられました。また、新たな団体を立

ち上げ、新しい஥間づくりもしていました」という。文化祭の実施自体が地

域のឺの࠶生と強化につながっていたことがはっきりとわかる。作品内容に

ついても充実したものが多数見られたという。「最優秀৆の村長৆は、Ծ設

住୐やそのप辺に住むご්人方が中心の新たなグループ『やまΏり会』の一

ؓ張り作品で、バック、͟る、小物入れなどを古いタンスや着物などもซせ

てディスプレイするなど大変ڽった展示で、来場者からは感୰の声が上がっ

ていました。また、ຖ日のંࠐチラシを໧々とંって作ったෑ物は、特別৆（個

人）となり、大変なごۤ労が感じられるものでした」。ݫしいආ೉生活の中、

作品づくりが、実際の制作という点でも、また、そこから新たな交流が生ま

れていったというとこΖからも、村の方々の心の支えになっていたのではな

いか。

　民俗芸能の例でもみたように、日常的な文化活動や行事というものは、その

土地のコミュニティにとって、実は極めて重要なものとして位置付けられてい

る。福島のかつての豊かで平和な日々を取り返し、未来に向けた希望を育てて

いくためにも、全村ආ೉によって཭ればなれになってしまった人々のឺをつな

ぎ続けていくためにも、こういった住民自らの文化活動のҡ持・強化を、決し

てなお͟りにすることはできないだΖう。

　幸いなことに飯舘村の文化祭はその後も継続されている。ආ೉が終わり、ま

た村の日々が໭ってくるまで、村の人々の心を౮し、つながりを保つ活動とし

て着実に続いていくことを望みたい。

　「いいたて村文化祭」は、「飯舘村文化復興元年」となった2012年度の第

1回以降も、福島市飯坂町の「パルセいい͟か」を会場としてຖ年続けら

れている。2016年2月に飯舘村からコンソーシアムに寄せられたレポート

によると、2015年度に開催された文化祭（2015年10月31日・11月1日）では、

村民の文化作品を展示する「総合文化展」、村民が日ࠒの文化活動の取組

や民俗芸能を発表する「ステージ発表」、「子どもひΖば」、地元঎工会や

サークル等による「ҿ食ブース」の4つのコーナーに述べ1
100人もの来場

があった。

　なかでも見所となったのは、村の子ども（༮ஓ園50ࣇ名と土༵授業として

参加した小・中学生約250名）のステージ発表への参加と、外部団体との文

ˎ2015年飯舘村のレポート

『平成27年度「いいたて
村文化祭」実施報告と、
今後の課題』（文化芸術
による復興推進コンソー
シアム ウェブサイト　
コラム　飯舘村教育委員
会　 室 井 麻 矢 氏 執 筆　
http://bgfsc.jp/column/
column-data/5015）



632011ˠ2012　ᶗɽ਒ࡂɺͦ ͠てจԽࢧ援の͕޿Γ　2011年͔Β12年のه࿥

化交流（飯野町・飯坂町の町民の方々によるつるし਽の展示や伝統芸能の太

、ഴやຣ஡の振る舞いڶの披露）、村民有志によるҿ食ブースでの手ଧちޑ

加工食品のൢചなどであったという。いずれも2012年度の第1回にはなかっ

た活動であり、回を重Ͷるຖにいかに文化祭が充実してきたかがよくわかる

状況である。

　2016年度には、文化祭の会場がついに飯舘村にؐؼする。開催場所は、2016

年Նに開館༧定の新公民館。ؼ村એ言前の開催になるため放ࣹઢのઢ量へのෆ

安があること、また、近ྡの市町村からはڑ཭が཭れるので他市町村から来に

くくなること等から参加者のݮগが懸念されるが、村としては、参加者数のҡ

持・拡大については、これからの企画に期待することになる。

　「現在、村の各地域の芸能保ଘ会のうち、ආ೉後も継続して活動をしている

団体は、全体の5分の1ఔ度にとどまっています。ආ೉により村民がࢄりࢄりと

なってしまい、࿅習場所の確保が೉しいこと、後継者がෆ足していることなど、

༷々な課題により継承が೉しくなっているのが現状です。

　しかし、震災前は、地元の行事のંに芸能を披露したり、3年に1度、村の芸

能発表会が開催されるなど、保ଘ会の活動は活発でした。また、震災後、県内

各地で村の芸能を披露する機会をいただき、村外の方からのお問い合わせが૿

えていることもあり、今まで以上に、村の文化振興になくてはならないଘ在と

なることは間ҧいありません」。若年૚の民俗芸能཭れなどの課題もあるが、

村では、文化祭を発表の場とすることで保ଘ会の活動࠶開にもつなげ、民俗芸

能の復興を推し進めていく考えだ。

中学生による田২えགྷり
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　バラバラにආ೉せ͟るをಘなかった村民たちのឺの象௃であった「いいたて

村文化祭」は、ؼ村への道ఔが見えてきた今、村の࠶興のシンボル、新たなネ

ットワークܕコミュニティの֩という次のステージに進みつつある。震災の復

復興の段階から新しい地域の創造の段階へ。飯舘村と「いいたて村文化祭」・چ

は力強くその歩みを続けている。

12ɽ国・࣏ࣗମͷ復興ܭըに͓͚る文化	

˙国ͷಈ޲　復興ํ਑に͓͚る文化芸術ͷҐஔ෇͚

　当初の震災に対するۓ急対応があるఔ度進んだ2011年4月14日、政෎に東日

本大震災復興構想会議が設置され、震災からの本格復興についての検討が始め

られることとなった。これに基づき、6月24日には復興基本法が公布・施行され、

7月29日には「東日本大震災からの復興の基本方針」が策定されている。この4

月から6月までというのは、ి気・ガス・水道などのライフライン、道路 、మ

道、ߓ࿷といった交通インフラの復چが、本格対応が必要なものをআいて、一

応はなされていった期間でもある。

　ちなみに、この基本方針の中では、地域における฻らしの࠶生の一߲目と

して、文化・スポーツの振興という߲目が設置され、文化芸術に関しては、「1.『地

域のたから』である文化財や歴史資料のम理・म復を進めるとともに、伝統

行事や方言の࠶興等を支援する。また、被災した博物館・美術館・図書館等

の ࠶建を支援する。」「2.地域を元気づける文化芸術活動に対する支援を行う

とともに、芸術祭・音楽祭等のイベントの開催を支援する。」の2߲目が記載

されている。

宮内のๅ財གྷり赤坂の神楽
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　一方、原子力災֐に対する本格的な復興対策の具体化は大෯に஗れ、年をま

たぐこととなった。福島復興࠶生特別ા置法が成立したのが2012年の3月31日、

原子力災֐に対応した子ども被災者支援法が成立したのは6月27日、福島復興

生基本方針が出されたのは7月13日となる。この間、福島第一原子力発ి所࠶

における事ނॲ理やप辺市町村のআછ等のॲ置はطに取られていたわけだが、

方針が示されたのは、ආ೉が始まって1年以上が過ぎてからとなっている。༨

りに஗かったというべきであΖう。復興庁福島復興局、環境省東北地方環境事

務所福島環境࠶生事務所、原子力災֐現地対策本部を統括する組織として、福

島市に福島復興࠶生総局が設置されたのは、さらにཌ年の2013年2月1日になる。

　福島復興࠶生基本方針では、ආ೉指示区域だけではなく近ྡの市町村からも

ආ೉が相次いでいる結果、「祭りなどの地域の伝統・文化の継承がࠔ೉となり、

文化活動やPTA活動などの地域コミュニティの่յも生じて」おり、ै って、

「地域の伝統や文化のҡ持と次ੈ代への継承にも配ྀし、被災した文化財や歴

史的建造物等の復چを通じ、ふるさと؍ܠのັ力向上や、にぎわいを呼び໭す

など、地域の活力を生み出すことも必要となる」という認識が示されている。

現地調査も踏まえ、地域のコミュニティや社会の࠶生において民俗芸能や文化

活動の重要性がきちんと捉えられ、そこへの配ྀをもった復興が必要であると

記載されたことは、文化の力を貴重なものと考えるզ々にとってはあるఔ度安

心できることでもあった。

　続く2012年9月には、復興推進委員会により、中間報告が示されている。こ

の中において文化は重点施策である「コミュニティ活動・文化活動等への支援

と健康管理・心のケア」の中に取りѻわれている΄か、؍光の復活という文຺

から重要な文化財のम復・मસの必要性が指ఠされている。とはいえ、この時

点では、復興の基本方針よりも文化の取ѻは後ୀし、あくまでコミュニティ施

策の一部、؍光の材料といったものであった。幸いながら、この取ѻは、2013

年2月の審議報告で「ۤしい被災生活の中で、地域における文化芸術活動は、

被災者の心の支えとして大きな໾ׂを果たし、また地域のឺを強める手段でも

ある。そこで、被災地の伝統文化の継承や文化財のम理・復چ、さらには新た

な文化芸術活動等を支援することで、円滑な地域の復興を推進することも重要

である」と大෯に強化されている（この件については、当時復興推進委員を務

めると共に、コンソーシアムの調査研究委員でもあった堀田力氏を通して文化

の重要性を審議に൓映させていただくようおئいした経Ңもあった）。
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˙文化ࡒϨεΩϡーʗυΫλー事業ͱʮ৺ͷ復興ʯ　文化ிͷಈ͖

　この間、文化庁では、積極的に文化芸術による「心の復興」に向け、種々の

復興支援活動を行っている。先にも述べたように、2013年4月1日には文化財レ

スキューを開始、当初1年間の༧定であったものをさらに1年延長し、2012年度

まで行った。文化財については、4月27日より、被災した文化財である建造物

の被災状況の調査を実施すると共に、所有者ຢは管理団体からの要請に応じて、

応急ા置及び復چに向けたٕ術的支援等を行うため、文化財ドクター派遣事業

をซせて実施している。また、4月12日には、文化芸術の「自ॗ」ブームに対

して、当時の近藤文化庁長官がメッセージを出している。

　これ以外の施策としては、まず、被災した公立文化施設の復چに係る財源確

保のため、第一次補正༧ࢉ及び第三次補正༧ࢉにおいて文部科学省の「公立社

会教育施設災֐復چඅ補助金」࿮組みを用いて、被災状況の調査と、復چへの

補助を実施。また、被災地の子どもたちに対しては「次ੈ代を担う子どもの文

化芸術体験事業（派遣事業）」の༧ࢉを使い、学校やආ೉所等に多数の芸術家

等を派遣している。この他、平成23年度文化庁芸術祭の主催公演「アジアオー

ケストラウィーク」の開催場所のひとつを仙台市に移して行った「仙台フィル

ハーモニー管弦楽団」とニュージーランドの「クライストチャーチ交ڹ楽団」（2011

年2月に地震の被֐を受けている）との合同演奏会や、特別史੻چ引道館のम

復なども実施。2012年度からは、「文化芸術による『心の復興』事業」を「地

域発・文化芸術創造発信事業イニシアチブ事業」のメニューのひとつとして設

置し、継続的に助成を行った。

˙復興ಛผ区Ҭͷ࣏ࣗମͷಈ޲　復興ܭըに͓͚る文化芸術ͷҐஔ෇͚

　では、各被災地の自治体は、どう動いていたのだΖうか。復興特別区域（復

興特区）自治体の復興に対する全般的な動きをみると、2012年度前半までに「復

興ビジョン」や「復興方針」を立案し、その後12月もしくは年度຤にかけて具

体的な復興計画を策定している地域が多い。例えば、国土交通省の調査によれ

ば、被災自治体のうち、沿岸部43市町村では、2012年6月までに「復興ビジョン」

や「復興方針」を策定した自治体が16市町村、9月までのྦྷ計が23となっている。

「復興計画」については、9月までが12、12月までがྦྷ計34、2013年3月までが

40市町村である。

　コンソーシアムでは、2012年度、沿岸部に限定せず、復興特区に指定された

（青森県、岩手県、宮城県、福島県）全自治体を対象に調査を行い、うち74の
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県市町村について復興計画における文化芸術の記載の有無を確認した。調査結

果は、全体のうち78.4ˋ（58県市町村）で記載あり、21.6ˋ（16県市町村）で

記載なしであった。ै来ならばインフラやආ೉者への支援、産業対策といった

とこΖが中心になりがちな災֐からの復興計画において、8ׂ近い自治体で文

化芸術が位置付けを与えられているというのは、「心の復興」において文化芸

術が持っている力への認識があるఔ度広がって来ていることを示したものと捉

えてもいいだΖう。

　記載されている具体的な内容（複数回答）をみると、最も多いのは「被災有

形文化財のम復、保ଘ、継承」の30件であり、ついで「公共文化施設の復چ、

վ築、新設」の24件、「無形文化財、伝統芸能、まつり等の保ଘ、継承」と「市

民の文化芸術活動の振興、充実、活性化」の21件などとなっている。形のある

文化財や公共文化施設の復چが上位になっているのはある意ຯ当વとはいえ、

そのすぐ下に、民俗芸能等の無形文化財と市民の文化芸術活動が続いているこ

とが着目される。طに見てきたように、今回の被災地域、特に都市部以外にお

ける民俗芸能の社会的な重要性は極めて高い。また、上述した「いいたて村文

化祭」に見られるように、住民自らが参加し、また、創造する文化活動がコミ

ュニティの活性化に与えるӨڹもࢥいの΄か高い。こうした認識が被災自治体

の当事者の間でも広がっているのではないか。

　とはいえ、復興計画に文化芸術に関する記載をしていない自治体もあること、

また記載されているとはいっても、有形文化財のम復や公共文化施設の復چな

どにࢭまっている自治体が多いことは、復興における文化の力についての認識

にまだ広がりが足りないことを示している。被災地における復興を、人々の心、

コミュニティや社会の輝きといった点にまで拡げて考えるならば、ソフト面に

おける文化芸術にも目配りをし、復興計画に組み入れることの有ޮ性は極めて

高い。実際、これまで多数の実例を通してみてきたように、ආ೉所で、学校で、

あるいは公演やイベント会場などで、文化芸術はこわばっていた被災者の心を

΄ぐし、明日への活力を与えてきた。こうした文化芸術のଘ在は、今後続く復

興期間において、大きな力を発揮していくことになるだΖう。

　より多くの被災自治体において、より෯広い視点での文化芸術施策への取組

が広がることを期待したい。
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ˎ「被災地方公共団体の復興計画等に記載された文化芸術の復興に関する内容　集計表」

『文化芸術による復興推進コンソーシアム 平成24年度 調査研究─参考資料①　調査研究事業関係資料』（文化芸術
による復興推進コンソーシアム　平成25年3月発行）P57より引用

■被災地方公共団体の復興計画等に記載された文化芸術の復興に関する内容 集計表
 

１ 調査した復興計画等の数 ̓̐ 

 県 別 調査地方公共団体名 復興計画数 

１ 青森県 青森県、八戸市、三୔市、おいらせ町、階上町 ̑ 

̎ 岩手県 
岩手県、宮古市、大船渡市、久࣊市、陸前高田市、釜石市、大槌町、山田
町、岩ઘ町、田野畑村、ී代村、野田村、洋野町 

１３ 

３ 宮城県 
宮城県、仙台市、石巻市、Ԙᜱ市、気仙沼市、ന石市、利෎町、名取市、
֯田市、多賀城市、岩沼市、ొ米町、܀原市、東松島市、大崎市、亘理町、
山元町、松島町、ࣣヶ浜町、༚谷町、女川町、南三陸町 

̎̎ 

̐ 福島県 

福島県、福島市、郡山市、いわき市、നՏ市、ਢ賀川市、相馬市、ೋ本松
市、田村市、南相馬市、伊ୡ市、本宮市、国見町、川ມ町、大ۄ村、ڸ石
町、ఱӫ村、ழබ代町、金山町、西郷村、໼吹町、୨倉町、്町、ࡻ川村、
石川町、広野町、ೂ葉町、෋岡町、川内村、大熊町、࿘ߐ町、׉ඌ村、新
知町、飯館村 

３̐ 

計   ̓̐ 

 

̎ 文化芸術の復興に関する記載の有無 

記載なし 記載あり 計 
１̒ 

（青森 3、岩手 1、宮城 4、福島 8） 
̑̔ 

（青森 2、岩手 12、宮城 18、福島 26） 
̓̐ 

̎１ɽ̒ˋ ̓̔ɽ̐ˋ １̌̌ˋ 

 

３ 復興計画の期間 

期 間 年 年 年 年 年 年 記載なし 計

計画数 ３１ １̑ ̔ ̒ ̑ ̐ ̑ ̓̐

ˋ

 

̐ 記載されている内容（複数回答） 

 内 容 記載計画数 
１ 被災有形文化財のम復、保ଘ、継承 ３̌ 
̎ 公共文化施設の復چ、վ築、新設 ̎̐ 
３ 無形文化財、伝統芸能、まつり等の保ଘ、継承 ̎１ 
̐ 市民の文化芸術活動の振興、充実、活性化 ̎１ 
̑ 文化芸術によるまちづくり １３ 
̒ 災֐記Ա、復興記録の後ੈへの継承 １１ 
̓ 文化芸術イベント、事業等の開催による地域の活性化 ̕ 
̔ 被災者の心のケア（文化芸術ؑ৆、ワークショップ等） ̒ 
̕ 伝統文化、芸術を担い継承する人材の育成 ̑ 
10 文化施設の活用による؍光٬の༠க、町の活性化 ̎ 

（ 現在）
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ᶘɽʮͭͲ͏ʯɺͦ ͯ͠ ʮ͠Β΂るʯ΁
コンソーシアムͷల։

1ɽ設立ͷܦҢ

　「はじめに」でも述べたように、「文化芸術による復興推進コンソーシアム」は、

2012年3月13日、記者会見及び設立記念シンポジウムを開催したことをもって初

めて公の場に出ることになった。しかし、その設立に向けての動き自体は、ط

に震災直後の2011年4月、文化庁と文化関係の各団体が༷々に࿩し合いを行う中

で生まれてきていた。そのあたりの経Ңを、当時文化庁文化部長であった小松

弥生氏は、次のように語っている。

は、芸術文化の分野でも関係者によるネットワークを作りたい、とかͶがࢲ」

Ͷࢥっていました。東日本大震災直後に、被災地以外の芸術家の方々、芸術団

体の方々が、自分たちにもԿかできるのではないか、被災地のためにԿかやり

たい、զ々の芸術文化の力により、被災された方々の心をҚめるようなことが、

Կかできるのではないか、という機運が盛り上がりました。

　実は関東地方もかなり被災しました。東京交ڹ楽団の本拠地であるミューザ

川崎はఱ井が全部落ちてしまって、2年くらい使えなかったとࢥいます。さらに、

震災後しばらくはి力節ݮのため、ࢲども美術館もดじたり、展覧会を取りや

めたりしましたし、音楽ホールもి力節ݮのために使えないことがありました。

また、心理的にも、あれఔの大災֐の直後に歌舞音曲とはԿ事かという、人の

生命や生活がまだまだة機的な状況にある時に芸術文化活動を行うことに対し

ての自ॗムードもありまして、日本全国でなかなか本来の芸術文化活動ができ

ないという状況がありました。

　それで、被災地のためにԿかやらなければという気持ちにഥंがかかった面

もあるとࢥいます。そのような気持ちを持った方々が集まって、Կか自分たち

でできることをやΖう、と言って始めたのが、この『文化芸術による復興推進

コンソーシアム』です。関係する芸術団体の方々とご相談を重Ͷて、リーフレ

ットやホームページに掲載の呼びかけ人になってくださった方々と文化庁が一

ॹに始めた؇やかな連携組織です」。

　こうした動きを受け、文化庁からの༧ࢉા置を確保できたこともあり、コンソ

ーシアムは10月に設立のための準備事務局を設置、2011年11月22日に文化庁、全
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国公立文化施設協会、日本芸能実演家団体協議会の関係者等が企画調整会議を

行うことをもって、実࣭的にその準備活動をスタートさせた。また、事務所スペ

ースも、東京都中小企業会館4階の全国公立文化施設協会事務所内に確保された。

　まず始めは、「つどう」、すなわち文化の力による被災地の支援を共に行う組

織や団体を集めること、つまりはコンソーシアムという؇やかなつながり自体

をつくっていくことに向けられた。文化芸術による復興推進コンソーシアムは、

記者会見を経て、2012年5月の第1回運営委員会をもって正式に設立。2015年12

月຤現在までに、団体で244団体、個人で110人の方々に賛同者としてつどって

いただいている。

2ɽඃࡂ஍ͷঢ়گ೺Ѳͷ։࢝

　「つどう」ことで始まったコンソーシアムが、次に取り組んだのが、被災地

における被֐状況の把握であり、どのように文化支援や被災地における文化活

動が進んでいっているか、その調査であった。見た目はどのように理想的な復

興支援施策であっても、被災地から遠く཭れた東京という場所にいては、決し

て的をࣹた支援にはなりえない。被災地の実情を知り、また、被災された方々

のここΖに寄りఴっていくことが、Կより、大切である。こうした想いをもと

に、2011年度、準備段階でのコンソーシアムの活動は、まず、「しらべる」に

向かうことになった。

　2011年度は、本杉省三氏（日本大学理工学部建築学科教授）、山本康友氏（首

都大学東京都市環境学部戦略研究センター特任教授）、橋本裕之氏（盛岡大学

文学部日本文学科教授）、志賀野桂一氏（東北文化学園大学総合政策学部学部長）

の4氏に調査研究会の委員に就任していただき、被災地の方々や実際に被災地

の文化支援に関わっていた方々に報告のためのレポートや各種資料をいただく

と共に、準備事務局からも出向いてヒアリング調査を行った。また、全体動向

を把握するため、復興特区の基礎自治体、公立文化施設、芸術家及び関係団体

を対象としたアンケート調査を行った。
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3ɽコンソーシアムͷਖ਼式発଍ͱʮ͠Β΂るʯ׆ಈͷܧଓ

　コンソーシアムの設立準備事務局では、上記の活動とฒ行して、正式発足

への準備も進めていた。2012年2月24日と4月25日に2回準備委員会を開催した

上で、5月30日に第1回運営委員会を開催。これをもって「文化芸術による復

興推進コンソーシアム」が正式に発足した。運営委員会のメンバーは、準備

委員会から参加していただいていた荻原康子氏（企業メセナ協議会）/関裕行

氏（日本芸術文化振興会）/田澤祐一氏（日本芸能実演家団体協議会）/畑中

裕良氏（東京藝術大学）/松本辰明氏（全国公立文化施設協会）/渡辺聡氏（日

本音楽著作権協会）に、小松弥生氏（全国美術館会議事務局長）と本杉省三

氏（日本大学理工学部建築学科教授）、半田昌之氏（（公財）日本博物館協会

専務理事）の3氏を加えた全9名となっている。

　公式ウェブサイトがオープンし、今までの報告書や関係者に寄ߘいただいた

レポートなどの掲載、賛同の受付などを開始していたものの、この年度も、コ

ンソーシアムの活動は「しらべる」に重点が置かれることとなった。2012年度

の調査研究委員は、小松弥生氏、本杉省三氏、端信行氏（兵庫県立歴史博物館

館長）、堀田力氏（（公財）さわやか福祉財団理事長）、大和滋氏（日本芸能実

演家団体協議会参与）、渡辺一雄氏の6名である。

　調査研究活動としては、調査研究会議を全体で3回開催し、文化の力による復

興支援の方向性について議論すると共に、復興支援に関する事例の報告を受けた。

また、被災地及び被災地域への文化支援状況を継続的にフォローするための「文

化芸術による復興推進員」の任命である。岩手県6名/宮城県7名/福島県復6名

/全国組織5名の計24名を任命し、復興推進員連絡会議を開催して被災地の現状

のフォローに努めた。そして、事例レポートの収集である。2011年度に引き続き、

各関係者に、文化芸術による復興支援の事例を報告していただいている。

　2012年度は、活動の締めくくりとして、2013年3月15日にシンポジウム「文

化芸術を復興の力にⅡ」の開催も行っている。

4ɽʮ͠Β΂るʯ׆ಈ͔Βग़͖ͯͨ՝୊

　2011年度、12年度の間に重点的に実施された「しらべる」活動は、それから

のコンソーシアムの活動の基盤となると同時に、それ自体が、東日本大震災と

いう未િ有の状況の中で、現地にԿがىこっていたのか、そこで文化の力は本
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当に໾立つことができていたのかに関しての極めて貴重なূ言にもなった。東

日本大震災を、文化芸術という視点から、これ΄ど໢ཏ的に、また、多数の生

の声を交えつつ記録した資料はなかなか他にはない。特にアーティストや文化

芸術団体による支援活動という分野においては΄ぼ།一のまとまった資料とい

っていいのではないか。զ々がコンソーシアムという活動を実施したこと、そ

のひとつの成果がここにある。

　もちΖん、୯なる記録にࢭまっていていいはずもない。「しらべる」活動は、

極めて多くの課題が被災地にଘ在することも明かしている。確かに、文化は、

被災者の心を΄ぐし、未来に向けて࠶び動き出すܖ機を創り出す力を持ってい

た。しかし、現地からは、感ँの声と共に、ノウハウや心配りのෆ足から多く

のトラブルがىこっていたという൷൑もಧけられている。また、地域とアーテ

ィストୡを結びつけるコーディネート力の੬弱さもුかび上がった。

　あるいは民俗芸能の問題。お祭りやދ舞、神楽などの活動は、大切な地域の

ឺであると共に、地域の人々が震災のইを༊していくためになくてはならない

鎮魂のّ式でもある。ҥ૷や道具が流され、多くの担い手をࣦい、あるいは原

子力災֐により知らない土地へとආ೉を強制される。東北の民俗芸能が置かれ

ている状況はݫしい。しかし、その復興なくして、東北という土地の࠶生はあ

りえないだΖう。

　子どもたち、という課題もුかび上がった。地震。津೾。家族や友人にೋ度

と会えないこと。放ࣹ能の見えないڪාにより住んでいた家を௥われ、あるい

は、外に出ることをࢭېされる。子どものॊらかい心に、今回の震災は、あま

りにࠅ࢒であった。その心を༊し、元気を取り໭すための文化支援の重要性も、

また、今回見いだされた課題のひとつである。

　そして、最も重要な支援の継続性の問題。震災直後は勢いに任せて༷々な支

援が行われるものの、やがてその勢いはਰえてしまう。しかし、復興はそのよ

うに؆୯に、短期間に行えるものではない。東北の࠶生が׬了したと言えるだ

けの独自の文化や社会を育て直すまでには、おそらく、10年、20年୯位の時間

が必要となっていくだΖう。

　では、どうやって、それだけの期間を支えていくのか。ۓ急支援に終わらず、

東北の地域づくり、街づくりへと寄与していくためには、文化芸術は、どのよ

うな仕組みでもって係わっていけばいいのか。

　コンソーシアムは、こうした問題意識を๊えつつ、2013年度へと向かってい

くことになる。
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ʮͭͨ͑るʯͱʮͭͳ͙ʯ

年 震災後の主な動き コンソーシアムの活動

2013

2014

2015

▶ 被災地自らの手による取組の拡大

・原子力災害による風評被害を含む影響への対策パッケージ公表

　（4月2日）

・福島県復興再生特別措置法の改正（5月10日）

・復興庁復興推進委員会「新しい東北」の創造に向けて中間取りまとめ

　公表（6月5日）

・避難区域見直しが完了（8月7日）

・子ども被災地支援法基本方針閣議決定、国会報告（10月11日）

▶ 復興庁「新しい東北」官民連携推進協議会開始（12月）

・加川広重　巨大絵画が繋ぐ東北と神戸2014（1月）

・田村市の避難指示解除（4月1日）

▶ 復興庁　「『新しい東北』の創造に向けて」提言公表

　（4月18日）

▶ 復興庁　心の復興事業募集開始（3月5日）

▶ 第3回国連防災世界会議（宮城県／3月）

・歌によるソーシャル・インクルージョン・イン・福島（南相馬市／

3月10日）

・地域発　文化芸術創造発信イニシアチブ事業終了（3月）

・福島県域の無形民俗文化財被災調査報告書（3月25日）

・「新しい東北」官民連携推進協議会「先導モデル」スタート（7月23日）

・三陸国際芸術祭2014（岩手 /8月）

・森のはこ舟アートプロジェクト2014（福島 /6月～2015年 3月）

・川内村の避難指示一部解除（10月1日）

・南相馬市の特定避難勧奨地点を解除（12月28日）

・加川広重　巨大絵画が繋ぐ東北と神戸2015（1月）

・運営委員会（3回実施）

・プロジェクト創出事業スタート

　⇒「民俗芸能を継承するふくしまの会」設立支援

（それに伴う打合せ年23回）

　⇒子どもアンケート送付

　⇒文化施設の連携準備会議（年2回）

・情報収集 / 発信強化。Facebook の「いいね！」

2,070件に

・福島県知事より親書

・被災地イベントへの協力（三陸国際芸術祭・

森のはこ舟アートプロジェクト・巨大絵画等）

・「歌によるソーシャル・インクルージョン・イン・福島」

事業の映像企画とDVD制作

・平成26年度事業実施報告書発行（3月）

・運営委員会（3回実施）

・文化芸術による復興推進員を選任（岩手県 8 名 /

宮城県8名 /福島県8名 /全国組織3名）

・アドバイザリースタッフ選任（有識者5名）

・復興推進活動アンケート実施

　（送付件数260件、回答48件）

・マッチングに向け、助成団体および企業からの情

報収集（アンケート送付件数 138 件　回答 13

件およびヒアリング）

・「森のはこ舟アートプロジェクト」のマッチング

・日生劇場の被災地支援事業への情報提供および広

報協力

・メールマガジンの定期発行および Facebook の

運用開始、Webサイトのリニューアル

・支援、受援ネットワーク会議開催（参加者66名）

・郷土芸能プロジェクト検討会開催（18名）

・文化施設連携会議開催（16名）

・平成25年度事業報告書発行（3月）

▶ 東北事務所を設置

▶ 東北事務所を東北センターとして強化

・福島県域の無形民俗文化財被災調査報告書（2011～2013）

2013 2014

2013ˠ2014　ᶗɽٸۓର͔ࡦΒʮ৽͠い౦๺ʯ΁　2013年͔Β14年のه࿥
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　東日本大震災から2年を経た2013年度は、被災地での本格復興に向けての歩

みがようやく本格化した時期に当たる。2012年度຤までに、まちづくり計画・

๷災集団移転ଅ進計画への住民合意は100ˋに近づき、これに基づいて2013年

度は実際の土地整備や災֐公営住୐の整備が本格化した。震災直後、最大47万

人いたආ೉所やԾ設住୐等へのආ೉者も、2013年4月に約31万人、2014年4月に

約26万人、2015年4月に約19万人と、গしずつであるが、着実にݮগ。また、

ආ೉所へのආ೉者は、2014年12月຤にようやく0となった（復興庁「復興の状

況と最近の取組」平成27年3月版による）。

　産業面でも復چ・復興は進みつつあった。߭工業の生産指数はطに2012年度

中に΄ぼ震災前水準に回復。津೾により被֐を受けた೶地の復چは、2013年度

始めには約63ˋ、2014年度中に約70ˋにまでなっている。水産業では、2014年

度中に被֐を受けた水産加工施設の約83ˋが࠶開にこぎ着けた。津೾被֐を受

けた地域は、震災前から過ૄや地域経済のਰୀに೰んでいた市町村が多く、東

日本大震災によるマイナスのӨڹは計り知れないものがあった。加えて、高台

への集落全体の移転や巨大な๷೾అの建設など、現地では極めて長期にわたっ

て大規໛工事が続いており、決して「震災前」の日常に໭ったとは言えない状

況である。とはいえ、津೾被֐を受けた地域では、஗い歩みではあるが、新た

なক来に向けての日々が始まっていた。

　その中でݫしい状況が相変わらず続いていたのが、福島県の原子力災֐地域

である。2011年3月11日、事ނ発生直後福島第一原発の3̺̼圈というかなりڱ

い地域から始まったආ೉指示は、日時が過ぎるにつれ範ғを拡大。3月12日に

はආ೉指示が20̺̼ݍ内に広がり、15日には30̺̼ݍ内に屋内ආ೉指示が出さ

れた。さらに4月22日には、計画的ආ೉区域（指定から1ヶ月ఔ度の間に立ちୀ

きが必要となる区域）とۓ急時ආ೉準備区域（屋内ୀආやආ೉がՄ能な準備を

常にしておく区域）が指定され、ආ೉区域は、北西部を中心に、30kN圈をも

௒えていく。その後9月22日には、ۓ急時ආ೉準備区域の指定が解আされ、こ

れに൐い北西側をআく20〜30̺̼圈の多くでආ೉指示が外れたものの、࢒りの

地域は、計画的ආ೉区域とܯռ区域（原子力災֐事後対策にै事する者以外が

立入制限される区域）として࢒されることとなった。

ᶗɽٸۓର͔ࡦΒʮ৽͍͠東๺ʯ΁
2013年͔Β14年ͷه࿥	
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　2012年度には、ক来の࠶建を踏まえ、計画的ආ೉区域とܯռ区域を、ආ೉指

示解আ準備区域（一時ؼ୐、ප院・福祉施設、ళฮ等の一部の事業や営೶の࠶

開ができる区域）、ډ住制限区域（一時ؼ୐や、道路などの復چのための立入

りがՄ能な区域）、ࠔؐؼ೉区域（5年を経てもؐؼができない区域）の3つに

分けることが決定され、ආ೉区域の指定が始まった。この指定が最終的に落ち

着いたのがཌ2013年の8月7日。その後、2014年度には、田村市や川内村のආ೉

指示解আ準備区域が解আされている。ආ೉区域の指定決定は、あるఔ度のক来

の見通しに結びつく一方で、これからԿ年もނ郷にはؼれないという事実をಥ

きつけるものでもあった。復興を始めようとしても、すぐには、その努力をす

ることすら׎わない。福島県内にそうした地域を多く࢒しつつ、東北各県は新

しい未来に向けて໛ࡧを始めることとなった。

　こうした中、被災地における文化芸術の活動は、外部からのチャリティや支

援活動主体のものから、次第に、被災地自体が主໾となり、被災地独自の文化

芸術を創造していくことを目指したものとなっていく。ここでは、こうした動

向について、コンソーシアム自体が関わりをもった事例を中心に、大まかな流

れをみていくこととしたい。

̍ɽ国ͷ復興施ࡦͷల։　ɿ　ʮ৽͍͠東๺ʯͷ։࢝

　2012年度までに体制を整えた復興庁は、2013年度以降、東日本大震災の被災

地域の本格的な復興に向けて଩を切ることになる。そのスローガンとなったの

が「新しい東北」であった。2014年4月18日に発表された復興推進委員会の提

言「『新しい東北』に向けて」では、「復興を୯なる原状復ؼにとどめるのでは

なく、これをܖ機として、人ݮޱগ、高ྸ化、産業のۭಎ化といった日本全国

の地域社会が๊える課題を解決し、զが国やੈ界のモデルとなる『創造とՄ能

性のある未来社会』としての『新しい東北』を創造することが期待されている」

として、官民連携での復興の࿮組みづくりを力強く推し進めていくことがએ言

されている。

　提言では、「新しい東北」の具体的なイメージとして、「元気で健やかな子ど

もの成長を見कる安心な社会」「『高ྸ者ඪ準』による活力ある௒高ྸ社会」「持

続Մ能なエネルギー社会(自律・分ܕࢄエネルギー社会)」「頑健で高い回復力

を持った社会基盤(システム)の導入で先進する社会」「高い発信力を持った地

域資源を活用する社会」の5つの社会像が提示されている。これらの社会像自
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体は文化芸術活動そのものにয点を当てたものではないが、そのうちの「子ど

も」「高ྸ者」「高い発信力を持った地域資源」の3つの߲目で、文化の力が大

きな໾ׂを果たしうるものとなっている。

　例えば、前ষの「5.次ੈ代を築く子どもへの文化支援の実施」で述べたよう

に、被災地における子どもの心のケアや成長において、文化の力が果たせる໾

ׂは実に大きい。また、高ྸ者がいきいきと฻らしてくためには、民俗芸能や

飯舘村の事例でみたような各種の創作活動など、コミュニティのឺとなる文化

のありようが極めて重要となる。文化財レスキューの事例で陸前高田市立博物

館・陸前高田市海と֋のミュージアムの学芸員の方が語っておられたように、

文化は、その土地の物語を๰いでいくためのԿより大切な地域資源でもある。

この意ຯで、「新しい東北」を着実に実現していくためには、文化の力への着目、

中でも被災地域を主໾とした各種文化活動の実施は、決して無視できない要ૉ

となっていると考えられる。

　また、復興庁では、2014年8月25日に、上記の提言を踏まえ、被災者の健康

・生活支援に関する総合施策を開始している。この中で大きく取り上げられた

のが、被災者の「心の復興」である。先にも述べたように、Ծ設住୐等へのආ

೉者は、গしずつݮগしているとはいえ、2014年度຤時点でも20万人近くに上

っている。長期化するආ೉生活の中で、どのように被災者の方々の心の健康を

ҡ持していくか。そのためには各種の心のケアを行い、また、生きがいとなる

活動を行っていく場を作っていく必要がある。こうした「心の復興」において

も、文化の力が໾立つ機会は極めて多い。

　「新しい東北」を創っていくために、また、そこにࢸる道ےで被災地の「心

の復興」事業を実施していくためにどのように文化の力を活用していくべきか。

そこにコンソーシアムを始めとする文化芸術分野の関係者はどのようにつなが

っていくのか。国の復興施策との関係において、この時期、新しい課題が示さ

れることとなった。

̎ɽ全国͔Βͷ文化芸術ࢧԉͷಈ޲

ۚجԉ　΢Οーン・ϑΟϧ�αンτϦーԻָ復興ࢧଓܧͷ設立によるۚج˙

　2011年຤にかけて大きく盛り上がった全国から被災地へのื金活動の実施や

被災地コンサートなどの文化支援も、震災2年を経た2013年にはかなりその数

をݮじていった。その中でも継続的に事業を続けていったのが、前ষでも紹介
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した企業メセナ協議会のGBFund、芸団協、　JCDN、シネマエール東北等の

芸術機関や団体、ARTS for HOPEやLoWe For NIPPON等のNPO団体である。

いくら大きな災֐だったといっても、いつまでも持ち出しで活動を続けてはい

られないし、無料コンサートばかりというのでは、現地の正常な経済活動に࿪

みが生じる。また、受け手の側としても、いつかは日常に໭って฻らしの࠶建

に立ち向かっていかなければならない。そういったことを考えるなら、急ܹに

૿加した文化による復興支援活動が落ち着きを見せていくのは、ある意ຯ自વ

なことであった。ٯに言えば、それでも文化支援活動を続けていくためには、

非常時の心のケアにࢭまらず、よりਂく現地にコミットし、地域の࠶建を考え

ていく֮悟と中長期の視点、そして組織的な方針が求められた。

　ここでは、2013年度以降もこうした継続的な支援活動を続けてきた事例のう

ち、コンソーシアムにレポートを寄せている団体をふたつ、コンソーシアム事

務局が取材した事例をひとつ紹介する。最初のひとつはウィーン・フィル�

サントリー音楽復興基金である。

　ウィーン・フィル�サントリー音楽復興基金の成立のきっかけは、ウィー

ン・フィルハーモニー管弦楽団からサントリーホールを通じて寄付のਃし出が

あったことだった（サントリーホールは、ウィーン・フィルハーモニー管弦楽

団と、1999年から定期的にウィーン・フィルハーモニー・ウィーク・イン・ジ

ャパンという演奏会を開催している。また、2006年より、ウィーン・フィル本

拠地のウィーン楽友協会ホールを企画運営するウィーン楽友協会とサントリー

ホールは提携関係を結んでいる）。このਃし出に対し、サントリーホールディ

ングス株式会社も賛同、1ԯ円ずつ計2ԯ円の拠出によるマッチング・フΝンド

として2012年4月に基金が設立された。

　この基金の特長は最初から期間が設定されていることである。基金の行う事

業は、ウィーン・フィルを中心とした公演事業と、被災地や日本に元気を与え

る音楽活動を表জし、助成する「ウィーン・フィル�サントリー音楽復興ف

念৆」のೋつに分かれているが、前者の公演事業は5年、後者の助成事業につ

いては10年という活動期間が設定されており、最初から中長期の支援が行える

࿮組みとなっている。 基金ならではの活動方針ということができるだΖう。

　公演事業では、「こどもたちのためのコンサート」として、ウィーン・フィ

ルのメンバーが、ຖ年被災地を訪れ、子どもたちとその家族のためにコンサー

トを開催している。具体的な活動としては、2012年に14名が宮城県 仙台市・

名取市・岩沼市で、2013年は7名が岩手県下ด伊郡山田町で演奏を実施。2014
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ˎウィーン・フィルˍサ

ントリー音楽復興基金の

報告

『̡ 震災から3年ʳいつま
Ͱ΋๨れͳい〜いま大੾
ͳの͸、つづけるʠΘʡ 
7ol.7　「音楽Ͱ日本をݩ
にʂ」』（文化芸術によؾ
る復興推進コンソーシア
ム ウェブ サイト　コラ
ム　http://bgfsc.jp/column/
column-data/3211）
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年はウィーン・フィルハーモニー管弦楽団として福島県郡山市で小・中・高校

生を対象とした公開リハーサルを行った上で、そのཌिにメンバー10名とఅ剛

氏（チェリスト・サントリー芸術財団代表理事・サントリーホール館長）が南

相馬市で献奏と学校や会館でのコンサートを実施している。また、最新の2015

年については、宮古市に11名のメンバーが訪れ、ড়土ヶ浜レストハウス前にて

献奏、宮古高校と宮古市民文化会館で演奏を行った（2012年の名取市での公演

は、前ষで、大澤氏が受援力の事例として紹介しているもの）。全てੈ界中を

ඈび回り、極めて多๩なウィーン・フィルのメンバーୡの貴重なオフの時間を

අやしての活動となっている。また、こうした公演事業の๣ら、仙台ジュニア

オーケストラの指導も5年間継続して行われている。

こどもたちのためのコンサート（南相馬市立ࣛ島小学校）

こどもたちのためのコンサート（郡山市民文化センター）
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　5年事業のうち、طに4年が過ぎ、後1回を࢒すのみとなってしまったが、௒

一流の、しかも遠いϤーロッパに拠点を持つアーティストୡが、「ࢲୡには音

楽を演奏することしか出来ません。この音楽で希望が持てるよう、গしでも助

けになるよう、心をࠐめて演奏します」（同基金事務局によるウィーン・フィ

ル・メンバーのインタビューよりの引用）という気持ちをࠐめて行って来た活

動は、現地の人が࠶び立ち上がり、また、今後歩み続けていくための大きな支

えとなっているにҧいない。

　一方の「ウィーン・フィル�サントリー音楽復興ف念৆」は、全国の団体

・個人から、被災地や日本に活力を与えるという目的に沿った活動をื集、選

考された活動に৆を授与し、助成金を交付するというもの。また、受৆者の希

望に応じて、ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団のメンバーが演奏・指導等

に参加する。前ষで紹介した「いわてフィルハーモニー」が受৆した৆である。

この৆は現在4回まで決定しており、合計64の活動が受৆している。被災地で

の音楽活動に対して社会的な評価をフィードバックすることで手応えを提供す

ると共に、次の活動への支援も行う。こうした৆及び助成活動の࿮組みがある

ことは、被災地で文化の復興や新たな創造を行っていくに当たって、非常に大

きな助けとなるものとなっている。長期にわたる公演活動とซせ、ウィーン・

フィル�サントリー音楽復興基金は、中長期的な被災地支援を考える際のひ

とつのモデルケースとなっている。

˙νϟϦςΟ׆ಈͷܧଓ　͓ͱͷ͖ͣͳ࣮行ҕһ会

　もうひとつの事例は、「おとのきずな実行委員会」の活動である。震災発生か

ら1〜2年の間、多くのチャリティ・コンサートが行われ、そこで集められた義援

金が被災地に送られた。しかし、そうしたコンサートの多くは一時的なものであり、

Կ度も続けられた例はগない。その例外のひとつが、声楽家や声楽団体が協力

して2011年4月3日に結成された「おとのきずな実行委員会」の活動である。

　「おとのきずな実行委員会」の活動は、2011年6月12日に行われた第1回事業（日

本外国特派員協会ホールでのコンサート）をൽ切りに、2015年6月14日のौ谷

区文化総合センター大和田さくらホールでのコンサートにࢸるまで計8回を数

える。その全てが義援金を集めるためのチャリティ・コンサートであり、第8

回までの義援金総ֹは3
358
030円となっている（コンサート会場は、2013年の

第5回事業の3ステージのうち1回を福島市音楽堂大ホールで行ったのをআき、

全て都内）。
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　継続的な活動を行っている事例の多くが、組織的な基盤や基金等の財政的な基

盤をഎܠとしているのに対し、「おとのきずな実行委員会」は、任意団体によるボ

ランティアな活動のまま継続的活動を実施しており、想いや人のឺというものだ

けでも、やりようによっては長く支援を続けられることのよい例となっている。同

実行委員会の委員長である田盛輝次氏は、コンソーシアムに寄せていただいたレ

ポートの中で、「日本ྻ島に生きていくࢲたちは、どこに住んでも༷々な自વ災֐

を֮悟して生きていかなくてはなりません。そうしたときに、ささやかながらも文

化活動を通じて、このような活動を続けていけることに、感ँの気持ちでいっͺ

いになります。と同時に、ࢲୡの活動が日本文化の向上にも᷷がるのではないか

と考えています。」と述べている。こうした想い、そしてその想いの上にたった一

つひとつの演奏会における感動が、長期にわたる支援活動をՄ能にしている。

˙社会แઁͷࢼΈ　Վによるソーシϟϧ・インΫϧージϣン・イン・෱ౡ

　3つ目の事例は、被災地における人材育成事業、「歌によるソーシャル・イン

クルージョン・イン・福島」である。この事業は文化庁の次代の文化を創造す

る新進芸術家育成事業（特色ある文化芸術活動推進）として࠾୒されたもので、

文化芸術についての育成を、社会แઁ（ソーシャル・インクルージョン）とい

う視点から、行っていくことを目的としている。社会แઁとは、ශࠔや高ྸそ

の他の理由により、社会的にݽ立してしまいがちな人々をもう一度社会に取り

んでいこうという考え方で、文化庁の文化芸術に関する基本方針（第4次基ࠐ

本方針）において「文化芸術は、子供・若者や、高ྸ者、ো֐者、在留外国人

等にも社会参加の機会をひらく社会แઁの機能を有している」と記載され、文

化芸術の公共財としての重要な要ૉのひとつとして位置づけられている。

おとのきずな　第4回SinH in Messiah

ˎ田盛輝次氏のレポート

『ୈ4回Sing in Messiahに
ついて͝報告』（文化芸
術による復興推進コンソ
ーシアム ウェブサイト　
Ϩポート　http://bgfsc.jp/
report/report-data/2085）
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　東日本大震災の被災者も、また、被災の中でともすれば社会的なݽ立にؕり

がちな状況に置かれている。「歌によるソーシャル・インクルージョン・イン

・福島」は、ैって、こうした被災者の社会แઁという視点を踏まえつつ、次

のੈ代の文化芸術にかかわる人材を育成する目的を持って実施される事業とい

うことになる。事業の実施主体は日本を代表するオペラ団体、東京ೋ期会と藤

原歌劇団であり、コンソーシアムも、現地とのコーディネート໾及び記録映像

制作担当として実施に関与している。

　事業の具体内容は、ೋつのオペラ団体による福島県南相馬市の「原町女声合

唱団」とࣇಐ合唱団「MJCアンサンブル」へのワークショップ、及び、2015

年3月10日、南相馬市生涯学習センター「さくらホール」での発表会よりなる。

まず、ワークショップでは、東京ೋ期会、藤原歌劇団それͧれ4名の歌手にピ

アニストを加えた5名で編成されたチームでೋつの合唱団の指導にあたり、本

番前日の3月9日には、全体࿅習会と交流会を実施した。

　ཌ日の本番のコンサートでは、まず「MCJアンサンブル」がొ場。合唱曲「明

日という日を」を、まず子どもたちが歌い、途中からプロの合唱団の歌声が加

わって感動を呼んだ。続いて「原町女声合唱団」が「心の四ق」より「風が」

を披露。最後は全員で東日本大震災復興ソング「花は࡙く」を合唱、さらにソ

リスト全員が٬席に降りてアンコール曲を会場のお٬༷を交えて歌い、大団円

となった。

　「歌によるソーシャル・インクルージョン・イン・福島」事業自体はあくま

で୯発のࢼみであるが、社会แઁという視点、あるいは被災地における芸術家

育成という活動自体は、被災地に対し中長期的な؍点から文化支援を考えるに

あたって、極めて重要なものとなる。今後の被災地に対する文化支援の考え方

として強く念಄においておく必要があるだΖう。

̏ɽ஍Ҭͷ公立文化施設΍文化団ମによる׆ಈ

˙公立文化施設によるඃࡂ஍΁ͷア΢τϦーν　ؠखݝຽ会館

　先にも述べたように、2013年〜2014年は、被災地における文化支援活動の主

体がはっきりと被災地自身へと変わっていった時期に当たる。この事例として

ここでは、まず、地域の公立文化施設や文化団体の活動状況を取り上げたい。

　ひとつ目の事例は、岩手県民会館の活動である。同会館では、1973年の開館

以来、県内の市町村と連携し、「移動県民会館」を行って来た。県民会館では、

ˎ事務局レポート

『ࣾ会แઁܕएखΦϖラ
等人ࡐ育成事業「Վによ
るソーシϟϧ・インクϧ
ージϣン・イン・෱ౡ」 
東ژೋظ会ʷ౻原Վܶ
団　ເの共ԋコンサート』

（文化芸術による復興推
進コンソーシアム ウェブ
サイト　Ϩポート　http://
bgfsc. jp/ report / report-
data/3816）
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この事業を母体に、東日本大震災以降、沿岸市町村で公立文化施設が機能して

いない地域の学校を中心に、県民会館が自主事業で関わったアーティストと協

働して震災復興事業としての訪問演奏会を実施している。この事業は、同会館

の指定管理者である（公財）岩手県文化振興事業団の自主事業として実施され

ており、県及び国の事業අは入っていない。

　同事業では、2011年4月30日に大船渡市民文化会館エントランスで実施され

た岩手県民謡演奏家による訪問民謡演奏会（来場者約50名）をൽ切りに、2011

年度訪問演奏会10回/コーディネート事業1件3公演/市町村連携（大船渡市）1

件2公演、2012年度訪問演奏会4回/コーディネート事業1件/市町村連携（大船

渡市）1件1公演、2013年度訪問演奏会7回/コーディネート事業1件3公演/市町

村連携（山田町）1件1公演、2014年度訪問演奏会7回/コーディネート事業1件

1公演/市町村連携（大槌町）1件1公演/被災3県連携事業4公演が行われており、

被災地での総参加者数は2014年度までで7
500人を௒えている。

　同会館館長の菊池和憲氏によれば、この事業に対しては、次のような൓応が

あったという。「活動当初は、アーティストから『本当に音楽が“心の復興”

につながるのかٙ問だ』といった意見があり、被災地で演奏や文化活動を行う

ことに対してٙ問をもつ方が多かったが、実際に訪問演奏会を行い、生ెや来

場者の൓応を見て、『これ΄ど音楽に力があるとはࢥわなかった。そして、ٯ

に生ెୡから勇気をもらった。継続して支援したい』といった考えへと変化し

ていった。また、生ెや来場者からは『久しぶりに音楽に৮れて、とても༊さ

れた』や『演奏をௌいてগし震災のことを忘れることができた』といった感想

神ඌ真由子さんによる演奏会

（平成23年6月1日　宮古市立үܲ小学校）

ഡ原ຑ未さんによる演奏会

（平成23年9月30日　大槌町立大槌小学校・大槌北小学校）

ˎ菊池和憲氏のレポート

『̡ 震災から3年ʳいつま
Ͱ΋๨れͳい〜いま大੾
ͳの͸、つづけるʠΘʡ 
7ol.2 つͳ͕る・つͳ͛る
岩खݝຽ会ؗ「震災復興
支援事業」について』（文
化芸術による復興推進コ
ンソーシアム ウェブサイ
ト　コラム　http://bgfsc.
j p / c o l u m n / c o l u m n -
data/2708）
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が多数寄せられた」。ここでも、前ষでの事例と同じように、文化の力が送り

手・受け手共に実感されている。

　岩手県民会館が、震災1ヶ月後からこうした震災支援事業を継続的に展開で

きているഎܠとしてはふたつの要Ҽが指ఠされるだΖう。ひとつはそれまでの

県内市町村に対するアウトリーチ活動（移動県民会館事業）の஝積である。こ

れがあったからこそ、沿岸部への派遣において実ޮ的なルートを早期に確保す

ることができた。もうひとつは、会館の指定管理者である岩手県文化振興事業

団が、自主事業のノウハウやアーティストとのコネクションを持ち、かつ、独

自の財政基盤を保有していたことである。いくら地元とのコーディネート力が

あったとしても、それを実際のアウトリーチ活動に活かすための財源が൐わな

ければ、自立的な活動を行うことはできない。岩手県民会館の事例は、地域に

おいて自立した文化活動の拠点があることがいかに地域の立ち直りに寄与でき

るか、そのわかりやすい例のひとつとなっている。

˙ඃࡂΛଊ͑௚͢׆ಈͷ࣮施　͑ͣ͜ホーϧ

　仙南芸術センターえずこホールでは、時間を経てからもう一度、被災地を捉

え直す活動を行っている。2014年11月22〜23日に実施された宮城県内の沿岸部

被災地をアーティストと८りフォーラムを開催する「今もう一度、見て、ௌい

て、カンがえる。忘れないための被災地キャラバン」 である。キャラバンは、

2コースに分けて行われた。ひとつは、震災遺構として保ଘするか、それとも

解体するか、議論が分かれていた施設がある南三陸町を含む南三陸・女川震災

遺構キャラバン（南三陸町の๷災対策庁舎は、結局、本キャラバンཌ年の2015

年6月30日に、パブリック・コメントの6ׂが賛成であったこと、町議会で全会

一கで賛成が決議されたことから、県有となり、遺構として保ଘされることと

なった。一方、女川町では、津೾によりԣ౗しになった「ߐ島共済会館」「女

川サプリメント」「女川交番」のうち、「女川交番」のみを࢒すことが2013年11

月に決定されていた）。参加アーティストは現代美術家の小山田ప氏と、作曲

家の௽見幸代氏。ナビήーターは愛知大学准教授の吉野さつき氏。もうひとつ

は重要文化財である雄উ法印神楽を有する石巻市چ雄উ町を舞台とした雄উ法

印神楽ダンス・キャラバン。参加アーティストは現代美術家の藤ߒ志氏と、舞

གྷ家のマルチナス・ミロト氏。ナビήーターはJCDNの佐東範一氏である。

　えずこホールの水戸雅彦所長は、キャラバンの成果として、終了後の各アー

ティストୡの発言のൈਮをレポートとしてくれている。その一部をここに࠶録



852013ˠ2014　ᶗɽٸۓର͔ࡦΒʮ৽͠い౦๺ʯ΁　2013年͔Β14年のه࿥

する。「一番ڻいたのは生き࢒った人たちの元気」。「なんでそんなにとڻく΄

どすごい生きるパワーを持っていて、かえってこちらが元気を௖きました。そ

れと『身体のޒ感を大事にしないとࢮにつながる』、『おじいさんおばあさんが

Կがあっても生きられる術を知っていた。それを教わったという事でͥんͥん

಄が上がらない』。そうした࿝人、子ども、ଙ、都会でこそそうしたੈ代間交

流をどうしていったら良いのか、という部分でԿか文化や芸術の力は活きてい

くだΖうとࢥいます」（௽見氏）。

　「出会ったどの方々もすごくخしそうに自信を持ってお঑めしてくれるもの

を持っているというのは、とんでもなく幸せな状況だとࢥいます。古来ずっと

そういうもので生計を立ててきて、そういうもので文化が成り立ってきた地域

がたまたま被災して、そういうとこΖが復興に際して、࿝人の知恵もあり、あ

らΏるものを自分たちの地域で持続的に作れるものを作ってきた人々がいる地

域というのは強いんだとࢥうんです。ࢲたちは直接こういう被災地とか༷々な

地域と関係を作りながら、持ちؼるものがたくさんある」。「それと、『美ຯしい』

というのは、もうすごいことなんだと。人に食を提供したり、いΖんな場を紹

介する時に、本当に心のఈから自信のあるものというものをお঑めできる地域

を、自分たちが֫ಘしたいというのが 今回の大きな印象です」（小山田氏）。

マスメディアで目にすることはない、現地に行ったからこそ感じ取れる宮城の

村々が持つ生きてくための力。被災したにも߆わらず、あるいは、被災したか

らこそ感じ取れたその力に、アーティストたちは敏感に൓応した。

南三陸町寄木の高橋家の方々から、༷々な地域にࠜ差した生き方についての࿩を伺う。

ˎ水戸雅彦氏のレポート

『̡ 震災から3年ʳいつま
Ͱ΋๨れͳい 〜いま大੾
ͳの͸、つづけるʠΘʡ 
7ol.6〜 「࣍の࣌୅に఻え
るたΊの、هԱとه࿥に
ついて考える小͞ͳཱྀɻ」』

（文化芸術による復興推
進コンソーシアム ウェブ
サイト　コラム　http://
bgfsc.jp/column/column-
data/3221）
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　一方、被災地の体験は、アートの発想にもつながっている。「大川小学校を

見てすこしトラウマを感じました」「神楽に৮れて、ਫ਼神的なものをすごく感

じました」。「芸術作品の中にはਫ਼神的なもの、トラウマ的なものも出てきます。

その中でࢲはトラウマを受けて内面にあるਫ਼神的なものと向かい合ったアーテ

ィストは、どのようにこれから作品をਂめていったり、作っていったりするの

だΖうかという問いが༙きました」（ミロト氏）。

　「アーティストの立場というのは、നかࠇかといったときに、そうじΌない色の

答えを出す、というのがあって。通常一般的には、グレーって言っちΌうのかも

しれないですけれど、๻らが答えを出すとすれば『೒色だ』と言う」。「উ手に๻

がໝ想で࿩をすれば、女川のԣに౗れた建物といのは土の中にຒめちΌうという、

土が分解してくれるという、千年࢒す。千年後の人たちが発۷できるような状ଶ

を作るというような、木でそのまま山にしちΌう、もっこりした山ができる。中

に建物が入っているͧ、みたいな。古෿みたいな。そういうのありかなと。

　もうひとつの๷災調査の方は、あのフレームを࢒しつつ全く新しいフレーム

をそこの中に組みࠐんで作ってリノベーションしてしまう。一見新しいものな

んですけれど、そこに古い๷災庁舎のフレームがそのまま࢒っているような、

全にかぶせちΌうような、そういうリノベーションのつくり方もあるのかな׬

と。これはまったく೒色の回答じΌないかとࢥって」（藤氏）。 

　公立文化施設ならではの໾ׂのひとつとして、その地域ならではの文化を見い

だし、育てていくことがある。えずこホールが行ったキャラバンの企画目的は、

法印神楽のお面とҥী。お面をつけると視界が極端にڱくなる
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水戸所長の言葉でいえば、「被災地で時の流れを振り返り、その地の人たちの࿩

をௌき、その地で当事者の立場に立って考えること」であった。そういう場を用

意し、かつ、外のアーティストをその場に巻きࠐむことによって、各々の土地が、

そこにおけるコミュニティが持っている特別な力を見いだしていくと共に、その

出会いを通じて、アーティストに新たな創作のモチベーションを与える。これも、

また、被災地における公立文化施設ならではの仕事のひとつといっていいだΖう。

˙復興コンαーτͷܧଓ　Իָͷ力による復興ηンλー・東๺

　地域の文化団体の事例としては、前ষでも述べた「音楽の力による復興セン

ター・東北」による活動がある。同センターでは、ຖ年100回以上、仙台フィ

ルハーモニー管弦楽団団員をはじめとするプロフェッショナルの音楽家がආ೉

所、学校、Ծ設住୐、福祉施設、ප院などの༷々な場所に出向く小さな無料コ

ンサートの活動を、復興コンサート活動として、積み上げて来ている。コンソ

ーシアム事務局では、この復興コンサート活動について、2014年11月、気仙沼

市の介護࿝人保ཆ施設と気仙沼公園住୐の集会所への出張コンサートの状況を

取材している。

　気仙沼市で「音楽の力復興センター・東北」が復興コンサートをできるよう

になったのは、地元でコーディネーターのボランティアを個人でしている村上

充氏と知ݾをಘたことが大きいという。村上氏は、2014年時点で、高ྸ者向け

の整体・リハビリ・相談などのҩྍ支援や、演奏・イベントなどの文化支援を

提供する団体を月に40〜50本΄どコーディネートされているとのことだったが、

それでも支援希望の団体や個人を全てࡹき切れていないという。各地域のコー

ディネーターの໾ׂがいかに大きいか、また、そうした人材がどれ΄ど限られ

ているかがこのことだけからも೗実にわかってくる。

　取材した1カ所目の介護࿝人保ཆ施設「リンデンバウムのై」では、聞き֮

えのあるクラシックの名曲からջかしい日本の唱歌や歌謡曲まで、1時間΄ど

の多࠼なコンサートが行われ、ೃછみのある曲については、入ډ者の方々も一

ॹにޱずさむなどの光ܠが見られた。同施設事務局長の熊谷氏によると、ふだ

ん歌を歌わない重い認知঱の方や体力のない入ډ者も一ॹにޱずさんでいたと

いうことで、「人間のજ在的な部分にも直接ಧいているプロの演奏はੌい」と

の感想を伺うことができた。

　2カ所目の気仙沼公園住୐は、建設戸数106౩という中規໛のԾ設住୐団地。

入ډ者には移動手段のないお年寄りも多く、出かけずに済み、訪問してくれる

ˎ事務局レポート

『ઋ୆フΟϧϋーϞχー
楽団ϝンόーによるݭ؅
ઋপ復興コンサートにؾ
参Ճしましたɻ』（文化芸
術による復興推進コンソ
ーシアム ウェブサイト　
Ϩポート　http://bgfsc.jp/
report/report-data/2891）
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演奏会というのは大変ありがたいとのこと。復興コンサートでは事前にリクエ

ストを໯って演奏する場合が多いが、この日のリクエストは「正統派クラシッ

ク」だった。リクエストした自治会長さんの࿩によれば、「上を向いて歩こう」

や「ނ郷」などを演奏してくれる支援団体も多いが、そういう曲だと聞いてい

る側にあまりにいΖんな想いがҲれてしまい、結局最後まで一ॹに歌うことが

できなくなってしまうことが多い。それで׶えてೃછみのない「正統派クラシ

ック」ということになったそうだ。

　もちΖん、コンサートをやる側も、୯にそれだけでは終わらせない。この日

のコンサートでは、ヴΝイオリンを担当していた仙台フィルの熊谷洋子さんの

「せっかくだから気仙沼にちなんだ歌を歌いましΐう」という提案で美ຈ健の「お

いらの船は300トン」の演奏が提案され、みんながসإで歌うこととなった。

こうした細かなリクエストと、それに対する心のこもった࠶提案。こうしたと

こΖに「音楽の力による復興センター・東北」が、地元と強いឺを結び、また、

被災された方々に寄りఴうための༷々なノウハウや気配りを、度重なる復興支

援の経験の中で、ഓってきていることがӐえる。地域の文化団体自らによる支

援の強みがここによく現れている。

˙஍ҬͷهԱΛཹΊる　ೆࡾ཮ொͷアーτϓϩジΣΫτ

　個人としての活動では、仙台市出身で、2010年以降南三陸町でのアートプロ

ジェクトを継続的に実施しているアート・ディレクター、吉川由美氏の報告が

ある。同氏は、震災前から、南三陸町で、「きりこプロジェクト」というアー

トプロジェクトを実施していた。「きりこ」とは、南三陸の神社が氏子たちの

ために半ࢴで作る神୨০りのこと。「きりこプロジェクト」とは、この「きりこ」

の༷式を真ࣅて、まちの人たちのๅ物やࢥい出などを切りࢴで表し、それͧれ

のݢ先に০るアートプロジェクトのことである。このプロジェクトで町の人々

とطにつながっていたことが、南三陸町における氏の震災後のଉの長い活動に

つながることになった。

　氏の活動は、まず、߄ただしいආ೉生活の中で自らに向き合う時間も持てな

かった人々に、2011年5月11日から、ຖ月の月命日に、音楽家がॗॗと海に向

かって音楽を๋げる時間を作り出すことだった。それによって、氏は、ࠞཚし

たආ೉生活の中、自分自身の൵しみや૕ࣦ感に੩かに向き合う時間を提供した

いと考えていた。続く6月には、かつて「きりこプロジェクト」に参加したメ

ンバーと共にきりこを制作。7月には、ニューϤークでロングランを続けるミ

ˎ吉川由美氏の報告

『̡ 震災から3年ʳいつま
Ͱ΋๨れͳい 〜いま大੾
ͳの͸、つづけるʠΘʡ 
7ol.3　「アートプロジェ
クトとϨジリΤンε 　〜
ೆࡾ཮ொのݱ৔から」』（文
化芸術による復興推進コ
ンソーシアム ウェブサイ
ト　コラム　http://bgfsc.
j p / c o l u m n / c o l u m n -
data/2783）
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ュージカル「STOMP」に出演していた俳優リック・ウィレット氏を招いて志

津川小学校でボディ・パーカッションのワークショップを行った。

　Ծ設住୐での各戸ຖの生活が始まった2012年には、町内の5つの小学校で、

この1年間、子どもも大人も力を合わせてがんばって来たこと、たいへんだっ

たຖ日の中で小さな幸せを感じたこと、美しかった地域の࢟などを振り返り、

それを歌にするワークショップ「未来を歌にプロジェクト」を実施。また、「き

りこプロジェクト」を࠶開し、被災した人々のメッセージをఴえて、家々が流

ࣦした੻地に、きりこを؃൘状にして設営した。長年฻らしてきた土地にきり

このボードが立った時、「家が建つよりうれしい」とྦを流した方もいるという。

震災から3年が過ぎた2014年には、写真家のઙ田政志氏に通っていただき、写

真家と南三陸の人たちが࿩合いながらࡱӨを進める「南三陸“がんばる”名場

面フォトプロジェクト」を実施。きりこプロジェクトも町の人たちの手での制

作・展示を࠶開させている。

　吉川氏のアートプロジェクトは、పఈして、南三陸の人々の日々の記Աを、

震災前のものも、震災後のݫしかった時期のものも含め、ࢥいىこし、Մ視化

させていくことにয点を合わせている。Մ視化されることで、一人の人の記Ա

や想いは、օで共有されるものともなる。吉川氏によれば、きりこを作ること

で、「家族以外の人たちが、きりこを通して在りし日の両親の࢟をࢥってくれ

るということがうれしい」とు露された方もいたという。

　氏は、また、南三陸のコミュニティの強さ、外部の支援者もその中に取りࠐ

んでしまう力を指ఠしている。氏のアートプロジェクトも、また、各自の記Ա

をՄ視化し、共有させていくことで、この力強さに大きく寄与していたのでは

ないだΖうか。被災地の࠶生・新生は外部の支援だけでは決してୡ成できない。

そこにはコミュニティ自体の࠶生力の強さも、また、必要となる。文化の力は

その大きな助けになるのではないか。吉川氏の೪り強い文化支援の活動は、そ

うしたアートの持つポテンシャルを示しているかに見える。

4ɽຽଏ芸ೳͷ復興ͱ՝୊

˙਒ޙࡂͷຽଏ芸ೳͷ復興ঢ়گ

　東日本大震災がऻった地域、東北3県の被災地域は、また、豊かな民俗芸能

が伝承され、コミュニティのឺとしてଉづいていた地域でもあった。ދ舞や神

楽、ࣣ༦行事など、多くの行事・神事・祭事が各地区、各地区にଘ在した。そ



90

2013 2014

2013ˠ2014　ᶗɽٸۓର͔ࡦΒʮ৽͠い౦๺ʯ΁　2013年͔Β14年のه࿥

のための大事な道具を、あるいは担い手ୡを、津೾がさらっていってしまった。

加えて、民俗芸能の基盤であった地域コミュニティ自体も、津೾によって、あ

るいは理ෆਚな原子力災֐によって、各地にバラバラにආ೉されることを༨ّ

なくされていった。

　しかし、前ষでも見たように、民俗芸能の力は強かった。震災直後、桜の花

の࡙くࠒにはطに༷々な地域で復興が進んでいった。信ڼ活動そのものでもあ

る民俗芸能は、地域の活力の源であると同時に鎮魂のّ式でもあり、そのこと

からも強く招来されていたのである。加えて、行政やGBFund、日本財団など

をはじめとした༷々な文化団体・機関・企業からの支援もあり、全日本郷土芸

能協会事務局次長の小岩秀太郎氏によれば、2014年時点で「金મをはじめ経済

的な支援によって、岩手県や宮城県で被災した芸能の半分以上が復活、あるい

は復活の目途が立ち、活動を࠶開させている。太ޑやథといった楽器にはじま

り、૷ଋやࢰ子಄、そして山ंや神༫といった大ܕで高価なものまでが1〜̎

年でଗい、震災前と同じように、あるいは震災前よりも盛んに᛾りがࣥり行わ

れるようになった地域もある。震災前まで過ૄ・গ子高ྸ化で中அ目前だった

り数十年もࢭٳしていた芸能が復活した例もগなくはない」という。氏の指ఠ

によれば、東日本大震災は、それまでなかなか助成の対象にならなかった民俗

芸能が支援の対象となるひとつのܖ機ともなっている。

大浜のࢰ子振り（宮城県石巻市雄উ町）

復元されたࢰ子಄「テレボク」

大室南部神楽復活祭（宮城県石巻市北上町）

ˎ小岩秀太郎氏の報告

『̡ 震災から3年ʳいつま
Ͱ΋๨れͳい 〜いま大੾
ͳの͸、つづけるʠΘʡ 
7ol.9〜 「芸ೳ͸、人を、
౔஍を生かすこと͕Ͱき
るのか」』（文化芸術によ
る復興推進コンソーシア
ム ウェブ サイト　コラ
ム　http://bgfsc.jp/column/
column-data/3200）
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˙਒ࡂΛػܖͱ͠ ͨ৽ͨͳຽଏ芸ೳͷಈ͖　ʮಸಸࡇࢠʯͱʮ;る ͱ͞ͷࡇΓ2014ʯ

　こうした中、震災をܖ機に新たに行われるようになった民俗芸能の催しもあ

る。そのひとつの例が、コンソーシアムでも取材した「奈奈子祭」である。こ

の祭が開催されるようになったきっかけは、2013年のNHKの番組。その番組

で東日本大震災によりյ໓状ଶになった釜石市のӏ住ډ地区で、被災した芸能

団体の発表の場をつくることによって市内各所のԾ設住୐に཭ればなれになっ

た地区住民を呼び໭すことができないか、という座談会が番組内で行われ、そ

れが祭の実現につながったという。ޱՐを切ったのは釜石市ശ崎町ന浜のӏௗ

神楽のお॓を務めていた࡫山ご夫࠺。そこに座談会の司会を務めていた௥手門

学院大学の橋本裕之教授（岩手県文化財保護審議会委員）が加わり、あれよあ

れよという間に「奈奈子祭」のࠎ格ができていった。

　「奈奈子祭」は、2013年に3回、2014年に1回開催されている。コンソーシア

ムが取材した2014年12月21日の「奈奈子祭〜花の陣」（会場：大槌町三陸花は

まぎくホテル）では、大船渡市の「チンドン寺町一座」の呼びࠐみに始まり、

「チンドン寺町一座」と「長安寺太ޑ」のコラボレーション、「神ノ୔ࣛགྷ」、「陸

中弁ఱދ舞」と続いた後、ன食をはさんで、「ӏௗ神楽」、「南部ൡᆹ松院年行

司支配太神楽」、「ַ神楽」と神楽の演目がฒび、最後は子どもたちの「أ舞道

ࣣ福神」で終了した。民俗芸能は、本来、それͧれの地域社会ごとに行われる

ローカルなものであり、相ޓの交流は限られていた。「奈奈子祭」は、震災が

機となって、そうした֞ࠜが取り෷われた例であり、民俗芸能の新たなありܖ

方を༧感させるものとなっている。

　同༷の地域の֞ࠜをԣஅしたイベントとしては、2014年10月4日と5日の2日間

にわたって福島市の四قのཬで行われた「ふくしまから はじめよう。『地域のた

から』伝統芸能承継事業 ふるさとの祭り2014」がある。これは、2012年に「地

域伝統芸能全国大会」が福島県で行われたのをきっかけに、ཌ年以降は県が主

催となってຖ年行われている。東日本大震災のӨڹでة機的な状況にある民俗

芸能のଘ続を後ԡしすることを目的に、民俗芸能の担い手が各地にආ೉し、継承

がࠔ೉になっている福島県浜通りを中心とした県内各地の民俗芸能保ଘ団体21団

体が出演。田২གྷなど古くから続く民俗芸能のステージ公演と、伝統芸能の体験

コーナー/創作コーナー/ご当地グルメコーナーなどによるお祭り広場を展開した

もので、2015年も引き続き行われた。コンソーシアム事務局が取材した2014年の

イベントでは、保ଘ会の一員として多くの子どもたちもステージに上がっており、

民俗芸能の継承に向けて有益なイベントとなっていることが見て取れた。

ˎ事務局レポート

『「ಸಸ子祭」に行ͬて
きましたɻ』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム ウェブサイト　Ϩポ
ー ト　h t t p : / / bg f sc . jp /
report/report-data/2777）

『「ふる͞との祭り2014」
に参Ճしましたɻ』（文化
芸術による復興推進コン
ソーシアム ウェブサイ
ト　 Ϩ ポ ー ト　http: / /
bgfsc. jp/ report / report-
data/2176）



92

2013 2014

2013ˠ2014　ᶗɽٸۓର͔ࡦΒʮ৽͠い౦๺ʯ΁　2013年͔Β14年のه࿥

˙ຽଏ芸ೳ復興ͷ՝୊

　では、この時期民俗芸能では、どのような課題がڍげられていたのか。2013

年10月18日に福島県郡山市で行われたコンソーシアムの「支援・受援ネットワ

ーク会議」の中で、民俗芸能の映像作家である阿部武司氏は、次のように、震

災後2年半を経た民俗芸能の実情について次のように発言している。「これまで

祭を見てきた中で、今は大きな局面にきているとࢥっています。震災直後、数

カ月して、祭などの郷土芸能が上演される機会が૿え、大きな支援組織が広範

ғにわたり支援しました。2年以上が経過し祭の環境は整ってきましたが、沿岸

部そのものの生活基盤が大きくࣦわれているため、祭はできるがഇᆣの中の祭、

それもいつまでできるのかわからないという状況です。

　大槌町の祭をみても、今年はਹ上げ工事が஗れたために、これまでと同じよ

うな場所で祭を行いましたが、ਹ上げ工事が始まると、چ町内、市街で祭がで

きなくなり、൴らがࢥいযがれている祭の形ଶが一時的にଛなわれるというの

がこれからの展開です。そういったときにどのような支援ができるのか考える

必要があるとࢥいます。

は大槌町、山田町、釜石市、大船渡市、陸前高田市のお祭をずっと取材しࢲ　

てきて、ਂく交流していますが、陸前高田市も同じ状況にあります。今年のお

祭がچ市街地の道路の範ғでできる最後のお祭でした。陸前高田市のお祭はࣣ

༦祭と言い、美しく০った山ंに太ޑを৐せて、勇૖に引っ張って歩くという

お祭です。それが12چ町内で行われていましたが、お祭を行っている町内会は

΄とんど解ࢄしています。町内会は解ࢄしたけれども、お祭りをやりたいとい

う人たちが祭組だけを࢒してお祭を続けています。これまでの3年間、やはり

多くの人的支援、物࣭的支援、金મ的支援があってお祭ができましたが、来年

はこれまでのお祭の形ଶが整わないということで、本当に೰んでいます」。

　民俗芸能はそれがଉづく地域コミュニティと一体のଘ在である。外部からの

これまでにない支援により、一見急ܹに復興が進んだとしても、そもそもの地

域コミュニティ自体が被災により分அされ、また長年にわたって積み重Ͷられ

てきた؍ܠがഁյされてしまったままだとしたら、その復興がいつまで続くも

のかわからない。阿部氏によれば、ຆどの民俗芸能団体は自立志向が強く、外

からの支援に依ଘし続けようとはࢥっていないという。そうであるならば、被

災地の民俗芸能の本当の意ຯでの復活・復興に必要なのは、長期支援というよ

り、依って立つ地域社会の࠶生、「新しい東北」の早期の構築ということにな

っていくだΖう。

ˎ阿部武司氏の報告

『平成25年度　事業実施
報告書』（文化芸術によ
る復興推進コンソーシア
ム　 平 成26年3月 発 行 ）
P49
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˙ຽଏ芸ೳͷૅجデーλͷऩ集ͱ公։　ແܗ文化Ҩ࢈৘ใωοτϫーΫ

　民俗芸能の復興に向けた活動としては、2013年5月に立ち上げられた「無形文

化遺産情報ネットワーク」も極めて重要な໾ׂを担っている。同ネットワークは、

（一社）ّྱ文化学会、（独）国立文化財機構東京文化財研究所、（独）๷災科学

ٕ術研究所及び全日本郷土芸能協会が協働で立ち上げたもので、ّྱ文化学会

と全日本郷土芸能協会が持つ情報をベースに、広く東北の無形文化財に関わる

基礎情報や被災状況、復興状況、支援の状況を調査し、リストを作成。ウェブ

上でマップとして公開している。リスト化された無形文化財の数は岩手・宮城・

福島の沿岸部だけで民俗芸能が800件以上、祭ྱ・行事が500件以上に及ぶ。

　民俗芸能の復興支援といっても、そもそもどれだけ豊かな民俗芸能が東北地

方にあったのかを把握できなければ、有ޮな支援も、自立への道も具体的に検

討することはできない。「無形文化遺産情報ネットワーク」は、こうした基礎

的なデータを提供する現状།一の情報リソースであり、東北の民俗芸能復興の

大きな基盤となるものである。

無形文化遺産情報ネットワーク「民俗芸能マップ」（http://Nukei311.tobunken.Ho.Kp）より引用

※എܠ地図は国土地理院のものを使用
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�ɽࢠͲ΋΁ͷ文化ࢧԉͷܧଓ

ࣨࡦԉରࢧࡂతͳ৺ͷέア　東೔ຊେ਒ظͲ΋΁ͷ中௕ࢠ˙

　震災直後から重要な支援の対象として重要視されてきた子どもへの支援。当

初は、津೾被֐に代表されるあまりに൵ࢂな状況の中でݻまってしまった子ど

もたちの心を解き΄ぐすことにয点が置かれていた。しかし、震災から2年以

上の時が経るに連れ、次第にその方向性を変更させていくことになった。被災

とその後のආ೉生活、あるいは、ݫしい฻らしの࠶建の中で、どのように子ど

もたちに健全な心身を育んでもらうかという、より中長期の視点へのシフトで

ある。先に述べたように、こうした子どもへの支援は、国の「新しい東北」施

策の柱のひとつともなっている。

　前ষで紹介した子どもへの文化支援に携わっている団体の΄とんどが、子ど

もへの文化支援を継続して実施している。例えば、「ふくしま次代を担う子ど

もの文化芸術体験事業実行委員会」では、文化庁の「次代を担う子どもの文化

芸術体験事業」の࿮を用いることで、2013年度/14年度/15年度も、༮ஓ園や

保育園、 小学校、中学校、高校、公民館事業を通じて子どもたちに音楽や演劇、

身体表現など༷々なプログラムをアウトリーチする事業を継続している。

　また、これも前ষでもふれた「子どものための舞台芸術創造団体の会」東日

本大震災支援対策室も、継続的に子どもへの文化支援を行っている。同室室長

の多田純໵氏から、長期にわたる定期的な支援活動の中で感じてきた変化につ

いて、レポートが寄せられている。「4年近くを過ぎた今、感じていることのひ

とつつは保育士や教師、福祉関係や行政に関わる職員の方たちのർ労度が高い

という印象です。具体的には、ࢲの上演中に通常は子どもたちと一ॹに舞台に

集中してくださる保育士さんたちが心ここにあらずの表情になってしまうとい

うケースがগなからずあるのです。

　実際お࿩してみると、震災直後から1年2年は気持ちもはってがんばってくる

ことができたが、自らも自୐や家族も被災しながら、『職場は流されなかった』

『もっと大変な人がいる』という遠ྀの中でٽき言も言えず、仕事上は福祉、

ケアする立場で利用者さんの相談にも৐り、震災と向かい合ってきた無理の൓

動がここに来て出てきている。『これでよかったのか』『ࢲはԿをしているのだ

Ζう』『先が見えず、考え始めると໷຾れない』など、身体とਫ਼神のർれに出

てしまっているのだということが語られます。

 は心理学などの専門家でもありませんが、阪神淡路震災の経験からも、3ࢲ　

ˎ多田純໵氏のレポート

『̡ 震災から3年ʳいつま
Ͱ΋๨れͳい 〜いま大
੾ͳの͸、つづけるʠΘʡ 
7ol.8〜 「東北の子Ͳ΋
たͪの力と෣୆の力Ͱ࣍
の࣌୅を૑りたい」』（文
化芸術による復興推進コ
ンソーシアム ウェブサイ
ト　コラム　http://bgfsc.
j p / c o l u m n / c o l u m n -
data/3240）
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年目以降はケア者のケアだといわれたと聞いていますので、まさにその時期を

迎えている感じがします」。

　氏によれば、確かに見た目の復興は進んでおり、それは福島県のډ住制限地

域ですら見て取れる一方、そこで฻らす人たちのਫ਼神的な震災被֐はむしΖਂ

は1回で終わるのނになっているのではないかという。「津೾や地震、原発事ࠁ

ではなく人の心の中で、Կ度もԿ度も܁り返すのです」。そのようにして、ই

ついた大人の心は、子どもたちに、また、大きなӨڹを与えていく。氏のレポ

ートからは、震災被֐が؆୯に༊されるようなものではないこと、震災当初は

૸り続けることによってӅされていたইޱが、૸り続けたことによるർ労によ

ってまた大きく開いてしまうということがあるということ、そして、子どもた

ちは、そうした環境の中で生きていかなければならないことがま͟ま͟と感じ

られる。子どもの心の復興は、年月が経ったとしても、そう؆୯にできるもの

ではないのである。

˙஍Ҭͷࣗ立Λ目ࢧͨ͠ࢦԉͷ࣮施　χοηイ文化ৼ興ࡒ団

　民間では、（公財）ニッセイ文化振興財団が継続的に子どもへの文化支援を

行っている。この஝積の下、同財団では、出張公演だけではなく、地元の人材

育成と絡めた事業も行うにࢸっている。コンソーシアム事務局の取材に対し、

日生劇場の島氏はこの人材育成ܕの事業の目的について次のように答えている。

「日生劇場は震災後、子どもୡの心のケアの一助として、ආ೉所・ࣇಐセンタ

ー・学校体育館等で子ども向けのコンサートやひとみ座による公演を続けてき

ました（2014年までに、26ヶ所で実施）。

　震災から4年近くが経過し生活が落ち着きを取り໭す中、今年度（2014年度）

は新たな形で支援を行うことにしました。『公演形式』はどうしても回数が限

られてしまいます。そこで、プロのノウハウを伝授し、 地元の方が自ら、地元

の子供たちに劇を؍せる機会を創ることが出来たら、ࢲୡがؼっても、子ども

たちにসإをಧけ続けることが出来ると考えたのです」。

　事業は、まず、人形劇団ひとみ座のスタッフが、保育士や༮ஓ園の先生を目

指す福島大学人間発ୡ文化学ྨの31人の学生に人形作りや演ٕ指導する講座を

行うことからスタートした。講座が始まったのが2014年10月。ཌ年1月຤まで

の4ヶ月の間で、学生たちは、会場୳しから、台本作り、発声、人形੡作、そ

して、実際の公演やワークショップのܤ古を重Ͷ、その成果を、2015年1月31日、

福島大学ෟ属༮ஓ園で公開した。

ˎ事務局レポート

『̡ 取ࡐϨポートʳ෱ౡ大
ֶʷ日生ܶ৔ʷ人ܶܗ団
ͻとみ࠲　「ΘくΘくシア
ター　〜人ܶܗˍϫーク
シϣοプ〜」』（文化芸術
による復興推進コンソー
シアム ウェブサイト　Ϩ
ポート　http://bgfsc.jp/
report/report-data/3138）
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　「ক来༮ஓ園や保育所の保育者として子どもに接する学生に、プロのノウハ

ウを教授することによって、より広範に子どもに楽しい経験を与えることを目

指しました。この31人の学生が、ଔ業後、 各地へࢄらばっていけば、31カ所そ

れͧれで、人形劇のັ力を伝えていけるとࢥいます」と島氏は今後の期待を語

っている。地域に人材が生まれれば、子どもへの文化支援も、地域として自立

して、継続的に行えるようになっていく。ニッセイ文化振興財団のࢼみは被災

地の自立化に向けた貴重なࢼみでもある。

Ͳ΋ΛҭΉ஍Ҭͷ力ͮ͘Γ　͍Θ͖芸術文化ަྲྀ館アϦΦεࢠ˙

　公立文化施設の取組では、いわき芸術文化交流館アリオスの大石時雄支配人

が、レポートや支援・受援ネットワーク会議でコンソーシアムに情報提供を行

ってくれている。氏によれば、2011年の11月、支配人として、全職員に「すべ

てはいわきの子どもたちのために、すべては未来の子どもたちのために」と߸

ྩをかけ、震災後の施設の׬全࠶オープンを行ったという。「被災地の中でも

福島県は原子力発ి所事ނの放ࣹ能問題があり、子どもたちの成育環境、子育

て環境がとてもѱ化しているという現状から、 できるだけ子どもたちとお෕さ

んやお母さんのために、アリオス職員の知恵や時間、アーティストとの人຺等、

զ々が持っているものを使うことにしました」。この方針の下、アリオスの事

業༧ࢉ等の3分の2は、Կより、子どもたちのために使われることとなった。

　アリオスの子ども向け事業は、2011年6月4日より開始された「おでかけアリ

オス」の࠶開により始まる。これは市内各地の学校や、まちのコミュニティۭ

間にアーティストを派遣するアウトリーチ事業で、震災後初の主催事業となる。

さらに、施設࠶開後の2011年11月13日には、施設内で小さな子どもたちの遊び

の機会を提供する「こどもプロジェクト　あそび工房」がスタート、開催回数

は2015年の現在までに50回をӽえる。その他、バックステージツアーを子ども

たち相手に行う「たんけんアリオス」、こどもプロジェクトの機関ࢽとして、

いわき市内の子ども関係の情報をまとめて伝える月刊ࢽ「キッズ˒アリペ」（2012

年8月創刊、2015年຤時点で40߸）など、極めて多༷な子ども向け事業を展開

してきている。

　アリオスは、こうした子ども向け事業を、地域の母親・෕親たちとの交流

や運営へのボランティア参加等と強力に連携しながら進めてきている。大石

氏の目的意識は、こうした活動を通じての「地域の力」の復活にある。氏は、

コンソーシアムに提供してくれたレポートで、こう語っている。「地域の子ど

ˎ大石時雄氏の報告

『平成25年度事業実施報
告書』（文化芸術による
復興推進コンソーシア
ム　 平 成26年3月 発 行 ）
P42

『東日本大震災、文化芸
術の復興・再生の取り組
み─被災と支援の実態調
査と事例からこれからを
考える─』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム設立準備事務局　平
成24年3月 発 行 ）P70〜
74

『̡ 震災3年ʳいつまͰ΋๨
れͳい〜いま大੾ͳの͸、
つづけるʠΘʡ 7ol.1　「஍
Ҭの力」』（文化芸術による
復興推進コンソーシアム 
ウェブサイト　コラム　
http:/ /bgfsc.jp/column/
column-data/2123）
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もは、地域で育てる。かつて、そんな言葉があった。地域には、子どもを育

てる力が備わっていたから、そういう言葉が生まれたのだΖう。๩しい親た

ちに代わって、子どもたちを映画館に連れて行く大人がいた。ぼくもո्映

画にԿ度か連れて行ってもらった 。ࠛ஬にৄしい大人は、 材木置き場でカブ

トムシの༮஬を見つけてくれた。その༮஬を育てるのが、ぼくたちのՆٳみ

の॓題になった。੕にৄしい大人は、ఱ体望遠ڸを持っていて、月のうさぎ

の正体を教えてくれた。

　自分の子でないから、興ຯもない。ੈ࿩しない。ࣤらない。そのような大人

など、いなかったのではないか」。

　「ぼくが子どもだったࠒのような『地域の力』を取り໭すことは出来ないか

もしれない。ネット社会は、ぼくたちのコミュニケーションの在り方を変えた

し、家族も親ੰもバラバラに฻らしている。฻らしの環境は、大きく変わり、

それをੲに໭すことは出来ない。それでも、家族の概念を広げること、地域や

公共文化施設の໾ׂを見直すこと、『自分のためではなく、地域全体にとって

Կがળいことであるか』と考える人と人が無数に結び合っていけば、いまどき

の『地域の力』 を復興できるのではないだΖうか。ぼくは、そう考える」。

　震災後の子どもの健全な成長を支えるのは、震災後の被災地の「地域の力」

に他ならない。アリオスは、子どもに対する文化支援活動と、それに൐う地域

の人々との交流・連携をపఈして行うことによって、そうした「地域の力」の

。生・新生に௅んでいる࠶

「おでかけアリオス」や「こどもプロジェクトあそび工房」など、地域の子どもたちに向けて、

アリオスは事業を展開している。
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6ɽඃࡂ஍͔Βͷ৽ͨͳ文化ͷ૑଄

˙ඃࡂ஍͔ͩΒͦ͜Ͱ͖る文化公ԋ　国࿈๷ੈࡂք会ٞ௚લイϕンτ

　被災地がক来に向けて力強く発展していくためには、震災前にあったものの୯な

る復چでは足りない。未来に向けて新たな文物を創造することがあって、はじめて、

被災地の歴史は新しく始まっていく。復興庁の「新しい東北」というスローガンも、

こうした、ある意ຯ当たり前の事実をվめて提示したものということができるだΖう。

　文化芸術においても同じである。被災地が、「被災地」でなくなっていくた

めには、そこに新たな地域の文化が育っていく必要がある。2013年〜2014年は、

そのためのࢼみが東北3県の各地域で広まっていった時期でもあった。ここでは、

そうした取組みについて、コンソーシアムに報告があったものをزつか整理し

て報告していくこととする。

　事例のひとつ目は、2015年3月14日から18日まで仙台市で行われた第3回国連

๷災ੈ界会議の直前イベントとして2015年2月1日に実施された「ひとのちから

。りをおどる〜」であるف、りを奏でるف〜

　国連๷災ੈ界会議とは、国連加盟各国が๷災戦略について議論する国連主催

の会議で、第1回（1994年、於：ԣ浜）、第2回（2005年、於：神戸）とも日本

で開催されている。仙台市で開かれた第3回では、新しい国際的๷災指針であ

る「仙台๷災࿮組2015-2030」と、๷災に対する各国の政治的コミットメントを

示した「仙台એ言」が࠾୒されている。「ひとのちから〜فりを奏でる、فり

をおどる〜」は、この国例๷災ੈ界会議に連なるイベントとして、仙台市、第

3回国連๷災ੈ界会議仙台開催実行委員会、（公財）音楽の力による復興センタ

ー・東北3者の共催により、仙台メディアテークを会場として開催された。

　イベントの舞台は仙台メディアテークのオープンスクエア。舞台എܠとして、仙

台在住の画家、加川広重氏の巨大水࠼画「ઇにแまれる被災地」が置かれ、その

前面で、被災地に関わる各種の公演やトークショーが次々と行われた。プログラム

は、藤原貢氏による「遠野物語　第۝۝࿩」の朗読、18ੈ紀より続く金津流石関

子༂、被災地へのアウトリーチ活動を200公演以上続けて来た仙台チェンバーアࢰ

ンサンブルの演奏、バイオリン੡作の੟地としてしられるクレモナから被災地に寄

ଃされた4本のヴィオラを仙台ジュニアオーケストラ有志が演奏する「クレモナか

らのଃりもの」、被災地における復興コンサートをテーマとしたトークショー「ひと

のちから、音楽のちから」、　金津流石関ࢰ子༂をテーマとしたトークショー「ひと

のちから、གྷりのちから」、これも数多くの復興コンサートを行ってきたカルテット
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・フィデスの演奏、仙台オペラ協会の合唱、地元のバレエダンサーとヴΝイオリニ

ストによるགྷり「നい花」、そして仙台市民有志によるベートーベン交ڹ曲第۝番

第4楽ষ「ت׻の歌」。全てが地元のアーティストによる、またその多くが地元での

文化による復興支援に携わった人々による公演であり、また、トークであった。

　東北3県、被災地の文化芸術活動は、震災によるਙ大な被֐を受けた一方で、

その震災被֐に立ち向かう中で、他にはない新たな文化の力を築きつつある。

「ひとのちから〜فりを奏でる、فりをおどる〜」は、こうした東北の文化芸

術の今を઱やかに示した取組みとなっている。

˙৽ͨͳ文化ަྲྀͷ中৺஍に　ࡾ཮国ࡍ芸術2014ࡇ

　「ひとのちから〜فりを奏でる、فりをおどる〜」は୯発の総合ܕイベント

であるが、これに対し、2014年、2015年と定期開催されてきているのが「三陸

国際芸術祭」である。この仕掛け人が、JCDNの佐東範一氏。佐東氏は、コン

ソーシアムが取材した「三陸国際芸術祭報告と郷土芸能を通じた国際交流セミ

ナー」（2014年10月18日開催/主催：（独）国際交流基金/会場：国際交流基金　

JFICホール）において、その経Ңを伝えている。

　東日本大震災の発生の際、JCDNでは、ダンスアーティストに出来る最ળの

ことを考えた結果、׶えてダンスをགྷるのではなく、被災された方々の“から

だを΄ぐす”ことに集中しようと決அし、支援を開始した。しかし、『からだを

΄ぐせば、ここΖも΄ぐれてくる』と໏ଧったこの活動を1年続けていくうちに、

「こちらがしたいとࢥったことをやる、ということで本当に良いのだΖうか」と

いうٙ問がわいてきた。アーティスト側からԿかをしにいくと、たとえそれが

アート活動でなくても、結局、被災された方々は受け身となってしまう。人の

ためにԿかをしに行くのなら、地元の人が主໾になってこそではないのか。

　そこで出てきたのが、郷土芸能の੻を継ぐ人がいないと問題になっているのなら、

自分たちが習いに行って引き継いでしまうのはどうか、という『習いに行くͥʂ

東北へʂʂ』というプロジェクト。岩手県大船渡、大槌町、宮城県気仙沼などの

被災地域に଺在し、各地の郷土芸能を習うとともに、地元の方々と出会い、࿩し、

地域の文化にਂく৮れていく。そうした活動の中で、大船渡市郷土芸能協会副会

長を務める΄か、Ӝ浜念෹݋舞と金津流Ӝ浜ࢰ子༂の保ଘ会の会長も務めている

古水力氏と知ݾをಘた佐東氏は、古水氏と࿩をしているうちに、民俗芸能も、コ

ンテンポラリーダンスも、結局「同じੈ界」だという確信をಘたという。舞踏を

続けようとしてダンサーがやっていることも、民俗芸能を継承しようとして保ଘ
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会のメンバーがやっていることも、基本的に同じこと。それまで「民俗芸能」に

対してもっていた؆୯に足を踏み入れられないようなイメージが大きく変化した。

　加えて民俗芸能は想像以上にັ力的だった。佐東氏は、「今までは海外ばか

りを見て、気付くことが出来なかったけど、日本の中にこんなにੌいものがあ

るんだʂ」とিܸを受けたという。それならば、「ੈ界の人が東北に郷土芸能

を習いに来て、郷土芸能に৮れる機会となる芸術祭を作ってみたい」。ここに

三陸国際芸術祭の企画がスタートした。

　「三陸国際芸術祭2014」が開催されたのは2014年8月16日から24日までの9日間。

三陸の沿岸部各所を会場に東北地方の芸能やダンスとアジアの芸能が多༷なス

テージを܁り広げた。そのうち、コンソーシアム事務局で取材したものをྻ記

すると、コンテンポラリーダンス・アーティストのマニシア氏が大船渡市に1ヶ

月଺在し、三陸の人々と創り上げたコミュニティ・ダンス「時のྠ-PassinH 

throuHh our body」、三陸沿岸部に分布する郷土芸能「ދ舞」が一堂に会する「ޟ

石海岸ދ舞ڝ演会」、気仙沼།一のバレエスクール「気仙沼バレエソサエティ」

によるサイトスペシフィックダンス 「生命の森-足あとから風ܠになる」、ؖ国೶

楽、コミュニティダンス、バリ舞གྷ・ガムラン、そして金津流ࢰ子༂大܈舞に

よる『三陸・ؖ国・インドネシア、郷土芸能のڝ演』。国੶も༷々、舞གྷの形ଶも、

民俗芸能からバレエ、コンテンポラリーなど実に多༷なフェスティバルである。

　地域独自の文化形成には、創作や人材育成の努力に加え、それを広く知らし

め、拠点性・中心性をつくっていくことが有ޮである。日本全国、あるいはੈ

界の文化芸術に関心のある人々が、その土地に興ຯを持ち、その土地に訪れる

こと。そのことによって༷々な交流が生まれ、新しい文化が創造され、他にな

い文化資源として஝積していく。例えば、2000年から新ׁ県のӽ後࠺有地区で

実施されている「大地の芸術祭 ӽ後࠺有アートトリエンナーレ」は、サイト

スペシフィック・アートの分野でੈ界を代表するイベントへと成長し、高い国

際的な知名度をಘると共に、地域の交流人ޱ、定住人ޱの૿加に大きく寄与し

ている。音楽の例では、セイジ・オザワ 松本フェスティバル（چ称サイトウ

・キネン・フェスティバル松本）もそうした成功例にڍげられるだΖう。

　「三陸国際芸術祭」にみられる地域とੈ界をクロスオーバーさせていくタイ

プの芸術祭は、こうした拠点性をつくっていくՄ能性を豊かに持っている。三

陸を、ダンスあるいは芸能をひとつの中心地へとԡし上げていくこと。そのこ

とにより、三陸に、他にない文化資源を築きڍげていくこと。「三陸国際芸術祭」

のক来の成長への期待がかかる。

ˎ事務局レポート

芸術祭報告ࡍࠃ཮ࡾ」』
とڷ౔芸ೳを௨͡たࡍࠃ
ަྲྀセϛφー」に行ͬて
きましたɻ』（文化芸術に
よる復興推進コンソーシ
アム ウェブサイト　イ
ϕントϨポート　http://
bgfsc. jp/ report / report-
data/2790）

཮ࡾ」 芸術祭ࡍࠃ཮ࡾ』
、インυωシア・ࠃؖ・
ԋ」に行ͬڝ౔芸ೳのڷ
てきましたɻ』（文化芸術
による復興推進コンソー
シアム ウェブサイト　
イϕントϨポート　http://
bgfsc. jp/ report / report-
data/2219）
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˙਒ࡂͷ৘ܠΛ৽ͨͳアーτに　Ճ઒޿ॏڊେֆը͕͙ܨ東๺ͱਆ2014ށ

　地域独自の文化の創造は、音楽やダンス・芸能の分野だけでىこっていたわ

けではない。先に述べた「ひとのちから〜فりを奏でる、فりをおどる〜」で

もগし৮れたように、美術の分野では、仙台市在住の画家、加川広重氏が、震

災をテーマにした巨大水࠼画をඳき続けている。

　氏のඳく巨大水࠼画は大きさは、高さ5.4N、෯16.4̼にも及ぶ。震災テーマ

の第1作は氏があの日に感じた૕ࣦ感をඳいた「ઇにแまれる被災地」（2011年）、

第2作は、震災から1年半、町がফࣦし、建物の基礎とנ᛽だけが࢒る南三陸を

ඳいた「南三陸のԫ金」。コンソーシアムに寄せてくれたレポートでは、この2

作をඳいた段階で、加川氏には、あるアイディアがුかんできたという。「巨

大画は؍る人に、その場にいるような臨場感を感じさせることができる。それ

は強྽なリアリティを持つ舞台എܠになるのではないか。震災を表現してきた

୔山のジャンルのアーティストを集め、巨大画とコラボレーションすることで、

芸術的復興イベントができないか」。このアイディアを実現に移したのが、2回

にわたっておこなわれたイベント「かさͶがさͶの想い」である。

　第1回が行われたのは、2012年8月17日〜19日、仙台メディアテークのオープ

ンスクエアであった。「ઇにแまれる被災地」をഎܠに、仙台フィルハーモニ

ー管弦楽団カルテット・フィデスやクリスタルボウル奏者・遠藤園子氏の演奏、

、劇的朗読など東北のアーティストの演奏や朗読が行われた。続く第2回はࢻ

その1年後の2013年8月16日〜18日。場所は同じメディアパークで、ここでは「南

三陸のԫ金」をഎܠとした朗読、演奏、合唱が実施された。

「ઇにแまれる被災地」2011年制作　ࢴに水࠼　高さ5.4Nʷ෯16.4N

ˎ加川広重氏のレポート

『̡ 震災から3年ʳいつま
Ͱ΋๨れͳい 〜いま大੾
ͳの͸、つづけるʠΘʡ 
7ol.5〜 「ڊ大ֆը͕ܨい
ͩ東北とਆށ」』（文化芸
術による復興推進コンソ
ーシアム ウェブサイト　
コラム　http://bgfsc.jp/
column/column-data/2965）
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　「かさͶがさͶの想い」への൓応について氏はこう述べている。「『かさͶが

さͶの想い』は被災者を༊すイベントではありませでした。芸術表現はストレ

ートに感性にಧくので、ؑ৆者にとってより近くに震災を感じてしまう体験に

なったとࢥいます。

　しかし会場にはෆࢥ議な一体感が生まれていました。来場者の中には୔山の

ことをࢥい出され 、ྦされる方も多数いましたが、会場をڈる時には明日か

らの決意に満ちているようでした。芸術作品は؍る者の心に、Կらかの感情が

自発的に生まれる『機会』を作ります。被災者が芸術を通して震災と向き合う

ことで൵しみを৐りӽえ、内側から活力が生まれたのだとࢥいます。

　そして会場で一番多くࢲが聞いたのは『この絵を各地へ運んで、震災を伝え

てཉしい』 という声でした」。

　しかし、各地へ運んでといっても、個人の力では限りがある。その時、加

川氏が出会ったのが、阪神淡路大震災後、神戸の文化の復興を目指して7年間「ア

ート・エイド・神戸」の活動を行って来た島田誠氏である。この出会いから、

加川氏の作品は、もうひとつの大震災の地であった神戸へと導かれることに

なる。

　2013年3月20日〜31日にデザインクリエイティブセンター・神戸KITTOホ

ールで「加川広重『ઇにแまれる被災地』が繋ぐ東北と神戸」が開催。そして

ཌ年の2014年には、阪神淡路大震災がىこった1月17日にซせて「加川広重巨

大絵画が繋ぐ東北と神戸2014」が、同じKITTOホールで開かれることとなった。

「かさͶがさͶの想い」2012年8月17〜19日　せんだいメディアテーク

宮城三女OG合唱団
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この時は、朝5時46分、阪神淡路の発生時ࠁに神戸市໾所前の広場で行われた

௥ౣ式典にซせて会場もオープンしたという。巨大水࠼画というひとつの芸術

作品の力により、東日本と阪神淡路というふたつの震災の時間、記Աがつなが

ったのである。

　2014年には第3作となる「フクシマ」が׬成する。氏はその制作の状況につ

いてこう記述している。「2013年のळ、原発事ނのӨڹでډ住が制限されてい

る福島県大熊町、෋岡町、࿘ߐ町を訪れ、2年半もの間人が住んでいない町、

が全くそのままの状況などを見ました。宮城、岩֐れ果てた田畑、津೾の被ߥ

手で震災の被֐を見て来ましたが、全くҟ࣭で、ෆ気ຯな問題が解決しないま

まଘ在していることをഽで感じました。現地の方のお࿩を伺う内に、なんとか

そのౖりや൵しみ、そしてԚછされた大地や水、自વのౖりのようなものを表

現したいとࢥうようになり、作品のイメージが出来上がっていきました」。こ

の「フクシマ」が主໾となったのが、2015年1月10日〜18日に同じKITTOで

行われた「巨大絵画が繋ぐ東北と神戸2015フクシマ」である。

　氏の巨大水࠼画は、2016年3月11日、今度は海をӽえ、東日本大震災5年目の

節目にフランスで展示されることが決定している。ひとつの作品が現在の被災

地とかつての被災地を結び、そして、東北とੈ界をつなぐ。ここには文化の力

の確かなଘ在がある。

「加川広重巨大絵画が繋ぐ東北と神戸2014」2014年1月5〜17日　デザインクリエイティブセンター神戸KIITO

藤田Ղ代舞踏研究所「ಧける〜東北の地震と津೾と原発事ނで๢くなった数限りない命たちへ〜」
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˙ඃ͔ݝࡂΒੜ·Εる৽ͨͳ৿ྛ文化　৿ͷ͸͜सアーτϓϩジΣΫτ

　最後に紹介するのは、2014年から行われている福島県が主催する「森のはこ

舟アートプロジェクト」である。福島の豊かな森の代表である会津地域をフィ

ールドとして、༷々なアーティストが、森林文化を教えてくれる人々とプロジ

ェクトに参加する住民や市民とが協働し、その土地でしか創ることができない、

1回限りの作品を生み出していく。2014年の第1回プロジェクトでは、6月21日

からཌ 2015年の3月7日にかけて、ت多方市、西会津町、三島町の3ヶ所で、12

人のアーティストにより、12のプロジェクトが実施されている。

　福島県は、県土の7ׂが森林という、豊かな྘に恵まれた土地である。しかし、

東日本大震災により、浜の木々は津೾に流され、また、未િ有の原子力災֐に

より、広大な森林地帯がআછෆՄ能なまま放置されている。この被֐を༊し、

福島の新たな未来を築くために、このアートプロジェクトは始められた。しか

し、コンソーシアムにレポートを寄せてくれた福島県立博物館学芸員/森のは

こ舟アートプロジェクト実行委員会コーディネーターの川延安直氏によれば、

プロジェクトの原ܕは震災前から動いていたという。

　「福島県立博物館では、2010年・2011年・2012年と『会津・࣫の芸術祭』を開

催。2010年は会津若松市・ت多方市の市街地にあるଂやళฮを中心に、࣫を用

いた伝統工芸、現代アートを展示した。2011年にはエリアを奥会津と呼ばれる

会津地方の中山間地に拡大、アートの視点と࣫と人の営みを通して自વ環境と

文化、฻らしを考える構想だった。2012年にはྡ県の大規໛アートプロジェク

トとの連携も視野に入れていた。2011年3月には、奥会津の複数の町村担当者と

次年度に向けての会議を開いた。震災がىこったのはその数日後だった」。

　「2011年、いち早く文化芸術による復興支援の手を差し৳べてくれたのが、東京

都、東京文化発信プロジェクト室（現、アーツカウンシル東京）であった。東京

都による芸術文化を活用した被災地支援事業ART Support Tohoku-Tokyo

（ASTT）は福島県との共催事業となり現在も継続している。森のはこ舟アートプ

ロジェクトもその一環だ。ASTTで行った最初のプロジェクトが『ि຤アートス

クール』。放ࣹ能Ԛછから一時的にでも཭れて心身の健康を保とうとする保ཆプロ

ジェクトがこの時期数多く行われたが、ि຤アートスクールでは、放ࣹઢ量をة

ዧする必要のない会津地方の豊かな自વとアートを組み合わせたプログラムを三

島町・西会津町・ت多方市で実施した。参加者のみなさんに楽しんでいただくこ

とはもちΖんだが、各開催地での実行チームがアートプロジェクトの運営を経験

したことも大きな財産となり、今、森のはこ舟アートプロジェクトを支えている」。

ˎ川延安直氏のレポート

『森の͸こसアートプロ
ジェクト』（文化芸術によ
る復興推進コンソーシア
ム ウェブ サイト　コラ
ム　http://bgfsc.jp/column/
column-data/4801）
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　震災前から着実に動いていた森の文化を通じて福島の未来を創っていこうと

いう動き。そのベースと、震災をܖ機とした東京都のASTTとのつながりが、

今の「森のはこ舟」の基盤となっている。

　では、実際、どのようなアートプロジェクトが実施されたのだΖうか。同プ

ロジェクトの三島エリアで、2014年度、コーディネーターを務めた三澤真໵氏が、

三島エリアでの事例についてコンソーシアムにレポートを寄せてくれている。「三

島町エリアにも5人のアーティストが入り、地域の課題に地域の方々と向き合い、

アートを通して未来への風݀を開けようと三島町と向き合っている。そのなか

の1人に「食」をテーマに活動を続けているEAT � ART TAROというアーテ

ィストがいる。EAT � ART TAROは、本年度三島町間方（まがた）地区をフ

ィールドに、間方地区に今尚࢒る豊かな食文化『トチ໫』と『ઇ中ೲ౾』の作

り方をډࣳࢴのレシピにして࢒そうというプロジェクトを進めている。

　トチの実は、Կ段階もの行ఔを経なければ、上手くौみをൈくことができな

い。またઇ中ೲ౾に使う࿴は、うるち米の࿴でなければೲ౾にならないなど、

どちらの郷土食も要所要所にコツがいる。けれども、࿩を聞いただけでは上手

くイメージすることも࠶現することもできない。そして、どちらの料理も集落

のなかに作り手は、あとۇかに2、3人しか࢒っておらず、今伝えておかなけれ

ば歴史のॎࢳはまた1本ൈけ落ち、୼（΄こΖ）んでしまう。

　そこで、EAT � ART TAROは、元々間方地区のなかで村おこしのために

使われていた伝આや伝記のډࣳࢴの手法に着目し、『トチ໫』と『ઇ中ೲ౾』

の作り方をډࣳࢴのレシピにして地域に࢒していくことを決めた。

　またライトアートの૲分け的ଘ在、ѭ坂୎郎は三島町の大谷地区をフィール

ドに、震災以後エネルギーの在り方を見直す目的で立ち上がった『NPO会津

みしま自વエネルギー研究会』とዛ働して本年度プロジェクトを進めてきた。

　本プロジェクトは、水ंや、ペルチェૉ子と呼ばれるԹ度差によって発ిす

るૉ子を利用して、最先端の発ిシステムをプロジェクトメンバー自らが作り、

その風土にଈしたハイブリットな自વエネルギーのみを利用して、大谷地区の

山村風ܠをライトアップするࢼみである。またプロジェクトを進める中で、ஜ

೾大学の村上史明氏の協力もಘられ、ٕ術的なサポートや村上氏の授業をཤम

している学生18名も三島町へ入ってきて、プロジェクトを進展させている。Ώ

くΏくは、これらハイブリットな自વエネルギーを生活のなかにも取り入れて、

三島町のなかに最先端な自વエネルギー集落を発生させる、そんな目論みもѭ

坂୎郎のなかにはある」。

ˎ三澤真໵氏のレポート

『̡ 震災から3年ʳいつま
Ͱ΋๨れͳい 〜いま大੾
ͳの͸、つづけるʠΘʡ 
7ol.4〜 「͸こसに৐ͤた
り」』（文化芸術によるف
復興推進コンソーシアム 
ウェブサイト　コラム　
http:/ /bgfsc.jp/column/
column-data/2885）
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　三島地区では、よりアートに近いプログラムも実施されている。コンソーシ

アム事務局では、そのうちふたつを取材した。そのうちのひとつが、作家の古

川ٷ子氏による『三島和楽・土にفりをこめる』である。三島町早戸地区には

「神々の道」という石ൾがฒぶ道があり、ੲから信ڼのްい土地ฑであった。

また、同地区からは土ۮなどの遺物も発۷されている。この土地から೪土が取

れると地元のおംちΌんから࿩を聞いた古川氏は、そういった風土を踏まえ、

土を使ったおकりを創るプログラムを考えたという。

　もうひとつが、劇作家・演出家の平田オリザ氏による「地ࣳډをつくΖうᶗ」

である。このプロジェクトは、青年団による平田氏作の「ۜՏమ道の໷」の上

演と、三島町小・中学 校の生ెを対象とした演劇ワークショップのふたつよ

りなっている。平田氏の「ۜՏమ道の໷」は、そもそもパリの国立演劇センタ

ーの求めに応じて2009年に制作したもので、オリジナルは෹語版。フランスを

はじめとしてԭೄ、ソウル、台北で上演し、各地で高い評価を受けてきた。「地

。をつくΖうᶗ」で上演されたのはその日本語版であるډࣳ

　「ۜՏమ道の໷」はࢮをテーマとした作品でもある。平田氏は、「『ۜՏమ道の

໷』は色々な読み方ができる作品ですが、෹語版を作るにあたっては、『友人の

用し࠾めながら成長していく子どもの物語』 というシンプルな視点をࢭを受けࢮ

ました。これはまったくۮવですが、そのことが被災地でも、被災地以外でも、

子どもたちの心に化学൓応をىこせるならばとئっています」と語っている。

　「森のはこ舟アートプロジェクト2014」では、この他にも、実に༷々なプロ

ジェクトが展開された。三島町では他に、神社の神事と書道を組み合わせたプ

ロジェクトが行われ、ت多方市や西会津町では、生け花と神楽の༥合や住民の

想いのԾ想博物館化、絵画やとうΖうづくりを通じての૲木とのコミュニケー

ションなどなど、どれもこれも一言ではઆ明仕切れない、これまでにはないア

ート活動が実施されている。

　ただ、これらの多༷な活動には、確実に共通しているものがある。この土地

ならではの風土・歴史をഎෛっていること、それをアーティストという৮ഔが

地域の方々との長い期間を掛けた協働の中で引き出していること、そしてその

結果として他のどこにもない新たな価஋が生まれているということだ。アート

とは、表現行ҝであり、コミュニケーションの活動でもある。ී通に生活して

いてはなかなか目に見えない土地土地のๅを、アートは、目に見えるものとし

て表現し、それを通じて、人々に共有させていくことができる。「森のはこ舟

アートプロジェクト2014」の各プロジェクトは、そうしたアートの持つ力を、

ˎ事務局レポート

『「森の͸こसアートプロ
ジェクト」に行ͬてきま
したɻ』（文化芸術による
復興推進コンソーシアム 
ウェブサイト　Ϩポート　
http: / /bgfsc. jp / repor t /
report-data/2696）

『森の͸こसアートプロ
ジェクト̎̌̍̐・ࡾౡ
Τリア ஍ࣳډをつくろ͏
・ᶗ「平ాΦリβԋܶプ
ロジェクト」に参Ճしま
したɻ』（文化芸術による
復興推進コンソーシアム 
ウェブサイト　Ϩポート　
http: / /bgfsc. jp / repor t /
report-data/2924）
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じっくりと時間を掛け、見事に花࡙かせている。

　川延氏は、「森のはこ舟アートプロジェクト」により、地域が動き始めたと

いう。「森のはこ舟アートプロジェクトは、森に関わるアートを生み出す他に、

地域に無形の活力を注ぎ始めている。プロジェクトの運営を通じてアートが地

域にਁಁすることはもちΖん、アートがΏるやかなඥ帯となって、༷々な人と

団体がつながり始めたのだ。分野・専門といった境界をするりと৐りӽえるの

がアートの特性であり、その力が市町村の各エリア内、さらにҟなるエリア間

の連携を生んでいる。

　パートナーシッププログラムもうれしい成果のひとつだ。森のはこ舟アート

プロジェクトによって結ばれたアーティストと地域の関係は、主催者側の༧想

を௒えた自主的プログラムの展開をさせている。例えば、三島町では、ࡢ年の

プログラムで参加していただいた書家の千葉清ཟさんが引き続き地区の催しに

参加している。小中学校で行った演劇のプログラムは、学校行事として取り組

むことが検討されている。西会津町で行った華道家のยۅ功ರさんのワークシ

ョップは೤྽なフΝンを生み、アーティストの手を཭れて県内各地で開催され

るようになった。南相馬市では『海と山の結ࠗ式』と題してワークショップが

行われ、西会津町、いわき市のワークショップ経験者が南相馬市の主催者と協

働して運営にあたった。ت多方市では、アーティスト岩間賢さんの地道な活動

が行政を動かし、市が支援を始めた」。

　本体プロジェクトからスピンオフ的に発生したプログラムを「森のはこ舟ア

ートプロジェクト」ではパートナーシップ・プログラムとして位置付けている。

このパートナーシップが૿えていく、ということは、地域が自立し、自らの意

図で新たに歩み始めていることを意ຯしている。アートが持つコミュニケーシ

ョンの力は、人と人、地域と地域を結びつけ、それにより༷々な地域主体の活

動を生み出しているのだ。

　「森のはこ舟アートプロジェクト」は、2015年度も、「森のはこ舟アートプロ

ジェクト2015」として࠶び動き始めている。今回は、地域も、ழබ代と北Ԙ原

の2地区を加えた5地区に拡大した。アートによる福島࠶生のࢼみはまだ始まっ

たばかりである。
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1ɽʮͭͨ͑るʯ׆ಈͷຊ֨化　΢Σϒαイτͱ4/4ͷల։	

˙΢Σϒαイτͷڧ化

　2011年度、2012年度と「つどう」及び「しらべる」を活動の主࣠としていた

コンソーシアムだが、2013年度から、被災地での文化支援により積極的に関わ

る活動へとシフトしていくこととなった。その活動のひとつが、「つたえる」

ʹウェブサイト、メールマガジン、SNSなどでの情報発信である。

　コンソーシアムのウェブサイト自体は、طに前年度の2012年8月15日にオー

プンしている。しかし、立ち上げ当初のウェブサイトは、コンソーシアムの賛

同者集めの受け皿の機能、シンポジウム開催などコンソーシアムからのお知ら

せ、及びコンソーシアムの調査研究報告書をはじめとする各種制作物のPDF

ダウンロードがメインとなっており、「つどう」及び「しらべる」活動の一部

としての性格が強かった。このウェブサイトを、2012年度10月ࠒからから被災

地における文化支援活動を全国に広く「つたえる」活動のためのものとして拡

充し始め、ひと通りの形になったのが2013年度以降ということになる。

　具体的には、2012年度後半から2013年度にかけて3つのコンテンツの拡充を

行っている。ひとつは2012年度から始めた支援団体からの助成情報、復興推進

イベントの開催のお知らせなどの被災地への文化支援を行うにあたって必要と

なる情報の配信、※ふたつ目は、これも2012年度から実施した学識経験者、ア

ーティスト、劇場関係者等による被災地の状況や活動、今後の課題などに関す

るフォーラム、3つ目は2013年度後半より開始した文化芸術による復興推進に

関して各地で行われているプロジェクトの取材報告レポートである。このうち

フォーラムについては、2012年度に47本、13年度に25本掲載し、14年度からは、

万人に読まれやすい「コラム」として13本を掲載した。取材報告レポートとし

ては、2013年度に、「ARTS for HOPE報告会」、「GFSC希望の和太ޑプロジェ

クト」、「福島オールスター百՟ళ」などの5本、2014年度に「全国こども民俗

芸能大会・伝統文化継承フォーラム」、「みやぎびっきの会Presents 東北応援

LIVE　希望ʂ結ぼうʂレインボウʂ」「東日本大震災子ども舞台支援事業　

3.11を忘れない　ᴷ今また、青いௗを求めてᴷ」などの25本を発信している。

ᶘɽʮͭͨ͑るʯͱʮͭͳ͙ʯ΁
コンソーシアムͷ׆ಈه࿥

˞2013年度にウェブサイ
トのվྑを行い、それま
Ͱの「フΥーラム」͸、
コンςンπに֮ࢹతཁૉ
を全໘に取りೖれ、被災
஍のঢ়گ΍活動͕ສ人に
఻Θり΍すい「コラム」
として、ࡌܝするよ͏に
ͳͬたɻ
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˙4/4ͱϝーϧϚΨジン

　ウェブサイトのコンテンツの充実を図る一方で、情報伝ୡ手段についても拡

充を実施した。ひとつはSNS対応。当初からTwitterには対応し、更新情報を

配信していたが、これに加えて2014年1月16日よりFacebook上でのページ運

用を開始した。Facebookは、Twitterとൺֱして、「いいͶʂ」による拡ࢄや

౤ߘ記事へのコメントがՄ能なうえ、ビジターによる౤ߘがՄ能など多༷な機

能が౥載されており、また、写真の取ѻも容қにできることから、SNSを経由

しての情報発信や༷々な関係者との情報交流を大෯に拡大することができた。

　もうひとつの情報伝ୡ手段の拡充は、メールマガジンの定期刊行である。そ

れまでもదٓコンソーシアムからのお知らせなどのメール配信を行っていたが、

それを、2013年10月より月1回の定期刊行としている。内容は、「コンソーシア

ムからのお知らせ」、「助成情報」、「ピックアップ（注目の復興イベントをこ紹

介するもの）」の3本立てであり、ウェブサイトのコンテンツ更新と全て連動し

て展開している。

Facebookページ
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˙΢Σϒαイτͷར༻֦େ

　上述した施策に加え、2014年2月にはウェブサイト自体の使いやすさの向上

を目指してリニューアルを実施した。この結果、ウェブサイトの月間利用者数

や閲覧ページ数は次第に૿加し、2015年3月には、月間利用者数（ユニークユ

ーザー数）が5
632人、閲覧ページ数（ページ・ビュー数）が107
342PVと過ڈ

最高にୡした。2013年度から2014年度への૿加཰をみると、月間利用者数で

245ˋ、閲覧ページ数で696ˋと大෯な৳びを示しており、「つたえる」活動が

一定の成果を上げてきたことがわかる。

　月間利用者数5千人台というのは決して大ܕウェブサイトの数஋ではないが、

被災地における文化支援という限定的な領域における情報発信であることを考

えると、一定の成果は上げていたものと考えられる。また、コンテンツ内容と

してみると、他に文化芸術による東日本大震災の復興についての情報（各地の

復興イベントや助成情報など）をあるఔ度໢ཏ的に行っていたとこΖはなく、

その意ຯでも、コンソーシアムの「つたえる」活動は、貴重なものであった。
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 閲覧ページ数（PV数）月別推移

月
一意な

訪問者数
訪問数 PV ヒット

PV/一意
な訪問数

3月 2 
 299 5 
 316 15 
414 58 
 307 6 .7 

4月 2 
407 5 
 876 21 
 215 66 
 990 8 . 8 

5月 2 
 336 6 
 209 21 
 869 60 
484 9 .4 

6月 2 
 365 6 
 895 98 
755 232 
 380 41 . 8 

7月 2 
 816 8 
 864 99 
 697 212 
 006 35 .4 

8月 2 
 382 9 
 077 48 
132 103 
 598 20 . 2 

9月 2 
 579 7
 522 68 
 389 161 
 261 26 . 5 

10月 2 
468 7
 300 60 
 027 125 
 643 24 . 3 

11月 2 
 377 7
141 101 
783 166 
 546 42 . 8 

12月

15ʟ1月

15ʟ2月

15ʟ3月

2 
686 7
 664 98 
 960 167
 830 36 . 8 

2 
 859 6 
777 58 
 850 136 
 946 20 . 6 

3 
717 8 
 072 65 
 899 171 
713 17.7 

5 
 632 11 
139 107
 342 315 
 963 19 .1 

「ˎ閲覧ページ数（PV数）

月別推移」

『平成26年度　事業報告
書』（文化芸術による復
興推進コンソーシアム設
立準備事務局　平成27年
3月発行）P45「月ผ推Ҡ」
より引用
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2ɽʮͭͳ͙ʯ׆ಈͷ։࢝ͱల։　ඃࡂ஍ͱࢧԉऀΛ݁Ϳ

˙ඃࡂ஍ͱࢧԉऀΛ݁Ϳ中ؒ૊৫に

　2013年度〜2014年度のコンソーシアムの活動課題は、2年間にわたる「しら

べる」活動を踏まえ、コンソーシアムとしてどのように文化芸術による復興支

援を加଎させることができるか、そのあり方を確立していくことにあった。資

金や義援金の提供ということでは、طに多くの助成団体が活動し、また、芸術

文化団体も個別にチャリティ公演などを実施していた。同༷に、文化芸術によ

る支援活動自体についても、個別の芸術文化団体やアーティスト、あるいは地

元の受け皿団体が多種多༷に実ફを重Ͷており、コンソーシアムという立場で

そこに屋上屋を重Ͷるようにいくつか活動を௥加しても、大きな意義が出てく

るとはࢥえなかった。

　こうした中、コンソーシアムとして注目したのが、支援側と被災地側を結

ぶ中間支援という໾回りであった。前ষで「音楽の力復興センター・東北」

の大澤氏が指ఠしていたように、有ޮな支援が、コストޮ཰高く、現場業務

としても円滑に行われるためには、支援したい側と支援を受ける側をద切に

結びつけていくコーディネーター໾が必要となる。この໾回りの一部を担う

ことで、文化芸術による復興支援をより円滑に行えるようにできないか。コ

ンソーシアムは、各芸術文化団体や国・自治体、文化芸術支援に関心の高い

民間企業や教育団体などが、つどってできたネットワークである。そうした

ネットワークとしての特性をうまく活かすことができれば、他にはできない

コーディネート機能を持った中間組織となりうるのではないか。これが基本

的な方針となった。

˙ඃࡂ஍ͱͷωοτϫーΫͷ֬立

　上記の問題意識の下、被災地とのネットワークを強化するため、コンソーシ

アムではै来からの復興推進委員の制度を継続すると共に、2013年度よりふた

つの施策を௥加で実施している。ひとつは被災地とのネットワークを強化する

ための施策であり、具体的にはコンソーシアム東北事務所の設置（2014年より

「東北センター」にվ称）と、ネットワークの強化や支援者側と被災地側のマ

ッチング活動など中間組織としての活動の支援を行うエグゼクティヴ・コーデ

ィネーターの配置である。このことにより、コンソーシアムは、2013年度から、

東京事務所と東北事務所の2事務所体制となった。

2013 2014
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　このうち東北事務所については、（公財）音楽の力復興センター・東北に受

け皿団体としてご協力いただき、現地での活動を担っていただいた。具体的に

は、現地団体施設や復興支援活動への取材、後述する中間組織としての各種の

マッチング活動の実施などを行っている。

　もうひとつのエグゼクティヴ・コーディネーターの制度は、主に東北事務所

の活動を強化するため、現地の情報収集とマッチング活動支援を行う人材を配

置するものである。このエグゼクティヴ・コーディネーターは、東京事務所と

東北事務所（東北センター）との連絡調整や被災地の各種活動の情報収集を担

当した。

˙௕ظతͳ復興ࢧԉͷςーϚͷߏஙͱݕ౼会ٞͷ։࠵

　被災地と支援者を結ぶといっても、୯に「ご相談ください」と受け身の࢟

勢で待っているだけでは、具体的な成果につながらない。そこで、コンソー

シアムでは、過2ڈ年の「しらべる」活動の成果を踏まえ、復興支援において

長期的に重要となると考えられるテーマを設定。そこにおける復興支援活動

をଅ進していくためにはԿが課題で、どのような対策が考えられるか。また

中間組織としてどのような໾ׂを果たしていけばいいのかをਂ۷りしていく

こととした。

　この最初の活動となったのが、2013年10月18日に福島県郡山市の郡山市民文

化センターで開催された「支援・受援ネットワーク会議」である。この会議で

は、「テーマ1　復興と伝統芸能の力（コーディネーター：志賀野桂一氏）」、「テ

ーマ2　子どもの未来のために（コーディネーター：渡辺一雄氏）」、「テーマ3　

被災地からの創造発信（コーディネーター：大澤隆夫氏）」と3つのテーマを立

て、長期に亘る復興支援を行っていくためにはどのような方向性がありうるの

か、議論が行われた。ここでの議論は、後述する2014年度のプロジェクト創出

事業や東京事務所での復興推進イベントへの具体協力へとつながっている。

　また、2013年度は、この受援・支援ネットワーク会議のフォローアップとし

て、「郷土芸能プロジェクト検討会」（2014年1月29日、仙台市市民活動サポー

トセンターで開催）、「文化施設連携会議」（2014年1月30日、岩手県民会館で開

催）を実施すると共に、無形文化遺産情報ネットワークとの間で2回にわたっ

て情報交換を行っている。
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˙アンέーτによるࢧԉଆ/डԉଆͷ۩ମతͳχーζͷ೺Ѳ

　実際に中間組織として༷々なコーディネート活動を行っていくためには、支

援側・受援側双方の課題やニーズを把握しておくことが求められる。この実現

のため、2013年7〜9月に、コンソーシアムではアンケート調査をふたつ実施し

ている。

　ひとつ目のアンケート調査は、コンソーシアムの賛同団体及び個人を対象と

したもので、送付 260 件に対し、48 件から回答があった。うち受援側団体が 

21 件、支援側団体が 27 件である。復興支援活動実施の課題において最も多か

ったのは「活動資金・事業අ」の13件であり、資金の問題がやはり大きいこと

がわかる。一方、活動支援の種ྨとしては「アーティストの活動をコーディネ

ートできる人材の支援」が12件と多く、支援のテーマとしては「子どもを対象

とした文化芸術活動」17件、ついで「郷土芸能や祭り等地域の行事への復興」

の10件となっている。

　もうひとつのアンケート調査は、文化芸術への支援を行っている財団及び企

業へのアンケートで、138件を送付し、9つの財団と4つの企業から回答をಘた。

結果を見ると、多かった意見として、支援活動分野及び支援方法では「ื金や

助成等の資金面の援助」（7件）、課題としては「被災地での具体的なニーズの

把握」（7件）がڍげられる。

˙۩ମతͳϚονンά׆ಈͷల։

　コンソーシアムでは、これまで述べてきた支援者と被災地を結ぶための環境

整備の活動に加えて、実際に支援者と被災地をコーディネートするためのマッ

チング活動も展開してきている。こうしたマッチング活動については、2012年

度より、問合せの対応として例外的に対応してきたが、2013年度より、東北事

務所（東北センター）やエグゼクティヴ・コーディネーター、受援・支援ネッ

トワークなどの各種会議、そしてアンケート調査の結果を踏まえ、積極的に実

施していくこととした。

　マッチング活動の数としては、2012年度に支援側5団体、2013年度に支援側

19団体・個人/受援側7団体・個人、2014年度に支援側3団体、受援側1団体か

ら依頼を受け、対応を実施している。対応の内容としては現地情報や助成団体

情報などの情報提供や、コンソーシアムのウェブサイト等での広報協力、復興

イベントの場所のコーディネートなどが多いが、企画協力や資金協力に向けて

のコーディネートなどより踏みࠐんだマッチングも実施している。

2013 2014
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˙Ϛονンά׆ಈͷ成Ռ

　2012年度からのマッチング活動の主な成果としては、以下の6件をあげるこ

とができる。

　ひとつ目は2012年度の読ച新聞大阪本社からの「和のここΖを語るリレーक़」

開催にあたっての受け入れ自治体のコーディネートである。読ച新聞社では

2011年、੟ಙ太子の1400年ޚ遠سに当たる2021年に向け、「੟ಙ太子1400年の

を受けた֐り」キャンペーンを立ち上げ、その一環として、震災で大きな被ف

岩手・宮城・福島で「和のここΖを語るリレーक़」を行うことを企画していた。

これに対し、コンソーシアムでは、岩手県・宮城県・福島県の沿岸市町村のう

ち33市町村にి࿩とFAXでझࢫを伝えて確認をとり、岩手県と宮城県につい

て数カ所から受け入れՄ能との連絡をಘて読ച新聞社につなげた。この結果、

2013年2月27日〜3月1日で岩手県大槌町と宮城県石巻市、福島県郡山市での開

催が決まっている。

　ふたつ目は、日本たばこ産業株式会社CSR推進部社会貢献室からの「文化

芸術を通した被災地支援を検討しており、現地ニーズに沿い、かつJTのコン

セプトに合கする支援を行っている団体（プロジェクト）の選定に協力してཉ

しい」という依頼への対応である。これについては、2013年度に福島県の「森

林文化の活用による地域࠶生事業」を紹介し、「森のはこ舟アートプロジェク

ト2014」への資金協力（協賛）という形に結実した。コンソーシアムでは、こ

の経Ңを受け、ウェブサイトやFacebookによる広報協力も行っている。

　3つ目は、日生劇場（ニッセイ文化振興財団）からの相談である。日生劇場

では2011年より、被災地の子どもたちにクラシックコンサートや人形劇の無料

公演を続けていた。しかし、3年が経過し、復興の度合いにも地域差が見られ

る中、どこで公演すれば高いޮ果がಘられるかとの೰みを๊えるようになって

いた。これに対してコンソーシアムでは、「支援・受援ネットワーク会議」に

参加していただくことを通じて現地と結び、ద切な学校選定が行えるよう協力

を行った。また、事業のプレスリリースにも協力した。この事業については、

2013年度より協力を開始し、14年度、15年度とຖ年の学校選定のコーディネー

トを行っている。

　4つ目は、（公社）日本尺八連盟からの依頼である。同連盟には震災発生後被

災地支援の目的で義援金が集まっており、また、会員の方から尺八ී及のため

に小中学校に向けて 600 本のԘビ管をૉ材にした 尺八を寄ଃされていた。そ

こで、被災地の小中学校に出向き、๜楽の体験学習と尺八の寄ଃを行うことと

2013ˠ2014　ᶗɽٸۓର͔ࡦΒʮ৽͠い౦๺ʯ΁　2013年͔Β14年のه࿥
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　5つ目は「加川広重 巨大絵画が繋ぐ東北と神戸 2015」への協力である。こ

れについては、先に述べた「受援・支援ネットワーク会議」で前身の「かさͶ

がさͶの想い」の報告をしてもらったことが経Ңとなって、コンソーシアムで

広報協力をすると共に、全国公立文化施設協会の資金援助にもつなげている。

　6つ目は「歌によるソーシャル・インクルージョン・イン・福島」である。文

化庁より公ืで事業を受託した東京ೋ期会と藤原歌劇団より、福島県内のආ೉

解আ区域において公演とワークショップを行いたいࢫの相談があり、地域の状

況調査や開催場所の選定、地域に沿ったプログラムの企画支援・ コンサートの

運営協力などを行った。また、同事業については、映像記録の作成でも協力した。

˙東๺ηンλーによるϓϩジΣΫτ૑ग़

　東北センターでは、「支援・受援ネットワーク会議」の成果を受け、2014年度、

（1）「民俗芸能」  （2）「文化施設の連携」  （3）「子ども」の3つの分野において、

長期的な復興支援につながるプロジェクトを創出する活動を行っている。この

うち（1）「民俗芸能」については、福島県認定のNPO団体である「民俗芸能

を継承するふくしまの会」の設立という成果を上げている。

　「民俗芸能を継承するふくしまの会」設立に向けての活動は、福島県におけ

し、受け皿となる学校を୳していた。この相談を受けたコンソーシアムでは、

コンソーシアム東北事務所と渡辺エグゼクティヴ・コーディネーターが஥介を

担い、石巻市教育委員会を通し公立学校にর会し、市立住吉中学校（2013年12

月3日）、同౧生中学校（12月4日）がそれͧれ受け入れを決定、特別授業が実

施された。同事業については2014年度もコンソーシアムでコーディネートを実

施しており、郡山市立ت久田小学校/田村市立常葉中学校で開催されている。

2013 2014
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ˎ事務局レポート

『̡ 取ࡐϨポートʳ๜楽体
शを௨͡た被災஍のֶݧ
子Ͳ΋たͪの৺の支援』

（文化芸術による復興推
進コンソーシアム ウェブ
サイト　Ϩポート　http://
bgfsc. jp/ report / report-
data/2993）

『๜楽体ֶݧशಉ行取ࡐ
から』（文化芸術による復
興推進コンソーシアム ウ
ェ ブ サ イト　 コ ラ ム　
http:/ /bgfsc.jp/column/
column-data/1840）

懸命に音出しをする子どもたち（ت久田小学校）
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る民俗芸能活動の持続的復興支援の「仕掛け」として相応しい中間団体の設立

を目指し、コンソーシアム東北センター側から、民俗芸能学会福島調査団団長

の懸田弘訓氏と郡山女子大学短期大学部教授上野智子氏に概要を提案。ซせて

同大学の理解をಘて、学内施設に臨時の事務所開設をさせていただくことから

始まった。この動きは、その後、同༷の組織が必要と考えて県に協力要請をし

ていた文化庁伝統文化課との連携、さらには「森のはこ舟アートプロジェクト」

などでコンソーシアムとの接৮があった県庁の参加をಘて、2014年12月17日、

県主導でNPO法人を設立し、県の伝統芸能保ଘ関連事業の業務委託༧ࢉを主

な活動༧ࢉに充てることが決定された。同団体は、その後、2015年4月27日に

NPO法人として認Մを受け、活動を開始している。

　一方、（2）「文化施設の連携」については検討準備会の開催、（3）「子ども」

については子ども支援団体へのアンケート調査による実情把握を行っている。

　これまで見てきたように、2013年度・2014年度のコンソーシアムでは、被災

地区の文化芸術による復興支援に向け、「つたえる」（現地の情報を、現地間で、

また全国に主にウェブメディアを通じて広く発信する）と「つなぐ」（支援者

と被災地のコーディネートの実施を行う）というふたつの領域での活動を続け

てきた。その結果、まだ数はগないものの、具体的なマッチング成果もزつか

生まれてきている。特に、原子力災֐によるආ೉が続く中、民俗芸能の継承が

ぶまれている福島県において、継続的に支援を行っていくプラットフォームة

となる公的な中間組織である「民俗芸能を継承するふくしまの会」の設立にこ

ぎ着けたことは大きな成果だったということができるだΖう。同会では、2015

年度、伝統芸能サポーター派遣事業、伝統芸能団体交流・連携ଅ進事業、伝統

芸能公演事業の3つの事業を開始。また、復興庁「心の復興事業」との調整の下、

同事業に福島県南相馬市の「ߐਨお浜下り」が࠾୒されている。

　とはいえ、課題は多く࢒っている。長期の復興支援においてテーマとしてڍ

げていた「子ども」や「文化施設間の連携」、あるいは「被災地からの文化創造」

といった領域については、日生劇場や「森のはこ舟アートプロジェクト」など

の個別のマッチングは実現できたものの、未だద切な中間組織の構築にはࢸっ

ていない。また、中間組織が構築できた民俗芸能についても、では他県はどう

するのか、という課題が࢒る。

　そして、Կより重要なのは、こうした文化芸術による復興支援を長期に継続

していく体制を整えることである。2015年度は、この「つづける」ということ

を考える年になる。
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　2016年3月11日。東日本大震災からちΐうど5年の節目の日である。

この5年間で文化芸術は東日本大震災の復興にԿをなしえたか。また、その努

力を今後も続けていくためには、どのようなことが必要か。2015年度は、コン

ソーシアムとしても、そういった振り返りのもとに、今後への活動継続に向け

てのありようを考える節目の時期であった。

　ここでは、震災後5年という節目の時期に当たり、これまでの経Ңを振り返

ることを通じて、震災復興における文化の力の意義とはԿであったか、また、

それをよりよく発揮していくためにはԿが必要となるのかについて、コンソー

シアム5年の経験を踏まえ、整理していくこととしたい。

1ɽ਒࣌ࡂͷ文化施設ͷ͋Γํ　人ʑΛकるڌ఺ͮ͘Γ

˙ආ೉࣌ͷ܇ڭ　ɿ　૝ఆ֎Λͳ͘͢ආ೉Ϛχϡアϧͷॆ࣮

　今回の震災の第一の教訓は、震災・津೾などの災֐への備えそのものである。

第1部（2011年〜2012年）で述べたように、今回の震災では、ホールや美術館

・博物館などの文化施設自体も大きな被֐を受けた。先にも৮れた「東日本大

震災による劇場・ホール被֐に関するアンケート調査」によれば、震災発生に

൐うආ೉自体は多くの施設で概Ͷマニュアル通りに実施されており、震災時に

「特に༠導しなかった」という回答は、岩手県・宮城県・福島県・ҵ城県（ 以

下「太平洋側4県」とする）の調査回答78施設のうちۇか1館にࢭまる。このア

ンケートの結果を見る限り、震災時のආ೉は概Ͷうまくいったといっていいだ

Ζう。また、この時点では、震災による٬؍・利用者や職員の重঱やࢮ๢・行

方ෆ明の報告も出ていなかった（ただし、これはあくまでアンケートに回答い

ただけた施設のみからの報告であり、被֐が多く、アンケート回答ができなか

った施設の状況については含まれていないことに留意する必要がある）。

　上記は公立のホールܥ施設に限った結果であり、これも第1部で৮れたように、

ᶗɽ਒͔ࡂΒ�年
文化ͷ力͸ԿΛͳ͑ͨ͠ͷ͔

ʮ͚ͭͮるʯに͚ͯ޲
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陸前高田市の市立博物館で職員6名が全て命を落とすなど、美術館・博物館施

設では人的な被֐も報告されている。この΄か、日本博物館協会によれば、石

巻文化センターでも職員が1人行方ෆ明となっているという（2011年5月຤時点

での調査結果/対象は博物館協会会員施設）。想定外の大津೾がऻってくる中、

。ってしまったのであるࢸଘのマニュアルでは౸ఈ対応できない状況に立ちط

　今後の震災対応に当たっては、現状のආ೉༠導マニュアルなどを踏まえつつ、

東日本大震災でಘた貴重な経験、特に津೾対策の教訓をそこに積み重Ͷていく

ことが求められよう。

観客・利用者の避難誘導方法（複数回答）

観客・利用者自身が
自主的に避難

31.6（102）
42.3（33）

57.0（184）
73.1（51）

24.5（79）
35.9（28）

26.9（87）

20.5（16）

13.6（44）
1.3（1）

4.3（14）
3.8（3）

8.7（28）
10.3（8）

職員が客席・利用室に行き
避難誘導

職員が行く前に避難が始まり
出口付近で誘導

非常放送によるアナウンス

特に誘導しなかった

その他

観客・利用者なし
全体（n=323） 太平洋側4県（n=78）

※単位は％　（　）内は実数

観客・利用者の被害状況（単数回答）

一切なし 軽傷（病院に行かず） 救急車で病院へ

97.9（415）

94.3（82）

0.2
（1）

5.7
（5）

0.0
（0）

全体
（n=424）

太平洋側４県
（n=87）

1.9
（8）

※「入院」、「死亡・行方不明」者はいなかったので図には表さず

※単位は％　（　）内は実数

利用者のආ೉・٬؍」ˎ

༠導方法」

『公立文化施設のリεク
Ϛωジϝントϋンυブο
ク　東日本大震災からの
教܇にֶͿ』（ࣾ団法人
全ࠃ公立文化施設ڠ会　
平 成24年3月 発 行 ）P49
より引用

֐利用者の被・٬؍」ˎ

状況」

『公立文化施設のリεク
Ϛωジϝントϋンυブο
ク　東日本大震災からの
教܇にֶͿ』（ࣾ団法人
全ࠃ公立文化施設ڠ会　
平 成24年3月 発 行 ）P51
より引用
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化΁ͷରԠٺங໘ͰͷରԠ　ɿ　ಛఆ௻Γఱ井ͱ࿝ݐ˙

　人的被֐が཈えられたといっても、震災で建築物自体にӨڹがなかったわけ

ではない。先のアンケートによれば、太平洋側4県の公立のホールܥ施設で、

構造ۥ体に被֐があったのは58.4ˋ、舞台機構被71.3֐ˋ、舞台র明設備被֐

92.9ˋ、舞台音ڹ被٬、ˋ93.2֐席ఱ井被61.2֐ˋとなっており、特に舞台関

係で༷々な被֐が報告されている。

建築躯体、客席天井の被害有無（単数回答）

舞台設備の被害有無（単数回答）

被害あり 被害なし

29.8（128）

58.4（52）

70.2（301）

41.6（37）

全体
（n=429）

太平洋側4県
（n=89）

24.3（98）

61.2（52）

75.7（305）

38.8（33）

全体
（n=403）

太平洋側4県
（n=85）

害
被
体
躯
造
構

害
被
井
天
席
客

82.2（106）

71.3（57）

17.8（23）

28.8（23）

全体
（n=129）

太平洋側4県
（n=80）

76.5（65）

92.9（39）

23.5（20）

7.1
（3）

全体
（n=85）

太平洋側4県
（n=42）

害
被
構
機
台
舞

害
被
備
設
明
照
台
舞

70.0（56）

93.2（41）

30.0（24）

6.8
（3）

全体
（n=80）

太平洋側4県
（n=44）害

被
響
音
台
舞

※単位は％　（　）内は実数

※単位は％　（　）内は実数

ˎ「建築ۥ体、٬席ఱ井

の被֐有無」「部ୂ設備

の被֐有無」

『公立文化施設のリεク
Ϛωジϝントϋンυブο
ク　東日本大震災からの
教܇にֶͿ』（ࣾ団法人
全ࠃ公立文化施設ڠ会　
平 成24年3月 発 行 ）P53
より引用

　この中でも大きな課題となったのが、先にも述べたఱ井の่落である。当初

からݥة性が想定されていた舞台上の機器の落下等とはҟなり、٬席部分のఱ

井がഁଛ、さらには่落は、事前の༧想があまりなされていなかった。幸いな

ことに多くの施設は本番中ではなく、また、本番中の施設もආ೉後にఱ井の่

落がىこったことから公立文化施設での人的な被֐はなくて済んでいるが、民

間施設では、۝段会館のような൵劇もىこっている。こうした被֐の࠶発を๷

ぐため、طに2014年1月より、ఱ井୤落への対応を義務付けた新たな建築基準

2015
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法施行ྩ等が施行されており、一ࠁも早い対応が望まれる。

　また、構造ۥ体の被֐は、公立文化施設の࿝ٺ化問題に新たな光を当てるも

のともなった。地方財政がඡഭする一方で公立文化施設の࿝ٺ化は進行してお

り、未だچ଱震基準のまま଱震化補मが行われていない館も多い。こうした࿝

対策における大֐化施設をどのように更新していくかも、公立文化施設の災ٺ

きな課題として立ち現れている。

˙ආ೉ऀ΁ͷରԠ　ɿ　文化施設ͷڌ֐ࡂ఺化ͷඞཁੑ

　東日本大震災直後、東北3県を中心に、各地の公共施設は、着の身着のまま

で津೾被֐からಀれてきた多くのආ೉者の方でҲれることになった。その後す

ぐに、今度は福島県で、原子力災֐による住民ආ೉が始まる。また、東北各県

以外でも、東日本大震災は、ؼ୐ࠔ೉者という多くのආ೉者を発生させること

となった。

　こうした状況の中、災֐時のආ೉場所に指定されていない施設を含め、多く

の公立文化施設がආ೉者を受け入れることとなる。先に৮れたリアスホールや

アリオスはその一例の施設である。

　ආ೉者の受け入れの経験は、多くの課題が公立文化施設にあることを明らか

にした。ひとつは、଱震性は担保されていたものの、ఀిやஅ水という災֐直

後の状況に対応する方策をもっていなかったことである。災֐拠点として整備

されておらず、非常用の発ి૷置がなかった文化施設ではর明やۭ調にも事ܽ

くこととなり、அ水は、ҿみ水のׇރをもたらした。アリオスでは、非常用の

水の஝えがなかったことから、当日はコップ1ഋの水を配れただけだったという。

また、リアスホールでは、携帯ి࿩が通じなくなる中、๷災用行政無ઢ機を།

一の連絡手段として確保している。

　Կ日にも及ぶՄ能性があるݽ立期間において、ආ೉された方々の命を的確

にकっていくためには、ి源・ҿみ水に加え、食料やໟ布、あるいは最௿限

のプライバシーを確保するための間仕切りなど༷々な備えが必要である。文

化施設は、࿅習室や楽屋など小分けの部屋が多いという特性を活かして体育

館などよりも「ډ心地のよい」ආ೉ۭ間を提供できた一方、多くの施設で、

時のආ೉所としての໾ׂをଘ分֐急用の備஝が必ずしも十分ではなく、災ۓ

に果たせなかった。また、東京都心などでは、震災発生時に大量のؼ୐ࠔ೉

者が発生しており、この受け入れ対応をどうするかも大きな問題として࢒さ

れることとなった。
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　公立文化施設は、他の公共施設と同༷、災֐時には住民の命をकり、心の支

えとなるべきଘ在である。たとえආ೉所に指定されていなかったとしても、多

くの住民が、日ࠒ親しんでいる公立文化施設を心のよりどこΖとして自વと集

まってくることは、ある意ຯආけがたい。公立文化施設の災֐拠点化は「必વ」

でもある。こうした地域における位置付けを踏まえ、非常用ి源の配置やҿ料

水の確保、食料・ໟ布他の備஝を進め、ආ೉者・ؼ୐ࠔ೉者の受入マニュアル

を整備していくことが求められる。また、長期には、こうした災֐拠点化が円

滑に行われるよう、ආ೉所機能を備えたホール建設（（Ծ称）十日町市市民ホ

ール・十日町中央公民館）が検討に上がっている。

　忘れてはならないのは連絡手段の確保である。東日本大震災は、ి࿩による

連絡がネットワークの᫔
ふくそう

᫓や基地局の被災により途ઈしがちであった一方で、

インターネットの頑健性が立ূされた初めての大災֐でもあった。被災した時

には、まず、SNS他のインターネット利用を行いたいという被災者は、今後の

災֐において、過半を઎めるようになるՄ能性が高い。これを踏まえ、フリー

8i-Fiなど災֐時の連絡手段を確保しておくことも、災֐対応としてۓ٤の課

題となる。

2015

ආ೉所として活༂したアリオス
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2ɽٸۓରԠͷͨΊͷωοτϫーΫ　ޓॿͷͨΊͷମ੍ͮ͘Γ	

˙文化ࡒͷอޢ　ɿ　༗ܗ/ແܗ૒ํに͓͚るϨεΩϡーମ੍ͮ͘Γ

　東日本大震災、特にその際に発生した巨大津೾は、沿海部にあった美術館や

博物館をԡし流し、多くの収ଂ品に被֐をもたらした。また、歴史的建造物な

ど、文化財としての建物自体が被֐を受けた例も多い。この文化財被֐にଈ時

に対応し、被災施設からの移動、各文化財のम復、施設復چまでの間の保ଘな

どを行ったのが、第1部でもみた文化財レスキューの活動である。阪神淡路大

震災の経験を踏まえて構築されていたネットワークが、今回は、大きく活かさ

れることとなった。

　ただし、文化財レスキューの活動は、あくまで、有形の文化財に対する対応

に限られる。阪神淡路大震災の被֐は古くからӫえる大都市部に集中していた。

神戸の重要伝統的建造物܈保ଘ地区「ҟ人館街」では重要文化財のچ神戸ډ

留地15番館が全յするなど34౩が被֐を受け、「ಿ・ޒ郷」のञ造܈はその9

ׂが全半յした。この中で有形の文化財のレスキューにয点が当てられたのは、

ある意ຯ、ࢸ極自વなことであった。一方、東日本大震災は、東北の多くの町

村を巻きࠐむ極めて広域の災֐という他にない特性を持つ。そして、それͧれ

の町村には、コミュニティをҡ持し、人々の心のឺとしてଉづいてきた多くの

民俗芸能、祭り、神事が無数にଘ在していた。阪神淡路大震災が有形文化財

のレスキューの必要性を強く示したように、東日本大震災は、こうした土地土

地における無形文化財の被֐と、その被֐を受けて明確になった無形文化財

のかけがえのない価஋を示す、今までにない事例となったのである。

　巨大津೾によって多くの継承者を๢くし、また、祭具や神社などのไೲの場

をࣦった民俗芸能等の無形文化財は、当初、そのଘ続が非常にةぶまれる状況

にؕった。しかし、そのة機感がバネともなり、桜の花が࡙くࠒには被災地の

民俗芸能は復興への道を歩み出すことになる。そのഎܠには、企業メセナ協議

会のGBFundや日本財団などをはじめとする各種の支援活動と、そしてԿより、

こうした被災の時期だからこそ、より強く、芸能を、神事を求める被災地の住

民の方々の心があった。だが、こうした復興の前に立ちはだかる課題も多くଘ

在した。有形文化財に対する文化財レスキューとはҟなり、無形文化財の場合

には、レスキューするネットワークも、またそもそも「どんな無形文化財があ

り、Կが被֐を受け、どこまで復興しているか」というデータすらଘ在しなか

ったからである。
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　このうち、データの部分については、岩手・宮城・福島3県において行政

の調査が実施されると共に、ّྱ文化学会、国立文化財機構東京文化財研究

所、๷災科学ٕ術研究所及び全日本郷土芸能協会により設立された「無形文

化遺産情報ネットワーク」が結成され、各機関がもともと持っていたデータ

に行政のデータを付加させることで、被災県における無形文化財の基本情報

と被災及び復興の状況のデータベースを開発、インターネット上で公開して

いる。このデータベースにより、զ々は、はじめて、東北地方の豊かな無形

文化遺産の伝統と今を໢ཏ的に確認することができるようになった。

　「無形文化遺産情報ネットワーク」によって実現への一歩を踏み出した無形

文化財の災֐時のレスキューではあるが、まだまだ課題は山積している。現在、

東北の太平洋岸各県に限定されている「無形文化遺産情報ネットワーク」をど

う被災地以外に拡げていくのか。いったん集めた情報を更新し続ける体制をど

のようにつくっていくのか（災֐時の個人情報保護法の؇和ॲ置）等。また、

次の災֐がෆ幸にもىこった際、その情報を受け、ۓ急のレスキュー活動を実

施していくޓ助のネットワークを今後どのように整備していったらいいのか。

助の体制をつくり上げていくということは、ै来、各コミュニティごとのޓ　

保ଘ会などで個別に継承されるだけであった民俗芸能や神事などの活動を、地

域をこえて、ԣに結びつけていくということをも意ຯする。そうなって始めて、

被災地区の無形文化財を、他の地域の民俗芸能に関わる人々が有ޮにレスキュ

ーすることがՄ能となるからである。しかし、基本は地域の神事である無形文

化財同士の交流はՄ能なのか。また、そうやって交流していくことによる無形

文化財の「変化」をどう捉えるべきか。議論すべき点は多くある。

2015

小岩氏コラムより

（町ߐ福島県࿘）のࣛ舞のআછ॓ן

2015無形文化遺産情報ネットワーク

チラシ
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　作品としての「形」を持ち、その形にैってվम・म復・保ଘを行いう

る有形の文化財とはҟなり、無形文化財の「復چ」や「復興」を行ってい

くためには、その担い手を常に確保し、また、芸能や神事を実際に行って

いくための場と時間を担保していくこと、言い換えれば「動ଶ保ଘ」が必

要となる。この無形文化財特有の೉題をどのように解決していくのか。す

なわち、短期の道具や舞台などの補मだけで終えるのではなく、長期の継

承の活動にどのようにつなげていくべきなのか。これを含め、無形文化財

の災֐時のレスキュー体制の構築は、まだ、そのあるべき࢟すらෆ確かな

ままとなっている。

ܞͼ文化施設ͷ࿈ٴॿͷωοτϫーΫ　ɿ　࣏ࣗମޓ˙

　今回の東日本大震災では、主に巨大津೾の被֐により、本来災֐対応の中

֩となるべき໾所自体がਙ大な被֐を受け、多くの自治体職員の方々がその

貴重な命をࠅ࢒にୣわれることとなった。津೾が引いた後に࢒ったのは、人々

を助けるための拠点や人材すら૕ࣦしてしまった、ߥྋとした情ܠであり、

通常の災֐のようにॠく間にආ೉や復چに向けての活動が始まるということ

はなかった。

　上記の状況を受け、東日本大震災後、総務省及び全国市長会・町村会によっ

て職員派遣の人的スキームがつくられ、多くの職員が被災地自治体入りをする

ことになった。文化芸術の領域でのこの自治体のԣ連携の代表例が、第1部で

も紹介した東京都の「ART Support Tohoku-Tokyo」（ASTT）である。

ASTTでは被災各地で、現地のパートナーと共に、多数の芸術文化関連のプ

ロジェクトを実施。その土地、その土地の文化的な資源と、そしてԿより地域

の主体性を重視したASTTの活動が、その後の各地域における文化による復

興活動にもたらしたӨڹは極めて大きい。「森のはこ舟アートプロジェクト」

はその代表的な例である。

　զが国において、実際に各種の文化施設を設置し、また日々の文化芸術支援

の活動を行っている最大の公的主体は、それͧれの自治体そのものである。そ

のため、各自治体や公的文化施設の現場には各種のノウハウが஝積され、また、

多くの人材が活༂している。その意ຯで、自治体間の、あるいは公立文化施設

間の相ޓැ助΄ど、災֐時の文化芸術による復興支援において実ޮ性の高いも

のは他にないであΖう。東京都のASTTはその力のยྡྷを示したものと考え

ることができる。
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　しかし、こうしたޓ助のネットワークが現実に機能するためには、災֐がى

こる前の平時からそのための準備がなされ、い͟という時の体制や໾ׂが認識

されていなければならない。文化財レスキューにおける全国の美術館・博物館

のネットワークの動きとൺֱするなら、東日本大震災時の自治体やホールܥの

公立文化施設同士のޓ助について、その能力を大きく発揮したと評価すること

は೉しいだΖう。

　コンソーシアムでも、公立文化施設間の連携に関して検討会を開き、そのあ

り方を議論してきた。しかし、未だ自治体の関連部署を含むネットワーク体制

をどのように構築し、災֐時の準備をしていくか、その道ےはみえていない。

早急な対応が求められるとこΖである。

Λ͍͔に集Ίɺಧ͚る͔ࡒͷωοτϫーΫ　ɿ　ড়ۚࢿ˙

　震災直後、多くの文化芸術団体や個々のアーティストがまず動いたのが、

被災地の方々への復興資金のื金やそれをืるためのチャリティ活動、あ

るいは支援物資の取りまとめ等である。第1部でも見てきたように、大手

の芸術文化団体だけでも実に多くがチャリティ活動を実施している。これ

に加え、企業メセナ協議会の GBFund などの助成団体経由のื金、あるい

は LOVE FOR NIPPON 等のアーティスト自らの手による支援物資の配付

やਬき出しなど、文化芸術関係者自身あるいは文化芸術関係者からの呼び

かけによって復興資金や支援物資が集められた例はຕڍにՋがない。加えて、

宮城県の「楽器 BANK」や岩手県の「え΄んプロジェクトいわて」、遠野

2015

「今もう一度、見て、ௌいて、カンがえる。忘れないための被災地キャラバン」

フォーラムの༷子（水戸氏コラムより）
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文化研究センターによる献本活動など、文化に関わる楽器や絵本の全国か

らの寄付活動も極めて盛んであった。いかに文化の力が、人々の心を動かし、

行動させることにおいてޮ果的であったか。チャリティの広がりとそれに

よって集められた多くの資金・物資は、その事実を೗実に示している。

　一方、そこに全く課題がなかったわけではない。ひとつはこうしたื金

や支援物資の収集・配付が個々バラバラに行われていたこと。今となって

は検ূ自体が೉しいが、もし受け皿となるネットワークがあったとしたら、

より多くの資金や物資が、よりޮ果的に配分されていたՄ能性はある。も

ちΖん、これは受け皿組織を一体化した方がいい、という୯純な࿩ではない。

多༷な受け皿のଘ在は、それだけ༷々な視点で、多くの地域に、きめ細や

かな支援をಧけることをՄ能とする。またいたずらに組織を巨大化させる

ことは、活動のߗ直性を招き、ળ意で支援をしていただける側に確かな手

応えをフィードバックさせていくことの๦げともなる。だが、各団体間に

؇やかであってもネットワークが築かれており、共同の広報や物流、ある

いは広範な情報やノウハウの共有がなされていたら、さらにޮ果的な展開

ができたのではないか。

　もうひとつは継続性である。第1部でもみたように、こうしたチャリティの

ピークは2011年຤で終わっており、その後の活動量は急ܹに௿下している。確

かにۓ急救援物資の配付など、短期で終了してしかるべきものもある。一方、

東北の被災地域の本格的な復興・࠶生という؍点からみるならば、資金ध要は

そう؆୯にݮるものではない。೪り強く支援を続けている団体は多いが、一方、

現地で活動資金のׇރリスクについてෆ安をૌえる声が多く上がっていること

もまた、見ಀせない事実である。

　震災から5年が過ぎ、震災復興の活動がマスコミに取り上げられる機会も大

෯にݮってきた。この中でŊ 人々の興ຯをつなぎとめ、継続的にื金などの活

動を続けていくことは日々೉しくなっている。この中でいかに戦略的に広報を

行い、個人や企業の問題意識に࠶びՐを点け、ଉの長い支援を続けていくか。

この点においても、各活動団体のネットワーク化は大きな意ຯを持っており、

今後のコンソーシアムの໾ׂともいえる。
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3ɽ୹ظに͓͚る復興ࢧԉ　৺ͷ͜Θ͹ΓΛղ͖΄͙͢文化ͷ力

˙ඃࡂ஍Ͱͷ文化ࢧԉͷޮՌ　ɿ　৺にಧ͘文化ͷ力

　チャリティでの資金集めやਬき出し・ۓ急物資配送の手伝いから、文化自体

の力による被災者の支援へ。このシフトは、早いとこΖで、震災から1ヶ月も

経たないうちに始まっている。例えば、第1部で紹介した仙台フィルによる復

興コンサートがスタートしたのは、震災からۇか2ि間のことだった。

　震災からしばらくの時期は日本全国がそのあまりのࢂ状にѹ౗されていた。

テレビでのCM放送も、コンサートや演劇等の「歌舞音曲」も自ॗされ、プロ

野球の開ນは4月12日まで延期された。この中で被災地に文化芸術をಧける、

ということには、実際に文化支援を行った多くの当事者が「早すぎるのではな

いか」とෆ安にࢥっていたという。

　しかし、実際にආ೉所で、あるいは被災地の学校や集会場で待っていたのは、

被災された方々のসإであり、また、ࢥわずۓ張を؇め、ふと流すྦであった。

自らの、また、家族の命を救うためにひたすら動いてきたਏい日々。その中で

こわばってしまっていた被災者の方々の気持ちを、感情を、音楽や演劇、落語、

映画といった༷々な文化のؑ৆が、あるいはダンスや音楽などのワークショッ

プへの参加が、一つひとつ解き΄ぐしていった。文化の力は、確かに、人々の

心にಧいていたのである。

　被災地に文化芸術をಧけるのに、2ि間という期間は、決して「早すぎる」

ものではなかった。文化の力は、被災直後においても、極めて大きなޮ果を持

つ。このことがはっきりとわかったことは、文化の力による復興支援を考える

にあたって極めて重要な経験であったといえる。

2015

2011年3月26日 第1回復興コンサート（ࡱӨ：佐々木隆ೋ）



1312015　ᶗɽ਒͔ࡂΒ5年　จԽのྗ͸ԿΛͳ͑ͨ͠の͔

˙ऑऀ΁ͷରԠ　ɿ　ࢠͲ΋ͷ৺ͷ復興

　震災に代表される各種のఱ災、人災は、被災地に住まう方々の中でも、特に

体力的・ਫ਼神的に弱い人々に多くのෛ担をかけることになる。今回、その中で

も特に着目されたのが子どもへの支援である。

　自分が今まで育って来た家や学校がյされ、׳れ親しんだ町がנ᛽の山とな

り、そして家族や親しかった友人を૕う。こうした経験は、子どもたちの心に、

ਂいই੻を࢒してしまうՄ能性が高い。そのӨڹは震災直後だけではない。子

どもによっては、その後Կ年もの間、൵ࢂな記Աのフラッシュバックにऻわれ、

ۤしみ続けることになる。

　上記のような事ଶをগしでも๷ぎ、子どもの心の復興に取り組むため、東日

本大震災では多くの団体が子どもにয点を合わせた活動を行ってきている。第

1部で紹介したARTS for HOPE等のNPO団体、ࣇಐ向けの複数の演劇団体が

立ち上げた東日本大震災子ども舞台芸術支援対策室、第2部（2013年〜2014年）

で取り上げた日生劇場やリアスホールの活動など、被災した子どもの心のケア

を行っている団体や企業・施設は数多い。また、上述した被災地での文化支援

の活動も、その多くは、被災地の小中学校や高校を舞台としたものとなってい

る。こうした子どもの心のケアについての実績も、また、震災復興における文

化の力のޮ果の大きな実例となっているといえよう。

石巻市ߓ第ೋ小学校でのART for 

HOPEの活動

石巻市門࿬中学校ආ೉所でのART for HOPEの活動
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˙文化ࢧԉにඞཁͳཁૉ　ɿ　ϊ΢ϋ΢ͱωοτϫーΫ

　༷々に実ূされた復興支援における文化の力のޮ果。しかし、被災地におけ

る文化支援が全て円滑に進んでいたわけではない。࢒念ながら、そこにはいく

つもの問題も発生していた。

　ひとつは、支援側のノウハウෆ足による各種のトラブルである。震災直後の

被災地では、人材から物資にࢸるまで、多くのものがෆ足している。公演会場

どこΖか、多くの地域では、ライフラインすら復چがままならない。当વ、現

地にいっても、平時のような手ްい受入体制を期待するわけにはいかないし、

楽屋や࿅習のスペース等が用意されない場合も多い。そもそも、無料のチャリ

ティ公演だからといって地元の行政などの人の手をあまり൥わせていては、؊

心の復چ活動に回るべき人的リソースや資金をѹഭしてしまうことにもなりか

Ͷない。また、ආ೉所やԾ設住୐などの人々は、ී段文化公演に集まってくる

フΝンの方々とはҟなり、置かれている状況等も全くҧう。それを踏まえたき

め細やかな気遣いが求められる。

　本来、被災地に出向くに当たっては、万全とはいかないまでも、上記の状況

に対してあるఔ度以上の準備を行っておく必要がある。しかし、通常の被災地

支援のボランティアとはҟなり、こと文化支援においては、そういったノウハ

ウは確立されていなかったし、頼るべきマニュアルも、指南するプロも見いだ

しがたかった。その結果、زつか問題となる事例が࢒念ながら発生してしまっ

ている。このようなことを܁り返さないためには、文化芸術の支援にあたって

のノウハウや知見を整理し、୭もが手に入れられるものとしておく必要がある。

　もうひとつは支援側と受入地域側の「つなぎ手」である。今回の文化支援に

あたっては、地域における大きなภ差が見られた。ຖ日のように支援が実施さ

れる地域やආ೉所、Ծ設住୐、学校などがある一方で、全くといっていい΄ど、

どの団体も訪れない地域も多くあった。このഎܠには、そもそも支援する側と

受け入れる側をつなぎ、支援活動をコーディネートする中間組織やコーディネ

ーターがいなかった、ということがある。そのため、支援しようとしても、多

くの地域ではどの団体の୭と࿩をすればいいか自体がわからず、まして、全体

の支援活動を見通し、地域ごとのภりをੋ正すべく動けるような団体はまるで

見当たらなかった。

　被災地支援に際してのノウハウの整備とී及。支援側と受援側を結びつける

ネットワーク及びコーディネーターの確保。このふたつをいかに平時から備え

ていくか。東日本大震災から学んだ大きな教訓のひとつである。

2015
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˙平࣌ͷඋ͑Λ͍͔に行͏͔　ɿ　஍Ҭ内/஍ҬؒͷωοτϫーΫͮ͘Γ

　第1部でみた被災地における文化支援の成功例、仙台フィルや「音楽の力に

よる復興センター・東北」、あるいはアリオスや岩手県民会館などの公立文化

施設の場合、震災前までの積極的なアウトリーチ活動の஝積が上記のギャップ

をຒめる決め手となっている。通常の活動範ғや自らの施設にดじこもらず、

ී段から෯広く近ྡ地域に訪問し、各種の文化活動を実施する。そのことによ

って地域での人的なネットワークを築き、また、文化施設に自発的に集まって

来てくれる「フΝン૚」以外の多༷な人々との対応ノウハウをຏいておく。こ

の日々の積み重Ͷが、東日本大震災という非常時に、ద切な支援活動をスピー

ディに実施するԿよりの基盤となった。

　ਂく地域とつながった活動を続けること。これなくして、い͟という時に各

地域の各機関と結びつき、ద切な文化支援活動を行うことはできない。支援側

と受援側を結ぶコーディネート力や実際のコーディネーターなどの人材は、こ

うした現場があってこそ、はじめて、育ち、ҡ持されるのである。

　今回大きな課題となった広域での文化支援のネットワークのෆ在と、それに

よる地域ごとの支援のภりは、ٯにいえば、平時において、公立文化施設に代

表される各地域の文化拠点間の連携があまり行われてこなかったことを示して

いる。地域の境を௒えた༷々なネットワークをつくっておくこと。それも、東

京を中心とした一極集中のものではなく、水平的で֩を༷々に持つネットワー

クとして展開し、その中で多༷なアウトリーチܕの協働プロジェクトを実施し

ていくこと。こうした日々の文化芸術の活動こそが、い͟という時の実ޮ力の

ある復興支援の基礎となっていくのである。

4ɽ௕ظに͓͚る復興ࢧԉ　社会แઁͱ৽ͨͳ文化ͷ૑଄

˙文化ͷ力による৺ͷ復興　ɿ　৺ͷέア͔Β社会แઁ΁

　先に述べた文化の力による子どもの心のケアは、今後Կ年も継続していかな

ければならない重要な活動である。それと共に、社会的な弱者への対応として

は、今後、高ྸ化社会の問題も大きくなっていくと考えられる。高ྸ者の心の

支えとなってきたコミュニティのឺは、被災した多くの地域で、ずたずたにさ

れてしまった。また、今後Ծ設住୐から復興住୐等への転ډが進んでいくにै

って、この5年の間に築かれてきたԾ設住୐内のコミュニティも、また、่れ

ていくことになる。
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　阪神淡路大震災の際に広く定着した言葉に「ݽ独ࢮ」がある。この言葉が࠶

び多く報道されることがないよう、高ྸ者についてのケアも今後は大きくয点

を当てていくことが求められるであΖう。第2部で紹介したように、「音楽の力

による復興センター・東北」の復興コンサートでは、高ྸ者向け施設もその対

象として活動している。また、民俗芸能などの無形文化財の復興・拡充も、コ

ミュニティのឺのҡ持という点で、大きな力を発揮すると考えられる。この他、

いいたて村文化祭のような村民全体のឺづくりにつながる活動も、全村ආ೉の

中で、人と人をつなぎ、コミュニティを持続させ、そのことを通じて人々に新

たな生きがいをもたらしており、見ಀせない事例となっている。

　社会แઁ（ソーシャル・インクルージョン）という考え方がある。もともと

はԤभにおけるো֕者施策の؍点から生まれたものであり、その後、ශࠔ階૚

に多༷な就労環境を用意することで࠶び社会に組みࠐんでいこうという概念に

拡張し、現在では、経済的な要Ҽだけでなく、社会的、文化的など༷々な理由

によって社会からૄ外されがちな人々に、社会参加の回路を開くための考え方、

及び、そのための施策とされている。これに基づき、文化庁でも、「文化芸術

の振興に関する基本方針/第4次基本方針」の中で「文化芸術は、子供・若者や、

高ྸ者、ো֐者、在留外国人等にも社会参加の機会をひらく社会แઁの機能を

有している」と、文化の力による社会แઁを目指していく方針をଧち出してい

る。

2015

2015年3月10日「歌によるソーシャル・インクル

ージョン・イン・福島」

MJCアンサンブルʷ原町女性合唱団ʷೋ期会ʷ

藤原歌劇団　夢の共演コンサート

2015年2月22日南相馬ࣇಐ合唱（MJCアンサンブル）

ワークショップ
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　津೾の被災地区ではようやく復興住୐への移住が始まりつつあるが、それで

もੲと同じコミュニティが復活するわけではない。おྡさんのإは変わってし

まうだΖうし、中にはこれまで׳れ親しんできた地域からかなり཭れた場所へ

の移転を༨ّなくされるケースも出てくるだΖう。また、原子力災֐のӨڹが

続く福島県内では、最終的にނ郷に໭れるのか、໭れたとしても同じような生

活環境が確保できるのか、それすらがわからないままの地域も多い。こうした

中、多くの人々、特に雇用を通じて次の社会参加に入っていく機会のগない高

ྸの方々における社会的なૄ外が進みつつある。

　コンソーシアムでは、第2部で紹介したように、「ソーシャル・インクルージョン・イ

ン・福島」や「大ऺ芸能実演家育成のための地方公演（福島県被災地公演）」の活

動を支援している。この事例に示されるように、今後の文化の力による復興支援に関

しては、直接的な心のケアだけではなく、文化を通じての社会参加、コミュニティの

ឺの強化など、社会แઁの؍点を強化していくことが今後さらに強く求められる。

˙஍Ҭͷ文化ͷ఻ঝ　ɿ　༗ܗ・ແܗͷ文化ࡒͱ஍Ҭͷه࿥

　先にみた民俗芸能などの継承問題は、その土地の歴史と伝統をकっていくこと

とも直結している。神楽、ދ舞、田২えགྷり、萬ࡀなどなど、多くの民俗芸能は、

その土地の神事として長い歴史を持ち、その土地ならではの特௃を形作ってきた。

こうした無形文化財がਰୀし、ࣦわれてしまうことは、その社会が自らの歴史とア

イデンティティをࣦうことと限りなく同義である。؍光にしても、特産物にしても、

多くの経済活動は各土地のアイデンティティに結び付いている。歴史と個性をࣦ

った土地で、他にない新たな価஋を創造し、経済的・社会的な発展を਱げていく

ことは೉しい。その意ຯで、伝統の継承は、各地域の未来を切り開くものでもある。

　同じことは有形の文化財についてもいうことができる。陸前高田市立博物館

の主任学芸員、熊谷氏は、第1部でも紹介したように「地元のๅの価஋を知り、

になるはずです」と述べている。伝統やࡎരىりを持つことが、街おこしのތ

文化財の継承と保ଘは୯なるջ古झຯではない。それは、その土地を愛し、そ

してその土地ならではの新たな価஋を生み出すԿよりの基盤である。

　歴史ということでは、震災の記録も、また、語り伝えるべき歴史のひとつと

なる。現在、東北の被災各県では、震災のメモリアル施設や、南三陸町の๷災

対策庁舎などの震災遺構の保全整備などが進められている。決して幸せな記Ա

ではない。それでも、今の、そしてこれからの地域を形作っていくにあたって

の、極めて大きな歴史上のパーツであることには変わりはない。



136 2015　ᶗɽ਒͔ࡂΒ5年　จԽのྗ͸ԿΛͳ͑ͨ͠の͔

　こうした震災の記Աについては、文化芸術関連のࢼみも多い。第2部で紹介

した吉川由美氏のアートプロジェクトは、震災前と震災後、双方の人々の記Ա

を土台としたものである。また、加川広重氏の巨大水࠼画は、震災の情ܠを、

絵画という手法によって、ひとつのアートへと昇華させていくࢼみである。

　震災前と震災、そしてその後新たに始まった各被災地の活動の記Աを、文化

財やあるいはアートプロジェクトという形で࢒し、表現する。そのことによっ

て土地の歴史とアイデンティティを๰ぎ直し、࠶生に向けての基盤とする。こ

れもまた重要な文化の力による復興支援の࢟である。

˙৽ͨͳ文化ͷ૑଄　ɿ　東๺Λ࣍ͷ࣌୅ͷʮ中৺஍ʯに

　東日本大震災をܖ機に、東北の被災各県では、新たな地域文化の創造のࢼみ

も多数始まっている。第1部で紹介した「プロジェクトFUKUSHIMA!」、第2

部で述べた「三陸国際芸術祭」や「森のはこ舟アートプロジェクト」などがそ

の事例に当たる。

　これらの事例に共通していることがふたつある。ひとつは、その土地にࠜ͟

したものから出てきた活動だということである。「プロジェクトFUKUSHIMA!」

は、「フクシマ」という自分たちの生まれた土地の名前がੈ界的にマイナスの

ワードになってしまったことに対する福島県出身者のアーティストの想いから

始まったものであり、「三陸国際芸術祭」は、JCDNが行っていた東北の民俗

芸能をダンサーが習いに行く「習いに行くͥʂ東北へʂʂ」プロジェクトが土

台になっている。そして「森のはこ舟アートプロジェクト」の大きな柱は、福

島県の豊かな森の文化の継承に置かれている。

2015

きりこプロジェクト「人々が懸命にがんばっ

ている࢟をメッセ�ジに表した」（吉川氏コ

ラムより）

『南三陸のԫ金』2012年制作（加川氏コラムより）
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　もうひとつの共通点は、そうした土地にࠜ͟したものを基本としながらも、

大きく外に向かって開かれた活動となっていることである。「プロジェクト

FUKUSHIMA!」は、そのଘ立自体が、科学者という文化芸術の外のੈ界との

出会いに依っていたし、またイベント自体も、全国の人々の参加により成り立

っていた。そして、その活動は、「大風࿊ෑ」の写真をアイコンとしてੈ界へ

と広がっていくことになる。「三陸国際芸術祭」も同༷である。その活動は東

北の民俗芸能にࢭまらず、コンテンポラリーダンスと、そしてアジア各地の舞

གྷと結び付いて行われている。民俗芸能もコンテンポラリーダンスも、ಥき٧

めれば「同じੈ界」。JCDNの佐東範一氏が「習いに行くͥʂ東北へʂʂ」の

中でಘたこの確信の下に、༷々なགྷりの交流と創造が行われている。

　「森のはこ舟アートプロジェクト」も、森の文化を継承する地元の人、地域

の住民と外から訪れてきたアーティストたちの出会いとԿヶ月にもわたる協働

が全てのプロジェクトの基本をなしている。地域の豊かな資源、神事から工芸

品、あるいは২物などの自વにܹࢗを受けてアーティストが発案する。それに

地元の人々が呼応し、プロジェクトの෯を拡げていく。成功したプロジェクト

は、当初の࿮組みを௒えて継続され、スピンオフのプロジェクトを生み、प辺

に広がる。こうした継続性と発展性が同プロジェクトの特௃でもある。

　その土地ならではのものを基盤としつつ、大きく全国やੈ界に開かれていく。

これは、別の見方をすれば、その土地が新たなԿかのネットワーク、活動の「中

心地」となっていくことを意ຯしている。「森のはこ舟アートプロジェクト」

の例でいえば、日本の、東北地方の、福島県のت多方や西会津というヒエラル

キーの中に位置づけられてしまうのではなく、森の文化の中心地として新たな

地位を確保する。森が育む文化に興ຯがある人にとって、ت多方や西会津の森

三陸国際芸術祭 森のはこ舟アートプロジェクト

西会津町でのยۅ功ರさんワークショップ参加者が

૲木をまとい大山ٚ神社へ参ഈ（川延氏コラムより）
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は、いつかは訪れるべき「੟地」となっていくՄ能性がある。

　特産品などの産業にしても、あるいは؍光などの交流においても、人はԿか

の「中心地ʹ本場」であることを高く評価する。どんなに優れたものを生み出

していても、東京を中心としたヒエラルキーの下にあっては、その光はಷって

しまう。その土地の個性を基盤に外に広がるネットワークを築きつつある上記

のプロジェクト܈は、その意ຯで、被災各地を新しい文化の分野の新しい中心

地とし、そのことを通じて、地域の発展のポテンシャルを大きくԡし広げてい

くՄ能性をもった活動となっている。

　復興庁は、提言「『新しい東北』の創造」の中で、「創造とՄ能性のある未来

社会」としての東北創生をᨳっている。上述のࢼみ、文化創造を通じて東北各

地を新たな中心地としていくことは、こうした未来社会を構築するに当たって

極めて大きな力になると考えられる。文化の力は、地域の経済社会の創生の決

め手ともなりうるのである。

�ɽ文化による復興ࢧԉΛ進Ί͍ͯͨ͘Ίに

˙文化ͷ力ΛࠓҰ度֬ೝ͢る

　これまで震災発生後からの文化芸術と復興支援について振り返りを行ってき

た。その中で明確になったことがふたつある。そのひとつは、文化の力が、震

災直後の心のケアから長期的な地域の創生にࢸるまで、大きなޮ果を持ちうる

ものであること。文化は、まず、直接に人の心を動かす強い力を持っている。

その力は平時にのみ発揮されるものではない。௥い٧められた状況であっても、

あるいはそういう状況だからこそ、文化の力は、人の心のこわばりを΄ぐし、

明日に立ち向かっていくきっかけを与えてくれる。その力を、զ々文化芸術の

関係者は、今一度強くڳにࠁんでおくべきである。

　また、文化には、人と人とをつなぎ、土地の記Աを継承して他にないアイデンテ

ィティを育むことを通じて、ૄ外されがちな立場にある人を社会につなぎ直してい

く社会แઁの力と、それͧれの地域を、それͧれの個性に応じた「中心地」とし

て活性化させ、振興していく地域創生の力をも有している。文化の力は、それͧ

れの公演の場、あるいは展示の場に限られたものではない。広く社会に対して長

期的に強いӨڹを与える、そうした高いポテンシャルをも確実に持っているのであ

る。

　東日本大震災は、こういった文化の持つ力を今一度確認する機会を与えてく

2015
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れた。文化芸術に携わる者としては、このことに対する高いᛗዟを持つと共に、

その文化の力を、東北における復興支援に、さらにはそれ以外の社会的な課題

に向けても発揮していくべく考えͶばならない。力を持つものにはそれ相応の

੹任が必要である。その੹任をどう果たしていくか。

　未だ道半ばの復興支援に向け、զ々に与えられた課題は重い。

˙平࣌ͷ׆ಈ͕ͦ࣌͜ٸۓͷج൫ͱͳる

　震災後の対応上の教訓、あるいは成功のݤを整理していく上で明らかになっ

てきたことは、実のとこΖ、平時にいかに充実した活動を行っているかが、震

災時の対応にも直結しているということであった。もちΖん、公立文化施設の

๷災拠点化や、ආ೉所などへのアウトリーチ活動を行う際のマニュアル整備など、

、急時対策として特別に取り上げられなければならないこともある。しかしۓ

一方で、日ࠒからのアウトリーチ活動の஝積によるノウハウや地域とのネット

ワークづくりが、そのまま、被災後にスピーディな文化支援、子どものケアに

つながっていることなど、それまでの஝積がそのまま生きた事例の方がはるか

に多い。

　ただ、この際に留意しておかなければならないことは、ホールやギャラリーなど

に「ดじこもった」活動だけでは十分な備えにはならないということだ。震災時に

被災地域に入っていくためには、日ࠒから、文化芸術という࿮をඈびӽえ、地域の人々、

༮ஓ園・保育園・学校の関係者、高ྸ者向け施設や町内会の人々などとのつながり

をもっておく必要がある。積極的なアウトリーチやී及啓発活動の展開である。

　こうした活動を積み重Ͷることによって、関係者や地域との人と人とのつな

がりに加え、ホールや美術館・博物館にී段あまり来てもらっていない人も含

めた多༷な人々に対し、文化の力を体験してもらうためのノウハウ、あるいは

気配りの力といったものも、自વと஝積されていくことになる。今回、ෆ在が

୰かれた支援者と受援者をつなぐ中間組織やコーディネーターにしても、実の

とこΖこうした平時の「現場」がなければそもそも育ちようがない。

　無形文化財のレスキューや複数の自治体・公立文化施設をまたいだޓ助のネ

ットワークについても同༷である。地域をӽえ、組織のボーダーをなくした活

動の機会をී段から豊෋に持っておかなければ、い͟という時に向けての体制

整備も、またその際のޮ果的な実働もおぼつかない。今回こうしたۓ急時のネ

ットワークがՔ働しなかったഎܠには、日ࠒから、そういった交流・協働活動

が十分には行われてこなかったという問題がある。
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　Կより重要なのは、日ࠒの、ڱい࿮にとらわれない充実した文化芸術活動そ

のものである。東日本大震災がුきூりにしたのは、そうした、ある意ຯ極め

て当たり前の事実でもあった。

˙௕ظͷ復興ࢧԉ͸ɺͦͷ··ɺ文化ͷ公తͳ໾ׂͦͷ΋ͷͰ͋る

　震災から5年。被災地域は、未だ多くのܽ落を๊えながらも、新しい未来に

向けて૸りだそうとしている。その大きな要ૉとなっているのが、先にも述べ

た、社会แઁや地域ݻ有の地域創造のための各種の文化プロジェクトである。

考えてみれば、これは、社会的な公共財としての文化の໾ׂそのものに他なら

ない。先にも৮れた文化庁の第4次基本方針でも「文化芸術はɼ成ख़社会にお

ける成長の源ઘɼ国家へのҖ信付与ɼ地域への愛着のਂ化ɼप辺ビジネスへの

೾及ޮ果ɼক来ੈ代のために継承すべき価஋といった社会的ศ益（外部性）を

有する公共財である。」「文化芸術はɼもとより広く社会への೾及力を有してお

りɼ教育ɼ福祉ɼまちづくりɼ؍光・産業等෯広い分野との関連性を念಄にお

いてɼそれらप辺領域への೾及ޮ果を視野に入れた施策の展開が必要である。」

と、公共財としての文化芸術の位置付け、社会への೾及ޮ果の高さについて言

及している。

　大規໛災֐は地域のক来に対して大きなෆ安をもたらす。地域づくりに直結

した各種の文化芸術プロジェクトは、東日本大震災がもたらした未િ有のة機

の中で、東北の未来をもたらす大きな手段として٭光をཋびた。しかし、そう

した活動の多くは、直接的に震災被֐自体や原子力災֐をテーマにした部分を

আき、そもそも平時から、各地域ごとに行われることが望ましいものでもあっ

た。実際、「森のはこ舟アートプロジェクト」は、福島県立博物館の震災以前

の活動を引き継いで実施されている。

　ここでも、ポイントは、ڱい࿮組みからൈけ出すことにあったようにࢥわれ

る。今や「芸術のための芸術」といったことだけで文化や芸術を語ることは೉

しくなっている。いかに社会的に広い視点をもって文化の力を語りうるのか。

そして、そういった視点に立って、いかに社会แઁや地域振興といった側面で

「公共財として໾立つ」文化芸術のあり方を設計し、実行していけるのか。

東日本大震災における各種の文化による復興支援の事例は、平時から、そうい

った広い視点から文化の力を捉え、行動することの重要性をվめて示すものと

なっている。

2015
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ᶘɽʮ͚ͭͮるʯに͚ͯ޲
コンソーシアムͷ׆ಈه࿥ͱޙࠓ

1ɽ201�年度ͷ׆ಈ

　コンソーシアムでは、2015年度も、引き続き「つたえる」「つなぐ」活動を

継続して実施した。「つたえる」活動では、ウェブサイトでの復興推進イベン

トの紹介（開催情報の事前告知と、事後の取材レポート掲載）、震災復興の関

係者によるコラムの掲載、メールマガジンの定例発行及びFacebook、twitter

からの情報発信である。Facebookの「いいͶʂ」の数は3
000近くとなり、1

件あたりのアクセス数が1
500件〜3
000件を௒え、twitterでは150人近いフォ

ロワーが集まっている。

　「つなぐ」活動では、東北センターと東京事務所のೋ元体制をҡ持、日生劇

場と現地の学校とのマッチングなどの活動を継続すると同時に「民俗芸能を継

承するふくしまの会」の活動に協力、「文化施設の連携」というテーマでは、

石巻市教育委員会複合文化施設開設準備室に対する支援を実施している。また、

2015年度からは、「新しい東北」官民連携推進協議会事務局（復興庁）に協力

しての活動も実施した（同協議会の神戸と東京のミーティングで展示ブースを

設けて各被災地の文化芸術による復興支援活動の現況を紹介/遠野と仙台の交

流会では、企画協力を行い、実際の民俗芸能の披露やパネルディスカッション

への地域のコーディネーター出席を実現）。

2016年2月11日「新しい東北」交流会 in 仙台

「文化芸術による復興創生へ〜復興から創生へ向けての

新たな௅戦」
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　もうひとつは、本報告書をはじめとする、震災後5年を経ての文化による復

興支援活動全体及びコンソーシアム自体の活動の振り返りである。そのため、

コンソーシアムでは、呼びかけ人にアポイントをとり、Մ能な限り対面でのこ

れまでの報告をいただくと共に、この5年の間にコンソーシアムに協力してい

ただいた多くの人にアンケート形式でご意見をいただいている。この第3部の

整理については、そうして寄せられた各意見に多くを依っている。

2ɽコンソーシアムͷޙࠓ

　2011年度の準備段階から2015年度まで、コンソーシアムに対しては、文化庁

委託事業として全国公立文化施設協会が受託する形で、事務局の運営をҡ持し

てきた。この委託事業については、震災から5年の節目を経て終了することと

なり、コンソーシアムは今後独り立ちの道を໛ࡧすることとなる。

　5年が経ったといっても、被災各県の状況が劇的に޷転したわけではない。

未だ多くの方々がԾ設住୐に住まわれたままであり、津೾被֐にあった街ฒ、

あるいは೶地やߓなどで、ԟ事の盛況を取り໭していないとこΖも多い。加え

て、まだまだ最終的な出ޱが見えていない福島県の原子力被֐の問題もある。

この中で、子どもたちの心のケア、地域のコミュニティのҡ持や復興・創生な

どにおいて、文化の力は、多くの人々に変わらず必要とされている。長期的な

地域の創生や新たな創造における文化の力の活用という点においては、むしΖ

これからが本番ですらある。被災地の༮ஓ園や保育園、あるいは学校へのアー

ト支援をどのように継続していくか。高ྸ者の方々の生きがいとなっているコ

ミュニティのឺを、文化芸術や、民俗芸能で支え続けていくためにはどうすれ

ばいいか。あるいは文化の力による新しい東北の創造をどう推し進めていくか。

文化芸術関係者が係わっていかͶばならない課題はまだまだ山積している。

　もうひとつ忘れてはならないのが、「次の災֐への備え」である。東日本大

震災では、この報告書で多数紹介させていただいたように、実に༷々な文化芸

術による復興支援のࢼみが行われ、多くのノウハウが஝積された。その過ఔで

は、多くの出会いがあり、平時ではありえなかったようなネットワークも生ま

れている。このノウハウとネットワークをいかに継続させ、次の非常時に備え

るか、これも大きな課題となる。例えば、阪神淡路大震災は、文化芸術関係で

文化財レスキューという仕組みを࢒し、それが東日本大震災で多くの有形文化

財をスピーディに救うことにつながった。ྨࣅした仕組みを、無形文化財のレ

2015
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スキューや、公立文化施設同士のޓ助のために立ち上げることはできないか。

　また、阪神淡路大震災は、災֐時のボランティアという文化を日本に定着さ

せ、日本各地に災֐ボランティアネットワークの組織を生み出していくܖ機と

もなった。こういったボランティアの஝積がなかったとしたら、東日本大震災

時の復چ支援は、Կഒものࠔ೉に見舞われていたՄ能性が高い。例えば、こう

した災֐ボランティアのネットワークや被災自治体の受入体制にࣅた（Ծ称）

心の復興サポートセンターシステムを、文化芸術支援においても、確立するこ

とはできないか。今後、検討しなければならないことは極めて多い。

　コンソーシアムは、あくまで文化芸術関係の団体の؇やかなネットワークで

あり、独自の財源や人材を備えているわけではない。しかし、上記の多くの課

題を考えるなら、これまでの活動の継続と強化は、社会的要請として、必ਢの

ものであると考える。これまでコンソーシアムの中֩を担ってきた各団体/関

係者のコンセンサスを確保しつつ、文化庁をはじめとする公的な事業との連動

によるフォローアップや、さらには、独自財源や人材を確保するための組織づ

くりを目指していくことで、これまでの課題を解決すると共に、文化芸術によ

る復興支援を続けていく努力をしていかͶばならない。

　これが、これまでコンソーシアムに協力していただいた被災地の方々の想い

に答える།一の方策であると考えており、今後もよりいっそう被災者に寄りఴ

うことで「心の復興」に寄与することを目指してまいりたい。





コンソーシアムͷ׆ಈ
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˙事務局ͷ։設ͱコンソーシアム立্ͪ͛に

ͷ会ٞΛ࣮施͚ͯ޲

　コンソーシアム構築事業を実施するための

管理運営拠点として事務局を開設し、事務局

員を雇用。事務局は、中小企業会館4階に設置。

また、2011年度については、芸能花伝舎2階に、

調査研究事業のための分室を設置した。

　上記準備の後、コンソーシアム構築のため

の各種委員会及び分科会を実施した。主な会

議の開催状況は下記の通りである。

ᶃコンソーシアムͷߏஙに܎Θる४උ会ٞͷ

࣮施

　立ち上げの企画調整会議を2011年11月22日

開催した。出席者は、文化庁5名（小松弥生

文化部長/山崎秀保芸術文化課長/門岡裕一

文化活動振興室長/田中基久文化活動振興室

長補佐/藤倉洋子専門職）、社団法人全国公

立文化施設協会5名（松本辰明事務局長/佐

藤やよい/松野幹夫/向田忠臣/鈴木久美

子）、社団法人日本芸能実演家団体協議会4名

（田澤祐一常務理事/米屋尚子/大和滋/大井

優子）の計14名。

　続いて分科会として、事務局内の推進会

議を計4回実施（2011年11月30日、12月21日、

2012年1月20日、2012年2月21日）した。事

業の方針、内容等の検討をすると共に、コ

ンソーシアムの設立に向けて、一般社団法

人日本音楽著作権協会、社団法人日本芸能

実演家団体協議会（2012年4月公益認定）、

公益社団法人企業メセナ協議会、東京藝術

大学、独立行政法人日本芸術文化振興会、

社団法人全国公立文化施設協議会（2013年4

月公益認定）各団体に参加の同意を取り付

けた。

　これに基づき、2012年2月29日（水）に、

コンソーシアム設立に向けての第1回準備委

員会を開催し、文化庁及び各団体の担当者が

参加の下、コンソーシアム設立準備規約と、

コンソーシアムの基本的な考え方、組織、事

業のあり方などについて、意見交換が行われ

た。第1回準備委員会の出席者は、大木高仁（文

化庁文化部長）、荻原康子（企業メセナ協議

会事務局長）、関裕行（日本芸術文化振興会

理事）、田澤祐一（日本芸能実演家団体協議

会常任理事）、畑中裕良（東京藝術大学・副

学長・事務局長）、松本辰明（全国公立文化

施設協会常務理事）、渡辺聡（日本音楽著作

権協会総務本部副本部長）である。

　また、コンソーシアムの設立及び賛同の呼

びかけ人として、近藤誠一（文化庁長官）、

都倉俊一（日本音楽著作権協会会長）、野村

萬（日本芸能実演家団体協議会会長）、日枝

久（全国公立文化施設協会会長）、福原義春（企

業メセナ協議会会長）、宮田亮平（東京藝術

大学長）、茂木賢三郎（日本芸術文化振興会

理事長）の各氏が立つことが決定された。

2011年度 ※肩書き法人格等は全て当時のものを使用。敬称略。

コンソーシアムͷ׆ಈ

資料編
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ᶄ΢Σϒαイτͷ੍࡞ͱࡒ੓ج൫に͍ͭͯͷ

౼ݕ

　2011年度は、コンソーシアムのウェブサイ

ト検討のための情報部会議を4回（2011年12

月6日、12月20日、2012年1月6日、1月24日）

開催すると共に、ウェブサイトの制作を開始、

2012年度の正式オープンに備えた。

　また、コンソーシアムの財政基盤について、

専門家として伊藤美歩アーツブリッジ代表を

アドバイザーに招いて検討を実施した。合わ

せて特定非営利活動法人JEN、株式会社パソ

ナグループ、公益財団法人プラン・ジャパン、

日本財団の4ヶ所に財源確保の手段、仕組等

についてヒアリング調査を行った。

ᶅ設立ͷऀه会ݟ/設立シンϙジ΢ムͷ࣮施

　上記の設立準備活動の締めくくりとして、

2012年3月13日に、設立記者会見と設立記念

のシンポジウムを東京国立博物館の平成館

で実施した（記者会見は小講堂、シンポジ

ウムは大講堂）。記者会見の出席者は、呼び

かけ人である近藤誠一/都倉俊一/野村萬/

福原義春/宮田亮平/茂木賢三郎各氏に加え

て、コンソーシアムの賛同者であるコシノ

ジュンコ（デザイナー）、紺野美沙子（俳優

/朗読座主宰）の両名が加わっている。なお、

この記者会見では、「文化芸術による復興推

進コンソーシアム　ご賛同の呼びかけ『明

日への希望につなげるために』」が発信され

ると共に、コシノジュンコ、小林研一郎（作

曲家・指揮者）、紺野美沙子、新沼謙治（歌手）、

西田敏行（俳優）、原田直之（民謡歌手）の

各氏が個人の資格で立ち上げ時の初期賛同

者となったことも発表された。記者会見に

は新聞社・放送局合わせて11社が集まって

いる。

　記者会見に引き続いて行われた設立記念

シンポジウムでは、原田直之による民謡演奏、

奥山恵美子仙台市長からのビデオメッセー

ジが流されると共に、近藤誠一/島田誠（ア

ーツエイド東北評議員、公益財団法人神戸

文化支援基金理事長）/赤坂憲雄（学習院大

学教授、福島県立博物館館長）/紺野美沙子

/大澤隆夫（公益財団法人仙台フィルハーモ

ニー管弦楽団専務理事）の各氏をパネリス

トに、本杉省三（日本大学理工学部建築学

科教授）をモデレーターとしたパネル・デ

ィスカッションが実施されている。

　なお、コンソーシアムの賛同者を拡大する

ため、広報パンフレットを1万部作成、上記

シンポジウムなどで配付すると共に、上記の

設立シンポジウムの報告書及び調査研究報告

書/実施報告書の制作・印刷・配付を行って

いる。

ᶆ਒ࡂ復興イϕンτ΁ͷ協力

　この他、「鎮魂と未来・希望」（2012年3月10

〜11日、宮城県仙台市大内屋・藤崎一番館前

特設ステージ）、「鎮魂と復耕〜音楽とともに」

（2012年3月11日、岩手県陸前高田市上長部ふ

れあい広場）、「小名浜ミュージックパフォー

マンスフェスタ」（2012年3月25日、福島県い

わき市小名浜美食ホテル）の3つの震災復興イ

ベントを「コンソーシアム事務局分室」として、

日本芸能実演家団体協議会が実施している。

資料編　コンソーシアムの活動　2011年度
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˙ௐࠪ研究׆ಈͷ࣮施

　2011年度は、上記のコンソーシアムの設立

準備活動に加え、被災地の現状及び文化芸術

による復興支援の状況を多面的に捉えるべ

く、調査研究活動を実施している。

ᶃௐࠪ研究ҕһͷґཔͱௐࠪ研究会ͷ࣮施

　本杉省三（日本大学理工学部建築学科教

授）、山本康友（首都大学東京都市環境学部

戦略研究センター特任教授）、橋本裕之（盛

岡大学文学部日本文学科教授）、志賀野桂一（東

北文化学園大学総合政策学部学部長）の4氏

に調査研究委員に就任していただき、調査研

究全体の方向性を検討・集約すると共に、調

査研究会を5回実施している（2011年12月20

日、2012年2月2日、2月13日、2月23日、3月

29日）。

　また、このうち3回を岩手県・宮城県・福

島県で実施し、現地の文化芸術団体・関係者

を臨時委員として任命して、被災地の生の声

の収集に努めた。現地での会議に出席いただ

いた臨時委員は以下の通りである。

໊　ࢯ 所　ଐ ໾　৬

৽ా	ຬ Ϧアεホーϧ

؜	࡚ࣉ
ऀشࢦ
͍Θͯアーταϙーτηンλー

Ѩ෦	෢࢘ 東๺文化ࡒө૾研究所 ୅表

๕উ	ʑ໦ࠤ
ઍ༿	ໜ

઒ࡇݪ૊
཮ધࣣ͘͝͏ాߴ༦会௕
཮ધࣣ͘͝͏ాߴ༦෭会௕

٠஑	஧඙ େṀ৓ދࢁ෣

ଟా	Ұ඙ ԕ໺·͜͝Ζωοτ ཧ事௕

ࣛ໺	ॱҰ
ʢ/10ʣϦアε/10αϙーτηンλー
͍Θͯ࿈ܞ復興ηンλー ୅表ཧ事

޾ढ़	໺כ ʢ公社ʣシϟンςΟ国ࡍϘϥンςΟア会

小ּݪ	৾ ԕ໺文化研究ηンλー 事務局௕

࿨ా	རஉ 佂ੴڭࢢҭҕһ会 ੜ֔学शεϙーπ՝௕

（1）岩手県遠野会議（2012年2月2日）
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໊　ࢯ 所　ଐ ໾　৬　

ന௡	क߁ ʢ公社ʣམޠ芸術協会ઋ୆事務所 事務所௕

େᖒ	ོ෉
ؔ໺	׮

ʢ公ࡒʣઋ୆ϑΟϧϋーϞχーָݭ؅団
ઐ務ཧ事

ླ໦	୓ ARC�T 事務局௕

ԕ౻	ঢ
໦ଜ	ਔ඙

ਧ૗ָ࿈ໍݝ৓ٶ

٢઒	༝ඒ アーτϓϩデϡーαー

࠼	ాߴ Ϗϧυ・ϑϧーΨε ୅表

小দ	भࢠ ʢ/10ʣͤΜ͍ͩ・Έ΍͗/10ηンλー

ਫށ	խ඙ ઋೆ芸術文化ηンλー͑ͣ͜ホーϧ 所௕

ീר	ण文 ͤΜ͍ͩԋܶ工๪10-#0X ೋ୅目工๪௕

େ༸	ޱࡔ 国立ઋ୆ߴ౳ઐ໳学ߍ ।ڭत

ٱਸ	井ࡉ ઋ୆ࢢࢢຽ局文化ৼ興՝ ՝௕

؁പ	ܙ޾ ʢࡒʣٶ৓ݝ文化ৼ興ࡒ団 企ը事業܎௕

小୩	ཽհ ՝ޢอࡒ文化ݝ৓ٶ ٕ術ओࠪ

੣	౻ࠤ ҭிੜ֔学श՝ڭݝ৓ٶ ओװ

໊　ࢯ 所　ଐ ໾　৬　

੢ଜ　ॆ
͍Θ͖芸術文化ަྲྀ館アϦΦε
施設؅ཧ՝

՝௕

େ৿	ਅ ϓϩジΣΫτF6,64)*.A�	 ෱ౡ事務局౷ׅ

੕	ӳҰ ෱ౡݝ߹এ࿈ໍ ෭ཧ事௕

઒Ԇ	҆௚ ෱ౡݝ立ത෺館 学芸һ

ݾࠀ	ڮߴ ʢ/10ʣ小໊඿·ͪͮ͘Γࢢຽ会ٞ 事務局௕

੢	ಓయ ೆ૬അࢢ小中学1ߍTA࿈བྷ協ٞ会 会௕

࿨໻	઒ߐ ;͘͠·࿈ܞ復興ηンλー ཧ事

܇߂	ాݒ ෱ౡݝ文化ࡒอޢ৹ٞ会ҕһ

੺ࡔ	ݑ༤
学शӃେ学
෱ౡݝ立ത෺館

तڭ
館௕

෋ా	޹志 ʢࡒʣ෱ౡݝ文化ৼ興事業団 ཧ事௕

দ࡚	࿨ଇ ෱ౡݝ文化εϙーπ局文化ৼ興՝

（2）宮城県仙台会議（2012年2月13日）

（3）福島県福島会議（2012年2月23日）
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ᶄݱ஍ௐࠪ

　各地の被災状況及び文化芸術による復興支

援の活動状況を把握するため、被災地の文化

芸術の関係者や、被災地で文化芸術による復

興支援活動を実施している関係者からレポー

トや資料をいただくと共に、ヒアリング調査

を実施した。

　具体的な調査内容及び対象は、下記に示す

通りである。

（1）被災各地域レポート

　各被災地の文化芸術関係者に委託し、現地

の被災状況と、現地における文化による復興

支援の状況についてのレポートの作成をして

いただいた。各レポート作成者は下記に示す

通りである。

宮古市：澤内逸陽（宮古市芸術文化協会

事務局長）

釜石市：和田利男（釜石市教育委員会生

涯学習スポーツ課長）

大船渡市：新田満（リアスホール）

女川町：三品隆（女川町立女川第四小学

校校長）

気仙沼市：斉藤洋介（SOUND LABO代表

/ギタリスト）

宮城県仙南圈：水戸雅彦（仙南芸術文化

センターえずこホール所長）

いわき市：大石時雄（いわき芸術文化交

流館アリオス支配人）

福 島 市： 山 岸 清 之 進（ プ ロ ジ ェ ク ト

FUKUSHIMA!実行委員会）

会津若松市：山宮勇（財団法人会津若松

文化振興財団　会津風雅堂）

水戸市：松本小四郎氏（水戸芸術館ACM

劇場芸術監督）

（2）広域状況レポート

　文化芸術による復興支援への取り組みにつ

いて、実際に支援活動を行っている方に、各

文化芸術の領域ごとに報告していただいた。

各レポート作成者は下記に示す通りである。

民俗芸能：阿部武司（東北文化財映像研

究所代表）

文化財レスキュー：熊谷賢（陸前高田市

博物館・陸前高田市海と会のミュージア

ム主任学芸員）

子どもへの支援：菊池信太郎（郡山市震

災後子どものケアプロジェクト）/高橋雅

子（ARTS for HOPE）

文化による復興支援：宮本武典（東北芸

術工科大学講師・主任学芸員）/荻原康子（公

益社団法人企業メセナ協議会事務局長）

（3）個別レポート

　各地で特色ある文化芸術活動や文化芸術に

よる支援活動を行っているキーパーソンに対

し、被災状況や活動内容、ニーズ等のレポー

トを依頼した。レポート作成者及びレポート

のテーマは下記の通りである。

・柳弘紀（子ども劇場おやこ劇場全国フ

ォーラム東日本大震災対策本部）：子ど

も劇場・おやこ劇場の全国的な連帯に

ついて

・川村啓子（福島市子ども劇場連絡会）:

福島県こども劇場/親子劇場の被災状況

・早川幹雄（宮城県合唱連盟）：宮城県合
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唱連盟の活動

・佐藤直子（岩手県一関子ども劇場）：岩

手県こども劇場/親子劇場の被災状況

・砂田和道（相愛大学音楽学部准教授）：

日米音楽家による「トモダチ作戦with  

Music」

（4）資料提供

　陸前高田市高田町川原祭組/仙台フィルハ

ーモニー管弦楽団/公益社団法人落語芸術協

会/ARC>T/宮城県楽器BANK/南三陸町・

未来を歌に（吉川由美）/南相馬こどものつ

ばさ/いわて文化支援センター/東京都ART 

Support Tohoku-Tokyoの各件について資料

の提供をいただいた。

（5）芸術活動ヒアリング

　各地で特色のある文化芸術による被災者支

援などの活動を行っている文化芸術団体や関

係者と、被災地の教育委員会へのヒアリング

を行い、現地の生の声を収集した。

　ヒアリング対象者は以下の通りである。

＜文化関係者・団体＞

神永宰良（ダンス・いわき市在住）/宮本

英実（地域活性プロジェクトMUSUBU）

/Candle JUNE（LOVE for NIPPON）/ブ

ルース・ヒューバナー（尺八奏者）/大友

良 英（ ミ ュ ー ジ シ ャ ン/プ ロ ジ ェ ク ト

FUKUSHIMA!）/日本音楽制作者連盟/

日本音楽事業者協会/日本レコード協会/

神谷未穂（仙台フィルハーモニー管弦楽

団コンサートマスター）/わらび座/公益

社団法人全日本郷土芸能協会/佐東範一（ジ

ャパン・コンテンポラリーダンス・ネッ

トワーク）/東日本映画上映協議会

＜教育委員会＞

岩手県 釜石市教育委員会/福島県 双葉町

教育委員会/宮城県 気仙沼市教育委員会/

宮城県 亘理町教育委員会/福島県 いわき

市教育委員会

ᶅアンέーτௐࠪ

　2011年度の調査では、下記の3つのアンケ

ート調査を実施、被災状況及び文化芸術によ

る復興支援活動の状況の定量把握に努めた。

（1）基礎自治体調査

　被災指定都市の基礎自治体文化芸術担当部

署に対する文化施設、文化芸術団体、民俗芸

能の被災状況に対するアンケート調査。回答

125市町村。

（2）文化施設調査

　公立文化施設の被災と復興状況を把握する

ためのアンケート調査。回答490施設。

（3）芸術関係者/団体調査

　芸術関係者/団体の被災状況と文化による

復興支援の実施状況に関するアンケート調

査。回答数は芸術家個人会員の協会52団体、

芸術団体が会員の協会24団体、芸術団体266

団体。
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˙コンソーシアムͷӡӦ

　2012年度は、正式に「文化芸術による復興

推進コンソーシアム」が設立した年度にあたる。

設立のための作業とその後の運営に係わる業

務を、下記のように実施した。

ᶃコンソーシアムͷӡӦ

　コンソーシアムの設立を進めるため、第2回

設立準備委員会を2012年4月25日に開催、設立

のための規約や運営構成を審議した。ここで

の決定の下に、第1回運営委員会を5月30日に

開催し、「文化芸術による復興推進コンソーシ

アム」が正式に発足した。

　コンソーシアムの運営委員には、設立準備委

員会の委員であった荻原康子、関裕行、田澤祐

一、畑中裕良、松本辰明、渡辺聡の各氏に加え、

小松弥生（全国美術館会議事務局長）、半田昌

之（公益財団法人日本博物館協会専務理事）、

本杉省三（日本大学理工学部建築学科教授）の

3氏が加わり、計9名となっている（運営委員長

/本杉省三、運営副委員長/小松弥生）。

　2012年度は、計3回の運営委員会が開催され、

全体の運営に関する監督を行った（上記第1回

に加え、2012年10月30日、2013年2月25日に開

催）。また、運営委員会を補助する企画会議を、

文化庁、事務局等で別途、19回実施している。

ᶄシンϙジ΢ムͷ։࠵

　震災から2年が経過し、コンソーシアムの設立

記者会見より1年の節目となる2013年3月15日に、

「文化芸術を復興の力にⅡ」をテーマに、シンポ

ジウムを国立新美術館講堂で開催した。

　このシンポジウムでは、六華亭遊花（落語芸

術協会仙台事務所・三遊亭遊三門下の落語家。

遠野市出身、被災地での公演活動を実施）の公

演の後、佐々木健（復興推進員・大槌町生涯学

習課長）、鈴木拓（復興推進員・ARC>T事務

局長）、懸田弘訓（福島県文化財保護審議会委

員）、堀田力（調査研究委員・さわやか法律事

務所）各氏をパネラーに、本杉省三コンソーシ

アム運営委員長をモデラーにパネルディスカッ

ションを実施。文化芸術による復興推進に関す

る現状、課題、考え方等についての各パネラー

の報告に基づき、今後の文化芸術による復興の

方向性について活発な議論が行われた。

ᶅͦͷଞͷ׆ಈ

　前年度の準備を踏まえ、2012年8月15日に、

コンソーシアムの公式ウェブサイトがオープン

した。ウェブサイトには、被災地において活動

している文化芸術団体や個人からの報告を掲載、

この結果は、調査研究活動にも活かされている。

また、ロゴマークを制定し、ウェブサイトやポ

スター、パンフレット等に掲載するなど活用した。

配布物としては、広報用パンフレットを1万部

制作・配付すると共に、調査研究報告書（参考

資料2種をつけた3分冊）とシンポジウム報告書

を発行している。

　この他、「東アジア共生会議2012」の共催他、

計6つの復興支援事業への共催、後援、協力等

を実施。また、前年度に引き続いてコンソーシ

アムの財政基盤についての検討を実施した。

2012年度
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˙ௐࠪ研究׆ಈͷ࣮施

　2012年度も、前年度に引き続き、調査研究

活動を実施した。具体的には下記の活動を行

っている。

ᶃௐࠪ研究ҕһͷґཔͱௐࠪ研究会ͷ࣮施

　本杉省三運営委員会委員長、小松弥生副委

員長に加え、大和滋（公益社団法人日本芸能

実演家団体協議会参与）、端信行（兵庫県立歴

史博物館館長）、堀田力（公益財団法人さわや

か福祉財団理事長・弁護士）、渡辺一雄（文化

芸術による復興推進コンソーシアム・アドバ

イザー）の4氏に調査研究委員に就任していた

だき、調査研究会を当該年度で3回実施した

（2012年11月13日、12月10日、2013年1月15日）。

　また、このうち第1回については、端信行委

員より「阪神淡路大震災における兵庫県立歴

史博物館の経験」を報告いただき、第2回につ

いては、岡田健（独立行政法人東京文化財研

究所/文化財レスキュー活動）、森司（公益財

団法人東京都歴史文化財団東京都文化発信プ

ロジェクト室・東京アートポイント計画ディ

レクター/東京都による芸術文化を活用した被

災地支援事業）、遠藤昇（宮城県吹奏楽連盟/

宮城県楽器BANK）の3氏に臨時委員になって

いただき、各所属組織の復興支援に関する活

動の報告をいただいた。

ᶄ文化芸術による復興推進һ

　被災地及び被災地域への文化支援状況を継

続的にフォローする目的として、「文化芸術に

よる復興推進員」を任命し、復興推進員連絡

会議を岩手県2回/宮城県2回/福島県2回/東

京都で2回開催した。

　復興推進委員のメンバーは以下の通りとな

っている。

໊　ࢯ 所　ଐ ໾　৬

Ѩ෦	෢࢘ 東๺文化ࡒө૾研究所 所௕

٠஑	࿨ݑ ຽ会館ݝखؠ 館௕

東඙	լݹ ʢ公社ʣ	シϟンςΟ国ࡍϘϥンςΟア会 ख事務所　所௕ؠ

݈	ʑ໦ࠤ େṀொڭҭҕһ会 ੜ֔学श՝௕

ᖒ内	ҳཅ 芸術文化協会ࢢݹٶ 事務局௕

࿨ా	རஉ 佂ੴڭࢢҭһ会 ੜ֔学शεϙーπ՝௕

（1）岩手県6名
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໊　ࢯ 所　ଐ ໾　৬

੺ࡔ	ໜ෉ ຽ会館ݝ৓ٶ 企ը事業՝௕

େᖒ	ོ෉ ʢ公ࡒʣઋ୆ϑΟϧϋーϞχーָݭ؅団 ༩ࢀ

੪౻	༸հ α΢ンυϥϘԻָࣨڭ ୅表

ന௡	क߁ ʢ公社ʣམޠ芸術協会	ઋ୆事務所 所௕

ླ໦	୓
ARCʼT
ʢアーτϦόイόϧコωΫシϣン東๺ʣ

事務局௕

ོ	඼ࡾ ঁ઒ொ立ঁ઒ୈ࢛小学ߍ ௕ߍ

ਫށ	խ඙ ઋೆ芸術文化ηンλー	͑ͣ͜ホーϧ 所௕

໊　ࢯ 所　ଐ ໾　৬

େ井	༏ࢠ ʢ公社ʣ	೔ຊ芸ೳ࣮ԋՈ団ମ協ٞ会

Ԯݪ	ࢠ߁ ʢ公社ʣ	企業ϝηφ協ٞ会 事務局௕

小ؠ	लଠ࿠ ʢ公社ʣ	全೔ຊڷ౔芸ೳ協会

ཥ੨	౻ࠤ
ʢ公ࡒʣ	東京都ྺ࢙文化ࡒ団　
東京文化発৴ϓϩジΣΫτࣨ

ؒ੉	উҰ
ʢ社ʣ全国公立文化施設協会
ʢ小ాࢢݪຽ会館　館௕ʣ

アυόイザー

໊　ࢯ 所　ଐ ໾　৬

߂ಓ	࡚ؠ ෱ౡݝ文化ηンλー 文化推進՝௕

࿨໻	઒ߐ ʢҰ社ʣ	;͘͠·࿈ܞ復興ηンλー ཧ事

઒Ԇ	҆௚ ෱ౡݝ立ത෺館 学芸һ

٠஑	৴ଠ࿠
Ͳ΋ͷ৺ͷέアϓϩジΣΫτࢠޙࡂ਒ࢢࢁ܊
ʢҩྍ法人	ਔण会	٠஑ҩӃʣ

੢		ಓయ ೆ૬അࢢ小中学1ߍTA࿈བྷ協ٞ会 会௕

দ࡚	࿨ଇ ෱ౡݝ文化εϙーπ局文化ৼ興՝

（2）宮城県7名

（3）福島県6名

（4）全国組織5名
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ᶅ復興推進׆ಈใࠂ

　文化芸術による復興支援の活動事例として、

下記15本のトピックについてのレポートを報

告していただいた。

・「盛岡市中央公民館における絵本プロジェ

クト」（盛岡市中央公民館館長/特定非営

利活動法人いわてアートサポートセンタ

ー副理事長　坂田裕一）

・「本が取り持つ縁」（陸前高田市/大船渡

市/大槌町/山田町での移動図書館活動/

公益社団法人シャンティ国際ボランティ

ア会岩手事務所長　古賀東彦）

・「三陸文化復興プロジェクトの取組」（遠野

文化研究センター調査研究課長　小笠原晋）

・「伝津館について」（山田町伝津館におけ

る被災した写真の復元活動/公益財団法

人国際開発救援財団　堀合輝美）

・「被災地の明日を創る新しい公共について」

（音楽の力による復興センター・東北　代

表理事　大澤隆夫）

・「仙台市科学館の文化財レスキューとその

展望」（仙台市科学館事業係指導主事　菊

池正昭）

・「気仙沼市における文化芸術の被災状況と

復興の現状および課題」（気仙沼市教育委

員会生涯学習課課長　千葉光広）

・「『はま・なか・あいづ文化連携プロジェ

クト』について」（福島県立博物館学芸員　

川延安直）

・「文化芸術の力で子供たちに感動を」（ふ

くしま次代を担う子どもの文化芸術体験

事業/財団法人福島県文化振興財団文化

推進課　木村智子）

・「飯舘村文化復興元年〜平成24年度『いい

たて村文化祭』実施報告〜（飯舘村教育

委員会　高木久子）

・「東日本大震災における被災した動物園水

族館への支援とその組織的教訓」（公益社

団法人日本動物園水族館協会会長　山本

茂行）

・「文化芸術による震災復興事業」（公益社

団法人日本芸能実演家団体協議会文化芸

術政策推進業務部　大井優子）

・「郷土芸能が未来に問うもの―GBFund

『百祭復興プロジェクト』を通じた一考」

（公益社団法人企業メセナ協議会事務局

長　荻原康子）

・「東京都による芸術文化を活用した被災地

支援事業（Art Support Tohoku-Tokyo）

から見えた震災以後の動き」（公益財団法

人東京都歴史文化財団　東京文化発信プ

ロジェクト室　佐藤李青）

・「東京藝術大学における震災復興支援活動

報告書」（同大学理事・副学長　北郷悟）
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˙コンソーシアムͷӡӦ

　2013年度は、調査研究事業に重点を置いて

活動してきた2011年度、2012年度の実績を踏

まえ、「つたえる」活動（ウェブサイトなどで

の文化芸術による復興支援活動関連の情報の

発信）、「つなぐ」活動（支援側と支援を受け

る『受援』側とをマッチングさせる活動」へ

と活動の中心をシフトさせた年であった。

　これを踏まえ、2013年度は、以下のように

運営体制を変更している。

ᶃコンソーシアムͷӡӦମ੍ͷมߋ

　運営委員は、2012年度と同じ9名（本杉省三、

小松弥生、荻原康子、関裕行、田澤祐一、畑

中裕良、半田昌之、松本辰明、渡辺聡の各氏）

で、委員長（本杉省三）、副委員長（小松弥生）。

運営員会は年度内に3回開催された（2013年7

月5日、11月15日、2014年2月19日）。また、運

営委員会の下で企画立案・検討にあたっての

調整（コンソーシアム事務局会議）を文化庁、

事務局等により、11回開催している。

　上記に加え、「つたえる」「つなぐ」活動へ

シフトするため、東北事務所の設置、エグゼ

クティヴ・コーディネーターの委嘱、アドバ

イザリースタッフの選任とアドバイザリース

タッフ会議を実施した。また、現地の情報を

フォローするため、復興推進員の委嘱につい

ては引き続き実施している。

　このうち、アドバイザリースタッフは、本

事業の実施にあたって、事務局の要請により、

専門的・総合的な見地から助言、各会議への

出席、レポート提出などを行う要員として業

務依頼を行ったものである。アドバイザリー

スタッフは、伊藤美歩（アーツブリッジ）、桜

井俊幸（魚沼市小出郷文化会館）、志賀野桂一

（東北文化学園大学）、砂田和道（相愛大学/

くらしに音楽プロジェクト）、坪能克裕（日本

現代音楽協会/国際現代音楽協会日本支部）の

5氏に委嘱した。アドバイザリースタッフ会議

を2013年9月3日に実施した。また、長期にわ

たる復興推進活動を担保していくことを目的

に、コンソーシアムが活動する上で必要な財

源の確保の手段、仕組等について検討する「財

政基盤確立等検討会議」を2013年12月7日に開

催している（出席者：伊藤美歩アドバイザー/

事務局）。

ᶄ文化芸術による復興推進һ

　被災地及び被災地域への文化支援状況を継続

的にフォローすることに加え、支援を求める被

災地の住民・団体等の活動と支援 を行う賛同

団体等の活動とのマッチングに資するための活

動を行ってもらうことを目的に、「文化芸術によ

る復興推進員」を任命した。2013年度の復興推

進委員のメンバーは次の通りとなっている。

2013年度
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໊　ࢯ 所　ଐ ໾　৬

੺ࡔ	ໜ෉ ʢ公ࡒʣٶ৓ݝ文化ৼ興ࡒ団　 企ը事業՝௕

੺ؒ	ѥੜ
ʢ公ࡒʣઋ୆ࢢࢢຽ文化事業団
ઋ୆文学館

学芸ࣨ௕

公඙	౻ࠤ ʢ෱ʣઋ୆ࢢ社会෱ࢱ協ٞ会 事務局௕

ന௡	क߁ ʢ公社ʣམޠ芸術協会 ઋ୆事務所௕

ઍ༿	৴行 ʢ公ࡒʣੴࢢר芸術文化ৼ興ࡒ団 ઐ務ཧ事

ٱਸ	井ࡉ ઋ୆ࢢ	ࢢຽ局 文化ৼ興՝௕

ਫށ	խ඙ ઋೆ芸術文化ηンλー　͑ͣ͜ホーϧ 所௕

ീר	ण文
ʢ公ࡒʣઋ୆ࢢࢢຽ文化事業団
ͤΜ͍ͩԋܶ工๪	10-#0X

2୅目工๪௕

໊　ࢯ 所　ଐ ໾　৬

小ؠ	लଠ࿠ ʢ公社ʣ全೔ຊڷ౔芸ೳ協会 事務局࣍௕

࠭ా	࿨ಓ
૬Ѫେ学
͘Β͠にԻָϓϩジΣΫτ

।ڭत
事務局௕

ࢠඒஐ	Ԭࣉ ʢ公社ʣ企業ϝηφ協ٞ会 ϓϩάϥム・ΦϑΟαー

໊　ࢯ 所　ଐ ໾　৬

ఱ໺	࿨඙ ෱ౡେ学 ಛ೚।ڭत

߂ಓ	࡚ؠ ෱ౡ文化ηンλー 文化推進՝௕

࿨໻	઒ߐ ʢ/10ʣࢠࣉ԰ํৎࣷ ཧ事

େੴ	࣌༤
͍Θ͖ࢢ　ࢢຽ協ಇ෦
͍Θ͖芸術文化ަྲྀ館アϦΦε

഑人ࢧ

େ৴	ペϦΧン Ո・ԋग़Ո࡞ܶ

઒Ԇ	҆௚ ෱ౡݝ立ത෺館 学芸һ

ੁ໺	ਖ਼ඒ ෱ౡݝ߹এ࿈ໍ ཧ事௕

দ࡚	࿨ଇ ෱ౡݝ　文化εϙーπ局文化ৼ興՝ ओ೚ओࠪ

໊　ࢯ 所　ଐ ໾　৬

Ѩ෦	෢࢘ 東๺文化ࡒө૾研究所 ୅表

࠸හ	࡚ڇ ೦館ه࣏ݡ୔ٶ ෭館௕

૔࣋	༟޾ Սۭͷܶ団 ୅表・ԋग़Ո

༟Ұ	ాࡔ ͍Θͯアーταϙーτηンλー ཧ事௕

݈	ʑ໦ࠤ େṀொڭҭҕһ会 ՝௕

ଟా	Ұ඙ ԕ໺·͜͝Ζωοτ ཧ事௕

ቫ	࡚ࣉ ͍ΘͯϑΟϧϋーϞχー・Φーέετϥ ୅表・ऀشࢦ

ຊ೾	හ ʢ公ࡒʣؠखݝ文化ৼ興事業団 ओ೚

（1）岩手県8名

（2）宮城県8名

（3）福島県8名

（4）全国組織3名
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ᶅ東๺事務所ͷ設立ͱΤάθΫςΟϰ・コー

デΟωーλーҕ৤

　2013年度では、コンソーシアムの活動をよ

り現地主導にしていくため、コンソーシアム

東北事務所の開設とエグゼクティヴ・コーデ

ィネーター配置のふたつを実施している。東

北事務所については、2013年7月1日に、公益

財団法人仙台フィルハーモニー管弦楽団と市

民有志により設立された「一般財団法人音楽

の力による復興センター・東北（2014年4月公

益認定）」の代表理事である大澤隆夫氏に依頼、

同団体を受け皿として開設した。東北事務所

では、現地の復興支援イベントのきめ細やか

な取材や現地のキーパーソンとのネットワー

クづくりを実施すると共に、エグゼクティヴ

・コーディネーターの活動支援や、後述する「支

援・受援ネットワーク会議」及び各種のマッ

チング活動のサポートを行っている。

　エグゼクティヴ・コーディネーター制度も、

被災地の情報収集・人的なネットワークづくり

や支援/受援のマッチングの支援や助言などを

目的としたもので、これについては2013年6月13

日に、渡辺一雄氏に委嘱し、7月より業務を開始

した。被災地域に対する独自の取材やネットワ

ーク構築に加え、東北事務所との円滑な協働体

制づくり、「支援・受援ネットワーク会議」及び

各種のマッチング活動のサポートを実施している。

˙ʮͭͳ͙ʯ׆ಈͷల։

　上述したコンソーシアムの体制を基盤として、

2013年度は、支援をする側と支援を受け入れる

被災地側を具体的に「つなぐ」ための活動を展

開した。具体的には、「つなぐ」活動を実現す

るための検討会議として「支援・受援ネットワ

ーク会議」と「プロジェクト検討会議」を実施。

また、個別の案件で支援側と被災地側を結ぶマ

ッチング活動を積極的に行っている。

ᶃࢧԉ・डԉωοτϫーΫ会ٞ

　コンソーシアムでは、支援側だけでなく、支

援の受け皿となる側においても「コーディネー

ターなど、支援を受け入れる力や体制が必要」

という問題意識の下、「受援」というコンセプ

トを設け、被災地の活動団体と支援団体等の関

係強化や具体的な提案を実現に繋げることを目

的に、「支援」側と「受援」側の関係者が一堂

に会し意見交換を行う「支援・受援ネットワー

ク会議」を2013年10月18日に開催した。

　「支援・受援ネットワーク会議」では、具体

的な検討が進むよう、「復興と伝統芸能の力」、

「子どもの未来のために」、「被災地からの創造

発信」の3つのテーマに基づいた議論を行った

上で、総括議論を行った。各パートの報告者

とコーディネーターは下記の通りである。

（1）復興と伝統芸能の力

報告者：阿部武司（東北文化財映像研究所

代表）、八巻寿文（せんだい演劇工房10-

BOX 2代目工房長）、小岩秀太郎（全日本郷

土芸能協会事務局次長）

コーディネーター：志賀野桂一（東北文化

学園大学総合政策学部総合政策学科教授）

（2）子どもの未来のために

報告者：佐藤豊（福島県文化センター）、大

石時雄（いわき芸術文化交流館アリオス支配人）
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コーディネーター： 渡辺一雄（コンソーシ

アム・エグゼクティヴ・コーディネーター）

（3）被災地からの創造発信

報告者：加川広重（画家）、島田誠（公益財

団法人神戸文化支援基金理事長）、川延安直

（福島県立博物館学芸員）

コーディネーター： 大澤隆夫（「音楽の力に

よる復興センター・東北」代表理事）

（4）総括会議

報告者：高橋純一（公益財団法人朝日新聞

文化財団参事）、吉野孝行（独立行政法人日

本芸術文化振興会基金部芸術活動助成課

長）、小林俊之（日本赤十字社福島県支部組

織振興課）、荻原康子（公益社団法人企業メ

セナ協議会事務局長）

コーディネーター： 本杉省三（日本大学理

工学部建築学科教授）

ᶄϓϩジΣΫτݕ౼会

　「支援・受援ネットワーク会議」の議論をそ

の場限りのものとせず、具体的なプロジェクト

に結びつけていくため、郷土芸能プロジェクト

検討会、文化施設連携会議のふたつの会議を

実施した。また、無形文化遺産情報ネットワー

クとの連携を図るため、関係者と会合を持った。

　各会議・会合の概要は下記に示す通りである。

（1）郷土芸能プロジェクト検討会

開催日/場所：2014年1月29日　於　仙台市市民活動サポートセンター

会 議 内 容 ：郷土芸能の自立に向けた取組や新たな展開のあり方を検討するため、会議出席者が「企

画提案シート」を提出。それに基づいて具体的な議論を実施した。

会議出席者：
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（2）文化施設連携会議

開催日/ 場所：2014年1月30日　於　岩手県民会館

会 議 内 容 ：コンソーシアムの復興推進員の文化施設の運営に携わる者が集まり、「被災地におけ る

文化施設の運営面での課題解決のためには、どのような連携が考えられるか」「文化 芸

術の被災地支援活動における連携をどのように進めていくか」のふたつのテーマについて

議論を実施。

会 議 出 席 者：

（3）無形文化遺産情報ネットワーク等との連携

開催日/ 場所：2013年12月11日/2014年3月10日　於　コンソーシアム東京事務所

会 議 内 容 ：無形文化遺産情報ネットワークとコンソーシアムがどのように協力を進められるか調整・

検討の会議を行った。

出席者（第１回）：小岩秀太郎（公益社団法人全日本郷土芸能協会）/久保田裕道（東京文化財研究所無形

文化遺産部）/今石みぎわ（東京文化財研究所無形文化遺産部）/松本辰明（文化芸術

による復興推進コンソーシアム事務局長）

出席者（第2回）：小岩秀太郎/寺岡美智子（公益社団法人企業メセナ協議プログラムオフィサー）/久保田

裕道/大澤隆夫（文化芸術による復興推進コンソーシアム東北事務所所長）/渡辺一雄（文

化芸術による復興推進コンソーシアム・エグゼクティブ・コーディネーター）、松本辰明（文

化芸術に よる復興推進コンソーシアム事務局長）
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ᶅϚονンά事業

　コンソーシアムでは、2013年度、上記の検討

に加え、実際の案件における支援側と受援側の

マッチングに向けての活動として、支援側/受

援側の具体的なニーズを把握するためのアンケ

ート調査、支援団体に対する訪問・ヒアリング、

コンソーシアムに寄せられた個別相談に対する

対応と復興推進事業実施へのサポートを行った。

（1）アンケート調査送付/回収状況

・賛同団体(個人)に対するアンケート　送付

260件/回答48件（受援側団体21件、支援側団

体が27件）。

・企業・助成財団に対するアンケート　送付

138件/回答13件 （財団9件、企業4件）

（2）支援団体訪問・ヒアリング対象

　公益財団法人東日本復興支援財団/公益社団

法人企業メセナ協議会/公益財団法人三菱東京 

UFJ 信託芸術文化財団/株式会社ベネッセコー

ポレーションCSR/公益財団法人セーブ・ザ・

チルドレン・ジャパン/公益財団法人朝日新聞

文化財団/公益財団法人ソニー音楽財団/NEC 

CSR・環境推進本部CSR・社会貢献室

（3）個別案件への対応

　上述のアンケートを経由して集まってきたコ

ンソーシアムへの依頼及び、直接コンソーシア

ム関係者や事務局に寄せられた相談に対応し、

マッチングを実施。2013年度中の相談件数は、

支援側 で 27件、受援側で5件となっている。

　支援側のニーズ内訳は「事業ができる場所の

コーディネート」3件、「情報提供」8件（支援

先団体の情報、助成金の情報、共同できる団体

の情報など）、「現地での広報」4件（メルマガ

への掲載、現地団体のウェブサイトへの転載、

公立文化施設等でのチラシ配布の設置）など。

　これらの相談に対しては、公立文化施設のネ

ットワークを活用した事業の場の提供や現地広

報（後援、協力クレジット提供を含む）、情報

発信事業 を利用した各種情報の提供や関連団

体・現地への広報を実施して対応。このうち、

日本たばこ産業株式会社の福島県への支援につ

いての相談（「森のはこ舟アートプロジェクト」

に結実）と、公益社団法人ニッセイ文化振興財

団からの同財団のアウトリーチの受入校の選定

に関わる相談については、実際に支援側と受援

側の具体的なマッチングに成功している。

˙ʮͭͨ͑るʯ׆ಈͷల։

　2013年度は、文化による復興推進活動の情報

を広く発信していく「つたえる」活動についても

強化した。具体的には、2012年8月15日より開設

したウェブサイト及びTwitterの運用を強化し、

支援団体からの助成情報、復興推進イベントの

開催のお知らせ等の各種情報の発信、学識経験

者/アーティスト/公立文化施設関係者等による

ブログ形式での被災地の状況や活動・今後の課

題などについてのレポートの掲載を継続すると

共に、2014年2月には、ユーザビリティ向上のた

めのサイトリニューアルを実施している。

　加えて、2013年度は、Facebookの運用開始

（2014年1月16日より）、メールマガジンの月刊化

（2013年10月より）も実施、ウェブサイトと合わ

せて多面的な情報発信を実施した。また、コン

ソーシアム自体の活動報告として、平成25年度

事業実施報告書を作成、合わせてPDF版をウェ

ブサイト上で公開した。
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˙コンソーシアムͷӡӦ

　2014年度は、2013年度より強化された「つ

たえる」活動、「つなぐ」活動をさらに推し進

めるべく引き続き事業を展開した。まず、運

営委員会については、2013年度の9名のうち6

名（本杉省三、小松弥生、荻原康子、関裕行、

田澤祐一、松本辰明、半田昌之の各氏）が留任、

2名が交代（東京藝術大学の畑中裕良氏が、同

大学の理事・事務局長の馬場剛氏に、日本音

楽著作権協会の渡辺聡氏が同協会常任理事の

齊藤眞美氏に交代）した。また、より被災地

に近い立場の委員として、大石時雄（いわき

芸術文化交流館アリオス支配人）と、大澤隆

夫（公益財団法人音楽の力による復興センタ

ー・東北代表理事）、菊池和憲（岩手県民会館

館長）の3氏が加わり、総勢12名に拡充されて

いる。運営委員長（本杉省三）と運営副委員

長（小松弥生）は変わっていない。

　運営委員会は3回開催（2014年6月27日、10

月31日、2015年2月26日）され、具体的な企画

調整のための、文化庁、事務局等によるコン

ソーシアム事務局会議は11回開催された。

　上記に加え、「つなぐ」活動の継続強化のた

め、東北事務所を東北センター機能に拡充し、

これまで東京事務所で行っていた「被災地に

おける文化芸術活動の企画等支援」を合わせ

て担うこととなった。これに合わせ、2014年7

月1日付けで、一柳智子（郡山女子大学短期大

学部教授）と懸田弘訓（民俗芸能学会福島調

査団団長）の両氏を復興推進員に任命し、東

北センターの下でプロジェクト創出事業に協

力していただくこととした。

　エグゼクティヴ・コーディネーターの委嘱

も継続している。また、「つたえる」活動につ

いては、ウェブサイト/twitter/Facebookの運

用及びメールマガジンの月刊発行を通を継続

すると共に、平成26年度事業実施報告書を作

成し、ウェブサイトでもPDF版を公開した。

˙ʮͭͳ͙ʯ׆ಈͷల։

　2014年度では、東京事務所と東北センター

で、下記の「つなぐ」活動の実施を行っている。

（1）復興推進イベントへの協力

・「森のはこ舟アートプロジェクト」（2013

年度のマッチングに引き続き、広報協力

・各種後方支援を実施）

・「加川広重 巨大絵画が繋ぐ東北と神戸 

2015」（現地レポート発信、コンソーシア

ム事務局の母体である公益社団法人全 国

公立文化施設協会が資金援助）

・「歌によるソーシャル・インクルージョン

・イン福島」（地域の状況調査や開催場所

の選定、地域に沿ったプログラムの企画

支援・ コンサートの運営協力）

・「GFSC 東北希望のコミュニティープロジェク

ト　手をつなごうニッポン頑張れ!! 岩手大船

渡〜“夢さんま祭り2014”」（後援/広報協力）

・「奈奈子祭 花の陣」（広報協力）

・「東日本大震災チャリティーコンサート」（後

援/広報協力）

・「全労済文化フェスティバ ル2015東日本

2014年度
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大震災子ども舞台支援事業 3.11を忘れな

い」（後援/広報協力）

（2）東北センターによるプロジェクト創出事業

　コンソーシアムでは、2013年度に引き続き、

(1)「民俗芸能」 (2)「文化施設の連携」 (3)「子

ども」という3つの分野を柱に、具体的な復興

支援のプロジェクトを創出する活動を、東北

センターとエグゼクティヴ・コーディネータ

ーを中心に行った。このうち「民俗芸能」の

分野では、福島県に注目し、民俗芸能活動の

持続的復興支援の「仕掛け」として急ぎ相応

しい中間団体の設立を行うべく、福島県、助

成企業、県下経済界などの関係者に提案活動

を実施。最終的に県主導によるNPO法人「民

俗芸能を継承するふくしまの会」設立にこぎ

着けた。

　「文化施設の連携」の連携については、文化

施設・自治体の担当者及び有識者がひとつに

つながり、実務的なノウハウが広がるネット

ワークづくりを目指して、被災各地の公立文

化施設や有識者にヒアリングを実施すると共

に、2015年2月26日と3月18日に「文化施設連

携システム検討準備会」を開催した。また「子

ども」については、子どもへの文化芸術支援

の現場の取材と被災地の子どもたちにむけて

文化芸術を通し優れた事業を行っている団体

を対象としたアンケート調査（配付20団体/

回答15団体）により、情報の収集・検討を行

った。
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˙コンソーシアムͷӡӦ

　2015年度の運営委員会は、2014年度の12名

のうち11名（本杉省三、小松弥生、大石時雄、

大澤隆夫、荻原康子、菊池和憲、齊藤眞美、

田澤祐一、馬場剛、半田昌之、松本辰明の各氏）

が留任、1名が2015年10月1日付で交代（日本

芸術文化振興会の関裕行氏が、同会理事の平

林正吉氏に交代）した。運営委員長（本杉省三）

と副委員長（小松弥生）は同じである。運営

委員会は３回開催（2015年7月22日、11月13日、

2016年2月25日）、運営委員会の下で具体実務

を協議する事務局会議は10回開催された。

　業務実施体制については、東京事務所、東

北センター、エグゼクティヴ・コーディネー

ター共に、2014年と同じである。また、「つた

える」活動としては、ウェブサイト/twitter/

Facebookの運用及びメールマガジンの月刊発

行を継続して実施した。

˙ʮͭͳ͙ʯ׆ಈͷల։

　2015年度は、前年度支援協力をした特定非

営利活動法人「民俗芸能を継承するふくしま

の会」が正式に設立。東北センターでは、プ

ロジェクト創出事業のひとつとして、同会の

総会や各市町村の報告会への参加や助言など

引き続き協力を行った。また、同会に対しては、

事務局長（國分球子）を東北センターで委嘱

する等、事務機能の面からも支援を実施して

いる。

　プロジェクト創出事業としては、もうひとつ、

「文化施設の連携」の分野で石巻市教育委員会

複合文化施設開設準備室に対する支援を実施

している。具体的には、専門家の派遣や宮城

県内外の文化施設視察のコーディネイトを行

うと共に、どのようなホールが望ましいか、「文

化施設と街づくり」をテーマに、2016年2月10

日に勉強会を開催した。

　また、上記のプロジェクト創出事業の他、

東京事務所では「新しい東北」官民連携推進

協議会事務局（復興庁）に協力。同協議会が

2015年度に行ったミーティングと交流会にお

いて、神戸と東京のミーティングでは展示ブ

ースを設けて各被災地の文化芸術による復興

支援活動の現況を紹介、遠野と仙台の交流会

では、企画協力を行い、実際の民俗芸能の披

露やパネルディスカッションへの地域のコー

ディネーター出席を実現する等している。

˙コンソーシアムٴͼ਒ࡂҎ߱ͷ文化芸術׆

ಈͷৼΓฦΓ

　2015年度は、11年度から継続されてきた「文

化芸術による復興支援コンソーシアム」に対

する文化庁の委託事業が終了を迎える節目の

年度であることから、運営委員会の委員及び

今までコンソーシアムに協力をしていただい

た関係者の方々に、「被災地における現状と課

題」「震災以降の文化芸術活動を振り返っての

課題やエピソード」「コンソーシアムの評価や

課題」「今後求められる取組」についてアンケ

ートを行った。このアンケートには、「震災以

降の文化芸術による復興支援活動の中でそれ

までは想像もできなかった各種の出会いと感

201�年度
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動があったこと」、「一応の復興が進む一方で、

弱者の取りこぼしや地域間の格差など問題も

出てきており、文化芸術支援の継続への期待

は大きいこと」、「継続のためには自立した活

動ができる体制づくりが必要であり、そのた

めの支援が求められること」等、多くの貴重

な回答が寄せられている。

　こうしたご意見及びこれまでの各種報告書

やウェブサイトでのレポートなどを取りまと

め、制作したのが、本報告書、「5年間の記録

と今後に向けて」である。この報告書の発刊

をもって、コンソーシアムは、最初の区切り

を迎えることとなる。
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資料編

˙2012年度

ԉ໊ٛ౳ঝೝҰཡޙ

ड ෇
/o.

ऩड೔ छผ 事業໊ ؒظ ओ࠵団ମ ঝೝ೔ ૹ෇೔ 目త උߟ

1 8/8 ԉޙ (F4C	ر๬・ເ	ؖ国ͷ
ཱྀϓϨθンτ

2012年8月1�೔	೔

ʙ23೔ʢ໦ʣ

(F4Cر๬・ເ	ؖ国ͷཱྀ
ϓϨθンτ૊৫ҕһ会 8月10೔ 8月10೔

ؖ国ͷඒ͍ࣗ͠વ΍文化に৮Εඃࡂͷ
೔ͷτϥ΢ϚΛࠀ෰Ͱ͖るᷓؾݩΕる
૝͍ग़࡞Γͱڞにɺ೔ຊͷ復興ϝοη
ージ΍೔ຊΛ୅表ؖ͠国΁ͷँײͷؾ
࣋ͪΛ఻͑る೔ؖ༑޷਌ળ࢖અ団ͱ͠
ͯɺͦͯؖ͠国ͷ学ੜͱͷଠྲྀަޑΛ
௨͡೔ؖ྆国ͷ༑૿޷進にͳるཱྀɻ

2 8/16 ࠵ڞ 東アジアڞੜ会ٞ̎̌
̍̎

2 0 1 2年1 2月1 �೔
ʢ౔ʣ
ʙ16೔ʢ೔ʣ

文化ி 8月21೔ 8月21೔

東アジア֤国͕ڞੜ͢るະདྷに͚ͨ޲
ཧ೦Λ໌Β͔に͢るͨΊɺ東アジアॾ
国ͷ文化人ɺ芸術Ոɺ学ࣝऀݧܦɺͦ
ͷଞͷ文化にؔ͢܎るऀ͕Ұಊに会͢
る会ٞΛ։͠࠵ɺ東アジアॾ国ͷ文化
芸術ؔऀ܎ಉ࢜ͷωοτϫーΫڧ化Λ
ਤるͱͱ΋にɺੈք全ମͷڞੜに΋ߩ
る東アジア͔ΒͷϝοηージΛੈ͢ݙ
քに͚ͯ޲発৴͢る͜ͱΛ目తͱ͢るɻ

3 8/20 ԉޙ Ֆ࡙͔ͤϓϩジΣΫτ
2012年�月8೔ʢ౔ʣ
ʙ 201 3年1月27೔
ʢ೔ʣ

Ͳ΋ܶ৔͓΍ܶ͜৔全国Ųࢠ
őŖŽŷ東೔ຊେ਒ࢧࡂԉຊ෦
�Ͳ΋ͱŗŖŪŲƅƁŢƄŐŞŪ�໌೔ࢠ

8月2�೔ 8月2�೔

ʴݝ඼Λ東๺6࡞໛نͲ΋ͷͨΊͷ小ࢠ
Ἒ৓ݝͷ100༨ϲ所Ͱ࣮施͢るɻͨ ͩ͠ɺ
ʮ中央ʯ͔Β࡞඼Λಧ͚るͷͰ͸ͳ͘ɺ
ͦΕͧΕͷ஍Ҭ͝ͱにͦ͜にੜ͢׆るࢠ
Ͳ΋ͷͨΊͷ文化Λಧ͚るओମΛੜΈ
ग़͢よ͏ͳऔ૊ͱ͢るɻ

4 10/18 ԉޙ

ϞεΫϫΧϧςοτˍ
ఱ໺Ճ୅ࢠジϣインτ
コンαーτインジϟύ
ン2012
ʙ͚ڹʂ೔࿐ͷԻָ　
ඃࡂ஍΁Ճ୅ࢠジϣイ
ンτコンαーτインジ
ϟύン2012

2012年11月2೔ʢۚʣ0fpce	;0E3� 10月23೔ 10月24೔

ϩシアͰ͸東೔ຊେ਒ࡂͷٛԉコンα
ーτ͕਺度にΘͨΓ։͞࠵Ε͓ͯΓɺ
೔ຊͰ։͢࠵る͜ͱによΓɺ͜ͷϩシ
アͷํʑͷඃࡂ஍にର͢る͍ࢥΛ٬؍
ͷօ༷に఻͑るͱͱ΋にɺೖ৔ྉͷҰ
෦Λٛԉۚͱͯ͠دෟ͍ͨͨ͘͠ࠓճ
ͷコンαーτΛ企ըͨ͠ɻ

� 11/30 ԉޙ

東೔ຊେ਒ࡂ復興ࢧԉ	
全࿑ࡁϑΣεςΟόϧ
2013
ʮࢠͲ΋ͷͨΊͷ෣୆
芸術૑଄団ମͷ会ʯν
ϟϦςΟ公ԋ஍΁�

2013年3月1�೔ʢՐʣ
ʙ20೔ʢਫʣ

Ͳ΋ͷͨΊͷ෣୆芸術૑ࢠ
଄団ମͷ会 12月�೔ 12月7೔

東೔ຊେ਒ࡂͰඃࢠͨ͠ࡂͲ΋ͨͪに
෣୆芸術ؑ৆Λ௨ͨ͠ࢧԉ公ԋΛ࣮͢
るͮۚ͘ࢿΓͷͨΊνϟϦςΟ公ԋΛ
行͏ɻ
ඃࡂ஍Ͱͷࢧԉ公ԋにग़ԋ͢る૑଄団
ମに͸ɺܦඅʢަ௨අɺं྆ܦඅɺ॓
ധ৯අʣͷࢧग़ͷΈͰग़ԋྉに͍ͭͯ
͸ϘϥンςΟアͰ公ԋΛ行͏ɻ

6 12/� ԉޙ

ઍ༿1�प年・東京10प
年・ਆಸ઒�प年
υϧνΣ๜ָ߹૗団ά
ϧーϓप年ه೦ԋ૗会

2013年8月18೔ʢ೔ʣυϧνΣ๜ָάϧーϓ東京๜ָ߹૗団 12月�೔ 12月7೔

೔ʑͷ࿅शͷ成ՌΛ൸࿐͢るͱͱ΋にɺ
Ͳ΋ͨͪࢠ஍ͷࡂճ͸ಛに東೔ຊඃࠓ
ͱͷڞԋΛؚΊɺٶ୔࡞ݪ࣏ݡͷʮ銀
Տమಓͷ໷ʯΛऔ͠ࡐɺ๜ָアンαン
ϒϧによる企ըΛ࣮施͢るɻඃऀࡂͷ
৺にײ໏Λ༩͑力͚ͮる͜ͱͰɺ文化
芸術による復興推進に͢ݙߩる͜ͱΛ
େ͖ͳ目ඪͱ͍ͯ͠るɻ

7 1/30 ԉޙ
コόέンͱͦͷ஥ؒͨ
ͪΦーέετϥ	in	東京
文化会館

2013年3月28೔ʢ໦ʣコόέンͱͦͷ஥ؒͨͪΦーέετϥ 2月4೔ 2月4೔

コόέンͱͦͷ஥ؒͨͪΦーέετϥ
͸ɺ͢΂ͯͷ人ʑ͕༩͑ΒΕ໋ͨΛً
ΓΛ目తͱͯ͠࡞ΒΕる社会͖׆͍ͯ
͍るɻେ਒ࡂにݟ෣ΘΕɺ৺ͷよΓͲ
͜ΖΛࣦͬͨ人ʑにɺԻָͷ力Ͱ͜͜
Ζͷ復興ΛԠԉ͢るɻ஌తো֐Λ࣋ͭ
ํ΍਒ࡂにૺΘΕͨํʑΛଟ਺ট଴΋
行͏ɻ

8 3/26 ԉޙ

ʙٶ୔࣏ݡͷཬにͯʙ	
ईീͱᝨͷコンαーτ
ʮ銀Տమಓͷ໷ʯにࢥ
͍Λͯͤد

2013年6月2�೔ʢ೔ʣυϧνΣ๜ָάϧーϓ東京
๜ָ߹૗団 3月28೔ 3月28೔

l銀Տమಓͷ໷zよΓ๜ָ૊࡞࣏ݡ୔ٶ
l΄Μͱ͏ͷ͍͞Θ͍Λ͕ͯ͞͠zͷۂ
ॳԋにઌ立ͪɺٶ୔࣏ݡੜ஀ͷ஍Ͱ๜
ָコンαーτΛ։͢࠵る͜ͱͰɺ஍ݩ
ؾຽ͸͡Ίආ೉͞Ε͍ͯるํʑに༐ࢢ
ͱ復興΁ͷԠԉՎͱ͢るɻ
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˙2013年度

ड ෇
/o.

ऩड೔ छผ 事業໊ ؒظ ओ࠵団ମ ঝೝ೔ ૹ෇೔ 目త උߟ

� 6/24 ԉޙ
Ѫ஌ɺۙ୅༸ը͔Βݱ
୅ඒ術΁ーҠಈඒ術ల
*/෱ౡ

2013年7月26೔ʢۚʣ
ʙ8月1೔ʢ໦ʣ ԰ը࿓ݹ໊ 6月24೔ 6月24೔

東೔ຊେ਒ࡂͷ文化芸術Λ௨ͯ͠ɺੜ
͖る༐ؾɺඒͷͨ͘·͠͞ɺਸ͞ߴΛ
ମͯ͠ײ௖͖ਫ਼ਆత෼໺Ͱͷ復興ࢧԉ
ಈΛ目తͱ͢るɻ׆

10 �/10 ԉޙ

(F4C	東๺ر๬ͷコϛϡ
χςΟーϓϩジΣΫτ　
ʙखΛͭͳ͝͏χοϙ
ンؤுΕʂʂ　ؠखେ
ધ౉ʙ　lເ͞Μ·ࡇΓz

2 0 1 3年1 0月1 3೔
ʢ೔ʣ େધ౉　ເ঎ళ֗ �月12೔ �月13೔

文化芸術Λ௨ͯ͠஍Ҭͷੑ׆化ͱ復興
͠ܞに࿈ڞͱݩԉΛ目తͱ͢るɻ஍ࢧ
l৯zͱlԻָzͱlޫ؍zͱlॳ൸࿐͞Ε
るάϧϝzΛ࿈݁ͯ͠ເ͞Μ·ࡇΓΛ੝
Γ্͛東೔ຊେ਒ࡂ復興にͭͳ͛ͯΏ͘ɻ

11 �/17 協力

2013年度ʲ௥͍ग़͠Μ
ͷ会 　r
ʕ೔ຊେ学芸術学෦文
化෦࿈ໍམޠ研究会ʕ

2014年3月1�೔ʢ౔ʣ
;͘͠·F.ɺಛఆඇӦར׆
ಈ法人　;͘͠·ࢧԉ・人
ͱ文化ωοτϫーΫ

�月1�೔ �月20೔

東೔ຊେ਒ࡂඃࡂ஍・ࣗવ๛͔ͳ෱ͷ
シϚΛ͍ͨ͑ࢧʂসإΛಧ͚ɺ෱ౡͷଟ
͘ͷ人にগ͠Ͱ΋ͤ޾ͳͪ࣋ؾにͳͬͯ
΋Β͍͍ͨɺʮੜ͖るʯͱ͍͏͜ͱΛڞ
にͭݟΊ௚͠ɺύϫー͕෸͍ͨΒɺͦͷ
ύϫーΛඃࡂ஍ͷ復興ͷ力にͯ͠ཉ͠
͍ͱ͍͏͔͍ࢥΒ企ըͨ͠ɻ

12 10/21 協力 ಸಸࡇࢠ　ౙͷਞ 2013年12月7೔ʢ౔ʣಸಸ࣮ࡇࢠ行ҕһ会 1 0月2 1
೔

1 0月2 4
೔

東೔ຊେ਒ࡂによΓԾ設ॅ୐に཭Ε͹
ͳΕにͳͬͨ佂ੴࢢͷӏॅډ஍区ॅຽ
ͷコϛϡχςΟΛڷ౔芸ೳΛ௨ͯ͡࠶
ࠓる目తͰ࢝·ͬͨɻ2月にଓ͘͢ݐ
ճ͸ɺͦͷझࢫΛҰ૚発లͤ͞ɺॳΊ
ͯ佂ੴ֗ࢢにग़ͯେṀொ࿘൘ͷࡾ཮Ֆ
ホςϧ͸·͗͘Λ෣୆ͱͯ͠஍Ҭͷํʑ
͸΋ͱよΓ٬ޫ؍に΋ࢀՃͯ͠΋Β͏
ͱ͍͏৽͍͠ڥ؀ͷ中Ͱڷ౔芸ೳΛ௨
೦ف෦ͷ࣋ଓతͳ復興Λ؛཮Ԋࡾͨ͡
͢るɻ

13 11/11 ԉޙ τϞμν࡞ઓ　Xith	
.usic

2013年12月1೔ʢ೔ʣ
ʙ3೔ʢՐʣ ͘Β͠にԻָϓϩジΣΫτ 1 1月1 �

೔
1 1月1 �
೔

Ͳ΋ୡ΁ͷԻָϫーΫシϣοϓͰ૑ࢠ
଄ੑڭҭΛ࣮ફ͢るɻ·ͨɺݱ஍ڭҭ
ҕһ会ͷཁ๬にԠ͑ɺτϞμν࡞ઓͷ
఻ঝΛ͠ͳ͕Βɺ೔ถͷ఻౷తԻָ文
化Λଊ͑ͳ͕Β૒ํͷ༥߹ͱ৽ͨͳ૑
ग़ΛࢼΈ͍ͯ͘ɻ

14 11/18 ԉޙ ̟̖̩̩̚　̧̛̤̪
̢　2013-14 2014年1月2�೔ʢਫʣ公益社団法人ܶ৔ԋग़ۭٕؒ術協会

1 1月2 �
೔

1 1月2 �
೔

਒ޙࡂɺຊ協会Ͱ͸文化施設Λର৅に
施設ͷඃࡂঢ়گɺͦͷޙͷमસ・վम
΍؅ػةཧͷվળ౳に͍ͭͯɺ全国త
ͳアンέーτௐࠪͱώアϦンάௐࠪΛ
Β3年͔ۙࡂଓతに行͖ͬͯͨɻ਒ܧ
͘Λ༷ͯܦʑͳ立৔ͷ人ͷ࡯ߟɺఏҊɺ
ҙ͍޿औΓ૊ΜͰ͍る໰୊ͳͲ෯ࡏݱ
ಈ׆ͱͯ͠ɺ͜Ε͔Βͷ文化ૅجΛݟ
ͷ࣮施ํ法΍文化施設ΛͲͷよ͏に૊
Έ立ͯɺܭըͯ͠行͘΂͖͔ͳͲ͑ߟ
る৔ͱ͍ͨ͠ɻ

1� 12/4 ԉޙ

全࿑ࡁ文化ϑΣεςΟ
όϧ2014
東೔ຊେ਒ࢠࡂͲ΋෣
୆ࢧԉ事業3.11Λ๨Ε
ͳ͍
ͱ෣୆ͷ力ࠓͲ΋ͷࢠ-
-

2014年4月�೔・6೔
ʢ౔೔ʣ

東೔ຊେ਒ࢠࡂͲ΋෣୆芸
術ࢧԉରࣨࡦ 12月�೔ 12月�೔

東೔ຊେ਒ࡂͰඃࢠͨ͠ࡂͲ΋ͨͪに
෣୆芸術ؑ৆Λ௨ͨ͠ࢧԉΛޙࠓ΋ܧ
ଓ࣮ͯ͠施ͯ͠行ͨ͘Ίͷ事業
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資料編

ड ෇
/o.

ऩड೔ छผ 事業໊ ؒظ ओ࠵団ମ ঝೝ೔ ૹ෇೔ 目త උߟ

16 7/10 ԉޙ

(F4C	東๺ر๬ͷコϛϡ
χςΟーϓϩジΣΫτ
ʙखΛͭͳ͝͏χοϙ
ンؤுΕʂʂ　ؠखେ
ધ౉ʙ
　lເ͞Μ·ࡇΓ2014z

2014年�月28೔ʢ೔ʣେધ౉　ເ঎ళ֗ 7月17೔ 7月17೔

文化芸術Λ௨ͯ͠஍Ҭͷੑ׆化ͱ復興
͠ܞに࿈ڞͱݩԉΛ目తͱ͢るɻ஍ࢧ
l৯zͱlԻָzͱlޫ؍zͱlάϧϝzΛ
࿈݁ͯ͠ເ͞Μ·ࡇΓΛ੝Γ্͛東೔
ຊେ਒ࡂ復興にͭͳ͛ͯΏ͘ɻ

17 7/24 協力 ৿ͷ͸͜सアーτϓϩ
ジΣΫτ2014

2014年6月21೔ʢ౔ʣ
ʙ201�年3月7೔ʢ౔ʣ

৿ͷ͸͜सアーτϓϩジΣ
Ϋτ࣮行ҕһ会 7月24೔ 7月2�೔

෱ౡͷ๛͔ͳ৿ͷ୅表Ͱ͋る会௡஍Ҭ
ΛϑΟーϧυͱͯ͠ɺ֤ΤϦアにଉͮ
͘৿ྛ文化Λૉࡐに12人ͷアーςΟε
τ͕ͦΕͧΕͷ੾ΓޱͰͦͷັ力Λڞ
༗͢るͨΊͷϓϩジΣΫτΛ࣮施͢るɻ

18 10/17 協力 ಸಸࡇࢠ　Ֆͷਞ 2 0 1 4年1 2月2 1೔
ʢ೔ʣ ಸಸ࣮ࡇࢠ行ҕһ会 10月23೔ 10月27೔

東೔ຊେ਒ࡂによΓ佂ੴࢢͷӏॅډ஍
区にͯඃͨ͠ࡂ芸ೳ団ମͷ発表ͷ৔Λ
る͜ͱによͬͯɺԾ設ॅ୐に཭Ε͹ͳ࡞
Εにͳͬͨ	஍区ॅຽͷコϛϡχςΟΛ
Β企ը͞Εͨɻ͔͍ࢥͱ͍͏͍ͨ͠ݐ࠶
ʙՖͷਞʙʯ͸େṀࡇࢠճͷʮಸಸࠓ
ொ࿘൘ͷࡾ཮Ֆホςϧ͸·͗͘にࠜ͟͠
ͯɺ஍ݩͷํʑ͸΋ͪΖΜɺ٬ޫ؍に΋
౔ڷͷ中ͰɺڥՃͯ͠΋Β͏ͱ͍͏؀ࢀ
芸ೳΛ௨ͨ͠ࡾ཮Ԋ؛෦ͷ࣋ଓతͳ復
興Λف೦͢るɻ

1� 10/24 ԉޙ

東೔ຊେ਒ࡂνϟϦς
Οーコンαーτʙ๨Ε
ͣに͍͍ͨ͜ͱʙ
ʮϑΝンλジー・ϑϧ
ーτ　dear	4pringʯ

201�年3月22೔ʢ೔ʣϑΝンλジー・ϑϧーτ 10月28೔ 10月28೔

ຖ年行͍ͬͯる東೔ຊେ਒ࡂνϟϦς
Οーコンαーτɻٶ৓ݝग़਎ͷソϦε
τࢍॿग़ԋͱͯ͠Λܴ͑ɺϑΝンλジ
ー・ϑϧーτͷԋ૗発表ͱͱ΋にɺඃ
ԉͷ੠͔͚Λ͠ɺٛԉۚΛ集Ίࢧ஍ࡂ
にಧ͚るɻݝ৓ٶͯ

20 12/� ԉޙ

全࿑ࡁ文化ϑΣεςΟ
όϧ201�
東೔ຊେ਒ࢠࡂͲ΋෣
୆ࢧԉ事業3.11Λ๨Ε
ͳ͍
ーࠓ·ͨ੨͍ௗΛٻΊ
ͯー

201�年3月28೔・2�
೔
ʢ౔೔ʣ

東೔ຊେ਒ࢠࡂͲ΋෣୆芸
術ࢧԉରࣨࡦ 12月12೔ 12月12೔

東೔ຊେ਒ࡂͰඃࢠͨ͠ࡂͲ΋ͨͪに
෣୆芸術ؑ৆Λ௨ͨ͠ࢧԉΛޙࠓ΋ܧ
ଓ࣮ͯ͠施ͯ͠行ͨ͘Ίͷ事業

21 12/14 ಛผ協力

20प年ࡂਆ୶࿏େ਒ࡕ
事業
Ճ઒޿ॏ　ڊେֆը͕
�201	ށ東๺ͱਆ͙ܨ

201�年1月10೔ʢ౔ʣ
ʙ18೔ʢ೔ʣ

Ճ઒޿ॏڊେֆը͕͙ܨ
東๺ͱਆށϓϩジΣΫτ࣮
行ҕһ会

12月18೔ 12月18೔

඼ɺύϑΥ࡞ܗճͷ企ըͰ༷ʑͳ଄ࠓ
ーϚンεɺө૾ɺτーΫ౳Λ௨͡ɺ
3.11Ҏޙͷੈք؍Λ۷ΓԼ͛ͯٞ࿦͠ɺ
ਆ͔ࢢށΒ೔ຊͱੈք΁発৴͢るऔ૊
に協力͍ͨͩ͘͜ͱΛґཔ͢るɻ

22 1/23 協力

社会แઁܕएखΦペϥ
Վख౳人ࡐҭ成事業
ʮՎによるソーシϟϧ
・イン・Ϋϧージϣン
・イン෱ౡʯ

201�年2月্०
ʙ3月10೔ 	公ࡒʣ東京ೋظ会 1月27೔ 1月27೔

࣍୅ͷ文化芸術ͷ୲͍खͱͳるएखΦ
ペϥՎखͷ৽ͨͳ社会แઁ׆ಈͱͯ͠ɺ
෱ౡݝ内ͷಉ࣍͘͡୅ͷ文化芸術ͷ୲
͍खͱͳるアϚνϡア߹এ΋͘͠͸ࣇ
ಐ߹এͱͱ΋にコーϥε・ϫーΫシϣ
οϓΛ行͍ɺͦͷ成Ռ΋౿·͑ͨ߹ಉ
コンαーτΛ࣮施͢るɻ߹ಉコンαー
τに͸෱ౡ͓ݝよͼۙྡݝΏ͔Γͷτ
οϓϨϕϧͷΦペϥՎख΋ग़ԋ͢る͜
ͱによΓ芸術͕࣋ͭ社会แઁػೳΛڞ
༗͠ɺΦペϥՎख౳ͷ人ࡐҭ成ΛਤΓ
ͳ͕Βɺ஍Ҭৼ興に΋د༩͢るɻ

企ը・੍࡞協
力

˙2014年度



169資料編　後援名義等承認一覧（2016年3月1日時点）

˙201�年度ʢ2016年3月1೔࣌఺ʣ

ड ෇
/o.

ऩड೔ छผ 事業໊ ؒظ ओ࠵団ମ ঝೝ೔ ૹ෇೔ 目త උߟ

23 4/1 協力 ৿ͷ͸͜सアーτϓϩ
ジΣΫτ201�

201�年4月1೔ʢਫʣ
ʙ 201 6年3月31೔
ʢ໦ʣ

৿ͷ͸͜सアーτϓϩジΣ
Ϋτ࣮行ҕһ会 4月�೔ �月22೔

る৿͸ɺͤݟʑに๛͔ͳ表৘Λંق࢛
ଟ͘ͷΊ͙ΈΛ༩͑ͯ͘Εる໋ͷઘͰ
͢ɻ৿͸ɺ人ʑͷ৺ͷ๛͔͞ΛੜΈҭ
͖ͯͯ·ͨ͠ɻ৿͕ݝ౔ͷ7ׂΛ઎Ί
る෱ౡ͸ɺ৿ͷ͘にͰ͢ɻ
東೔ຊେ਒ࡂͱ東京ి力෱ౡୈҰࢠݪ
力発ి所ͷ事ނによΓɺେ͖͘ই͚ͭ
ΒΕͨ෱ౡ࠶ݝੜͷͨΊにඒ͍ࣗ͠વ
ͱ๛͔ͳ৿ྛ文化ΛςーϚͱͨ͠アー
τϓϩジΣΫτΛల։͠ɺະདྷ΁ͷر
๬Λ発৴͢るͱͱ΋にະདྷ΁͏͔޲෱
ౡͷイϝージͷ૑଄Λ目͠ࢦ·͢ɻ

Ḫٴద༻

24 6/4 協力 復興ࢧԉコϥϘϑΣε
λ 201�年11月3೔ʢՐʣ復興ࢧԉコϥϘϑΣελ࣮行ҕһ会 6月�೔ 6月�೔

ԉ・ো͕ࢧऀځࠔ׆ԉ・ੜࢧ復興֐ࡂ
͍ऀࣗ立ࢧԉΛ目తͱͨ͠԰୆ଜϒー
ε・లࣔϒーε・εςージϒーε͔Β
ͳる復興ࢧԉイϕンτ

2� 7/8 ԉޙ

(F4C	東๺ر๬ͷコϛϡ
χςΟーϓϩジΣΫτ　
ʙखΛͭͳ͝͏χοϙ
ンؤுΕʂʂ　ؠखେ
ધ౉ʙ
　lເ͞Μ·ࡇΓ201�	z

201�年�月27೔ʢ೔ʣ/10法人೔ؖ文化ަྲྀ会 7月10೔ 7月10೔

文化芸術Λ௨ͯ͠஍Ҭͷੑ׆化ͱ復興
l৯z͠ܞに࿈ڞͱݩԉΛ目తͱ͢るɻ஍ࢧ
ͱlԻָzͱlޫ؍zͱlॳ൸࿐͞Εるά
ϧϝzΛ࿈݁ͯ͠ເ͞Μ·ࡇΓΛ੝Γ্
͛東೔ຊେ਒ࡂ復興にͭͳ͛ͯΏ͘ɻ

26 8/6 協力
ੴ11רアーτイϕンτ
201�ඃࡂ໺にେ͖ͳՖ
アーτ

201�年8月11೔ʢՐʣ
ՖͱアーτͰ࠶ੜ
復興ϓϩジΣΫτ࣮行ҕһ
会

8月10೔ 8月10೔
3.11਒ࡂͷ఻ঝͱ஍Ҭͷͪͨڙࢠͷ৺
ͷ復興ͷޙԡ͠ΛアーτイϕンτΛ׆
༻࣮ͯ͠施͢るɻ

27 11/10 協力 ࡇ芸術ࡍ཮国ࡾ 201�年8月4೔ʢՐʣ
ʙ10月18೔ʢ೔ʣ

/10法人ジϟύン・コンς
ンϙϥϦーμンε・ωοτ
ϫーΫʢ+C%/ʣ

8月4೔ 1 1月1 3
೔

ࡾ・෦؛Ͱ͋る東๺Ԋݿ౔芸ೳͷๅڷ
཮஍Ҭͷັ力Λ೔ຊ全国ͦͯ͠ੈքに
発৴͢る͜ͱɻ
ւ֎ɺಛにアジアΛ中৺に芸ೳΛট΁
͍͠ɺ東๺஍ํͷ芸ೳͱւ֎ͷ芸ೳ͕
ަྲྀ͠ɺ͍ޓにܹࢗ͠߹͏৔ͱͳる͜ͱɻ
ಉ࣌にɺࢀՃͨ͠団ମಉ࢜΍஍Ҭؒͷ
ަྲྀ͕ੜ·Εる৔ͱͳる͜ͱɻ

Ḫٴద༻

28 11/27 ԉޙ ʰ͍·ɺ͜͜Ͱੜ͖ͯ
͍る 	ɦల

2016年1月13೔
ʙ3月11೔ʢۚʣ ART4	for	)01E 12月1೔ 12月1೔

Ծ設ॅ୐ͷॅຽ΍東๺3ݝͷͪͨڙࢠ
඼Λ঺հ͢るలཡ࡞アーτͨ͠࡞੍͕
会ͷ։࠵Λ௨ͯ͠ɺ਒͔ࡂΒ�年目Λ
ܴ͑る東๺に࠶ͼ͍ࢥΛ͚޲る৔Λ૑
ग़͠ɺඃࡂ஍ͷݱঢ়Λ఻͍͑ͯ͘͜ͱ
Ͱɺ௕ظආ೉ੜ׆Λଓ͚るํʑͷʮ৺ʯ
ΛԠԉ͢るɻ

2� 12/22 ԉޙ

東೔ຊେ਒ࢠࡂͲ΋෣
୆ࢧԉ事業
3.11Λ๨Εͳ͍
ʕ͋Ε͔Β�年ɺඃࡂ஍
ͷࠓͱ͜Ε͔Βʕ

2016年3月12೔ʢ౔ʣ

Ͳ΋ͷͨΊͷ෣୆芸術૑ࢠ
଄団ମͷ会
東೔ຊେ਒ࢠࡂͲ΋෣୆芸
術ࢧԉରࣨࡦ

1 2月2 �
೔

1 2月2 �
೔

東京に͓͍ͯඃࡂ஍Ͱ฻Β͢ࢠͲ΋ୡ
ͷ࣮৘Λ఻͑ɺ͜Ε͔ΒͷࢧԉͷࡏΓ
ํ΍ํ法ɺ෣୆芸術ͷՄೳੑΛ͑ߟる
ͱͱ΋にɺେ人͕ͨͪɺͲͷよ͏にࢠ
Ͳ΋ୡに઀͠ɺͪͨڙࢠͷະདྷΛͲ͏
ԋͱシンϙߨる͑ߟΒよ͍͔Λͨ͑ࢧ
ジ΢ムɻ
佂ੴࢢͷʮܶ団΋͠ΐ͜Ήʯによるಛ
ผটᡈ公ԋʮ平行ཐટー΁͍͜͏εύ
イϥϧʕʯ

30 1/4 ԉޙ

東೔ຊେ਒ࡂνϟϦς
Οーコンαーτ
ʮϑΝンλジー・ϑϧ
ーτ　ւに๋͛るథͷ
͏ͨʯ

2016年7月10೔ʢ೔ʣϑΝンλジー・ϑϧーτ 1月6೔ 1月6೔

ຖ年行͍ͬͯる東೔ຊେ਒ࡂνϟϦς
Οーコンαーτɻٶ৓ݝग़਎ͷソϦε
τࢍॿग़ԋͱͯ͠Λܴ͑ɺϑΝンλジ
ー・ϑϧーτͷԋ૗発表ͱͱ΋にɺඃ
ԉͷ੠͔͚Λ͠ɺٛԉۚΛ集Ίࢧ஍ࡂ
にಧ͚るɻݝ৓ٶͯ
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月
Ұҙͳ
๚໰ऀ਺

๚໰਺ 17 ώοτ
1人͋ͨΓ
平ۉӾཡ17

1月 2
8�� 6
777 �8
8�0 136
�46 8.7

2月 3
717 8
072 6�
8�� 171
713 8.2

3月 �
632 11
13� 107
342 31�
�63 �.6

4月 3
014 6
870 418
728 �01
8�6 61.0

�月 3
868 8
41� 1�7
1�7 280
832 18.7

6月 3
17� 7
42� 122
6�3 222
8�1 16.�

7月 3
263 7
802 71
022 164
4�6 �.1

8月 3
3�2 7
61� 71
3�0 16�
168 �.4

�月 3
410 6
87� 10�
400 204
207 1�.�

10月 3
341 7
0�4 138
��0 24�
74� 1�.�

11月 3
110 7
260 81.84� 164
424 11.3

12月 4
403 �
600 82
467 163
�71 8.6

16�1月 3
877 8
437 133
008 240
211 1�.8

౤ߘ਺ ౤ߘͷӾཡճ਺ ౤ߘにԡ͞Εͨʮ͍͍Ͷʯ

648݅ 1
116
�1�ճ 40
001ճ

1.8E#αイτͷアΫηεঢ়گに͍ͭͯ

【アクセス解析レポート】

　閲覧ページは1位が「コラム一覧ページ」、2位がイベントアーカイブページとなっており、12

月から連載しているコラムが多くの方に閲覧されていることが伺える。

2.FacebooLページに͍ͭͯ

訪問数 一意な訪問者数【訪問数推移（月別）】
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16年
1月

12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月1月

Facebookページ全体の「いいね！」推移

0

1,000

2,000

3,000

16年
1月

12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月

594

2,070
2,232

2,347 2,434 2,458 2,468 2,524 2,591 2,732 2,700 2,732

【PV推移（月別）】
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16年
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12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月1月

【Facebookページのアクセス状況とアクションの合計】（運用開始から2月15日まで）

৘ใऩ集・発৴に͍ͭ ʢͯ2016年2月2�೔　ୈ3ճӡӦҕһ会ࢿྉよΓʣ
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